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第一章★★★貴婦人の甘き集い







１




　サウティの集落を見み舞まった森の主ぬしの騒そう動どうが終結したのち、俺おれたちはそれぞれの生活に戻もどることになった。

　ルウの血族のかまど番たちは一日置きの宿しゆく泊はくであったが、それ以外の人々の逗とう留りゆうは四日間にも及およんだのだ。しかし、恐おそるべき力を持つ森の主をそれだけの期間で仕留めることができたのだと思えば、まだしも速すみやかであったといえるのだろう。

　その代だい償しようとして、アイ＝ファ、ドンダ＝ルウ、ダルム＝ルウの三名は深い手傷を負ってしまったが、休養さえすれば元の力を取とり戻せるはずだという話であったので、それを慰なぐさめとするしかない。誰だれの生命が損そこなわれることなく、森の主を仕留められたことを、俺たちは母なる森に感謝するしかなかった。

　それに俺たちは、大事な同どう胞ほうを傷つけられたという悲しみばかりでなく、実にさまざまなものを手に入れることができていた。その主たるものは、強大なる森の主を討うち倒たおしたという誇ほこりと、それぞれの氏族の間に芽生えた絆きずなである。

　森の主を打だ倒とうするにあたっては、数多くの氏族が力を結集させることになった。血の縁えんを重んじるあまり、血族でない氏族とは没ぼつ交こう渉しようになりがちであった森辺の民たみが、サウティの窮きゆう地ちを救うために手を携たずさえることとなったのだ。

　もともと宿場町における商売を成立させるために、ファの家は率そつ先せんしてさまざまな氏族と絆を深めていた。今後はサウティの血族とも、まだ見ぬさまざまな氏族とも絆を深めていくことができれば幸いであった。




　さて――そんな中で迎むかえた、紫むらさきの月の三日である。

　森の主を仕留めたのは藍あいの月の最終日たる三十一日であったので、それから三日後のことだ。

　紫の月の一日には臨時休業をいただいたので、屋台の商売を再開して二日目のこととなる。俺たちはその日も平常通りに屋台の商売をこなしていたのであるが、約一名、平常ならぬ様子を見せている人物がいた。

「どうしたんだい？　朝から元気がないみたいだけど、何かあったのかな？」

　俺がそんな風に呼びかけた相手は、同じ屋台で働いていたトゥール＝ディンに他ほかならなかった。『ギバまん』のための新しい蒸むし籠かごを鉄てつ鍋なべにセットしながら、トゥール＝ディンは「いえ」と首を振ふる。

「別に大したことではありません。わたしなどのことをそのようにお気になさらないでください」

「それは無理な相談だね。トゥール＝ディンがそんなにしょんぼりしていたら、気にならないわけがないじゃないか」

　頭ひとつぶん以上も低い位置にあるトゥール＝ディンの顔を、俺は横から覗のぞき込む。

「まあ、俺なんかじゃ力になれないかもしれないけど、誰かに話すだけでも気持ちが楽になるかもしれないよ？　トゥール＝ディンが嫌いやじゃなかったら、なんでも相談してほしいな」

　トゥール＝ディンは、力なく俺の顔を見返してきた。涙なみだこそ浮うかべてはいないものの、ほとんど泣きべそのようなお顔である。これで気にするなというほうが無理な相談であった。

「実は……昨日、家長に叱しかられてしまったのです」

「家長って、ディンの家長に？　そりゃまたどうして？」

「はい……わたしがあまりに不出来な料理を作ってしまったため、貴重な食材を無む駄だにするな、と……そのように叱しつ責せきされてしまいました」

「そんな馬ば鹿かな。トゥール＝ディンが、そこまで不出来な料理を作ってしまったっていうのかい？」

　トゥール＝ディンの腕うで前まえは俺が一番よくわかっているし、しかも彼かの女じよはつい三日前までサウティを救う大仕事に力を尽つくしていた身であった。一昨日になってようやく自分の家に戻ることができた彼女は、家人が総出で自分の苦労をねぎらってくれたのだと言って、それはもう幸福そうに微笑ほほえんでいたのである。

　トゥール＝ディンはスンの分家から引き取られた身だ。正しく生きれば過去の罪は問わないと定められたものの、彼女の性格からして、当初はたいそう心細い思いをしていたに違ちがいない。

　それがファの家でかまど番としての修練を積み、ついには北の集落の婚こん儀ぎのかまど番をまかせられるほどに成長し、今は宿場町の仕事を手伝ってディンの家に大きな富をもたらしている。そうしてこのたびはサウティ家の苦難を退ける仕事を果たして、森の主の大だい腿たい骨こつをたずさえて帰ることになった。もはやディン家でも彼女は肩かた身みのせまい思いをすることなく、誇りと喜びを胸に生きていくことができるようになっているのだろう――と、俺としては、そんな思いを再確かく認にんさせられた矢先の出来事であった。

　また、ディンの家長なら俺だって挨あい拶さつぐらいはしたことがある。かつてはスン家の眷けん族ぞくであった氏族であるが、家が遠いためにスン家や北の一族とも深い交流はなく、どちらかといえばフォウやランと同じように、貧しくも清せい廉れんな生を生きる森辺の民らしい氏族であったはずだ。あのディンの家長が少しぐらいの不始末でトゥール＝ディンを叱責する姿など、俺は想像することも難しかった。

「うーん、いったいどういうことなんだろう。何か不幸な誤解でもあったんじゃないかなあ？」

「そんなことはありません。男衆はみな家長と同じ気持ちであるようでしたから、それだけ料理の出で来き栄ばえがひどかったということです……わたしなどに手ほどきをしてくれているアスタにも申し訳が立ちません……」

「ますますおかしな話だなあ。トゥール＝ディンがそんな不出来な料理を作るなんて、俺には信じられないよ。トゥール＝ディンは、いったいどういう料理をこしらえたのかな？」

「わたしは……ポイタンに砂糖をまぜてしまったのです……」

　そのように言いながら、ついにトゥール＝ディンは涙を浮かべ始めてしまう。

　そこに新たなお客が近づいてきたので、俺はいささか慌あわてそうになったが、それは隣となりの屋台で働いていたヤミル＝レイがさりげなくフォローしてくれた。ヤミル＝レイは俺たちを押おしのけるようにして、ほかほかの『ギバまん』を蒸し籠から取り出し、お客に受うけ渡わたす。

　そうして俺を振り返かえったヤミル＝レイの切れ長の目には、「さっさとどうにかなさい」と言わんばかりの光がたたえられていた。彼女はこう見えて、同じスンの血族であったトゥール＝ディンに目をかけているのだ。

　俺はヤミル＝レイの温情に感謝しながら、トゥール＝ディンを屋台の裏側に連れ出すことにした。トゥール＝ディンはぽろぽろと涙をこぼしながら、言葉を重ねていく。

「一いつ緒しよにかまどを預かっていた女衆らは喜んでくれていたので、それを晩ばん餐さんで出すことにしたのですが……きっと狩かり人うどには相応ふさわしからぬ食事であったのでしょう。その日の生命を預かるかまど番として……とても不ふ甲が斐いなく思います……」

「ちょ、ちょっと落ち着いて、トゥール＝ディン。ほら、涙をふきなよ」

「……申し訳ありません……」

　トゥール＝ディンは深くうつむき、俺の渡した手ぬぐいで涙をぬぐう。料理の腕前は森辺でも指折りだが、彼女はまだ十歳さいの幼さであるのだ。なおかつ森辺の民としてはとびきり繊せん細さいな気き性しようをしているので、そんな彼女がはらはらと涙をこぼす姿は、俺の胸をしめつけてやまなかった。

「もうちょっと詳くわしく話を聞かせてもらえるかな？　ポイタンには、砂糖を入れただけなのかい？」

「いえ……ポイタンを溶とくのにカロンの乳を使い、風味と舌した触ざわりをよくするために、乳にゆう脂しとキミュスの卵も混ぜ込みました……あと、干したラマムの実も少しだけ……」

　ラマムの実とは、リンゴによく似た甘い果実である。俺も隠かくし味あじとして『ギバ・カレー』に使うことはあるが、干したラマムは味見で購こう入にゆうしたことしかない。

「ふむ。話を聞いていると、とても美お味いしそうだけどね。でも、料理というよりはデザートに近いのかな」

「でざーと？」

「うん。菓か子しのことだよ。トゥール＝ディンも勉強会や城下町の晩ばん餐さん会かいで口にしただろう？　六種の料理の最後に準備される、あれのことだよ」

　だいたい、乳に乳脂に卵ときたなら、俺がリフレイアに供したホットケーキやドーナツなどと同一の食材である。ただ違うのは、フワノではなくポイタンを使っているところだ。

　しかし、俺がかつて晩餐会で供したのはチャッチ餅もちと蒸しプリンであるため、西洋風の焼き菓子のレシピは森辺でも公開していない。城下町の料理人ヴァルカスが用意したのも卵で作られたメレンゲクッキーのような菓子であったのだから、そちらから着想を得たわけでもないのだろう。

「トゥール＝ディンは、自分でその料理をあみだしたのかな？　実は俺の故郷でも、そういった食材を使う菓子はたくさんあったんだよ」

「そうなのですか……？　わたしは普ふ段だん通り、自分なりに美味なる食事を目指していただけなのですが……砂糖も乳脂も高価な食材なのに、全部無駄にしてしまいました……」

「いや、それはきっと他の料理との取り合わせに問題があっただけだよ。確かに肉料理や汁しる物もの料理と一緒に食べるのには向いてないだろうし……そもそも森辺では砂糖や甘い果実を食べる習慣がなかったから、甘みというものが忌き避ひされやすいんだろうね」

　そうしてトゥール＝ディンが新たな涙をこぼさぬ内に、俺は急いで言いい継ついだ。

「でも、果実酒を使った甘めのソースなんかはすぐに受け入れてもらえたし、タウ油と砂糖の取り合わせなんかには誰も不平を述べないだろう？　問題は、やっぱり他の料理との兼かね合あいだったんだよ。城下町での晩餐会みたいに食後の菓子として出していれば、きっと男衆にも美味しいと思ってもらえたんじゃないかな」

「そう……なのでしょうか……？」

「きっとそうだよ。そういえば、ルウ家のリミ＝ルウなんかもチャッチ餅や蒸しプリンが大好きだったから、自分がかまど番の日は晩餐でも作っているらしいよ」

　しかし残念ながら、本日宿場町に下りてきているのはシーラ＝ルウとララ＝ルウであった。それに、ルウ家の面々は青空食堂の営業で忙いそがしく、俺たちのように気安く会話をする時間も持てずにいるようだ。

「そうだ、ルウの集落に戻ったら、そのトゥール＝ディンの料理を食べさせておくれよ。リミ＝ルウも呼んで、一緒に味見をしてみよう。それで味そのものに問題があるのかどうかを確かめてみればいいさ」

「はい……」と、トゥール＝ディンは涙に濡ぬれた目で俺を見上げてくる。

　きっとトゥール＝ディンは、同じ家で暮らす人々に喜んでほしい一心で、その甘いポイタン菓子をこしらえたのだろう。それを不出来だと叱りつけられて、どれほど悲しい気持ちを抱いだくことになったのか。ディンの家長らにも罪はないのだろうが、とうていこのままにはしておけなかった。

（スンの家から引き取られて、トゥール＝ディンはようやく自分の新しい居場所を作ることができたんだ。こんなことで、それに傷をつけさせてたまるもんか）

　俺がそんな風に考えていると、屋台のほうから「アスタ」と呼びかけられた。俺たちの代わりに働いてくれていたヤミル＝レイである。

「もういいかしら？　あなたにお客が来ているようよ」

「はい？　俺にお客ですか？」

　トゥール＝ディンをうながして屋台に戻ると、何となく見覚えのある若い娘むすめさんが深々と頭を下げてきた。

「お忙しいところを申し訳ありません。わたくしはダレイム伯はく爵しやく家けの侍じ女じよで、シェイラと申します」

「シェイラ……？　ああ、《タントの恵めぐみ亭てい》や屋台でヤンのお手伝いをされている方ですね。どうも、おひさしぶりです」

「わたくしなどのことをお見知りおきいただき、非常に光栄です」

　宿場町の無ぶ頼らい漢かんに目をつけられないように質素な身なりをしているが、挙動や口調には気品がにじみでてしまっている。褐かつ色しよくの髪かみを長くのばした、俺と同年代ぐらいの娘さんだ。彼女はもともと、俺がリフレイアにさらわれた際にアイ＝ファと顔をあわせる機会があったらしく、そちらの面でも色々とお世話になっていたのだった。

「本日は、ポルアース様からの言こと伝づてを携えてまいりました。今この場でお伝えさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「はい、なんなりと」

「ありがとうございます。実は、アスタ様を城下町にお招きしたい、というお話なのです」

　またどこかから新しい食材でも届いたのかなと思ったが、そうではなく、それはかまど番としての腕うでをふるってほしいという要よう請せいであった。しかも、それを所しよ望もうしているのはポルアースにあらず、ジェノス侯こう爵しやく家の第一子息メルフリードの奥おく方がたたる、貴婦人エウリフィアであるそうだ。

　エウリフィアという貴婦人とは、過去に一度だけ顔をあわせたことがある。あの、稀き代たいの料理人ヴァルカスとともに厨くりやを預かった、バナームの使節団の歓かん迎げい会かいの際のことである。近この衛え兵へい団の団長にして森辺の民との調停役であるメルフリードは冷れい徹てつにして沈ちん着ちやくなる武人であるが、その伴はん侶りよたる彼女はいかにもたおやかで、それでいてなかなかに奔ほん放ぽうそうな印象の貴婦人であった。

「期日は、紫の月の七日。内容は、城下町の《白鳥宮》における貴婦人の集いの軽食です」

「貴婦人の集い？　晩餐ではなく、軽食ですか。……すると、それはお茶会のようなものなのでしょうか？」

「はい、まさしくそのお茶会となります。ですから、肉や野菜の料理ではなく、甘い菓子をご所望されているとのことです」

　このタイミングで菓子作りか、と俺は少々閉口することになった。何だか運命神にタチの悪いイタズラでも仕し掛かけられている気分である。

「うーん、でも、菓子作りは俺の領分ではないのですよね。貴婦人がたのご期待に応こたえられるかどうか、はなはだ不安なところであります。……それに、紫の月の七日ですと、こちらの商売も普ふ通つうに営業日なのですよ。ちょうど明日が休業日で、紫の月の五日からまた十日間の仕事が始まるわけですから」

「はあ、わたしは言伝てをおおせつかっただけですので、何ともお答えしかねますが……でも、今ごろは森辺の族長にも正式に依い頼らいの言葉が届けられているはずです」

　それはそうだろう。城の人間が森辺の民に仕事を依頼するならば、まず族長に話を通すべきであるのだ。

　しかしこれは、晩餐会で厨を預かるよりもハードルの高い依頼である。俺が「うーん」と考え込んでいると、シェイラはきょろきょろと周囲を見回してから、俺の耳もとに口を寄せてきた。

「あの、これはポルアース様に個人的に言い含ふくめられたお言葉なのですが……何でも現在の城下町においては、数多くの高貴なる方々がアスタ様の料理をご所望されているようなのですね。それをジェノス候こう爵しやく様が、森辺の民の生活をむやみにかき乱すことはまかりならぬと掣せい肘ちゆうしておられるそうなのですが……エウリフィア様というのは、そんな候爵様が唯ゆい一いつ掣肘することのできないお相手であるのです」

　エウリフィアの朗ほがらかな笑え顔がおを思い出しつつ、俺は「なるほど」とうなずいてみせた。確かに歓迎会の席においても、ジェノス侯爵マルスタインは彼女の言動にたびたび苦く笑しようを浮かべていたように記き憶おくしていた。

「本当は、もっと大きな晩餐会の仕事をアスタ様におまかせしようとしていたところを、なんとか説得して茶会にまで引き下げた、というのが実情であるようです。よって、非常に申し訳ないことなのですが、なんとか時間を作ってエウリフィア様の好こう奇き心しんを満たしていただくことはできないかと……ポルアース様は、そのように仰おつしやっておりました」

「ポルアースもジェノス候も、きちんと森辺の民のことを慮おもんぱかってくださっているのですよね。それは理解できているつもりです。……わかりました。森辺の族長とも相談して、なんとか前向きに検討してみます」

「はい、よろしくお願いいたします」

　いくぶんほっとしたように、シェイラは俺から身を離はなした。

　それから、いきなり頬ほおを染めて、もじもじと前まえ掛かけをいじり始める。

「それで、その……もしもアスタ様がこのたびの仕事をお引き受けになられる際は、アイ＝ファ様もご同行されることになるのでしょうか……？」

「アイ＝ファですか？　そうですね、たぶんそういうことになると思います」

　森の主を討とう伐ばつしてから、今日で三日目。肋ろつ骨こつを折ってしまったアイ＝ファも、昨日からはそれなりに不自由なく動けるようになって、無ぶ聊りようを託かこっているのである。こんな話を伝えたら、まず間ま違ちがいなく護衛役として名乗りをあげることだろう。

　それはそれで俺にとっては心配の種であるのだが、シェイラは何故なぜかしら「そうですか」と顔を輝かがやかせていた。

「その日はヤン様も招かれていらっしゃいますので、わたくしも同行させていただくことになるかと思います。……それでは、アイ＝ファ様にもくれぐれもよろしくお伝えください」

「はあ、承知いたしました」

　笑顔で立ち去っていくシェイラの後ろ姿を見送りながら、俺は（どうしたもんかなあ）と内心で溜ため息いきをつくことになった。




２




「あ、みんなおかえりー！」

　宿場町でも商売を終えた後、無事にルウの集落まで帰りつくと、かまどの間ではずいぶん大勢の女衆らが俺たちを待ち受けていた。

　明日は休業日で仕込みの作業もないはずなのに、この賑にぎやかさはどうしたことだろう。こんな明るい内から、もう晩餐の準備もほとんど整ってしまっているようだ。

　その中から、今日も元気いっぱいのリミ＝ルウが笑いかけてきた。

「最近はあまりギバが獲とれないからさ、毛皮なめしの仕事も少ないんだよ。それで薪まきも割り尽くしちゃったから、みんなで晩餐の準備をしてたの！」

「なるほど」と、俺は納なつ得とくする。

　ルウの集落でギバの捕ほ獲かく量りようが減った理由は、二点。休息の時期が近づいているルウの狩かり場ばではギバの数そのものが減少しているということと、あとはドンダ＝ルウとダルム＝ルウの両名が負傷で仕事を休んでいるためであった。

　かまどの間では、ルウ家の女衆が四名と、それに客分の女衆が二名で、それぞれの仕事に励はげんでいる。ちょっと珍めずらしいところでは、ヴィナ＝ルウ、レイナ＝ルウ、リミ＝ルウの姉妹組にまざってサティ・レイ＝ルウの姿があった。

　サティ・レイ＝ルウは、ルウ本家の長ちよう兄けいジザ＝ルウの伴侶である。とても聡そう明めいで気配りのこまやかな女性であるのだが、コタ＝ルウという幼き愛息の面めん倒どうを見なくてはならないため、他の女衆よりはかまど番の仕事を任される機会が少ないのだ。

　そんなサティ・レイ＝ルウにも軽く挨拶をしてから、俺はリミ＝ルウに向きなおった。

「でも、リミ＝ルウがいるならちょうどよかったよ。リミ＝ルウは、今日の勉強会にも参加してもらえるのかな？」

「するするー！　今日は何をおべんきょするの？」

「今日はね、きっとリミ＝ルウが喜ぶ内容だよ」

　そんな会話をしていると、客分たる二名の女衆がひたひたと近づいてきた。

「ファの家のアスタ。本日はわたしたちも勉強会というものに加えていただいてよろしいでしょうか？」

「ええ、もちろん」

　それは、ルウの集落に逗留しているザザ家の女衆たちであった。

　現在、ザザ家は美味なる料理の作り方を習得するために、ルウの血族と家人を貸し合っているのである。ルウの血族の側からは、ルティム本家の末妹たるモルン＝ルティムやルウの分家の女衆が出向き、ザザからはこの両名が派は遣けんされてきたのだ。

　一人は年配の女衆で、名前はメイ・ジーン＝ザザ。ザザの眷族たるジーンの家長の妹であり、族長グラフ＝ザザの弟の嫁よめであるという。背せ丈たけはほどほどだが骨太のがっしりとした体格をしており、貫かん禄ろくのほどはミーア・レイ母さんにも負けていない。

　もう一人は十六歳の未み婚こんの女衆で、スフィラ＝ザザ。ザザの本家の末妹――つまりはグラフ＝ザザの娘であり、すらりと背が高く、黒こつ褐かつ色しよくの長い髪を大きな三つ編みにして右みぎ肩かたに垂らしている。こちらも若じやく年ねんらしからぬ風格があり、レイナ＝ルウより年下だとはとうてい思えない。

　同じ北の集落の家人であるレム＝ドムなどはギバの骨の飾かざり物ものを身につけていたが、彼女たちは渦うず巻まき模様の装束の上に、ギバの毛皮の胸あてや腰こし帯おびなどを纏まといつけている。とりたてて粗そ暴ぼうなわけではないのだが、目つきは鋭するどく、表情は厳しく、どことはなしに威い圧あつ感が漂ただよっている。さすがは勇ゆう猛もうで知られる北の集落の女衆、といった様相である。

「それじゃあ、トゥール＝ディンのお手並みを拝見しようかな」

　晩餐の支し度たくの片付けが終わったところを見計らって、俺はそのように呼びかけた。いくぶん物もの怖おじしつつも、トゥール＝ディンは「はい……」と食材を物色し始める。

　もともとの六名に加えて、俺たち八名が加わったのだから、かまどの間は満員御おん礼れいの状態だ。それらの人々に注視されながら、トゥール＝ディンは黙もく々もくと作業の手を進めた。

　まずはポイタンの粉をカロン乳で溶き、さらに乳脂とキミュスの卵を添てん加かする。それから砂糖を加えていき、味を確かめてから、干したラマムを取り上げた。

　味はリンゴに似ているが、表皮は黄色く、中の身は赤いラマムの実である。干ほし柿がきのようにしなびたその実を皮ごと細かく刻んでいき、溶いた生き地じに落とし込んでいく。

　ポイタンはフワノよりも粘ねばり気けが少ないため、生地はとろとろの液状だ。それを木べらでホイップするように攪かく拌はんしてから、乳脂をひいた鉄板に落とすと、ホットケーキのように丸く広がった。

　色合いも、キミュスの卵を使っているので少し黄色みを帯びている。外見的には、俺が以前にこしらえたフワノのホットケーキと大差ないだろう。

「うーん、いい香かおりだね！　絶対に美味しいよ、これ！」

　トゥール＝ディンの手もとを覗き込みつつ、すでにリミ＝ルウはご満まん悦えつの表情であった。

　しかし、トゥール＝ディンの表情は真しん剣けんだ。

　そうしてトゥール＝ディンがポイタンの生地をひっくり返すと、茶色く焼き色のついたそれはいっそうホットケーキめいて見えた。

「……これで完成です」

　直径三十センチはあろうかというホットケーキ風ポイタンを、トゥール＝ディンは器用に形を崩くずすことなく大皿へと移しかえた。

　そこに刀が入れられる光景を見て、俺は初めて「おや」と思った。さくりさくりという感じで、ずいぶん軽かろやかに刀が通っていくのである。

　そういえば、ふくらみ加減もなかなかのもので、もとは一センチていどの厚みであったのに、それが三倍ぐらいに膨ぼう張ちようしているようだ。ホイップするような攪拌の仕方が思った以上に効果を表しているのかもしれない。

「……お味見のほうをよろしくお願いいたします」

　かなり思おもい詰つめた表情で、トゥール＝ディンが身を引いた。小さな木皿に取り分けられたその菓子を、俺たちはそれぞれ手にする。

　上質なバターを思わせる乳脂の香りが芳かぐわしい。断面からうかがえる内側の生地は、しっとりとやわらかそうな質感をしており、ところどころから赤いラマムの実を覗かせている。

　一人ずつの量はささやかなものであったので、俺はそいつをまるごと口の中に放ほうり込んだ。とたんに、優やさしい芳ほう香こうが鼻に抜ぬけていく。味もやっぱり、ホットケーキに近い。ただ、その食感だけが独特であった。

　しっとりしているのに、ふわりと口の中でほどけていく。俺の作るホットケーキよりもたくさんの空気をふくんでいるのだろう。まろやかさと軽やかさの同居する、とても心ここ地ち好よい食感であった。

　そして、ラマムの実もほどよいアクセントになっている。熱を通されてもちもちとした果実の粒つぶからほのかな甘あま酸ずっぱさがしみだして、砂糖や乳脂の甘さと絶ぜつ妙みようにからみあってくれるのだ。食感と味の双そう方ほうから、このラマムの実がいっそうの美味しさを演出していた。

「うん、これは美味しいよ」

　と、視線を巡めぐらせた俺は、ぎょっと立ちすくむことになった。女衆の何名かが、恍こう惚こつとした面おも持もちで息をついていたのだ。

　その筆頭は、リミ＝ルウとユン＝スドラとサティ・レイ＝ルウと、そしてザザ家のスフィラ＝ザザであった。その他のメンバーもおおむね満足そうな表情であるのだが、その四名はもう至福の表情といった様子なのである。

　いっぽうで、レイナ＝ルウやシーラ＝ルウなどはきわめて真剣な表情でゆっくりと味を確かめており、そして、ヴィナ＝ルウだけが俺と同じように困こん惑わく気味の視線をさまよわせていた。

「どうしたのぉ……？　なんだかみんな、目の色が変わっちゃってるみたいだけど……」

「どうしたのって、すっごく美味しいじゃん!!」

　リミ＝ルウが空の木皿を放り出だし、トゥール＝ディンの腕にすがりつく。

「こんなに美味しいポイタンは初めてだよ！　トゥール＝ディンは、自分でこの料理を考えたの!?」

「え、あ、はい、その……」

　トゥール＝ディンは、どぎまぎとその笑顔を見返している。

　すると、逆側の腕をユン＝スドラがつかみ取った。

「わたしも同感です！　トゥール＝ディンが卓たく越えつした腕前を持っているということはわきまえていたつもりなのですが……もう、言葉もありません！」

　そういえば、ユン＝スドラも家では砂糖を使いすぎないように気をつけている、と発言したことがあった気がする。リミ＝ルウと同様に、彼女も甘あま党とうなのだろう。

　そして、気の毒なトゥール＝ディンの正面に、サティ・レイ＝ルウが静かに立ちはだかる。

「この食感は、とても不思議です。かつてアスタが教えてくださったおこのみやきを甘くしたような料理であるようですが、それとはまたまったく異なる美味しさを持っていると思います」

　そういえば、サティ・レイ＝ルウはこよなく炭水化物を好むお人であったのだ。その顔には普段通りの落ち着いた微び笑しようがたたえられていたが、その瞳ひとみに浮かぶ輝きはリミ＝ルウにもユン＝スドラにも負けていなかった。

　これでスフィラ＝ザザまでもがトゥール＝ディンを囲んだらまさしく四し面めん楚そ歌かの状じよう況きようであるが、それほど親交のない彼女はただうっとりと目を細めながらホットケーキ風ポイタンを味わっていた。

　そんな彼女らの様子を無言でうかがっていたヴィナ＝ルウが、色っぽく肩かたをすくめる。

「わたしも普通に美味しいとは思うけどぉ、みんなはそれどころじゃないみたいねぇ……これって、以前にアスタがフワノに砂糖や香こう草そうを入れていたのと、同じような料理なのかしらぁ……？」

「ああ、そんなこともありましたね。確かに大きく分ければ、同系列のものだと思います」

　あれはたしか、『ギバ・カレー』の開発に励んでいた頃ころだろう。俺は香草の重要さを説くために、シナモンのような香草と砂糖をフワノに混ぜてみせたことがあった。さらに、キミュスの卵を使用したのも、俺がお好み焼きやパスタで使ったことから着想を得たのかもしれないが、それ以外の部分はトゥール＝ディンのオリジナルであるはずだ。

　レイナ＝ルウたちはどのような感想を抱くことになったのだろう、と俺はそちらに視線を転じてみる。

「城下町に出向いた人たちにはわかると思うけど、これは普通の料理ではなく、食後のお菓子と見なすべきだと思う。その上で、ご感想は如何いかがかな？」

「はい、とても美味だと思います。ヴァルカスはあまり菓子というものに力は入れていない様子でしたが、これは……アスタやヴァルカスの作る菓子にも負けない出来栄えなのではないでしょうか？」

「うん、俺も菓子作りは専門外なんだよ。ヴァルカスは、六種の料理のしめくくりとしては主張しすぎない菓子が相応しい、と考えていたみたいだから、菓子を単体で作る際はまた趣おもむきの異なるものを作るのかもしれないね。……何にせよ、ほとんど知識らしい知識もなかったトゥール＝ディンが自力でこんなに美味しいお菓子を作れるだなんて、ちょっと驚おどろきだよ」

　リミ＝ルウとユン＝スドラに両りよう腕うでを拘こう束そくされたまま、トゥール＝ディンはちょっと涙ぐんでしまっている。

　もちろんそれは、昼時に見せていた涙とはまったく性質の異なる涙であるはずだった。
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「それじゃあ次は、リミが作るね！」

　そのように宣言したリミ＝ルウがちょこちょことかまどの間を飛び出していき、食料庫から必要な食材を携えて舞まい戻ってきた。

　ルウ家ではどのような菓子をこしらえているのか、という俺の問いかけに、彼女が率先して応えてくれたのである。

「あんまり時間がないから、ぷりんじゃなくってチャッチのおもちにするね！　リミも最近は、水じゃなくってカロンの乳を使ってるの！」

「へえ、そいつは美味しそうだね」

　チャッチ餅というのは、かつて俺が城下町の晩餐会でこしらえた、わらび餅の簡易版のごとき菓子だ。ジャガイモに似たチャッチからでんぷん（と思われる）の成分を抽ちゆう出しゆつしているので、そのように命名した。幼い頃に母親が作ってくれた、片かた栗くり粉この餅の応用である。

　チャッチからでんぷんを抽出するのが手間であるが、それ以降の手順はシンプルだ。チャッチ粉を砂糖と一緒に水で煮にて、それを冷やせばもう完成である。それをリミ＝ルウは、水でなくカロン乳で煮ているのだという話であった。

　なおかつリミ＝ルウは、砂糖のみではなく二種の食材も追加していた。落花生を思わせるラマンパの実を砕くだいたものと、それにシナモンを思わせる香草のパウダーだ。

「これであのパナムのあまーい蜜みつっていうのもかけるとすっごく美味しいんだけど、蜜は高いからあまり使うなってミーア・レイ母さんに言われてるの。だからそのぶん、砂糖をいっぱい入れておいたよ！」

　俺が作製したときはみたらしの餡あんをメインの味にしていたため、餅そのものにはあまり砂糖を加えなかったのだ。

　そうしてほどよく煮えたチャッチ餅の素を、水を張った鍋なべに流し込み、固まるそばから適当な大きさにちぎっていく。やがて木皿には、ぷるぷると震ふるえる乳白色のチャッチ餅が山積みにされた。

「ずいぶんたくさん作ったんだね。試食では食べきれないんじゃないかな？」

「いーのいーの！　半分は残しておいてね！」

　何か悪戯いたずらでもたくらんでいるような顔で、リミ＝ルウは笑っている。しかし、ルウ家の年長組もそれをいぶかしむ様子はなかったので、俺もそれ以上は追つい及きゆうしないことにした。

「では、いただきます」

　小さな木皿にいったん取り分けてから、俺はあらためてチャッチ餅を口に運ぶ。

　香草のパウダーはひかえめであったので、ほんのり香るていどである。しかしその香りが、いっそうの甘さを際きわ立だたせているように感じられた。

　やはりチャッチ餅は、粘り気がなくぷちぷちと噛かみ切きれる感かん触しよくが心地好い。なおかつ、落花生に似たラマンパの実がときたまカリッと異なる食感を添そえてくれるのが、トゥール＝ディンの菓子と同様にいいアクセントになっていた。

　それに、カロン乳が素す晴ばらしい風味を生み出している。俺としては、ミルクとナッツとシナモンを使用した、和わ洋よう折せつ衷ちゆうのユニークなお菓子を堪かん能のうしている気分であった。

「これは、あの……アスタのこしらえたチャッチの菓子にも負けない美味しさですね？」

　トゥール＝ディンがおずおずと発言したので、俺はにっこりと微笑んでみせた。

「本当だね。おおもとは俺の教えたものだとしても、この応用力は素晴らしいよ。リミ＝ルウもトゥール＝ディンも、それだけ甘いお菓子が好きだから、上達も早かったってことなんだろうね」

「ひょっとしたら、アスタはあまり甘い菓子というものを好いていなかったのですか？」

　レイナ＝ルウが不思議そうに問うてきたので、俺は「いや」と首を振ってみせた。

「好きか嫌きらいかでいえば好きなんだけど、自分でその味を研究するほど強い関心は持てなかったってところかな。故郷にいた頃は、俺も人の作る菓子を味わうばっかりで、自分で作ってみようとはしなかったんだよ」

「なるほど。菓子というのは、やはり普通の料理と一線を画する存在であるのですね」

「うん。俺の故郷では、料理人と菓子職人ってのは別の存在として扱あつかわれている面が強かったぐらいだね。もちろん、菓子込みで優すぐれた料理を作る料理人もたくさんいたんだろうけど、俺や親おや父じはそういう料理人ではなかったからさ」

　感じ入ったように、レイナ＝ルウはうなずいている。

　そのかたわらから、リミ＝ルウが慌てたように声をあげた。

「ちょっとツヴァイ、全部食べちゃったらだめだよ？　それはドンダ父さんとダルム兄のために作ったんだから！」

「族長と次じ兄けいに？　フン、男衆がこんな甘ったるいものを喜ぶのかネ？　ディンの家長だって、そこの娘が作った甘いポイタンを嫌がったっていうんでショ？」

　そのように語る間も、ツヴァイはチャッチ餅をぽいぽいと口の中に放り込んでいたので、リミ＝ルウは「だめだってばー！」と、その細っこい身体を羽は交がい絞じめにすることになった。すでに十二歳でありながら、八歳のリミ＝ルウとあまり背丈の変わらないツヴァイなのである。

「ドンダ父さんもダルム兄も、怪け我がが治るまでは果実酒を飲めなくなっちゃったんだよ！　そしたら何だか甘い菓子をたくさん食べるようになったみたいだから、晩餐の前に持っていってあげるの！　怪我を治すためにはたくさん食べなきゃとか言ってたし！」

「ああ、なるほど……他の料理だけじゃなく、果実酒との取り合わせっていうのも大事だったのでしょうね」

　そのように言いながらトゥール＝ディンに向きなおったのは、ヤミル＝レイであった。

「トゥール＝ディン、あなたが叱責されたのも、それが原因だったのじゃない？　あのように甘いポイタンと一緒に果実酒を飲んでいたら、甘さが殺されて酸すっぱさばかりが感じられてしまいそうだし……むしろ、そうして果実酒を美味しく飲めなくなってしまったことに、男衆らは怒おこっていたのではないかしら？」

　そしてヤミル＝レイは、その視線をぐるりとヴィナ＝ルウのほうに差し向ける。

「そう考えると、あなたがあまり甘いポイタンを美味と思えなかったのも、大酒飲みであることが関係しているのかもしれないわね」

「いちいち余計なことを言う女ねぇ……わたしは宴うたげのときぐらいしか果実酒は口にしないわよぉ……？　それだったら、シーラ＝ルウなんかはわたしよりも甘い菓子が口に合わないってことになっちゃうじゃなぁい……？」

「わ、わたしもそこまで普段から果実酒を口にしているわけではないのですが」

　気の毒なシーラ＝ルウがそのように発言したところで、今度はリミ＝ルウがトゥール＝ディンを振り返った。

「ね、トゥール＝ディン、さっきのポイタンをもう一回作ってよ！　それで一緒に、ドンダ父さんのところに持っていこう！」

「ええ？　族長にわたしの料理をですか……？　だ、だけど、もしも族長を怒らせるようなことになってしまったら、わたしは……」

「絶対そんなことないってばー。ドンダ父さんもダルム兄も喜ぶよ！　塩からい干し肉を食べると果実酒を飲みたくなっちゃうから、甘い菓子のほうがまだましだーとか言ってたもん！」

　トゥール＝ディンは困惑しきった様子で、俺のほうに視線を向けてきた。

　俺は笑って、そのほっそりとした肩を叩たたいてみせる。

「作ってあげなよ。甘い砂糖も、乳も、乳脂も、塩や肉には足りない栄養をたくさん持ってるんだ。傷を癒いやすには、色んな栄養を取り込むべきだと思う。……それに、ディンの家長にもこれまでのことをすべて伝えるべきだろうね」

「これまでのこと……？」

「うん。トゥール＝ディンの作った甘い焼きポイタンは、肉や酒と一緒に食べるべき料理じゃなかった。でも、日中の軽食で口にしたり、晩餐の後で食べる分には、何の問題もないはずさ。なんなら、晩餐で果実酒を飲まない人間の分だけ作るっていうやり方でもいいんじゃないのかな」

「だ、だけど、高価な食材を使っておきながら、家長や酒を好む男衆に食べさせない、というのはあまりにも……」

「果実酒だって、ひと瓶びんで赤銅貨一枚はするじゃないか？　つまむていどの量だったら、お菓子もそれほどの銅貨はかからないと思うよ。お酒を好きな人はお酒を楽しみ、甘あまいものを好きな人はお菓子を楽しむ、それは別に不公平な話ではないんじゃないかな」

「そーだよ！　ルウの家でもね、怪我をするまではドンダ父さんもダルム兄も甘いお菓子はちょびっとしか食べてなかったよ。あとは女衆とルドだけで食べてたの！」

　それでもまだトゥール＝ディンがもじもじしていると、ずっと沈ちん黙もくを守っていたスフィラ＝ザザが静かにその前に進み出た。

「トゥール＝ディン。ディンの家長が甘いポイタンを好まない、というのならそれでかまわないでしょう。でも、それはあくまで好みの問題であり、決してあなたの料理が不出来なわけではありません。家族との間に誤解が生じてしまったのなら、あなたは何としてでもそれを解くべきだと思います」

　さきほどの恍惚とした表情などは微み塵じんもなく、スフィラ＝ザザは厳しい面持ちでそのように言い継いだ。

　もともとは、ザザもスンの眷族であったのだ。それが今ではスン家が没ぼつ落らくし、トゥール＝ディンはディンの家人となり、ザザはそれを統すべる新たな親筋となった――という、彼女たちは実に複雑な関係性にあるのだった。

「男衆が甘いポイタンを好まないというのなら、女衆のためにそれをこしらえなさい。わたしもこの場で甘いポイタンの作り方を学び、それを家族にこしらえたいと思います。……ザザの眷族たるあなたがこれほどの腕を持っているのだということを改めて思い知らされて、わたしはとても誇ほこり高たかい気持ちを得ることができました」

　どうやらトゥール＝ディンの抱かかえていた問題も、解決の目め処どが立ったようだった。

　トゥール＝ディンは俺おれとリミ＝ルウとスフィラ＝ザザの姿を涙の浮かんだ目で見比べてから、「ありがとうございます……」と小さな声で言った。

「それじゃあ今度は、食材の分量なんかを俺たちに説明しながら作っておくれよ。そうしたら、ザザやルティムやレイやスドラでも、美味しいお菓子で家族に喜んでもらうことができるようになるからさ」

　そのように言ってから、今度は俺がトゥール＝ディンとリミ＝ルウの姿を見比べることになった。

「それでさ、実は二人に相談があるんだけど」




◇




　数刻の後、俺はユン＝スドラをスドラの家に、トゥール＝ディンをディンの家に送り届けて、ファの家に向かっていた。

　ディンの家長には俺からも説明を補足しようかと提案したのだが、トゥール＝ディンは「大だい丈じよう夫ぶです」と言っていた。ならば、余よ所その家の俺がしゃしゃり出ることはない。きっとトゥール＝ディンは、大事な家族たちと理解し合うことができるだろう。彼かの女じよが新たな涙なみだを流すまで、俺の出番が巡ってくることはないはずだ。

（森辺には意外に甘党の人も少なくはないみたいだから、お菓子作りのムーブメントが巻き起こるかもな）

　しかし砂糖はそれなりに高価な食材であるし、いちおう糖分の過か剰じよう摂せつ取しゆの危険性も伝えてはおいた。しかし、糖度の高い果実酒をがぶ飲みにしている森辺の民たみなので、体質的にそこまでの心配はないだろう。甘いお菓子も毒ではなく薬にしてほしい、と俺は心から願っていた。

（でも、うちの家長はあんまり甘いお菓子に関心はないみたいだったしな。俺がトゥール＝ディンやリミ＝ルウに先を越こされるのも当然の結果ってわけか）

　そんなことを考えながら、俺はギルルを木につなぎ、家の横に駐とめた荷車から必要な物資を運うん搬ぱんした。本日の晩餐と明後日の商売で使う数々の食材と、使用済みの鉄板や蒸むし籠かごなどだ。

　それらを玄げん関かんの前に置き、俺は何の気なしに戸板を叩く。

「アイ＝ファ、帰ったぞ。起きてるか？」

　すると中からは、アイ＝ファならぬ女衆の声が返ってきた。

「あ、少々お待ちください！　すぐに済みますので、絶対に戸板は開けないようお願いいたします！」

　それはどうやら、アイ＝ファの幼おさな馴な染じみであるサリス・ラン＝フォウの声であるようだった。彼女は負傷したアイ＝ファを心配して、ここ数日何かと姿を見せるようになっていたのである。よって彼女が来訪していることに不思議はないのだが、「絶対に戸板を開けるな」とはどういう了りよう見けんなのだろう。

　とにかく待つしかあるまいと、俺は玄関の前で立たち尽つくす。サリス・ラン＝フォウの言う「少々」とは、およそ二分ほどであった。

「お待たせいたしました。お仕事、お疲つかれさまです」

「ああ、どうも――」と言いかけて、俺は目を丸くすることになった。彼女の足もとから、言語を絶して愛くるしい存在がちょこんと顔を覗のぞかせていたのである。

「すみません。この子に乳をやっていたもので……これはわたしの子で、アイム＝フォウと申します」

「うわあ、もう歩けるぐらい大きくなっていたんですね。初めまして……じゃなくて、こんにちは、アイム＝フォウ」

　俺が初めてサリス・ラン＝フォウと出会ったとき、彼女はこの幼子を胸に抱いていた。そのときは、なんて小さくて弱々しい赤あかん坊ぼうだろう、と少なからず心配させられたものであるが――その幼子はしっかりと自分の足で立ち、母親の服をきゅっとつかんだまま半身を隠し、きょとんとした顔で俺のことを見上げていた。

　小さいことは小さいのだろうと思う。しかしその手足にはふくふくと肉がつき、顔にも元気そうに血が通っている。くっきりとした青い瞳で、ようやく生えそろってきたやわらかそうな髪は、淡あわい褐色だ。幼子用の貫かん頭とう衣いみたいな服を着せられて、おなかのところには太い帯を巻かれている。

　なんとも愛くるしい幼子である。身長なんかは、それほど長身でもないサリス・ラン＝フォウの膝ひざを少し越こえるぐらいにしか至っていない。その小さな顔などは、片方の手の平で簡単に包み込めてしまいそうだ。

「可愛かわいいですね。アイム＝フォウは何なん歳さいになったのですか？」

「まだ一歳さいです。ファの家からもたらされた恵みによって、ここまで育てることがかないました」

　幸福そうに言いながら、サリス・ラン＝フォウは愛いとしい我わが子こをその手にすくい取った。

「いささか身体は小さいですが、もう飢うえを心配することもありません。アイ＝ファとアスタには本当に感謝しています」

「いえ、こんなに可愛いお子さんが無事に育つことができて、俺も本当に嬉うれしいです」

　なかなか視線を離すことができず、俺はアイム＝フォウに笑いかけてみせた。

　アイム＝フォウはきょとんとしたままであるが、その表情がまた愛くるしい。そのほっぺたをつついてあげたくてたまらなかったが、外から帰ってきたばかりの汚よごれた手でそんな乱暴な真ま似ねを働く気にはとうていなれなかった。

「あ、荷物を運び込むところであったのですね。申し訳ありません。わたしも手伝いましょう」

「いえいえ、荷物より大事な存在を抱えておられるのですから、お気き遣づかいなく。どうぞ座すわっていてください」

　俺はいそいそと運搬作業を再開することにした。

　そののちに、ようやく親愛なる家長との対面を果たす。

「戻もどったよ。怪我の具合はどんな感じだ？」

「大事ない。動かなければ、痛みも感じぬからな」

　アイ＝ファは壁かべにもたれて座り込み、自分の膝に頬ほお杖づえをついた体勢で俺にうなずきかけてきた。その胸の下にはきつく包帯が巻かれたままであるが、それ以外は普段通りのアイ＝ファである。印象としては、運動不足で力をもてあましている感じだ。その力強い姿にほっと息をつきつつ、俺は荷物を食料庫にしまい込んだ。

　その間にサリス・ラン＝フォウはアイ＝ファのかたわらに膝を折り、アイム＝フォウを解放する。とたんにアイム＝フォウは、よちよちとアイ＝ファに近づいて、そのしなやかな左ひだり腕うでに取りすがった。

「まあ、駄だ目めよ、アイム。アイ＝ファは怪我をしているのだから……」

「別にかまわん。この幼子もまだ私に痛手を与あたえるほどの力は有してはいないだろう」

　そのように言いながら、アイ＝ファは妙みように身体をこわばらせていた。

「それよりも、私のほうがこの幼子に痛手を与えてしまうのが心配だ。私は身動きをしても大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？」

「そんな心配はしなくとも、幼子というのは意外に頑がん丈じようなものよ。傷が痛まないのなら、アイ＝ファも抱いてあげてくれない？」

「それは無理だ。私の力で握にぎりつぶしてしまうかもしれん」

「まあ」と、サリス・ラン＝フォウは楽しそうに笑う。サリス・ラン＝フォウはアイ＝ファと和解を果たして以来、見み違ちがえるように表情が明るくなっていた。

　アイ＝ファがスン家と対立していた時代、彼女を含む近在の人々は、巻まき添ぞえを恐おそれてファの家との縁えんを絶っていたのである。また、アイ＝ファ自身も大事な幼馴染に悪い影えい響きようが及およばないように、あえて距きよ離りを取っていたのだ。そんな苦しい時代を二年ばかりも重ねた上で、二人はようやく絆きずなを結びなおすことがかなったのだった。

「申し訳ありません。幼子は家の女衆すべてで育はぐくむものなのですから、このような際には家に置いてくるべきであったのですが、今日はできるだけアイ＝ファのそばにいたかったので、こうして連れてきてしまったのです」

　そんな風に述べるサリス・ラン＝フォウの足もとには、編みかけの草籠が置かれていた。ずっとアイ＝ファのそばにいられるように、家の仕事を持参してきたのだろう。

　もちろん俺にとっては、迷めい惑わくどころか涙が出るほどありがたい話であった。一本の肋骨以外は完全に健康になってしまったアイ＝ファにとって、最大の敵は孤こ独どくと退たい屈くつであったのである。

「謝あやまる必要なんてまったくありませんよ。アイ＝ファのためにありがとうございます。……あの、よかったら俺にアイム＝フォウを抱だかせてもらえませんか？　今、手を洗ってきますので」

「もちろんです。アスタに抱いてもらえるなら、光栄です」

　俺は水みず瓶がめの水で入念に手を清め、おそるおそる幼子の小さな身体をアイ＝ファのもとからすくいあげた。

　なんて軽いのだろう。やろうと思えば、簡単に片かた腕うでで支えられそうな重さだ。きっと六、七キロぐらいしかないに違ちがいない。

　俺の腕に抱かれながら、アイム＝フォウはやっぱりきょとんとした眼まな差ざしを向けてくる。まだ白目がほとんど外に出ていなくて、黒目がちというか青目がちの、宝石みたいな瞳である。鼻も口も手足も小さくて、こんなにちっちゃな指にきちんと爪つめまでそろっているのが、むしろ奇き跡せきのように感じられてしまった。

「本当に可愛いですね。今さらですけど、男の子ですか？　女の子ですか？」

「アイムという名で女児なわけがあるか。これだけ森辺で暮らしていながら、まだそのようなこともわからぬのか？」

　と、サリス・ラン＝フォウではなくアイ＝ファのほうが声をあげてくる。アイム＝フォウをあやしながら、俺は笑顔でそちらを振ふり返かえった。

「残念ながら、わからないよ。女の子みたいに綺き麗れいな顔立ちだけど、眉まゆのあたりはちょっぴり凛り々りしい感じもするから、なおさら迷ってしまったんだ。これはきっとルド＝ルウやラウ＝レイにも負けない美男子に育つに違いないぞ」

「ずいぶん幸福そうな顔をしているな。……そういえば、お前は幼子を好いているのだったな、アスタよ」

「うん？　そんな話をアイ＝ファにしたっけか？」
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「した。故郷の店では小さな子供もたくさん訪おとずれていたので、幼子を好むようになったと言っていたではないか」

「ああ、ターラと初めて出会ったときの話か。いやあ、ここまでちっちゃな子を店に連れてくるお客さんはあんまりいなかったから、それとは関係ないかもな。赤ん坊ってのは、無条件で可愛いもんだろ」

　アイ＝ファは何となく面おも白しろくなさそうに、口をへの字にしてしまっている。アイ＝ファはどちらかというと小さな子供を苦手にしていたので、何か癪しやくにさわってしまったのだろうか。

　しかし、アイム＝フォウがとてつもなく愛くるしい存在であるということは、動かしがたい事実である。かなうならば、いつまでもこの重みを腕うでに感じていたかった。その嘘うそみたいにちっちゃなお手々がぺたぺたと俺の顔をさわってきたものだから、なおさらだ。

「あ、駄目だよ、アイム＝フォウ。顔は洗ってないからさ、うかつにさわると病気になっちゃうぞ？」

「まあ、アスタは町で毒草でも扱っているのですか？」

　と、サリス・ラン＝フォウはくすくす笑いだす。

「そこまでの気遣いは不要です。幼子とは、わたしたちが考えている以上に強いものなのですよ？」

「いやあ、こんなに可愛い子を俺の汗あせやギバの脂あぶらなんかで汚してしまうのはしのびないです」

　名な残ごり惜おしいが、そこで幼子を母親に返すことにした。アイム＝フォウは母親の胸むなもとにきゅうっとしがみつきつつ、俺とアイ＝ファの姿を見比べる。

「アイムという名前も可愛いですね。アイ＝ファと似ているのは偶ぐう然ぜんですか？」

「……強き狩人になってくれることを願って、このように名づけました」

　サリス・ラン＝フォウは恥はずかしそうに微笑ほほえみ、アイ＝ファは座ったまま俺の尻しりを蹴け飛とばしてきた。アイ＝ファがギルルに父親と似た名前をつけることになったエピソードを思い出して、俺もそのように問うてみたのだ。

　しかし、ということは――アイム＝フォウが生まれた一年ほど前から、サリス・ラン＝フォウにはアイ＝ファに対する友愛が強く渦うず巻まいていたということになる。スン家のせいで引ひき離されてしまっても、決してサリス・ラン＝フォウはアイ＝ファのことを忘れたりはしていなかったのだ。たとえ尻を蹴けられても、それを確かく認にんすることができて俺は大満足だった。

「お前はいつまで、のんびりとかまえているつもりだ？　晩ばん餐さんの刻限まで、そこまでゆとりがあるわけではなかろう」

「はいはい、今すぐに。……かまどに火を入れますけど、危ないようでしたら外のかまどを使いましょうか？」

「いえ、家でも火は使っているので、ご心配には及びません」

　ならばと、俺は晩餐の支度に取りかからせていただくことにした。急せかされずとも、日にち没ぼつまでにはまだ二時間以上も残されているので心配はない。

「そういえばさ、またジェノスの貴族からかまど番の仕事をおおせつかってしまったんだよ」

　アリアを刻みながらそのように告げてみせると、アイ＝ファはいっそう仏ぶつ頂ちよう面づらになってしまった。

「前回の歓かん迎げいの宴とやらから、まだひと月も経たってはいないではないか。いかに君主筋とはいえ、あまりに気安い申し出ではないか？」

「うーん、メルフリードの伴はん侶りよであるエウリフィアっていう貴婦人が、甘いお菓か子しをご所しよ望もうのようなんだよ。ま、その日の商売は休むしかないけど、城下町での仕事は昼すぎには終わるはずだから、翌日の商売には影響ないさ」

「では、受けるのか？」

「さっきルウ家で、ドンダ＝ルウと話してきたんだけど、基本的には了りよう承しようする方向で取り組むことになった。もちろん他ほかの族長たちやファの家長であるアイ＝ファが反対すれば、その限りではないけどさ」

「……族長のドンダ＝ルウが了承しているならば、私が大きな理由もなくあらがうわけにもいかんではないか」

　と、ますますアイ＝ファは渋しぶい面持ちになってしまう。

「まあ、ジェノス候もなるべく森辺の民の負担にならないように、配はい慮りよしてくれているみたいだしさ。ギバ肉の扱いや値段に関しても便べん宜ぎをはかってもらえてるわけだし。リミ＝ルウとトゥール＝ディンの力を借りて、なんとか乗り切ってみせるよ」

「リミ＝ルウとトゥール＝ディン？」

「うん。あの二人は菓子作りが得意みたいだから、今回はその面メン子ツで挑いどんでみようと思うんだ」

　ドンダ＝ルウの了承は得ているので、あとはディンの家長の返事待ちだ。

　なおかつ今回は、俺と二名の調理助手、ではなく、三名の年若き料理人、という形で挑ませていただこうと考えている。森辺において、料理人の名に値するのは俺ひとりではないという、その事実を貴族の方々にも正しく認にん識しきしてほしかったのだ。

「……で、もしグラフ＝ザザやダリ＝サウティにも異存がなかったら、アイ＝ファはどうする？」

「どうとは？　三族長の認めた話を、私の気分だけでくつがえすわけにはいくまい」

「いや、そういう話じゃなくってさ。また護衛役として同行を望むのかな、と思って」

「……何を抜かしているのだ、お前は？」

　と、アイ＝ファの声のトーンが一気に二段階ぐらい低くなってしまった。

「まさか、私をこの家に残して、お前ひとりで城下町に出向こうなどと考えているのではあるまいな……？」

「いや、もちろん護衛役はつけてもらえるよ。ルウの集落は休息の期間が目前でギバの数が減ってきているし、ドンダ＝ルウとダルム＝ルウも休養中だから、あまり無理はしないようにしているみたいなんだ。だから、一日ぐらいなら護衛役として男衆を出してもいいだろう、という話になって――」

「私とて、狩人の仕事は休んでいる身だ。護衛の役目を余人に譲ゆずる理由はない」

「でも、アイ＝ファはいちおう怪け我が人にんじゃないか？　荷車に揺ゆられると怪我に響ひびくかもしれないし――」

「アスタ」と、サリス・ラン＝フォウが声をあげてきた。

「それはあまりに、アイ＝ファの心情を無視した申し出だと思います。自分がアイ＝ファの立場であったら、きっとわたしも怒いかりと悲しみの気持ちを抱くことになっていたでしょう」

「ええ？　ど、どうしてですか？」

「……アスタはかつて、その城下町に捕とらわれていたのですよ？　たとえ城下町の人間のすべてが敵ではない、ということが証あかし立てられた現在でも、アスタを一人で城下町に向かわせてしまったら、あのときの怒りと悲しみが蘇よみがえってしまうに決まっています」

　サリス・ラン＝フォウは真まっ直すぐ俺のほうを見返しながら、強い口調でそのように言葉を重ねた。

「あのときのアイ＝ファがどれほど苦しんでいたか、それを一番近くで見守っていたのはわたしです。実際に危険のあるなしは関係なく、アスタが城下町に出向いている間、アイ＝ファは同じ苦しみで胸の中を焼かれてしまうことでしょう。どうかアイ＝ファにそのような苦しみを与えないでください」

　俺がリフレイアにさらわれていた間、アイ＝ファを支えてくれていたのは、このサリス・ラン＝フォウであったのだ。というか、その事件をきっかけにして、二人は絆を結びなおすことになったのだった。

　俺が言葉を失いつつ、アイ＝ファのほうに視線を戻すと、最愛なる家長は意固地な子供のようにきつく唇くちびるを噛んでしまっていた。

「ごめん。一番配慮が足りていなかったのは、俺みたいだな。なるべく荷車を揺らさないように気をつけるから、同行をお願いするよ」

「……お前に願われるからではなく、私は私の意志で同行するのだ」

　アイ＝ファはぷいっと顔をそむけてから、サリス・ラン＝フォウに見えないように唇をとがらせた。

　そんなアイ＝ファのうなじを見つめながら、サリス・ラン＝フォウはふっと微笑む。

「アイ＝ファは誰だれよりも猛たけ々だけしい狩人であると同時に、誰よりも情の深い女衆であるのです。ファの家人として、どうかそのことだけは忘れないであげてください、アスタ」

「それではまるで、私が聞き分けのない子供のようではないか、サリス・ラン＝フォウよ！」

　と、顔を赤くしたアイ＝ファがサリス・ラン＝フォウをにらみつける。

　そちらに向かって、サリス・ラン＝フォウはにっこりと微笑み返した。

「でも、わたしはアイ＝ファのそういうちぐはぐな部分を一番愛おしいと思ってしまうの。アイ＝ファをよく知る人間は、みんなそうなのじゃないかしら」

「や、やかましいぞ！　サリス・ラン＝フォウは、そんな意地悪なことを言う娘むすめではなかったはずだ！」

「意地悪じゃなくて、ただ本心を語っているだけよ。それにわたしは、もう娘ではなくなってしまったからね」

　そう言って、サリス・ラン＝フォウは愛息のやわらかい髪かみに頬ほおを押おしあてた。アイム＝フォウはわけもわからぬまま、アイ＝ファの赤い顔をきょとんと見返している。

　アイ＝ファがこんな子供っぽい顔を俺以外の人間に見せるのは珍めずらしいことであったが、もちろん俺が嫌いやな気分になることはなかった。

　ともあれ、そうして城下町のお茶会には、アイ＝ファも同行することがここに決定されたのだった。
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　そうして訪れた、紫むらさきの月の七日である。

　俺たちは予定通りに屋台の商売は臨時休業とさせていただき、早い時間から城下町へと向かうことになった。

　メンバーは、俺とリミ＝ルウとトゥール＝ディン、護衛役はアイ＝ファとシン＝ルウの二名であった。ここにシン＝ルウが選出されたのには、二つの理由が存在する。

　一つは、これまでたびたび護衛役をつとめてくれていたダン＝ルティムとディム＝ルティムの両名が、ついに狩人として復帰を果たしたためである。ディム＝ルティムなどはダバッグからの旅から帰ると同時に復帰していたらしいが、ダン＝ルティムは森の主の一件で血が騒さわいでしまい、無理のない範はん囲いでという条件で強ごう引いんに復帰してしまったらしい。

　こうなると、ルウの血族にも手て空すきの狩人はいなくなってしまう。ドンダ＝ルウとダルム＝ルウは負傷が重すぎて、護衛の役目自体がままならないのだ。ギバ狩がりの仕事は不可能でも、痛みさえこらえれば町の人間ぐらいは蹴け散ちらすことのできる、せめてアイ＝ファやダン＝ルティムぐらいが護衛役としてはぎりぎりのラインであったのだった。

　だがまあもとより、ルウ家のほうでも一日ぐらいならば狩人の仕事を休ませてもよい、という判断をくだしていたので、それは大きな問題ではなかった。それでは、何故なぜあまたある狩人の中からシン＝ルウが選出されたかというと、それは城下町からの要よう請せいに応こたえるためであった。

「今回は貴婦人の茶会であるため、護衛役を同行させるならば、なるべく見目のやわらかい若わか衆しゆを選出してほしい」

　城下町からの使者には、そのように告げられていたのである。

　失礼といえば失礼な話だが、それでもまあドンダ＝ルウやグラフ＝ザザなどとも対面したことのある城下町の人々にとっては、そのように配慮せざるを得なかったのだろう。ギバの毛皮や頭骨をかぶった北の集落の狩人などを同行させたら、たおやかなる貴婦人たちは卒そつ倒とうしてしまうかもしれない。

　とにかく、そういった事情で選出されたのが、ルウの分家の若き家長であるシン＝ルウであった。

　家長代理のジザ＝ルウをサポートしなければならないルド＝ルウや、レイの家長たるラウ＝レイよりは、狩人の仕事を休ませても大きな支障にはならない、といった事情もあるのだろう。なおかつ見目のやわらかさではルド＝ルウたちにも負けていないシン＝ルウであるのだ。

「そのような理由で選ばれても嬉しくはないが、それでもアスタの力になれるのならば、俺は誇らしいと思う」

　城門で乗のり換かえた箱型のトトス車の中で、シン＝ルウはそんな風に言ってくれていた。

　しかし、その表情は普ふ段だんよりも少しだけ憂いげに見えなくもない。森の主の討とう伐ばつで選ばれなかったことを悔くやしそうにしていた、という話をルド＝ルウから聞いていたので、俺としてはいささかならず心配であったのだが、それが杞き憂ゆうであったことはすぐに知れた。

「ただ、ララ＝ルウがずるいずるいとうるさくてな。どうして好きこのんで城下町に向かいたいなどと思うのか、俺にはその考えや気持ちがよくわからないのだ」

「それはきっと、かまど番ではレイナ＝ルウやリミ＝ルウばかりが城下町に同行することになっているからじゃないかな。ララ＝ルウは人一倍、好こう奇き心しんが旺おう盛せいなようだしさ」

「ふむ……確かに、かまど番としてアスタの手伝いに選ばれるのは光栄なことなのだろう。しかし、護衛役として同行する俺にずるいと当たるのは、道理が通っていないのではないだろうか？」

「きっと世の中には、道理よりも大事なことがあるんだよ」

　納なつ得とくしたのかそうでないのか、シン＝ルウは「ふむ……」と考え込んでしまった。

　そのかたわらでは、今日もご機き嫌げんのリミ＝ルウがトゥール＝ディンを相手にはしゃいでいる。トゥール＝ディンは意外とヤミル＝レイやレム＝ドムといった強こわ面もての女衆に心を開きやすい傾けい向こうにあるのだが、社交性と無む邪じや気きさの権ごん化げであるリミ＝ルウが相手ならば、やっぱり相応にくつろぐことができるのだろう。朝方にはかなり張はり詰つめた面おも持もちをしていたが、今はひかえめながらもリミ＝ルウに笑え顔がおを返している。

　そして最後のメンバー、アイ＝ファである。

　城下町に入ってからは道も平へい坦たんで、このトトス車には俺たちの荷車よりも上等なサスペンションがきいていたが、きっとここまでの道のりがそれなりに響いているのだろう。狩人の衣の下でさりげなく胸の下を押さえつつ、さきほどから仏頂面で無言を通している。

　トトス車は、なかなかその動きを止めようとしなかった。俺たちが毎回招かれているトゥラン伯はく爵しやく邸ていよりも、さらに深部に向かっているようだ。正確な位置は聞いていないし、聞いても地理は把は握あくできないが、「白鳥宮」などと銘めい打うっているのだから、それはジェノス城の敷しき地ち内ないに存在するのかもしれない。

　貴婦人の数は、八名と聞いている。高貴なる女性がたの茶会の準備に森辺の民を招こうなどというのは、大事な歓迎の宴の厨くりやをまかせるのと同じぐらい素すっ頓とん狂きような話なのだろうな、と思う。しかし、見るからに能動的で物もの怖おじしないエウリフィアはともかく、それ以外に七名も森辺の民を恐れない貴婦人が存在するという事実は、俺たちにとって寿ことほぐべき事こと柄がらなのであろうか。

　そんな思いを胸に、トトス車の座席で揺られていると、何度かの停車ののちに、ようやく後部の扉とびらが引き開けられた。

「お待たせいたしました。足もとに気をつけてお降りください」

　ここまでの案内役を果たしてくれた、白装束の武官である。気のせいか、その武官も若くて見目は秀しゆう麗れいであるように感じられる。

　そうして車を下りると、実に意想外な風景がそこには広がっていた。

　だだっ広い、白い石の敷しきつめられた前庭のど真ん中である。正面にはやはり石造りの白い宮きゆう殿でんが立ちはだかっており、左右や後方には白い石いし塀べいが張り巡めぐらされている。どこに目を向けても色しき彩さいは白――灰色の煉れん瓦がではなく、大理石のようなすべすべの石で構築された空間だ。

（ますます石の都の名に相応ふさわしい様相になってきたな）

　煉瓦ならばともかく、これほどの天然石を切り出すというのは並なみ大たい抵ていの労力ではないだろう。しかもこれはジェノス城そのものではなく、貴婦人が茶会をするための小宮にすぎないのだ。ジェノスがどれほど豊かな町であるのか、あらためて思い知らされたような心ここ地ちであった。

（トゥランはあくまで伯はく爵しやく家け、これが候こう爵しやく家との力の差ってわけか）

　建物は、おそらく平屋だがずいぶんと背の高い、たいそう立派なものであった。俺たちの頭上には大きく屋根が張り出しており、それががっしりとした石柱に支えられている。ギリシアかどこかの古こ跡せきを思わせる、美び麗れいなれども年季の入った建造物だ。

「こちらにどうぞ。まずは浴堂にご案内いたします」

　武官の案内で、両開きの巨きよ大だいな扉をくぐる。

　トゥラン伯爵邸のように絨じゆう毯たんは敷かれておらず、石敷きの回かい廊ろうであった。高い位置には大きく明かり取りの窓が空けられており、強い陽光がたっぷりと取り入れられている。白い石が目にまぶしいほどだ。

　さして歩かされることもなく、回廊は壁に突つき当あたる。壁には二つの扉があり、そして回廊は左右に果てしなく続いていた。

「殿との方がたは右の扉、ご婦人方は左の扉でお願いいたします」

「あ、男女で浴堂が分かれているのですか。トゥラン伯爵邸では、同じ浴堂を順番に使っていたのですが」

「はい。この《白鳥宮》では分かれております」

　当然のようにアイ＝ファは不本意そうな顔をしていたが、どのみち身を清める際は行動を別にするのだから、大差はないだろう。俺とシン＝ルウは右の扉に、アイ＝ファとリミ＝ルウとトゥール＝ディンは左の扉に、それぞれ歩を進めていく。その際に、こちらで準備した食材や調理器具はすべて小こ姓しようらに託たくされて、厨に運び込まれることになった。

　扉の向こう側で待ち受けていたのは、やはり年とし端はもいかない小姓の少年だ。アイ＝ファたちのほうでは、きっと侍じ女じよが待ち受けているのだろう。

「お召めし物ものは、こちらでお預かりいたします」

「ああ、どうも」

　同性ばかりなので気き兼がねはいらない。俺は身につけていたものを脱ぬぎ捨すてて、小姓の差し出した籠の中にぽいぽいと放ほうり込んでいった。

　で、俺は生まれたままの姿に成り果てたわけであるが、小姓の少年はお行ぎよう儀ぎよく手を合わせたまま、シン＝ルウのほうにしずしずと一礼した。

「そちらのお客人も同行されるのであれば、沐もく浴よくをお願いいたします」

「かまどの間には、別の人間が同行する。俺は扉の外を見張るので、身を清める必要はないだろう」

　小姓の少年は目を伏ふせたまま、「いえ」と首を横に振った。

「この《白鳥宮》においては、すべてのお客人に沐浴をお願いしております。扉の外というのは、宮殿の外という意味でありましょうか」

「そうではない。かまどの間の外、という意味だ」

「では、沐浴をお願いいたします」

　シン＝ルウは一いつ瞬しゆんだけ迷うような素そ振ぶりを見せたが、それでも無言で衣服を脱ぎ始めた。沐浴自体はどうでもよくて、ただ刀を手放すことに躊躇ためらいを覚えたのだろう。

　しかし、ここまで足を踏ふみ入いれたからには、あるていどの覚かく悟ごを固める他ない。いかに森辺の狩人といえども、百名や二百名の兵士たちに襲おそいかかられたらあらがうすべはないのだから、護衛役というのも半分は名目上のものであるのだ。

　それでも、城下町の人間がこちらの信しん頼らいを踏みにじるような行こう為いに及ぶようなら、何としてでも狩人の一人は石の塀へいから脱だつ出しゆつして、森辺に危急を伝え知らせる役を負うことになる。城下町における護衛役というのは、そういう重大なる仕事でもあるのだ。

　そうして裸ら身しんとなった俺とシン＝ルウは、小姓の案内で次なる扉をくぐることになった。お馴な染じみの、ヨモギみたいな匂においの充じゆう満まんする蒸し風ぶ呂ろだ。

　少年から受け取った手ぬぐいで、蒸された身体を入念にぬぐう。ラントの川の水浴びほど爽そう快かいではないものの、これだけ回数を重ねると、俺もいくばくかは蒸し風呂の心ここ地ち好よさというものを理解できてきたような気がした。

　いっぽうシン＝ルウは周囲の気配を探さぐりつつ、いかにもおざなりな手つきで身体をぬぐっている。その姿に、俺は「へえ」と声をあげることになった。

「シン＝ルウも細く見えるけど、やっぱりルド＝ルウに負けない筋肉だね。狩人なんだから、当たり前の話なんだけどさ」

「アスタもかまど番の割には、頑がん強きようそうな身体をしているな。狩人としての修練を始める、十三歳になりたての男衆のようだ」

「うん、以前にアイ＝ファにも同じような感想をいただいたよ。……あ、べつに裸身を見せたわけじゃないけどね！」

「誰もそのような話はしていないではないか」

　これが裸はだかのつきあいというものだろうか。最近はあまりシン＝ルウとも言葉を交かわす機会がなかったので、何だか俺はずいぶん楽しい気持ちになっていた。

　そんなこんなで垢あか擦すりを終えた俺たちは、奥おくにある容器の水で髪から身体まですみずみを流し、無事に身を清める仕事を完かん了りようさせた。

「では、こちらにどうぞ」

　それを見届けた小姓の少年が、右手の側にきびすを返す。

　シン＝ルウが、そちらに「待て」と声をかけた。

「俺たちが入ってきたのは、逆側の扉だ。お前は俺たちを、どこに導く気だ？」

「お召し替かえの間でございます。こちらにどうぞ」

　小姓はかまわず、扉を開ける。

　シン＝ルウは俺を追おい抜ぬき、率そつ先せんしてその扉をくぐった。

　待ち受けていたのは、さきほどの部屋と変わらない石造りの一室だ。ただし、俺たちの衣服を詰め込んだ籠が見当たらない。その代わりに、部屋の中央に大きな卓たくが置かれて、その上に見覚えのない衣服が広げられていた。

「お召し替えは、わたくしがお手伝いをさせていただきます」

「……これに着き替かえねば、先には通さぬということか？」

　シン＝ルウの問いに、少年は深々とお辞じ儀ぎをした。

　シン＝ルウは厳しい表情のまま、卓の上に手をのばす。

　つかみ取ったのは、衣服とともに並べられていた、ひと振りの長ちよう剣けんであった。サイズはちょうど森辺でもよく使われている蛮刀と同じぐらいだろう。白い革かわ鞘さやに収められたそいつを引き抜くと、中からは磨みがきぬかれた銀色の刀身が現れた。

　長さは八十センチほど、身み幅はばはやや細めで七、八センチほど、厚みは一センチほどの重そうな直刀である。その刀の腹に視線と指先をひと通り走らせてから、シン＝ルウはおもむろに虚こ空くうを叩き斬きった。

　ギバでもいれば、頭ず蓋がいを叩き割わられていただろう。空気に焦こげ目めがつきそうな斬撃である。

　シン＝ルウは一つうなずいてから、白しら刃はを鞘さやの中に収納した。

「いい刀だ。さぞかし値が張るのだろうな」

「……お召し替えをお手伝いいたします」

　いくぶん血の気は下がったようだが、それでも少年は表情や挙動を乱したりはしなかった。俺たちよりも若じやく年ねんであろうに、なかなか見上げたものである。

　そうして俺たちはお召し替えを済ませたわけであるが、シン＝ルウの姿はなかなかの見ものであった。彼かれに準備されていたのは、ジェノスの武官が纏まとう美麗な白装束であったのである。

　兵士が着るような甲かつ冑ちゆうではない。胸のところに銀色の帯がななめに掛かけられて、襟えりや袖そで口ぐちにも瀟しよう洒しやな刺し繍しゆうのほどこされた、礼服のごとき装束だ。

　足もとは白革の長なが靴ぐつで、腰こしの帯には刀が下げられるようになっている。胴どう衣いの合わせ目には琥こ珀はくのような石の留め具が使われており、装束自体も上等な織物であった。

　シン＝ルウも、どちらかといえば眉び目もくは整っているほうだと思う。ルド＝ルウやラウ＝レイ、あるいはダルム＝ルウのように強きよう烈れつな個性を放っているわけではないが、東洋的な切れ長の目に、高い鼻び梁りようとすっきりとした細ほそ面おもては、長めにのばした黒こつ褐かつ色しよくの髪と相まって、怜れい悧りで落ち着いた雰ふん囲い気きをかもしだしている。

　それにやっぱり森辺の狩人であるのだから、静かな中にも町の人間とは比べるべくもない迫はく力りよくと力強さをも持ち合わせているのだ。そんなシン＝ルウがこのような装束を纏ってしまうと、まるで高貴なる血筋の若君のように見えてしまった。

　いっぽうの俺は、トゥラン伯爵邸でも着せられた調理着と大差のない格好だ。こちらもやっぱり白ずくめで、前まえ掛かけや帽ぼう子しまで準備されており、手の先と顔しか露ろ出しゆつしないデザインではあったものの、なかなかゆったりとした着き心ごこ地ちで、暑苦しいことは全然ない。

「……アスタはとても自然だな。俺は何だか、馬ば鹿かみたいではないか？」

「そんなことは全然ないさ。下手な武官より貴族っぽく見えるぐらいだよ」

「下手な冗じよう談だんだ。……ララ＝ルウが一いつ緒しよでなくてよかった」

　森辺の民にとっては、貴族めいているなどという表現も褒ほめ言こと葉ばにはならないのだろう。しかし、ララ＝ルウがこの姿を目にしたならば、笑ったり呆あきれたりするより早く、やっぱりほれぼれするのではないかなあと俺には思えてならなかった。

「では、こちらにどうぞ」

　小姓の少年が、また入ってきたのとは異なるほうの扉を開ける。厨に到とう達たつするまでいくつの扉をくぐらねばならないのだろう、などと考えながら歩を進めると、そこにはすでに女衆たちが待ち受けていた。

　瞬しゆん間かん、俺は言葉を失ってしまう。

　アイ＝ファもまた、シン＝ルウと同様に武官の白装束を纏わされていたのだ。

「……何だ、その目は？　言いたいことがあるならば、包つつみ隠かくさず口にせよ」

　心底不ふ機き嫌げんそうに、アイ＝ファはそう言った。

　それでも俺は、「いやあ……」と口ごもってしまう。

　いったい何と、凛々しい姿であろうか。金きん褐かつ色しよくの髪と、褐かつ色しよくの肌はだと、白い装束のコントラストが素す晴ばらしい。それはシン＝ルウにも負けないぐらい、凛りん然ぜんとした若武者のごとき姿であった。

　以前も俺を救出する際に姫ひめ君ぎみのような格好をさせられていたアイ＝ファであるが、それと同じぐらい俺は驚おどろかされることになった。「男装の麗れい人じん」という言葉が一番相応しかっただろう。アイ＝ファのしなやかな肢し体たいと長い手足はそのような男性用の装束を着せられてもまったく魅み力りよくを削そがれることなく、抜ばつ群ぐんに格好がよかった。

「アイ＝ファ様、とてもよくお似合いです」

　そのような声があがったので振り返ると、そこにはうっとりと目を細めたシェイラが立ち尽くしていた。どうやら女衆のほうでは彼女が着付けを手伝ったらしい。

「ねー、かっこいいよねー？　森辺のみんなにも見せてあげたいなあ」

　そのように発言したリミ＝ルウもまた、トゥール＝ディンとおそろいのお仕着せ姿である。襟つきの胴衣にすねの真ん中あたりまでくる西洋風のスカート、それに白い前掛けをつけたその姿は、まるでちっちゃなメイドさんみたいだった。

　頭にも帽子はかぶっておらず、カチューシャのような髪かみ留どめを装着させられている。きっとこのように幼い人間のための調理着というのは、この宮殿にも準備されていなかったのだろう。どちらかといえば、侍女のシェイラに近い姿だ。

「これより先は、わたくしがご案内させていただきます。まずは貴婦人がたにご挨あい拶さつをお願いいたします」

　そのように宣言したシェイラが、また新たな扉を引き開ける。コックとメイドと若武者にフォームチェンジさせられてしまった俺おれたちは、ぞろぞろとそれに追従することになった。

　トゥラン伯爵邸よりも広々とした回廊を、右に左にと連れ回される。やがて到とう着ちやくしたのは、ひときわ大きくて立派な扉の前であった。

　その扉には、アイ＝ファたちと同じ格好をした武官が二名、立ち並んでいる。シェイラがおごそかに俺たちの到着を告げると、武官の一人が無言のままその扉を開放してくれた。

　とたんに、これまで以上の明るさが俺たちを包み込んだ。

　そこは、屋外の庭園であったのだ。

　足もとは石いし畳だたみではなく青い芝しば生ふのような草で覆おおわれており、中心部に向かって細い石の通路がのばされている。その中心部には、やはり石柱に支えられた巨大な円形の屋根があり、その下で八名の貴婦人たちが早くもお茶を楽しんでいるようだった。

「エウリフィア様、森辺よりのお客人がたをお連れしました」

「あら、ありがとう。あなたは――たしか、ダレイム伯爵家のシェイラであったわね」

　およそひと月ぶりの再会となる、エウリフィアである。本日も高々と髪を結ゆいあげたドレス姿で、陶とう磁じのカップを優ゆう雅がに傾かたむけている。二十代半ばぐらいの、たおやかなれども明るくよく光る目をした若き貴婦人だ。

　が、それよりもまず、俺は他の面々に驚かされることになった。

　それも一度や二度ではない。なんとそこに集結した八名の内、エウリフィアを除いても半数は俺の見知った人々であったのだ。

「アスタを茶会に招くという話が広まったら、このような大人数になってしまったのよ。あなたはずいぶん色々なところでご縁を結んでいるようね、アスタ」

　おかしそうに微笑みながら、エウリフィアが白魚のような指先でその客人たちを指し示す。

「別に堅かた苦くるしい会ではないのだから、思うぞんぶん再会の挨拶をどうぞ？　他のお客人たちは、その後に紹しよう介かいさせていただくわ」

　エウリフィアに礼を述べてから、俺はあらためてその女性たちに向きなおる。が、誰から声をかけたものか、なかなか考えがまとまらない。そうしている内に、その中でもっともアクティブな気き性しようをした人物がにっこりと笑いかけてきた。

「アスタ、おひさしぶりですね。ご親切にもポルアース様からご連れん絡らくをいただけたので、わたしもご同どう伴はんさせていただくことになったのです」

　言葉づかいは城下町モードであるが、それは濃のう淡たんまだらの褐色の髪をしたジャガルの鉄具屋の娘、ディアルに他ならなかった。

　青いドレスを小こ柄がらな身体に纏いつけ、銀の髪かみ飾かざりで前まえ髪がみをあげている。普段は意図的に少年めいた格好をしている彼かの女じよであるが、城下町での会ではいつもこの姿だ。

「私も、ポルアース、話、聞きました。アスタ、菓子、楽しみにしています」

　その向かい側に着席しているのは、ジェノス城の客分たるシムの占星師、アリシュナである。

　こちらはいつも通りのマント姿であるが、もとより旅用ではない装そう飾しよく過多ないでたちなので、ドレス姿の貴婦人たちの中にあってもあまり違い和わ感かんはない。

　しかし、シュミラルとの邂かい逅こうによって多少は東の民たみに対する敵対感情も緩かん和わされたはずのディアルであるが、それにしてもシムとジャガルの民が同じ卓についているというのは、なかなかの驚きだ。

　で、そのアリシュナの隣となりに座った人物は、最初から俺に対して敵意まんまんの視線を差し向けてきていた。

　この人物だけは、ちょっと認識するのに時間がかかってしまったが、それはヴァルカスの弟で子しの一人、シリィ＝ロウに他ならなかった。

　調理の際にはきっちりとまとめあげられていた褐色の髪が、今は背中までふわりと垂らされている。他の貴婦人たちに比べればだいぶん質素ないでたちではあったものの、やっぱりたくさんのフリルや飾かざり物のついた乳白色のドレス姿で、髪には飾り紐ひもや綺麗な石が編みこまれ、貴族の娘だと紹介されても何ら不思議はないような姿であった。

「本当はヴァルカス自身がこの場に馳はせ参さんじたかったようだけれど、今日は朝から仕込みの仕事で、どうしても抜け出だすことができなかったようよ。それで代理に、彼女の参席を願い出てきたというわけね」
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　そのように言ってから、エウリフィアはシリィ＝ロウに微笑みかける。

「彼女はヴァルカスのお弟子の中でもとりわけ菓子作りを得意にしているという話であったから、本当は厨に入ってほしいぐらいであったのだけれど、それは固辞されてしまったの。まあ、彼女の腕はまた別の機会に楽しませていただくことにするわ」

　シリィ＝ロウは一礼したが、その間もその視線は俺に固定されたままであった。彼女はヴァルカスに心しん酔すいするあまり、俺のことを敵視するようになってしまったようであるのだ。とりあえず、シリィ＝ロウの得意分野は菓子作り、という条じよう項こうを心のメモ帳に書き留めておくことにする。

　そして、最後の人物である。

　意外といえば、この人物が一番の意外であった。

　それは精せい巧こうなフランス人形のように可愛かわいらしく、フリルとリボンまみれのドレスを纏った、トゥラン伯爵家の当主たるリフレイアであったのだ。

　父親であるサイクレウスと叔父おじであるシルエルが大罪人として処断されたために、まだ幼い彼女が伯爵家の当主をつとめることになった。しかし、彼女自身も俺を誘ゆう拐かいするという罪を働いていたために、いまだ貴族の世界における社交は許されていないという話であったのだった。

　もちろんサイクレウスたちが処断された現在、俺の側に彼女を憎にくむ理由はない。また、彼女の側でもそれは同様なのだろうと、俺は信じることができている。そんな俺の心情を知ってか知らずか、リフレイアは相変わらずのつんとした表情で、俺の視線を受け止めていた。

「彼女をこのような場に招くのはまだ早い、という声もなくはなかったのだけれどね。いつまでも屋や敷しきの中に閉じこもっていたら、気分が荒すさんでしまうでしょう？　だから特別にお招きすることにしたの」

　そのように語るエウリフィアに対してはお行儀のよい目礼を返しつつ、リフレイアは取りすました声で「アスタ」と俺の名を呼んだ。

「わたしの生まれ育ったあの屋敷は、このたびめでたくジェノス候爵家に召しあげられることになったわ。予定通り、迎げい賓ひん用の館やかたとして使っていくそうよ」

「ああ、そうなのか……あ、いや、そうなのですね」

「ふん。だから何だというわけではないけれど、いちおうわたし自身の口から伝えておきたかったの。あなたとは、この先の人生で何度顔をあわせられるかもわからない間あい柄だがらなのですからね」

　そのように言ってから、リフレイアはけげんそうな目を俺のかたわらに向けた。

「ところで、そちらのあなたたちは、何かサンジュラに用事でもあるのかしら？　それなら、こちらに呼びつけるけれど？」

　俺はリフレイアの視線を追い、そして息を呑のむことになった。美麗な武官の姿のまま、アイ＝ファとシン＝ルウが猛たけき狩人の火をその目に燃やしていたのだ。

（サンジュラも、この場にいるのか？）

　サンジュラというのはリフレイアの従者であり、かつて俺を城下町にさらった実行犯である。どこにもその姿は見えないが、アイ＝ファとシン＝ルウは無言のまま、屋根を支える石柱の一本を凝ぎよう視ししていた。

　名も知れぬ貴婦人がたはざわざわとざわめき、エウリフィアは興味深そうにアイ＝ファたちの姿を見守っている。

　リフレイアが軽く眉をひそめてから「サンジュラ」と声をあげると、向かいの石柱の陰かげから長身の人ひと影かげが進み出た。アイ＝ファたちと同じ格好をさせられた、サンジュラだ。

「おひさしぶりです、アスタ。……それに、森辺の皆みな様さま方がたも」

「……まさか、お前とこのような場で出くわすとはな」

　アイ＝ファは、低い声で言い捨てた。

　べつだん敵意を抱いたわけではなく、ただ警けい戒かいのレベルを引き上げただけなのだろう。それだけでも野生の獣けもののごとき迫力がにじみ出てしまうのが森辺の狩人であるのだ。

　しかし、シン＝ルウのほうはアイ＝ファよりもなお強くその双そう眸ぼうを光らせていた。リフレイアたちの罪が問われて以降、アイ＝ファは何回かサンジュラとも顔をあわせていたが、シン＝ルウにとってはこれが初の再会となるのだ。

「私、リフレイアの護衛役として、ここにいます。森辺の客人、無礼を働く理由、ありませんので、どうぞご安心ください」

「……お前はすでに、ジェノスの法で裁かれた身だと聞いている。罰ばつを受けた人間をなおも罪人あつかいする習わしは、森辺にはない」

　シン＝ルウは、アイ＝ファ以上に低い声でそのように言った。

「ただし、お前がアスタをあざむいた罪を、俺は一生忘れないだろう。それを守りきれなかった、この身の恥ち辱じよくとともに」

　サンジュラは、うやうやしく一礼した。挑ちよう発はつしている意図はないのだろうが、シム人めいた無表情はこういう際にきわめて悪い効果を生むのだろうな、と俺はひやひやしてしまう。

「再会の挨拶は、それぐらいでよろしいかしら？　それでは他の貴婦人がたも紹介させていただくわね」

　何事もなかったかのように、笑いを含ふくんだ声でエウリフィアはそう言った。

「まずこちらは、わたしの第一息女であるオディフィアよ」

　リフレイアよりもなお小さく、そしてサイズ違ちがいのフランス人形みたいな様相の女の子が、じろじろと無ぶ遠えん慮りよな視線を俺たちのほうに向けてきている。

　エウリフィアの子ということは、メルフリードの子ということだ。確かにその灰色の瞳ひとみと仮面のような無表情は父親譲りであるようだったが、年ねん齢れいはせいぜい五歳さいぐらいだろう。

「こちらはタルフォーン子し爵しやく家のベスタ姫ひめ、こちらはマーデル子爵家のセランジュ姫。前回の歓迎の宴うたげに参席できなかったものだから、このたびは一番に声をかけてさしあげたの」

　別に姉妹ではないのだろうが、よく似た雰囲気と顔立ちをした貴婦人がただ。年齢は俺と同じぐらいで、目下の関心はアイ＝ファとシン＝ルウのほうに向けられているご様子である。

「厨では、すでにダレイム伯爵家の料理長ヤンが準備を進めているわ。今日は森辺の料理人三名と、そのヤンで味比べをする予定なので、そのつもりでね」

「え、このたびのお話は、味比べであったのですか？」

　味比べの概がい要ようは今ひとつわかっていないのだが、たしか料理に点数をつけて勝敗を決める、貴族の遊ゆう戯ぎであったはずだ。味を比べるのも腕うでを競きそうのもけっこうだが、点数や勝敗をつけたりするのは、あまり俺の主義に合わなかった。

「何も堅苦しく考えることはないわ。わたくしたちは、あなたがたほど確かな舌を持っているわけではないのだからね。……ただし、勝ち星の数によって仕事の褒ほう賞しようは変わってしまうので、それだけはわきまえておいていただこうかしら」

「褒賞ですか。褒賞は一人につき白銅貨二十枚と、族長から聞いていたのですが……」

「それは、一番星の少なかった料理人の褒賞ね。三番手なら白銅貨三十枚、二番手なら四十枚、一番手には五十枚という褒賞を準備しているわ」

　たった一度のお茶会で、白銅貨百四十枚もが準備されているということか。それは、ファとルウの屋台の一日の稼かせぎを合計したものよりも上をいく額であった。

「もちろん普段はそこまでの褒賞を準備したりはしないけれど、多た忙ぼうなあなたがたを呼びつけたのだから、こちらも感謝の気持ちを示させていただきたかったのよ。……それでは、中天の鐘かねが鳴るのを楽しみにしているわ」

　味比べなどは勘かん弁べんしてください、などという言葉を吐はくこともできず、俺たちは厨に案内されることになった。

　その間、アイ＝ファとシン＝ルウがぼそぼそ言葉を交わしあっているのが聞こえてきた。

「ジェノス候爵の言葉を信じるならば、もはやあのリフレイアという娘に森辺の民を害する力は残されていない。ならば、あのサンジュラという男を警戒する必要もないのだろうが……しかし、手傷を負った身であの男と対たい峙じするのは、やはり嫌な気分だ」

「アイ＝ファには、俺よりも優すぐれた目が備わっているのだろう？　あの男の力量は、森辺の狩人でたとえるとどれほどのものなのだろうか？」

「さてな……ただまあ、ルド＝ルウに劣おとるものではないと思う」

「ルド＝ルウか。ならば俺は、ルド＝ルウを超こえる力量を身につけねばならないということだ」

　さすがに俺は心配になって、両者の中に分け入ることにした。が、俺が言葉を発するより早く、シン＝ルウは「大事ない」と言い捨てた。

「今後あの男と刀を交える機会がないならば、いっそう俺は腕を磨く必要がある、というだけのことだ。そうでなくては、一生自分の弱さに苦しめられることになるからな」

「うん、そっか……」

　俺がサンジュラにさらわれたとき、もっとも間近な場所にいたのは、シン＝ルウであったのだ。たとえ《玄げん翁おう亭てい》のネイルを人ひと質じちに取られていたとはいえ、シン＝ルウはみすみす俺の身をサンジュラにさらわれることになり、それで誰よりも自分を責める立場になってしまったのだった。

　そうして俺がようやく無事な姿で戻もどってきたとき、この沈ちん着ちやくな少年がどれほど心を乱してそれを喜んでくれたことか――その切れ長の目からあふれた涙なみだが、どれだけ温かかったものか――思い出すと、今でも胸が痛くなってしまう。

「……余計なことを思い出すなよ、アスタ」

　と、シン＝ルウがいくぶん頬を赤くして、俺のことをにらみつけてくる。

「わ、すごいな。アイ＝ファなみの察しのよさだ」

「何だそれは。お前は考えや気持ちが顔に表れすぎるのだ、アスタ」

　とても申し訳ない気持ちになりながら、俺はシェイラの案内で厨の扉をくぐった。

　思ったよりも広くはない、それでも十六畳じようぐらいはありそうな空間に、早くも甘あまい香かおりがたちこめている。その甘い香りの向こう側から、「ああ、アスタ殿どの」とヤンが頭を下げてきた。

「本日は、よろしくお願いいたします。作業台は、そちらの半面をすべてお使いください」

「ありがとうございます。……あの、俺は味比べの話を初めてこの場で耳にしたのですが……」

「わたしも同様です。ただ、エウリフィア様のご気性を考えれば、事前に予想をつけることはできました」

　そう言って、ヤンは肉の薄うすい顔に穏おだやかな微笑ほほえみをたたえた。

　ヤンはさきほども紹介された通り、ダレイム伯爵家の料理長である。現在は、宿場町に目新しい食材を流通させるという目的のために、宿屋および屋台で調理の仕事を受け持っている。同じ依い頼らいをポルアースから請うけ負おっている俺としては、同志のような存在でもあった。

　とても謹きん厳げんなる性格をしており、とても信頼の置ける人物である。年齢は五十に差しかかろうというぐらいであるが、決して驕おごることなく自分の仕事を果たすその姿に、俺は心からの敬意を抱いだいていたのだった。

「アスタ殿ご本人はもちろん、アスタ殿に手ほどきを受けた方々の力量はわたしもわきまえておりますので、たとえ四番手の身に甘んじても恥はじになることはないと思っています。……しかし、アスタ殿にも劣らない腕を持つ者がやってくると聞いていたのですが、ずいぶん年若い方々なのですね」

「森辺の民、ルウ家の末妹、リミ＝ルウです！　今日はよろしくお願いします！」

「あ、わたしはディン家の家人、トゥール＝ディンです……今日はよろしくお願いいたします」

　メイドみたいな格好をした少女二名が、片方は元気いっぱいに、片方はおずおずと挨拶の声をあげる。そちらに向かって、ヤンは「よろしくお願いいたします」と丁てい寧ねいに頭を下げた。

「ご覧の通り、俺以上に若年の二人ですが、菓か子し作りに関しては俺よりも上手かもしれません。俺こそ恥はずかしい結果にならないように力を尽つくしたいと思います」

「アスタ殿は、菓子作りを不得手とされているそうですね。いっぽうのわたしは、僭せん越えつながら菓子作りを一番の得手としています。これでようやく味比べをするのにも、対等の条件になるのではないでしょうか」

　そのように言って、ヤンはいっそう優やさしげに微笑んだ。

　気負いも驕りもない、それは驚くほど澄すみわたった笑顔であった。
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　そうして一時間ばかりの時が過ぎ、俺たちの菓子は完成した。

　菓子は台車に詰め込まれて、小姓の少年の手に託される。ひとり頭の分量はささやかなものであるが、何せ八名もの貴婦人らが待ち受けているのだから、総量としてはなかなかのボリュームとなってしまうのだ。

　なおかつ今回は特別に、料理人たちも同じ場で味を確かめることが許されていた。味比べという遊戯の際には、余興としてそういう趣しゆ向こうを凝こらすこともままあるのだそうだ。

　武官の立ち並ぶ扉の前で待機をして、中天の鐘が鳴るのを確かく認にんしてから、いざ庭園へと出しゆつ陣じんする。屋根の下の卓においては、さきほどまでと変わらぬ貴婦人たちの姿があった。

「ああ、待ちわびたわ。早くわたくしたちの舌を楽しませてちょうだい」

　エウリフィアは、歓かん迎げい会かいの折よりも上じよう機き嫌げんであるように見受けられた。将来の候爵夫人とは思えぬ気さくさであり、俺としても苦手な感じではなかったものの、あまり目をかけられすぎるのも危あやうい気がするので、複雑な心境である。

「まあ素す敵てき」

「とても美お味いしそう」

「こちらの菓子など、見たこともない形をしているわ」

　同じようにはしゃいでいるのは、おもに子爵家の貴婦人がたであった。リフレイアはすました顔をしており、ちっちゃなオディフィアはうろんげな目つきで卓に並べられていく皿を凝視している。いっぽう高貴の血筋ならぬ三名の客人らは、期待に瞳を輝かがやかせていたり、完全無欠の無表情であったり、挑いどむような目つきをしていたりと、三者三様でありながら、とても静かだ。

「公平を期すために、誰だれがどの菓子を作ったのかは味比べが終わるまで隠しておくことにしましょう」

　エウリフィアがそのように宣言をした。

「四種類の菓子で、各人の持つ星の数も四つよ。一つの菓子にどれだけの星を与あたえるかは各人の自由。それでいくつの星を獲かく得とくできるか、という勝負になるわけね」

　だったら全員に均等に星が渡わたって、四人一緒にゴールテープを切りたいものだなあというのが、俺の偽いつわらざる気持ちであった。

　ただし、俺も力は尽くしたものの、客観的に見てリミ＝ルウやトゥール＝ディンのほうが上出来である、という印象が強い。勝利を収めたいという強い気持ちもなく、また、どう頑がん張ばっても勝利を収めることは難しいのだろうな、という心境であるため、ある意味では気楽なものであった。

「では、あなたがたも、またのちほどね」

　エウリフィアの笑顔に見送られて、俺たちは移動する。同じ場で、とは言っても、やはり同じ卓を囲むわけではないのだ。

　石柱の陰になって貴婦人がたの姿が見えない場所に、俺たちのための卓と座席が準備されていた。人数は、五名分。俺とリミ＝ルウとトゥール＝ディンと、ヤンとその助手ニコラの分である。

　ニコラと顔をあわせるのは、ちょっとひさびさのことであった。彼女もダレイム伯爵家の使用人であり、シェイラとともにヤンの仕事を手伝っている立場であったのだ。本日はシェイラが案内人としての仕事を果たしていたので、彼女が調理助手をつとめることになったようだった。

「この娘むすめは調理の筋がいいようなので、色々と修練を積ませている最中なのです」

　ヤンは、そのように言っていた。

　ニコラは今日もぶすっとした面持ちで、静かに卓についている。そんな仏ぶつ頂ちよう面づらをしていなければ、それこそ貴族のように見目のいい娘さんであるのだが、惜おしい話である。

（そういえば、ニコラと初めて挨拶をしたとき、リミ＝ルウは『悲しそうな顔をしている』とか言ってたっけ。俺にはやっぱり、いまひとつよくわからないなあ）

　俺がそんなことを考えている間に、ヤンは好奇心に満ちた眼まな差ざしで卓たく上じようの皿を見回していた。

「わたしたちは、誰がどの菓子を作ったかを隠す必要もないでしょう。……こちらの不思議な菓子は、誰の作なのでしょうかな？」

「あ、それはリミ＝ルウのです！」

　と、当人が元気に声をあげる。ちなみにリミ＝ルウが氏つきで自分の名を呼ぶのは、いささかかしこまっている証あかしである。そんなリミ＝ルウが準備したのは、先日の試食会でもお披ひ露ろ目めされたカロン乳仕立てのチャッチ餅もちであった。

　先日との相そう違いは、上に蜜みつがかけられていることだ。そしてその蜜はただの蜜ではなく、メイプルシロップのごときパナムの蜜と、砂糖を煮に込んで作った黒くろ蜜みつ風のものをブレンドさせたものであった。

　俺が以前にこしらえたみたらし風の餡あんも、リミ＝ルウのチャッチ餅には適しているように感じられた。しかし、パナムの蜜をかけるだけでも十分に美味である。ならばいっそのことブレンドしてしまうのも手ではないかと俺が提案し、リミ＝ルウがそれを採用した結果であった。

　提案したのは俺であるが、ブレンドの比率を決定したのはリミ＝ルウである。今回の仕事では二十枚もの白銅貨をいただけるのだから、そこから差し引く形で蜜を好きに使ってよい、とミーア・レイ母さんからお達しをいただけたのだ。

　高額とはいっても、赤銅貨六枚ほどで〇・五リットルは買うことができるパナムの蜜である。それをひと匙さじずつ丁寧に使いながら、リミ＝ルウは蜜の比率を完成させた。

　そして蜜を使うので、餅本体の砂糖はひかえめである。さらに、カロン乳やシナモンのごとき香こう草そうの風味も殺さぬよう、蜜も適量を使用しなくてはならない。砂糖を焦がした黒蜜の風味と、パナムの蜜の甘さが最大限に活いかせるよう、リミ＝ルウは三日がかりでこの味を完成させたのだった。

「うわ、美味しい！」と真っ先に声をあげたのは、ニコラであった。

　それからすぐに仏頂面に戻り、「失礼いたしました」と頭を下げる。

「確かに美味です。……あなたのように小さな娘が、これほどに見事な味を練りあげられるのですね」

　ヤンも感服したように言い、リミ＝ルウは「えへへ」と照れくさそうに微笑んだ。

「ですが、こちらの菓子も負けてはいませんね。これはアスタの作でしょうか？」

「いえ、それはトゥール＝ディンの作です」

　トゥール＝ディンは、ホットケーキ風の焼きポイタンで参戦していた。こちらの改良点は、ただ一つ。焼いた生き地じの上にカロン乳の生クリームを添そえたのみである。

　俺がフワノでホットケーキを作った際にはパナムの蜜や果実のジャムなども添えたものであるが、絶ぜつ妙みような配合で作られたトゥール＝ディンの菓子には不要だと思われた。それらのものを使わずとも、生地に練り込んだ砂糖と乳にゆう脂しと卵が、豊かな甘さと風味を生み出しているのだ。トゥール＝ディンの気性をそのまま表したかのように繊せん細さいなこの味に、蜜やジャムを加えるのは乱暴に過ぎる、という印象であったのだった。

「俺が準備したのは、こちらの菓子ですね」

　俺が準備したのは、アロウのジャム入りのドーナツであった。

　蒸むしプリンの味を極きわめてみようかなとも思ったのであるが、すでにリミ＝ルウが考案していたカロン乳仕立ての蒸しプリンを食させていただいたところ、それがまたチャッチ餅にも負けぬ味わいで、こりゃあかなわんと撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた結果である。

　ドーナツならば、リフレイアの要よう請せいで一度挑ちよう戦せんした経験がある。そしてそのときにはパナムの蜜やジャムをまぶすぐらいで、ドーナツの内側に具を入れるという調理法にまでは至らなかったので、このたびはそれに取り組んだ次し第だいであった。

　同様にカスタードクリームを包み込む、というのもチャレンジしてみたのだが、油で揚あげると熱が入りすぎてクリームが液状に戻ってしまい、思うような結果は得られなかった。

　ということで、砂糖や蜜と一緒に煮込んだアロウのジャムを平べったい丸形の生地で包み込み、揚げたのちに溶とかした砂糖をまぶす、というドーナツで俺は参戦することになった。

　甘みを好む森辺の女衆には、のきなみ好評であった。ただ、やたらと咽の喉どが渇かわいてしまう、という意見は多かった。お茶会ならばお茶があるので大だい丈じよう夫ぶかな、という軽い気持ちでこのメニューに決定してしまったが、いったいどのような結果になるだろうか。

「どれも素晴らしい味わいです。あらためて、森辺の方々の力量を思い知らされました」

　そのようにのたまうヤンが用意したのは、フワノの薄い生地を何層にも重ねた、パイのような菓子であった。

　パリパリに焼きあげられたパイ生地の上に、おそらくは桃もものごときミンミの実のソースがかけられている。そしてリミ＝ルウのチャッチ餅と同様に、シナモンのような香草も使っているのだろう。外見的にも香り的にも、文句なしに美味しそうだ。

「あー、えっと……これは、リミも食べなきゃいけないんだよね？」

　と、リミ＝ルウが眉まゆ尻じりを下げながら、俺にぼしょぼしょと囁ささやきかけてくる。もしかしたらこの形状から、以前に城下町で食することになったティマロの菓子を思い出してしまったのかもしれない。あの菓子には生地にたっぷりと酒類が混ぜ込まれており、リミ＝ルウは「まじゅい……」と涙目になってしまっていたものだった。

「うん。どんな仕上がりかはわからないけど、ひと口だけでも食べてみなよ。町では食事を残すことは罪とされていないからさ」

　ヤンの耳を気にしながら、俺もこっそり囁き返すと、リミ＝ルウは「わかったー」と悲ひ壮そうな表情でうなずいた。

「……でも、どうしても食べられなかったら、アイ＝ファとかにあげてもいい？」

「そうだね。そのときは俺がうまく言いつくろってあげるよ」

　食べる前からこのような算段を立てるのは失礼きわまりないかもしれないが、何せジェノスの城下町においては、複雑な味付けというものがもてはやされているのである。いまだ八歳の幼きリミ＝ルウが二の足を踏んでしまうのも、致いたし方かたのないところであった。

　そんな一幕を経て、リミ＝ルウは小さく切り分けたヤンの菓子を、えいやっとばかりに口に放り込んだ。

　目をつぶり、眉まゆ根ねを寄せて、くしゅくしゅとフワノの生地を噛かんでいく。そのひと噛みごとに眉根の皺しわは薄くなっていき、それを呑みくだす頃ころには、輝かんばかりの笑えみがリミ＝ルウの顔には広げられていた。

「おいしー！　これ、すっごくおいしーですっ!!」

「ありがとうございます」と、ヤンも微笑んだ。

　どれどれと俺も頬ほお張ばってみたところ、確かに文句なく美味であった。フワノの生地はパリッと焼きあげられているが、その内側にはしっとりとした食感が隠されている。砂糖や蜜の甘みは感じられるが、水分というよりは油分かもしれない。レテンの油でもしみこませているのだろうか。

　それに、噛めば噛むほどに面おも白しろい食感が広がった。パリパリとした表面の生地と、しっとりとした内側の生地、さらに、いくぶんぬめるような感かん触しよくと、もうひとつ、きゅっきゅっと歯にこすれるやわらかい繊せん維い質しつの感触がその内には隠されていたのだ。

　四種類もの異なる感触がとても面白く、ミンミのソースと砂糖の甘さもちょうどいい。強くなりがちな香草の風味も適度におさえられており、トゥール＝ディンに劣らず繊細な配はい慮りよが感じられる。

　それをひと口呑みくだしてから、これはもしかしてとてつもなく美味なのではないだろうかという感動がじわじわとせり上がってきた。特に派手な味ではないのだが、ティマロやヴァルカスの菓子を口にしたときとはまったく異なる情動が俺の内に生じていたのだ。

　軽食の名に相応ふさわしく、とてもあっさりとしていて食べやすい。それでいて、さまざまな食感が口を飽あきさせない。無意識に惰だ性せいで食べ続けることを許さない、繊細ながらも確かな存在感が、この菓子には感じられるのだった。

「これは、美味しいです。とても失礼な言い草に聞こえてしまうかもしれませんが、これまでに食べさせていただいたヤンのどの料理よりも美味であるように感じられます」

「ありがとうございます」と、ヤンはまた微笑んだ。

「食感がとても不思議ですね。このなめらかさはレテンの油だと思うのですが、それ以外にもちょっとした粘ねばり気けのようなものを感じます」

「それはきっと、ギーゴの粘り気でありましょう」

「ギーゴですか！　菓子にギーゴを使うこともあるのですねえ」

　ギーゴとは、ヤマイモのごとき野菜である。それを菓子作りに使用するという発想は俺にはなかった。

　熱を通されているためか、ギーゴ特有の土っぽい風味もまったく感じられない。その分量にもさぞかし配慮がなされているのだろうなと思う。

「菓子にギーゴを使う料理人は、ジェノスでも珍めずらしくありません。チャッチを煮に詰つめた粉を使うアスタ殿に比べれば、驚くようなことでもないでしょう」

「そうなのでしょうかねえ。あと、何やら細くてそれなりに噛み応ごたえのある繊せん維いのようなものを感じたのですが、あれも何かの野菜なのでしょうか？」

「ギーゴの他ほかに、野菜は使っておりません。それはきっとキミュスの肉の感触でありましょう」

「キミュスの肉？　肉を菓子に使っているのですか？」

「はい。これはジェノスでもあまり真っ当な使い方ではないかもしれません。細く裂さいてパナムの蜜に漬つけ込み、徹てつ底てい的てきに肉の風味を殺したキミュスの胸肉を使用しております」

　言われてみれば、あれは確かに肉の食感であったかもしれない。しかし、ミートパイなどならまだしも、これだけ甘い菓子に肉を使おうなどとは、ますます俺の発想の及およぶところではなかった。

「おいしいなあ。もっとたくさん食べたかったなあ」

　と、リミ＝ルウは名な残ごり惜おしそうに、空になった皿を見つめている。トゥール＝ディンも、感服しきった面おも持もちである。

　そんな中、貴婦人がたのほうに控ひかえていたシェイラがしずしずと戻ってきた。

「味比べの結果が出ました。皆みな様さま、あちらにお集まりください」

　俺たちは、またぞろぞろと列をなして貴婦人らの前に立ち並ぶ。

　結果発表を待ちながら、俺は自分の順位だけは予想ができていた。帰ったらアイ＝ファの説教かなあと、そのことだけが気にかかってしまう。

「では、星の数を読みあげてちょうだい。もちろん、一番たくさんの星を獲得した菓子からね」

「かしこまりました。……一番手は、十一の星です。オディフィア様が四つの星を、それ以外の皆様方が一つずつの星を与えておられます」

　この気難しげな小さいお姫さまが、自分の持てる得点をただ一つの菓子に捧ささげたのか。オディフィアは、早くその名を告げろとばかりにシェイラをにらみつけている。

「選ばれたのは、ポイタンを使ったトゥール＝ディン様の菓子です」

　一いつ瞬しゆんその場が静まりかえり、その中でトゥール＝ディンが「え……？」と不安げな声をあげた。

　その姿を見つめながら、エウリフィアが優雅に微笑む。

「まあ！　トゥール＝ディンというのは、あなたのことね？　三つも不思議な菓子があったから、森辺の方々の誰がどれを作ったのかまったく見当もつかなかったのだけれど……でも、全員が星を与えたのは、あなたの菓子だけよ。おめでとう」

　トゥール＝ディンは、何だか泣きそうな顔になりながら俺に取りすがってきた。俺はその肩かたを叩たたきながら、「おめでとう」と笑いかけてみせる。

「二番手は、八つの星。セランジュ様が三つ、ベスタ様が二つ、エウリフィア様とディアル様とシリィ＝ロウ様が一つずつの星を与えています」

　シェイラはうやうやしく、さらなる結果を読みあげている。

「選ばれたのは、ミンミを使ったヤン様の菓子です」

　ヤンはふっと息をついてから、頭を垂れた。

　そちらに向かって、シリィ＝ロウが鋭するどい視線を突つきつける。

「あれは、あなたの作であったのですか。……あなたは、ダレイム伯はく爵しやく家けの料理長であられるのでしたね？」

「はい、恐きよう縮しゆくながら」

「ごくありふれたフワノの菓子でしたが、火加減と味付けは申し分ありませんでした。また、ごくありふれた菓子でありながら、キミュスの肉を使うというのは素晴らしい発想であったと思います」

「過分なお言葉をいただき、光栄でございます」

「過分ではありません。きっとわたしの師でも同じ言葉を口にしたことでしょう」

　その他にも、姉妹のようによく似た貴婦人がたが口々にヤンを褒めたてていた。ディアルは難しい顔をしながら、不本意そうに鼻の頭をかいている。きっと一位か二位が俺の作であったのだと予想していたのだろう。

　しかし俺自身は、まったく不本意でも何でもなかった。ヤンの菓子は素晴らしかったし、それを超える評価を得たトゥール＝ディンも、ただ純じゆん粋すいに祝福したいと思う。

「三番手は、七つの星。エウリフィア様とディアル様とシリィ＝ロウ様が二つずつ、ベスタ様が一つの星です」

　今度こそ、とばかりにディアルがわずかに身を乗り出す。

　が、現実はかくも無情であった。

「選ばれたのは、チャッチを使ったリミ＝ルウ様の菓子です」

「ありゃ？」と、リミ＝ルウが小首を傾かしげる。その赤茶けた髪かみを、俺はぽんぽんと叩いてあげた。

「おめでとう。ヤンとは一点差だったね」

「えー？　アスタがびりっけつなのー？　何だか、かわいそー」

「別に可哀かわい想そうではないよ。みんなの作った菓子の美味しさは俺も味わってるんだから、納なつ得とくの結果さ」

　納得していないのは、むしろ客人がたのほうであるようだった。ディアルは気まずそうに眉尻を下げており、シリィ＝ロウは爛らん々らんと両目を燃やしている。

　そんな中で、俺の名前が読みあげられた。

「四番手は、六つの星。リフレイア様とアリシュナ様が三つずつの星を捧げています。アロウを使った、アスタ様の菓子です」

　トゥール＝ディンに一つずつの星を捧げたリフレイアとアリシュナが、残りの星を俺に捧げてくれたのだ。何だか面白い結果だな、と俺は内心でひとりごちた。

「アスタも気を落とす必要はないわ。八人全員がどの菓子も遜そん色しよくない、という感想をぶつけあった上での結果なのですからね。……ただ、油で揚げる料理はジェノスにおいて流行遅おくれとされているから、そのぶん星が少なくなってしまったのでしょうね」

　悠ゆう然ぜんと微笑みながら、エウリフィアはそのように取りなしてくれた。

「恐縮です」と、俺は頭を下げてみせる。

「それに、そちらの可愛らしい料理人たちに手ほどきをしたのは、あなたなのでしょう？　それは誇ほこりに思うべきだわ。このジェノスでも、あなたがたほど美味なる菓子を作れる人間が、いったいどれほど存在するのでしょうね」

「かあさま」と、そこに舌足らずな幼子の声が響ひびく。当然のこと、エウリフィアの息女たるオディフィア姫である。

「さっきのおかしは、すごくおいしかった。あのむすめ、めしかかえたい」

「まあ、それは駄だ目めなのよ、オディフィア。森辺の民を料理人として召めしかかえることは、候こう爵しやく様に禁じられてしまっているの。……少なくとも、今のところはね」

「……めしかかえる、だめなの？」

「そう、駄目なの」

　無表情なる幼き姫はとても不満げな目つきになりつつ、トゥール＝ディンのほうを振ふり返かえった。

「それじゃあ、またいつかオディフィアにおかしをつくってね？　やくそくだよ？」

「え……わ、わたしはその、族長の許しもなく城下町に出入りすることはできませんので……」

「大丈夫よ。あまりわたしたちがわがままを言うと、大事な伴はん侶りよを困らせることになってしまいますからね。……でも、あなたがたの迷めい惑わくにならない範はん囲いで、またいつかお声をかけさせていただくわ」

　それがひと月に一度ぐらいのことであるなら、まあ族長たちも了りよう承しようするだろう。トゥール＝ディンは不安と喜びのはざまで泣きそうなお顔になってしまっていたので、俺おれはもう一度その肩を叩いてあげた。

「でも本当に、どのお菓子も素す晴ばらしかったわ。わたしはそちらのヤンという御お方かたにたくさん星をつけてしまったけれど、他のお菓子も夢みたいに美味しかったもの」

「本当ね。うちの料理長たちにももっと頑張ってもらわなきゃ」

　子爵家の貴婦人がたも、無む邪じや気きそうに声をあげている。

　そして、ついにこらえかねたようにシリィ＝ロウも声をあげた。

「アスタ、あなたはヴァルカスに好敵手とまで呼ばれた身なのですよ？　それがこのような結果で、恥ずかしくはないのですか？」

「ええ、恥ずかしいことはありません。他の三名がこしらえた菓子は、みんな素晴らしい出来栄えでしたので」

「……あなたの菓子は熱の入れ方も甘く、アロウの扱あつかいも十全ではありませんでした。歓かん迎げいの宴では、まあそれなりの揚げ物もの料理を仕上げていたはずであるのに、この体ていたらくは何なのですか？」

「菓子よりも肉を揚げるほうが、自分は得手なのです。腕の甘さは否定しません」

　シリィ＝ロウは何やら口くち惜おしげに唇くちびるを噛んでから、ぷいっと顔を背そむけてしまった。

「やはり本日は、厨くりやの仕事をお断りして正解でした。あなたなどを負かしても、何の自じ慢まんにもなりません」

「まあ。そのように見目は麗うるわしいのに、ずいぶん情のこわい御方なのね。……ロウ家を飛び出して料理人に弟子入りするには、それぐらいの気持ちがないとつとまらないのかしら」
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　エウリフィアは、愉ゆ快かいそうに笑っている。

　そういえば、ジェノス城の客分たるディアルやアリシュナはまだしも、シリィ＝ロウは料理人の弟子という身分なのである。それで貴婦人の茶会に列席できるということは、何かしら名家の出である、ということなのだろうか。

「ともあれ、楽しいひとときだったわ。約束の褒賞は《白鳥宮》を出立する際にお渡ししましょう」

　それが退去の合図であったのだろう。シェイラが静かに一礼して、石いし敷じきの道へと俺たちを誘さそう。

　そこを踏とう破はし、屋内に戻り、お召し替かえの間を目指している道行きにおいて、アイ＝ファが「おい」と俺に顔を寄せてきた。

「お前は勝ち負けなどどうでもよい、と思っているのだろうな、アスタよ」

「うん、基本のところではそう思っているよ」

「だが、もしも私が狩人の力比べですべて負けてしまったら、お前はどのような気持ちになる？」

　俺は、横目でアイ＝ファの表情をうかがってみた。予想通り、アイ＝ファの唇はこれ以上ないぐらいとがりまくってしまっている。

「うーん、あんまりうまく想像できないけど、きっと悔くやしいんだろうなあとは思うよ」

「そうか。ならば、私の心情も理解できるな？」

「うん……その代わりに、アイ＝ファもきちんと理解しておいてくれよ？　今日の相手は狩人でたとえると、全員が八人の勇者に選ばれるような腕うで前まえだったんだ」

　アイ＝ファはみんなから顔を背けたまま、同じ表情でがりがりと頭をかきむしった。アイ＝ファは負けた相手がダン＝ルティムであってもとても悔しそうな顔をしていたので、俺がのほほんとしてしまっているのが気に食わないのだろう。

　もちろん俺だって、お題が菓子作りでなければこんな平静ではいられなかったと思う。ヴァルカスと六種の料理で相手をしたときは、とてつもなく奮起させられることになったのだ。だけど今は、トゥール＝ディンとリミ＝ルウと、それにヤンの結果を祝福したい気分のほうが先に立ってしまっていた。

　やっぱり俺は、菓子作りを自分の領分だとは思えない。シリィ＝ロウに調理の甘さを指し摘てきされても、ことさら修練を積む気にはなれない。そんな時間があるならば、ギバ料理の練れん磨まに費やしたい、と思ってしまう。

　よって俺は、別の方向に奮起させられていた。今日のトゥール＝ディンやリミ＝ルウやヤンのように、ギバの料理で食べる人を喜ばせたい、幸福な気持ちを届けたい――そんな思いが、俺の胸には改めて満ちていたのだ。

　まずは目前に迫せまってきた太陽神の復活祭に向けて、宿場町での献こん立だてを見直そう。ギバの美味しさを、一人でも多くの人に伝えられるように――そして、ギバの肉を売ることで、森辺の民たみがさらなる豊かさを得られるように――一番最初の最初から、俺の果たすべき仕事は、その一点であったのだ。

　そして、それにつけ加えて――と、俺は究極的にすねてしまっている家長に、思いを届けることにした。

「ごめんな、アイ＝ファ。俺はどうしても、菓子作りにはそれほどの熱情を傾かたむけられないんだよ」

「…………何故なぜだ？」

「だって、アイ＝ファは甘いお菓子にまったく興味がないみたいなんだもん」

　アイ＝ファはしばらく黙だまりこくったのち、ほどほどの力で俺の足を蹴けってきた。

　そうして城下町における何度目かの仕事は、無事に終わりを告げることになったのだった。







第二章★★★森辺への招待状
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「うわあ、本当に森の中だあ！」

　ターラが、はしゃいだ声をあげている。

　宿場町から森辺の集落へと向かう道中においてのことである。同じように荷車の後部から顔を出しているドーラの親おや父じさんも、「こりゃあすごいな」と感じ入ったようにつぶやいていた。

　時は、紫むらさきの月の十日。宿場町での商売を終えて、下りの二の刻を少しばかり越こえた頃ころ合あいだ。

　この日、ようやくターラと親父さんは森辺の集落へと足を踏ふみ入いれることになったのだった。
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　ことの発ほつ端たんは二日前、城下町でお茶会の仕事を終えたその翌日、普ふ段だん通りに朝方から親父さんの経営する野菜の露ろ店てんに寄ったときのことだった。

　二日後にまたトゥランの住人たるミケルとマイムを森辺に招くのだ、と告げたところ、注文のアリアを手にしたまま、親父さんは「ううむ」と悩なやみ始めてしまったのである。

「もうすぐ太陽神の復活祭だろう？　だからうちの畑でも、それに向けての収しゆう穫かくが大変なんだ。普段以上に人を雇やとって、頃合いの野菜は全部収穫することになる。紫の月の半ばから銀の月の頭までは、出せば出しただけ野菜も売れていっちまうからな」

「ああ、本当に復活祭というのは大きな祭なのですね。俺もそれに向けて、商売を広げる準備を進めているところなんですよ」

「そうだろう？　だから、紫の月が終わるまでは、てんやわんやの騒さわぎでな……俺はもちろんターラだって、なかなか遊んでいられる時間はなくなっちまうんだ」

「はい、みなさん大変なのですね」

「だから、自由に動くとしたら今ぐらいしかないんだよ」

　そうして親父さんは、決然とした面持ちでアリアの袋ふくろを差し出してきた。

「なあ、アスタ。ターラを森辺の集落に招きたいっていう気持ちは、今でも変わってないのかな？」

「ええ、もちろんです」

　期待を込めて俺も身を乗り出すと、親父さんは「そうか」とうなずいた。

「それじゃあちょいと、かかあや婆ばあさまたちを本ほん腰ごし入れて説得してみるよ。半日ぐらい仕事を抜ぬけ出だして、森辺の集落に出向けるかどうかをな」

「本当ですか!?」と、俺も声が大きくなってしまった。

　親父さんは、「うん」と笑みくずれる。

「アスタたちだって、ダレイムまで来てくれたんだからな。あれでアスタたちがどういう人間かも伝わっただろうから、うちの連中も強くは反対しないはずさ。俺だって、ターラに劣らずアスタたちの家には遊びに行きたかったんだからな」

「ありがとうございます！　実現したら、本当に嬉うれしいです！」

「ああ、絶対に実現させてみせるよ。……ただ、一つだけアスタにお願いがあるんだよ」

「何でしょう？　俺にできることだったら、何でも応じてみせますよ！」

「そんな大げさな話じゃない。俺とターラと、もうひとり元気な娘さんを同行させることを許してやってほしいんだ」

　話を聞くと、それはユーミのことであった。

　年の離はなれた友人であるターラが森辺の集落についての熱い気持ちを述べていた際、彼かの女じよも全力で意気投合していたそうなのである。

「あそこの親父さんもなかなかの頑がん固こ者ものらしいけど、ギバの料理を売りに出してるぐらいなんだから、ちっとは森辺の民に対する考え方も変わってきているんだろう。ユーミだったら、きっと説得してみせるだろうさ」

　ドーラの親父さんの予想は見事に的中し、その日の帰かえり際にはユーミからの吉きつ報ぽうが届けられることになった。

　こうなってくると、他のお得意様たちにも話を隠かくしたままというのは不義理かなと思い、つきあいのある宿屋のご主人たちには一言ずつその旨むねを告げておくことにした。

《南の大樹亭てい》のナウディスは、「それは楽しそうな集つどいですな」と微笑んでいた。自分がそれに参加しよう、などという稚ち気きは最初から持ち合わせていなかった様子だ。

《玄げん翁おう亭てい》のネイルは、「それはとても有意義なことだと思います」と嬉しそうに目を細めていた。彼かれは森辺の民に対する偏へん見けんが根絶されることを、ひそかに祈いのってくれているのである。それでもやっぱり、自分が店を空けてまで参加する、という発想には至らないようだった。

　俺としても、そんなに気軽に参加人数を増やすべきではないのだろうな、という思いがあったので、自分のほうから積極的に彼らを勧かん誘ゆうすることはなかった。

　そんな中で、「ちょっと待て」と声をあげてきたのは、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》のミラノ＝マスであった。

「アスタ、五人もの町の人間が森辺の集落に出向こうという話なのなら……そこにもうひとり加えさせることはできんか？」

「ええ？　ミラノ＝マスも同行してくださるのですか？」

　俺は大いに驚おどろかされたが、もちろんミラノ＝マスが同行してくれるのならば、それにまさる喜びはなかった。が、ミラノ＝マスは「いや」と首を振ったものである。

「俺なんぞが同行したって、何も益はないだろう。俺だって、そこまでひまな身体ではない」

「では、誰を同行させたいと仰おつしやるのですか？」

「俺の娘の、テリアだよ」

　俺は一瞬、絶句してしまった。

「テ、テリア＝マスですか？　でも、彼女はまだ森辺の狩かり人うどに対しては恐きよう怖ふ心しんをぬぐえずにいるのですよね？」

「だからこそ、だ。宿場町にはめったに狩人も下りてこないのだから、それなら自分から出向く他に顔をあわせる機会もなかろうが？」

　言わんとすることはわからなくもないが、そんな荒あら療りよう治じをしてしまってもよいものなのだろうか？　ミラノ＝マスの一ひと人り娘むすめであるテリア＝マスは、とても礼れい儀ぎ正ただしくて気き性しようの優しい娘さんであるのだが、その分とても繊細で、荒あら事ごとを苦手とする気弱な一面も有しているのだ。

　俺としては、あれほど森辺の民を恐おそれていたテリア＝マスが、俺やレイナ＝ルウやシーラ＝ルウなどには心を開きつつある、というだけで、大きな前進に感じられていた。このままゆっくり時間をかければ、いずれは完全に彼女の心を解きほぐすこともできるのではないか――と、そのように考えていたのである。

　だが、ミラノ＝マスの瞳ひとみには、かつてないほど真しん剣けんな光が灯ともっていた。

「あいつが森辺の民を恐れるようになったのは、俺がそんな風に育てちまったからだ。俺なんざは放っておいても遠からずくたばる身だが、あいつの人生はまだまだ長い。……俺は自分が息をしている内に、自分の不始末を片付けておきたいんだよ」

「不始末だなんて、そんな……」

　ミラノ＝マスの親友であり、奥おく方がたの兄であった人物――つまり、テリア＝マスの伯父おじにあたる人物は、スン家の凶きよう賊ぞくによって害されてしまった。それでミラノ＝マスの伴侶も心痛から病を患わずらい、後を追うように亡なくなってしまったのだ。

　しかもスン家は、サイクレウスの根回しによって、その罪を裁かれることもなかった。これではミラノ＝マスたちが森辺の民を忌き避ひするようになったのも当然の話だろう。

　だから、ミラノ＝マスの側に非などはあろうはずもなかった。

　しかし、ミラノ＝マスの表情は真剣そのものであった。

　そして――ミラノ＝マスに呼ばれてやってきたテリア＝マスもまた、真っ青な顔になりながら「同行をお願いしたいです」と言ってのけたのであった。

　こうなってしまっては、俺も拒きよ絶ぜつすることはできない。森辺の民の暮らしを目にすることは、彼女にとって悪い結果を生むことにはならないはずだと信じ、同行を了承するしかなかった。

　これで人数は、六名だ。

　森辺の族長たるドンダ＝ルウからも、了承を得ることはできた。人数が人数なので他の族長たちにも話を通したところ、ダリ＝サウティはもちろん、グラフ＝ザザからも「二名が六名に増えても大差はない」という返事をもらうことができた。

　ミケルやマイムに関しては、森辺のかまど番にとって有益な存在である、ということがすでに証あかし立てられている。だが、複雑な心情を抱かかえるテリア＝マスはともかく、ターラや親父さんやユーミに関しては、物見遊ゆ山さんと思われてもしかたのない立場であったかもしれない。

　それでも、森辺の族長たちから了承を得ることはできた。「町の人々とは相そう互ご理解に努めるべきだ」という俺の弁が通ったのか、あるいは他者への無関心・不干かん渉しようから来る裁定であったのか。その真情を知るすべはなかったものの、族長らも彼らを拒絶しようとはしなかったのだ。

　ターラやユーミの無邪気な期待に応こたえたい、という思いと同時に、俺は森辺と町の絆きずながいっそう強まることを願って、今回の計画に取り組むことになった。
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　そうして紫の月の十日の当日、ルウ家はわざわざ迎むかえの荷車までよこしてくれた。

　俺たちも二台の荷車で宿場町に下りている身であったが、帰り道は従業員だけで八名にも及ぶし、荷物の量もそれなりであったため、六名もの客人を同乗させることはかなわなかったのである。

　ルウ家が眷けん族ぞくの買い出し用に購こう入にゆうした荷車が、赤みがかった羽う毛もうを持つトトスのジドゥラに引かれて町に下りてくる。その手た綱づなを握にぎっているのは、ルウ家の客分たるバルシャであった。

「お待たせしたね。さあ、乗っておくれ」

　ダバッグへの旅でバルシャと仲良くなったマイムは、ミケルとともにそちらの荷車に乗り込んだ。ターラやテリア＝マスは俺の荷車のほうが安心できるだろうということで、残りの四名はまとめてこちらに招き寄せる。あとは物もの怖おじをしないヤミル＝レイだけがこちらに居残り、トゥール＝ディンとユン＝スドラはバルシャの荷車に移ってもらうことにした。

　荷車の中で、やはり緊きん張ちようの色が濃こいのはテリア＝マスである。褐かつ色しよくの髪を後ろでひとくくりにした、俺とそう年ねん齢れいも変わらない娘さんであるが、もともと彼女は人見知りである上に、この荷車では俺ぐらいしか面識がなかった。彼女が気安く口をきける森辺の民は《キミュスの尻尾亭》で調理の手ほどきをした俺とレイナ＝ルウとシーラ＝ルウの三名のみであり、なおかつターラや親父さんともまったく接点はなかったのである。

　そんな中、内気なテリア＝マスの心をほぐしてくれたのはユーミであった。

「あのさ、あたしのこと、覚えてないかな？　宿屋の寄り合いなんかで何回かは顔をあわせてるはずなんだけど」

「は、はい。《西風亭》の娘さんですよね？　父から、そのようにうかがっています」

「ってことは、やっぱり覚えてないんだね。あたしの名前は、ユーミだよ。あんたは、テリア＝マスだったっけ？」

「は、はい。わたしなどの名前を覚えていただき、恐縮です」

「そんな怖こわがらなくっても大丈夫だよー。あたしは見た目ほど凶きよう悪あくな人間じゃないはずだからさ！」

　別にまったく凶悪な外見ではないはずだが、それでも宿場町では不良少女に分類されてしまうユーミなのである。派手な胸あてにひらひらとした巻きスカートという格好で、じゃらじゃらと飾かざり物を下げている。質素な布の胴どう衣いと筒つつ型の長いスカートで肌はだの露ろ出しゆつを避さけているテリア＝マスとは、見事に好対照だ。「宿屋の娘」という同じ属性でありながら、これほどかけ離れた気性と外見をしているのはなかなか不思議なものであった。

「森辺の集落、楽しみだね！　きっとアスタは、驚くぐらい美お味いしいものを食べさせてくれるんだろうなあ」

「……そうですね。わたしもまだまだ料理の腕うでは不十分なので、少しでも学ぶことができればと思っています」

「んー？　あんたは料理のお勉強をしに行くの？　あたしはそんな気、これっぽっちもなかったんだけど」

「い、いえ、もちろんわたしも見学するだけです。でも、仕事を休んだからには、何か得るものがないと……」

「真ま面じ目めだなあ！　仕事なんて、あたしはさぼることしか考えてないよー？」

　自分にとって交流のある者同士が、新たに縁えんを紡つむいでいく。こういう時間が、俺はとても好きだった。

　気づけばターラや親父さんも会話の輪に加わって、荷車の中は賑にぎやかになってきた。いっぽうヤミル＝レイは最初から御ぎよ者しや台だいのすぐそばに陣じん取どって、外の風景に目を向けている。物怖じしたりはしない代わりに、彼女は外部の人間との交流に無関心であるのだ。

「お待たせしました。まもなくルウの集落に到とう着ちやくします」

　十分少々をかけて傾けい斜しやの強い道を乗のり越えた俺は、ルウの集落の少し手前で荷車を止めた。普段であれば、速度をゆるめつつもこのまま本家のかまど小屋まで向かうところであるが、今回は森辺の見学ツアーのようなものであるのだから、自分たちの足で集落に踏み込んでほしかったのだ。

　まずは俺自身が御者台から降り立ち、ギルルの手綱をヤミル＝レイに託たくしたのち、荷台の後部側に回る。

「さ、おいで、ターラ」

　期待と興奮に頬ほおを火ほ照てらせたターラに手を差しのべて、俺は荷台から降ろしてあげた。それに続いてドーラの親父さんが、最後にユーミとそれに手を取られたテリア＝マスが、黄色く踏み固かためられた森辺の道に降り立った。

　後からついてきた二台の荷車も停車して、そちらからも人々が姿を現す。どうやら森辺の女衆らも、客人につきあって徒歩で進むかまえのようだ。

「うわあ……あんなに高くまで木がのびてるよ？」

　倒たおれてしまいそうなぐらい後ろにのけぞったターラが、親父さんの腕を引っ張りながら、そのようにつぶやいた。親父さんは「お、おう」と応じながら、せわしなく視線を行き来させている。それに気づいたユーミが、にっと白い歯をこぼした。

「どうしたのさ、親父さん？　ひょっとしたら、森が怖いの？」

「そ、そりゃまあ、俺たちなんかは餓が鬼きの頃からモルガの森には近づくなって言われてたからな。怯おびえる必要はないってわかってても、なかなか身体のほうは言うことを聞かないもんさ」

「ふーん。やっぱりダレイムに住んでるとそんな感じなんだね。あたしなんかは、森辺の民には近づくな、としか言われてなかったよ」

　そんな風に言ってから、ユーミは俺に向かって陽気に笑いかけてきた。

「ま、そんな言いつけを守らなかったからこそ、アスタたちとお近づきになれたんだもんね。たまには言いつけも破ってみるもんさ」

　すると、後ろのほうからマイムとミケルを引き連れたヴィナ＝ルウが歩み寄ってきた。

「お待たせぇ……ここから先はルウの集落だから、ルウ本家の長ちよう姉しであるわたしがご案内するわねぇ……」

「へえ？　あんたって、もしかしたら森辺ではちょっとした立場の人だったの？」

「別に、どうってことはないわよぉ……たまたま他の兄弟より早く生まれたってだけのことだからねぇ……」

　ユーミは案外、ヴィナ＝ルウのことがお気に入りなのである。艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら無ぶ頼らい漢かんをあしらうことのできるヴィナ＝ルウに、何かシンパシーのようなものを感じているのかもしれない。

　そして、いっそう緊張の色を濃くしているテリア＝マスのもとには、顔かお馴な染じみのレイナ＝ルウが近づいてきた。

「さあ、行きましょう。ルウの家は、あなたがたを歓迎いたします」

　俺たちは、列をなしてルウの集落に向かった。

　やがて左手側の森が途と切ぎれて、その向こうに集落の景観が広がる。八つの家屋に囲まれた、広大なる広場である。

　百余名の血族が集まることのできる広場と、飾り気のない木造の家屋。その内の一つは、ミダが頑がん張ばってこしらえた家だ。その中で、常と変わらぬルウの人々の営みが展開されていた。

　家の脇わきで、薪まきを割っている者がいる。

　大きく広げた布の上で、毛皮をなめしている娘むすめたちがいる。

　草籠かごに積んだピコの葉を乾かわかしつつ、そのかたわらで追いかけっこをしている子供たちがいる。

　どこかのかまどでは、蝋ろう燭そくやラードのために脂あぶらを煮詰めているのだろう。苦手な人には苦手かもしれない濃のう密みつな脂の香かおりが漂ただよっている。

　それに、一番手前の家からは、それにも負けない香こう草そうの香りが漂ってきていた。

　あれは、かつて俺やアイ＝ファが宿しゆく泊はく用として借り受け、現在はジーダとバルシャの住まいになっている家だ。その内の一室が燻くん製せい室にリフォームされたのだと聞いているので、きっと干し肉の作製に勤いそしんでいるのだろう。ひょっとしたら、ギバ骨スープの研究のために、ギバの骨ガラも煮に込まれているかもしれない。

　ともあれ、俺にとってはもうずいぶん前から日常と化しているルウの集落の様相であった。

　周囲は深い森であり、円状に切り開かれた空間で人々が忙いそがしそうに、かつ平和に過ごしている。空の青色と、森の暗緑色と、地面の黄色でくっきりと色分けされた、安あん穏のんとした世界。ギバやムントや毒虫の潜ひそむ危険な森と隣となり合あわせであるということが信じ難がたいほどの、それは牧歌的な風景であった。

　初めてこの地を訪おとずれた四名は、いったいどのような感かん慨がいを抱いだくことになったのだろう。

　それを性急に問いかける気持ちにもなれず、ゆっくり広場に足を踏み入れていくと、やがて正面の家屋の裏手から姿を現した小さな人ひと影かげが、ものすごい勢いでこちらに駆かけ寄よってきた。

「いらっしゃい！　ルウの集落にようこそ！」

　リミ＝ルウである。

　リミ＝ルウは子ウサギのように跳はねながら、まず真っ先にターラへと飛びついた。少し忘ぼう我がの状態に陥おちいってしまっていたターラも、それで明るい笑え顔がおを取とり戻もどす。

「本当に来てくれたんだね！　なんだか、夢みたい！」

　リミ＝ルウは、渾こん身しんの力でターラの身体を抱きすくめた。幼子とはいえ、森辺の民である。ターラはだいぶん苦しそうな様子であったが、文句の声をあげることもなく、同じように相手の身体を抱きしめて、精せい一いつ杯ぱいの力でそれに応えているようだった。

「ここからは、リミが案内するね！　鋼があったら、おあずかりします！」

「誰だれも刀は持っていないよ。事前に確かめておいたから、大だい丈じよう夫ぶ」

「そっか。それじゃあまずは、かまどの間だね！」

　ドーラの親父さんたちは俺たちの普段通りの生活を見てみたい、と希望してくれていたので、本日はこのまま商売用の下ごしらえをして、勉強会も敢かん行こうする予定であった。

　その後はファの家に移動して、晩ばん餐さんをご馳ち走そうする。それを食べ終わったら、それぞれの自宅まで荷車で送そう迎げいだ。晩餐にはリミ＝ルウとルド＝ルウも参加して、送迎の役も担になってもらう手はずになっている。

「あ、その前に、もしよかったらルウ家のご主人に挨あい拶さつをさせてもらえないかな？」

　そのように言い出したのは、ドーラの親父さんであった。ターラの手を取って意い気き揚よう々ようと歩き始めようとしていたリミ＝ルウが、くるりとそちらに向きなおる。

「ご主人って、ドンダ父さんのこと？　父さんは怪け我がをしているから、家で休んでるけど」

「それじゃあ、挨拶なんて迷惑かな。それに、族長様なんぞにお目通りを願うのは失礼になっちまうのかね？」

「うーん？　退たい屈くつすぎて死にそうだーとか言ってるから全然迷惑じゃないと思うけど、でも、ドンダ父さんって家族以外にはすっごく怖がられてるんだよ？」

「ああ、俺は何度か顔をあわせたこともあるから大丈夫だよ。他のみんなは、どうだか知らないけど」

　親父さんの視線を受けて、ユーミがいくぶん怯ひるんだ様子を見せた。

「森辺の族長って、あの、罪人たちを城下町に引っ立てていった人たちのどれかだよね？　そっか、あの内の一人があんたたちの親父さんってことになんのか……」

「おっかないんだったら、外で待ってておくれよ」

「別に、おっかなくはないよ！」

　と、大きな声で言ってから、ユーミは俺の耳に口を寄せてきた。

「でもまさか、あのギバの骨とか毛皮とかを頭っからかぶってた連中じゃないよね？　いくら何でも、あんな連中からこんな可愛かわいらしい娘さんたちが生まれてくるとは想像できないんだけど」

「ああ、それはザザとかドムの狩人たちだね。……でも、ルウの家長のドンダ＝ルウも、外見上は彼らに負けないぐらい強こわ面もてだよ」

「……ん、わかった。それ相応の覚かく悟ごを固めておくよ」

　ユーミは目を閉じ、深呼吸をし始めた。

　その姿を見届けてから、俺はテリア＝マスを振り返る。テリア＝マスは青い顔をしていたが、俺の視線に気づくと「行きます」と小さな声でつぶやいた。

「そういえば、わたしたちもルウ家の家長に挨拶したことはなかったね。行こうよ、父さん」

　マイムは無邪気な口調で言い、ミケルは勝手にしろとばかりに肩をすくめている。

　かくして俺たちは、ルウの本家に向かうことになった。

　リミ＝ルウとターラを追おい抜いたヴィナ＝ルウが戸板を開けて屋内に呼びかけると、ミーア・レイ母さんがひょっこりと姿を現す。ヴィナ＝ルウから小声で事情を説明されたミーア・レイ母さんは、にこやかに笑いながら六名の客人たちを見回していった。

「ルウの家にようこそ、町のお客人がた。うちの家長にご挨拶をしていただけるっていうんだね？　もちろんこちらは歓迎いたしますよ」

　そうしていったん姿を隠してから、ミーア・レイ母さんはあらためて客人たちを家に招いた。あまり大勢で押おしかけても何なので、森辺の民の側からは俺とリミ＝ルウだけがそれに同行することにする。

「家長、こちらが町からのお客人だよ」

　ドンダ＝ルウは、普段通り上座で片かた膝ひざを立ててあぐらをかいていた。

　そのかたわらに控ひかえているのは、ダルム＝ルウだ。

　ドンダ＝ルウは右みぎ肩かたを包帯で巻かれて、右みぎ腕うでを吊つっている。ダルム＝ルウは、左ひだり肩かたの負傷も無事に回復したらしく、右手の先を包帯で巻かれているばかりだ。どちらもギバの主を相手にして負った、名めい誉よの負傷である。

　しかし、どちらも怪け我が人にんとは思えぬほどの迫はく力りよくと重圧感であった。いや、むしろ手負いの獣けもののごとく、普段以上の物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きであったかもしれない。

　そして、そんな彼らの背後の壁かべには、途と方ほうもなく巨きよ大だいなギバの毛皮と、さらに、つい先日ダリ＝サウティから受け取った森の主ぬしの角が飾られている。その他ほかに目につくのは予備の刀や弓ばかりなのだから、何もかもがドンダ＝ルウたちを恐ろしげに見えるように演出されているかのようだった。

　ユーミは、ごくりと生なま唾つばを飲み込んでいる。

　ターラは、リミ＝ルウの腕にぎゅっと取りすがっている。

　テリア＝マスは、もはや死人のような顔色だ。

「さあ、座すわっておくれよ、お客人がた。何も取って食いやしないからさ」

　ミーア・レイ母さんは、ダルム＝ルウとは反対の側に膝ひざを折った。俺は率そつ先せんして右の端はしに腰こしを下ろし、立ちすくむみんなにうなずきかけてみせる。

　我に返ったドーラの親父さんが俺の横に並び、ターラ、ユーミ、ミケル、マイム、テリア＝マスの順でその場に居並んだ。リミ＝ルウは立ったまま、元気づけるようにターラの肩かたに手を置いている。

「……俺がルウ本家の家長ドンダ＝ルウで、こいつは次じ兄けいのダルム＝ルウ、こっちは伴侶のミーア・レイ＝ルウだ」

　底ごもる声で、ドンダ＝ルウが言った。

　額の汗あせをぬぐってから、ドーラの親父さんが名乗りをあげる。

「俺はダレイムの住人で、宿場町で野菜を売っているドーラだ。以前にも言葉を交かわしたことがあるんだけど、覚えているかな、ドンダ＝ルウ？」

「覚えている。……ジェノスの領主らと刀を交えることなく、平和な生活を取り戻せたことを、俺も嬉しく思っている」

　俺はこれからもあんたたちと商売を続けていきたいと願っているよ――サイクレウスとの決戦の場におもむこうとしていたドンダ＝ルウらの前にまろび出て、ドーラの親父さんはそのような言葉を伝えたのだ。

　ドーラの親父さんは大きくうなずき、そしてその顔に朗ほがらかな笑えみをたたえた。

「俺もとても嬉しいよ。そして今日は、俺たちを森辺に招いてくれて、どうもありがとう。決してあんたたちの迷惑にはならないように気をつけるから、どうかよろしく頼たのむよ」

　ドンダ＝ルウは目だけでうなずき、それから残りの人々を見回した。

「ファの家のアスタから素す性じようは聞いているが、どれが誰なのかを確かめたい。よければ、名前を名乗ってもらおう」

「わ、わたしはターラです！　リミ＝ルウやララ＝ルウにはいっつも仲良くしてもらっています！　レイナ＝ルウやヴィナ＝ルウもとっても優やさしいです！」

「ターラは、ドーラの娘だよ。リミがいっつも話してるでしょ？」

　とても楽しそうに笑いながら、リミ＝ルウがターラの首ったまにかじりつく。かちかちに固まっていたターラは、それでようやく「あは」と笑った。

「あ、あたしは《西風亭》のユーミってもんだ。屋台でギバの料理を買ったり、あとは宿屋で少しばかりのギバ肉を買いつけてるぐらいのつきあいだけど、ルウ家の人たちともそれなりに仲良くやらせてもらっているよ」

「……俺はトゥランのミケルという者だ。ダバッグに向かう際には、荷車や護衛役などでたいそうな世話になった。今さらの話だが、礼を言わせてもらいたい」

「わたしはミケルの娘で、マイムです。近いうちにギバの肉を使った料理で屋台の商売をやらせていただこうと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「……わたしは《キミュスの尻尾亭》の主人ミラノ＝マスの娘で、テリア＝マスと申します」

　その瞬しゆん間かん、沈ちん黙もくを守っていたドンダ＝ルウの双そう眸ぼうがぎらりと光った。
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「アスタから話は聞いている。……それでは、スン家の連中が十年ほど前に襲おそった人間の一人が、貴様の母の兄ということだな」

「……はい」と、テリア＝マスは青い顔でうなずいた。

　ドンダ＝ルウは「そうか」と巨きよ体たいを揺ゆり動うごかす。

「罪人どもはすでに裁かれた。そのような無法を働く人間は、もはや森辺には一人として存在しない。……しかし、スン家の連中を野放しにしていたのは、森辺の民の全員の罪でもある」

「はい……父やアスタからも、そのように聞いています」

「家族を害されてなお、森辺の民と絆を結んでくれたことを、森辺の族長として感謝している。……そして、俺たちの不始末から深い悲しみを負わせてしまったことを、詫わびさせてもらいたい」

　ドンダ＝ルウは左の拳こぶしを床ゆかにつき、たてがみのような頭をわずかに垂れた。

　ドンダ＝ルウが他者に頭を下げる姿を目にしたのは、俺にとってもこれが初めてのことであった。

「俺たちは、森辺の民の全員が正しく生きることが、唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいの道だと考えている。俺たちに許す価値があるかどうか、その目で見守り続けてもらいたい」

「はい」と、テリア＝マスは深くうつむいた。

　一番遠くに陣取っている俺にその表情を確かく認にんすることはできなかったが、毛皮の敷しき物ものに落ちる透とう明めいのしずくだけは、はっきりと見て取ることができた。
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「さあ、こちらがかまどの間だよ」

　その後は、ミーア・レイ母さん自らが案内役を担ってくれることになった。

　かまどの間で翌日の下ごしらえに励はげんでいたのは、シーラ＝ルウとララ＝ルウとティト・ミン婆さん、それに客分のザザ家の二人だ。明日の献立は手間のかかる『ギバ・バーガー』ではなく『ミャームー焼き』であったため、すでに作業も終わりに差しかかっている様子である。

「あ、本当に来たんだね。ルウの家にようこそ、ちびっこターラ」

　ミャームーの漬つけ汁じるを革かわ袋ぶくろに移動させていたララ＝ルウが、ターラににっと笑いかける。まだドンダ＝ルウの迫力の余波に呆ほうけ気ぎ味みであったターラも、嬉しそうに微笑み返した。

「この人数では、ちょいと手て狭ぜまだね。仕事が片付いたら出ていくので、少し待っていておくれね」

　ティト・ミン婆さんがそのように呼びかけると、ドーラの親父さんが「いやいや」と手を振ふった。

「お邪じや魔ましてるのは俺たちなんだから、そんな気を使う必要はないさ。隅すみっこで大人しくしているので、気にせずいつも通りにふるまってくれ」

「そうかい。でもまあ最近は若い娘らがかまどの仕事に熱心なので、あたしは引っ込ませていただくよ」

　いつも通りの穏おだやかな笑みをたたえながら、ティト・ミン婆さんは巨大な鉄てつ鍋なべを手に出ていった。汚よごれ物を洗いに行ったのだろう。その後ろ姿を見送りながら、親父さんは「うちの婆さんどもよりよっぽど優しそうだな」とターラに耳打ちする。

　その間に、俺おれのほうも下ごしらえを済ませておくことにした。ルウ家に預けておいた肉を、みんなで手分けをして切り分けていく。明朝の作業が効率よく進められるように、という下準備に過ぎないので、大した時間はかからない。復活祭がやってきたら、こうした作業もさぞかし大変なものになるのだろう。

　そうした作業も終わりに近づいた頃ころ、ザザ家の二名が「アスタ」と俺に呼びかけてきた。

「この人数ですから、わたしたちも外に出ていようと思います。……ですが、ファやルウがどのような形で町の人間らと縁を深めているのか、それはザザ家の人間として見届けさせてもらいたく思います」

「わかりました。よかったら、試食だけでも参加してください」

「……ご温情、感謝いたします」

　年齢のわりには堅かた苦くるしくて、いつもむすっとしているスフィラ＝ザザであるが、トゥール＝ディンの菓か子しにうっとりとしていた姿を見て以来、俺の中に残っていた苦手意識もあらかた解消されることになった。

　そういった心情が表に出てしまっていたのか、スフィラ＝ザザはいつも以上につんとした面持ちで家人とともにかまどの間を出ていった。かまどの間の戸板はいつも換かん気きのために開かれているので、そこから俺たちの勉強会を見守ろうという心づもりであるようだ。

「さて。ここから二刻ぐらいは、いつもみんなで勉強会をしています。新しい献立を考えたり、食材の使い道を再検討したりする時間ですね」

　その場に居並んだ人々を見回しながら、俺はそのように宣言した。ザザ家の二名が外に出ても、宿場町から帰き還かんした八名、シーラ＝ルウとララ＝ルウ、ミーア・レイ母さんとリミ＝ルウ。それに六名の客人たちで、いつも以上の大入りだ。

「今日は、長いこと棚たな上あげにしていたバナームの食材について、いろいろ考えてみようかと思います」

「バナームの食材？」

「ええ、バナームからの使節団であるウェルハイドというお人に、バナーム産のフワノや果実酒や酢すなどの使い道を新たに考案してほしい、と頼まれているのですよ」

「へえ、そんな余よ所その町からも仕事を頼まれているのか。アスタは本当に大したもんだなあ」

　と、ドーラの親父さんが愉ゆ快かいそうに笑う。

「まあ、余所の町のフワノなんて、ポイタンを売りさばいている俺にしてみれば商売仇がたきみたいなもんだが、アスタの仕事に文句をつけるわけにもいかないしな。敵情視察のつもりで見物させていただくよ」

「大丈夫ですよ。バナームのフワノは運んでくる手間賃の分、並のフワノより高価になってしまうので、少なくともポイタンが主流となりつつある宿場町では商品になりえないと思います。……だからウェルハイドも顧こ客きやくを城下町のみに絞しぼって、何か目新しい料理を考えてほしいと願ってきたわけです」

　言いながら、俺は袋に詰つめ込まれていたフワノの粉を木皿ですくい取ってみせた。

「ご覧ください。これがバナームのフワノです」

　暗灰色をした、少し粒りゆう子しの粗あらいフワノの粉である。

　森辺の女衆らはもう何度となく目にしているので、お客人がたのみが感心したような声をあげた。

「ふうん。あんまり美う味まそうな色合いではないな」

「そうですね。でも、どうやら栄養価はジェノスのフワノよりも高いようです。バナームの、特に貴族ならぬ人々などは、ほとんど野菜らしい野菜は食べないでこのフワノとカロンの肉や乳だけで日々を過ごしているようですよ」

「へえ、フワノにアリアなみの栄養があるってことかい？」

「バナームの民の健康状態がわからないので想像する他ありませんが、ウェルハイドの話を聞いている限りでは、そういうことなのかもしれません。何でも、カロンの主食である牧草は繁はん殖しよく力りよくがものすごくて、よほど気をつけていないと余所の畑にまではびこってしまうのだそうです」

「ああ、それでダバッグでは野菜が希少とされていたのですか」

　と、マイムが納なつ得とく顔がおで手を打つ。

「でも、あの豊かな牧草がないと、カロンの腹を満たすことはできませんものね。だから、ジェノスではカロンを育てようとする者もいなく、ダバッグやバナームではあまり野菜が作られない、ということなのですね」

「そういうことらしいね。ダバッグの人たちにとっては当たり前のことすぎて、俺たちに説明する気にもなれなかったんだろうと思うよ」

　言いながら、俺はいそいそと準備を進めていく。

「でも、バナームの上流階級ではこの黒フワノと野菜が同時に食べられているようだから、栄養のとりすぎで身体を壊こわすこともないらしい。だから取り合わせは気にせず使い道を考えてほしいと願われたんだけど……これであんまり上等な料理をこしらえてしまうと、ポイタンどころか他の野菜の売れ行きにまで影えい響きようが出てしまう危険があるので、ちょっと風変わりな料理を考えてみたんです」

　俺にしてみれば、バナームとジェノスの通商のために、ドーラの親父さんを筆頭とする農家の人々の生活を犠ぎ牲せいにするわけにはいかなかったので、ちょっと頭を悩ませることになったのだった。

「まあ結論から言うと、以前に作ったパスタのようなものなのですが……そういえば、町のみなさんにはまだお披ひ露ろ目めしていないのですよね。パスタというのは、ポイタンやキミュスの卵などを混ぜて作る、フワノの新しい料理のことです」

「ああ、城下町の連中にそいつを食べさせたんだっけ？」

「はい。今日の晩餐ではみなさんにも食べていただこうと思っておりますよ。……で、この黒フワノ粉もポイタンと混ぜて、パスタに似た料理をこしらえてみようと思ったわけですね。これが城下町で受け入れられたら、いっそうポイタンを売ることもできるのでお得でしょう？」

「ああ、さすがに城下町のほうからポイタンを寄よ越こせという声は聞こえてこないな。そんなことになったら、ますます畑を広げなくちゃならなくなるよ」

　ドーラの親父さんは、嬉しげな面おも持もちでそのように言ってくれた。

　そちらに笑顔を返しつつ、俺は実じつ践せんに取りかかる。

「この黒フワノというのは、ジェノスの白いフワノよりも食感がぼそぼそとしているのです。きめは粗いし色は濁にごっているし栄養は豊かだし、ということを合わせて考えると、もともとの性質が異なる上に、挽ひき方かたが異なっているのかもしれません。まあ、フワノがどのようなやり方で精製されているのかも知らないので、俺の想像に過ぎませんが。……とにかく、この粘ねばり気けのひかえめな食感を活いかすと、パスタとはまた違ちがった料理が作れるな、と思ったんです」

「へーえ。だけど、普ふ通つうのフワノよりぼそぼそしてるってのは、ポイタンも一いつ緒しよでしょ？　それを混ぜたら、いっそうぼそぼそしちゃうんじゃない？」

　そのように食いついてきたのはユーミだ。《西風亭》では高価な食材も忌避されるので、これは純然たる好こう奇き心しんからの発言だろう。

「いや、それでも黒フワノ単体で作るよりは、俺の理想に近かったんだよ。作ってみるから、味見をよろしくね」

「もちろん！　そのために来たようなもんだしね！」

　ユーミもだいぶん調子を取り戻してきたようだ。それを横目に、俺は黒フワノ粉とポイタン粉をブレンドさせた。

　比率は一対四で、黒フワノ粉が多め。そこに細く水を入れながら、こねるのではなく手早く混ぜていく。パスタではないので、キミュスの卵もレテンの油も不要である。だまになりそうな粉をバラしつつ、とにかく少量ずつ水を注ぎ入れていく。

　粉の総量の半分強ぐらいの水が加えられると全体に水分がいきわたるので、そこに至ったら、いよいよこねていく。最初は拳で固めるように、あるていど固くなったら、今度は何度も折り込みながら手の平で入念にこねあげる。

　そうして無事に生き地じが仕上がったら、打ち粉をした板の上に移動させて、棒でのばしていく。二、三ミリの見当で生地がのびたら、さらに打ち粉をした上で四つにたたみ、駒こま板いたを使用して切っていく。このあたりの作業はパスタと同一だ。

「あとは茹ゆでれば完成なので、その前に出だ汁しを作ります」

　出汁は燻製魚と海草のあわせ出汁で、味付けはタウ油と砂糖である。それに隠し味あじとして果実酒を使用するのは、みりんや日本酒が存在しないための、ちょっとした気休めだ。

「それが王都から届けられる、魚や海草の燻製というものですか。さすがにこれほど値の張る食材が宿場町で使われることはないでしょうね」

　と、ひさびさにテリア＝マスも発言してくれた。これだけ大勢の森辺の民たみを前にしながら、大きく心を乱している様子はない。ドンダ＝ルウとの対面で、彼女はどのような心情を得ることになったのか、それが気がかりでならなかった俺は、ほっと息をつく。

「でも、これは手軽に美味しい汁しる物ものを作ることができる食材ですからね。いずれ王都からもっとたくさんの量を仕入れることができるようになったら、少しは値も落ちるかもしれません。そのあたりのことは、ジェノスのお偉えら方がたに期待をかけたいところです」

「今までだったら貴族に期待をかける気持ちにはなれなかったけど、うちの領主の次じ男なん坊ぼうだったら、何とかしてくれるかもしれないな」

　朗らかな笑顔で、親おや父じさんはそう言った。うちの領主の次男坊とは、もちろんダレイム伯はく爵しやく家けの第二子息たる、ポルアースのことである。

　そういえば常連の二名が静かだな、と振り返かえると、マイムとミケルは真剣きわまりない眼まな差ざしで俺の作業を注視していた。今日の彼らは、この勉強会こそが本題なのである。

「よし、つけ汁のほうは、こんなところですね。シーラ＝ルウ、後の処理をお願いします」

「はい、承知しました」

　すでに手順をわきまえているシーラ＝ルウが、新しい鍋なべに水を張り、煮に立たった鍋をそこに漬ける。温かいまま食べる作法もあるが、食べやすさを考えると冷やしたほうが無難かな、と考えた次し第だいである。

「では、さきほどの麺めんを茹であげます。……あ、俺の故郷では、こういう状態にした生地を麺と呼んでいたのですよ」

　説明しながら、新たに沸わかした鍋に麺を投じる。投じる際はほぐしながらで、投じた後はグリギの菜さい箸ばしでさっとばらしておく。時間は、二、三分の見当だ。

　そういえば、そろそろポルアースに頼んで砂時計を購入したいところである。俺はすっかり感覚頼たよりの調理が身についてきてしまったが、森辺のかまど番にとっても砂時計は大いなる福ふく音いんとなることだろう。

「茹であがったら、網あみの上で水洗いします。それを皿に盛りつけたら、完成ですね」

「完成？　さっきの汁しるに入れるんじゃないのかい？」

「ええ。これはひと口ずつ汁につけて食べるのですよ」

　要するにこれは、ざるそばを模した料理であった。

　ジェノスの白いフワノ粉でも、同じような料理を作ることはできる。が、俺としては食感的に、白フワノはパスタやうどんに、黒フワノはそばに適しているように感じられた。

「食べ方は自由ですけどね。俺の故郷では、このように食べます」

　と、俺は自分の分を手製の箸はしでちょいとつまんでみせる。

「でも、難しかったら、この三み股またに割った木き匙さじでパスタと同じように食べるのもありです」

　が、そばを食べるならば、やはり箸ですすってもらいたいところだ。今はまだパスタを皮切りに麺の料理を普ふ及きゆうしているさなかであるので高望みはできないが、俺は少しずつ箸の普及にも努めたいと考えていた。

「へえ、肉や野菜は全然使わないんだな。せいぜいあの干した魚や海草とかいうやつを煮込んだぐらいか」

「はい。俺の故郷では、この料理だけで昼の軽食を済ませる人も多かったのですが、ジェノスの人たちにはきっと物足りないことでしょう。これなら肉や野菜だって、今まで通り売り上げを落とすこともないと思います」

　リミ＝ルウたちに手を借りて人数分の皿に料理を移しつつ、俺はそのように答えてみせる。

「みなさんにとってもこれだけでは物足りないと思いますが、これに肉や野菜のおかずがつくのだと想像しながら味見をしてみてください」

　ようやく試食タイムである。

　すでに試食の経験がある森辺のメンバーは、パスタの要領で上手にフワノそばを口にした。ダバッグへの旅やサウティ家の一件で先延ばしにされていた案件であるが、それでもすでに二回ほどこれを勉強会でお披露目した経けい緯いがあるのだ。

　その中で、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウとリミ＝ルウとトゥール＝ディンが、箸の扱あつかいにチャレンジしていた。レイナ＝ルウらはあくなき探究心から、リミ＝ルウは「アスタの食べ方のほうが美味しそうに見える！」ということで、俺の提唱する箸の文化の普及に取り組んでくれたようだった。

　で、六名のお客人たちである。

　真っ先に声をあげたのは、ユーミであった。

「面おも白しろいね、これ！　なんか、フワノやポイタンだとは思えないよ！」

「そうだなあ。汁をつけすぎると味が濃くなっちまうけど、普通に美味しい料理だと思うよ」

　と、ドーラの親父さんも相づちを打つ。

　難しい顔をしているのは、ミケルであった。

「これは、面めん妖ような料理だな。わざわざフワノを食べにくくしているだけのようにも思えるが……しかし、こうして細く切っているからこそ、このような食感が生まれるのだろうし……今ひとつ、感想をひねり出すのが難しいところだ」

「でも、この汁は美味しいですね！　あんな短い時間煮込んだだけでこんなに深みのある味が生み出せるのですから、やっぱり魚や海草の燻製というのはとても素す晴ばらしい食材なのだと思います！」

　パスタを飛とび越こしていきなりこのフワノそばを食べることになった客人たちは、やっぱりかなり面食らってしまっている様子であった。まあ順番は前後してしまったが、今日の晩餐ではぞんぶんにパスタを味わっていただこうと思う。

「これには香草を加えてみたり、干しキキの実を潰つぶして入れてみたり、あるいはすりおろしたギーゴをかけたりする食べ方も合うと思うのですが、そこのところはまだ研究中です。とりあえず、この状態でバナームの人たちにも味見をしてもらおうかと考えているのですよ」

「ま、城下町の連中だったら、こういう料理を面白がるんじゃないのかな。この料理にポイタンが必要だっていうんなら、俺もめいっぱい畑を広げてやるさ」

　親父さんのそんな言葉で、黒フワノのお披露目は終しゆう了りようと相成った。

　お次は、白ワインのごときバナームの果実酒と、ワインビネガーのごときママリア酢だ。

「この白いママリア酢に関しては、もうユーミもすっかりお馴な染じみだよね」

「うん！　ちょっとばっかり高くつくけど、まよねーずの味がぐんとよくなるからね！　おこのみやきを注文するお客は、みんな大喜びさ」

「ジェノスで売られている赤黒いママリア酢は、酸味も風味も豊かなんですけど、その風味の強さが味を壊してしまうことがあるので、向いている料理と向いていない料理があると思うのですよね」

　というか、バルサミコに近い赤ママリア酢より、ビネガーに近い白ママリア酢のほうが、俺としても格段に使い勝手がよいのである。《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の『酢ギバ』でも、俺はすでに使用するママリア酢をバナーム産のものに変へん更こうしていた。

「で、白い果実酒のほうですが、これは普通に煮込み料理で使えると思います。俺としては、ギバよりもキミュスに合っているのかな、という印象ですね」

「同じ果実酒でも、風味はまったく異なるのですね。うーん、次から次へと新しい食材が現れて、わたしは倒れてしまいそうです」

　そのように言いながら、マイムはとても幸福そうな表情をしていた。

「それじゃあ、残りの時間はこの果実酒を使った煮込み料理の勉強をしてみようか。汁物の風味づけなんかでも、なかなか役に立つかもしれないね」

　ということで、あとは各自がそれぞれグループを作ってアイディアを出し合うことにした。

　その光景を見回しながら、ドーラの親父さんがふっと息をついている。

「アスタたちは、毎日こんな風に料理の勉強をしているんだな。そりゃあ美味い料理を作れるわけだよ」

「ええ。普通は日々の仕事が忙しくて、ここまでの時間は取れないでしょうしね。俺たちも、宿場町の商売で十分な稼かせぎを出せるようになったから、こうして時間を割さけるようになったんです」

「そうですよね！　うちでは父さんがしっかり生活を支えてくれているから、わたしも料理の勉強に時間を割くことができているんです」

　マイムは無む邪じや気きな笑顔でそのように発言したが、そんな生易しいものではないのだろうなと俺は考えている。もちろん経済面で生活を支えているのはミケルなのだろうが、そうして父親が家を空けている間、家の仕事をこなしているのはマイムであるはずなのだ。料理だけではなく掃そう除じや洗せん濯たくや日々の買い出しなど、一人ですべてをこなしながら、残った時間を料理の勉強につぎ込んでいるのだろう。ミケルは右手の指が不自由なのだから、なおさらにだ。

　十歳さいかそこらで料理にそこまでの熱情を傾かたむけることができる。父親譲ゆずりの鋭するどい味覚や、父親から受うけ継ついだ調理の知識ばかりでなく、それこそがマイムの一番の資質なのだろう、と思う。

「よー、ずいぶん賑やかにやってんなー」

　と、ふいに屋外から呼びかけられた。開け放してあったかまどの間の入口から、ルド＝ルウがひょっこり顔を覗のぞかせている。

「あ、ルド＝ルウ！」と足を踏ふみ出だしかけたターラが、ぎょっとしたように立ちすくむ。ルド＝ルウの背後に見える、黒こつ褐かつ色しよくの巨大な存在が目に入ってしまったのだろう。

「やあ、ずいぶん早いお帰りだったね」

「あー、ひさびさにギバが罠わなに掛かかってたからよ。ムントに食われちまわないよう、さっさと運び出してきたんだ」

「……ギバを捕つかまえてきたんだね」と、親父さんが表情を引ひき締しめてルド＝ルウのほうに歩を進めた。好奇心に瞳ひとみを輝かがやかせたユーミと、おっかなびっくりのターラ、それに真しん剣けんな面持ちをしたテリア＝マスがそれに続く。

　ルド＝ルウはシン＝ルウと二人がかりでグリギの棒を抱かかえ、そこに百キロ級のギバを吊るしていた。咽の喉どもとに血の跡あとがうかがえる他は外傷も見当たらない。きっと血ち抜ぬきに成功できたギバなのだろう。

　ドーラの親父さんは、「うふう」とおかしな感じに大きく息をついた。

「いやあ、こいつは立派なギバだ……いつだったか、うちの罠に掛かっていたギバよりひと回りはでかいよ」

「うわあ、ギバなんて初めて見た！　すっごいなあ。これがあんなに美味しい肉に化けるのかあ」

　畑の周りに罠を張っている親父さん以外のメンバーは、きっとこれが初見なのだろう。ユーミは感心しきったように、ターラはこわごわと、テリア＝マスは自分の身体をかき抱いだきながら、ギバの巨体を見つめている。

「こんなぶっとい角で刺さされたら、ひとたまりもないね！　ねえねえ、こいつはあんたたちがとっ捕まえたの？」

「んー？　落とし穴に掛かってたのを引き上げて咽喉をかき切っただけだから、誰の手て柄がらってわけでもねーよ。……ていうか、お前、誰だっけ？」

「えー？　あんたたちがアスタの護衛をしてたとき、何回か顔をあわせてるじゃん！　そりゃあおたがい、名前を名乗ったりはしなかったけどさあ」

　ユーミは不満そうに言い、ルド＝ルウは「ふーん」と小首を傾かしげる。

「まあいいや。こいつの皮かわ剥はぎは後回しにして、また森に戻らなきゃいけねーからよ。俺も夜にはファの家に行く予定だから、挨拶はそのときにさせてくれ」

「ええ？　こんな大物を捕まえたのに、また森に向かうってのかい？」

「ああ、そろそろこの辺りではギバが減ってきてるからよ。狩かれる内に狩りまくるんだ」

　ドーラの親父さんは、再び大きく重い息をつく。

「気をつけて仕事を果たしてきておくれよ。ルド＝ルウたちが無事に戻ってくることを、俺も西方神に祈いのらせてもらうからさ」

「ん、ありがとよ」

　まだいくぶん狩人モードであるのだろう。眼光を燃やしたりはしていなかったが、ルド＝ルウは普ふ段だんよりも精せい悍かんな感じがした。

　そうして無言のシン＝ルウとともにルド＝ルウが解体室に姿を隠かくすと、それと入いれ替かわりでさらに巨大な影かげが建物の向こうから現れる。とたんにユーミは「きゃー！」と悲鳴をあげ、よりにもよって俺に抱きついてきた。

「あ、あ、あいつ！　どうしてあいつが、こんなところにいるの!?」

　それは、同じく百キロ級のギバを一人で背負った、ミダであった。

　ぶふう、ぶふう、と息を吐はきながら、ミダはのろのろと接近してくる。

「いや、あのミダも罪を裁かれて、ルウ家の家人として生きていくことになったんだよ。もう乱暴な真ま似ねをしたりはしないから大丈夫さ」

　ここ近年で宿場町に具体的な恐きよう怖ふを与あたえていたのは、ザッツ＝スンらではなくミダやドッドであったのだ。

　なおかつミダは、十四歳という若じやく年ねんでありながら、身長は二メートル弱、体重は想像もつかないほどの巨体を有しており、どこか人間離ばなれした雰囲気と迫力を有している。そのミダと屋台で出くわした経験のあるユーミは、俺の説明を受けてもなかなか離はなれようとしてくれなかった。

「アスタ……血抜きに失敗しちゃったんだよ……？」

　と、ミダのほうは相変わらずの様子で声をかけてくる。

「角もどこかに飛んでいっちゃったし……ミダは、残念なんだよ……？」

　そうしてミダがのそのそと横を向くと、ユーミはいっそう強い力で俺を抱きすくめてきた。そのギバは、角どころか頭部そのものが半分ほど吹ふき飛んでしまっていたのだ。

「こ、これはミダが仕留めたのかい？　ギバ寄せの実も使っていないのに、すごいじゃないか」

「うん……だけど、血抜きに失敗しちゃったから、商売で使うことはできないんだよ……？」

「それでも一番大事なのは、一頭でも多くのギバを狩ることだろう？　肉や角を惜おしむのは、きっと本ほん末まつ転てん倒とうなんだろうと思う。ミダは立派に仕事を果たしたんだよ」

「そうなのかなあ……」

　しばらく動きを止めてから、にわかにミダはぶるんと頬ほお肉にくを震ふるわせた。たぶん喜んだのだろうと思うのだが、ユーミはぎゅうぎゅうと俺の胴どう体たいをしめつけてくる。

「おい、ミダ！　こいつらを吊るしたら森に戻るんだから、とっとと仕事を済ませろよ！」

　そうしてルド＝ルウに呼ばれたミダは、「それじゃあね……」とつぶやきながら解体室に消えていった。

「ううう。不意打ちだったから、腰が抜ぬけそうになっちゃった。ごめんね、アスタ、もうちょっとだけ支えててくれる？」

「う、うん。なるべく早く回復してね？」

　すると、今まで無言でいたテリア＝マスが静かに俺たちへと近づいてきた。

「アスタ。罪は裁かれたと仰おつしやいましたが、さきほどの森辺の民はどのような罪を犯おかし、どのような罰ばつを受けたのでしょうか？」

「ミダですか？　彼かれは大罪を働いていたスンの本家の血筋ということで、すべての家族と縁えんを切られて、氏も失うことになりました。このまま正しく生きればルウの氏を与えられることになりますが、それまでは伴はん侶りよを娶めとったりすることも許されません」

「そうですか……」

「はい。彼はああ見えてまだずいぶん若いですし、スンの先代家長が働いていた大罪とは無関係なんです。森の恵めぐみを荒あらしてしまい、宿場町では屋台を壊すなどの無法を働いていたそうですが、それを悪行だと教えてくれる人間はいなかったし、罪を野放しにしていたのはサイクレウスの命令であったのですから、あとはきちんと正しく生きていくことができれば罪は贖あがなえる、と森辺の民は考えています」

　テリア＝マスは小さくうなずき、そのまま瞳をまぶたに隠した。

「なるほどね。大罪に関かかわっていないそんな若わか衆しゆにまで罰を与える森辺の民は、町の人間より身内に厳しいんだろうと思うよ」

　ドーラの親父さんが、取りなすようにそう言った。

「そうですね」とつぶやいてから、テリア＝マスはまぶたを開く。

「まだ気持ちが混乱していて、うまく言葉では言いあらわせないのですが……わたしは今日、森辺の集落にやってきて、本当によかったと思います」

　そう言って、テリア＝マスははかなげながらも、その面に微び笑しようをたたえてくれたのだった。
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　そうして勉強会を終えた後は、ルウの分家を少し巡めぐって日々の生活を見学させていただき、それからファの家に移動することになった。

　ルウ家からはリミ＝ルウが荷車を出し、また二手に分かれて森辺の道に出る。本日はトゥール＝ディンもユン＝スドラも晩ばん餐さんの調理を見学していくことになっていたので、ファの家に直行だ。

　ファの家では、また客人の来訪を聞きつけて、フォウとディンとリッドの人々が集まっていた。それらの人々に挨拶をしてから、まずは家長にお目通りを、ということで客人らを家の中に招く。

　すると、本日もサリス・ラン＝フォウがアイム＝フォウとともに訪おとずれてくれていたので、ターラやユーミが大はしゃぎすることになった。

「わー、赤ちゃんだー！　かわいー！」

「へー、こんなにちっちゃくても、やっぱり森辺の民らしい見かけをしてるもんなんだねえ」

　アイム＝フォウはきょとんとターラたちの姿を見上げていたが、その手が自分のほうにのびてくるとよちよち逃にげだして、アイ＝ファの足に取りすがった。その愛くるしい動作に、ユーミはいっそう身をよじる。

「んー、たまらないなあ、こいつは。……あ、挨あい拶さつが遅おくれちゃったね。今日はあたしたちを招いてくれてありがとう！」

　顔見知りのユーミが率先して挨拶をすると、アイム＝フォウにまとわりつかれたまま、アイ＝ファは厳げん粛しゆくな面持ちで「うむ」と返した。

「見ての通り手狭な家だが、ファの家長として客人らを歓かん迎げいする。……もっぱらそれは、アスタの役となるだろうがな」

「うん、美お味いしい料理を期待してるよ！」

　ターラや親父さんはユーミ以上にアイ＝ファを見知っているし、ミケルとマイムは言わずもがなだ。もっとも縁の薄うすいテリア＝マスだけが自じ己こ紹しよう介かいをして、その場は早々に切り上げることにした。

　そうして森辺の女衆らが待ち受けているかまど小屋に向かっている道行きで、ドーラの親父さんが声をかけてくる。

「ルウ家だけじゃなく、アスタの家の家長も怪け我がをしていたんだな。つくづくギバ狩りの仕事ってのは生命がけなんだなと思い知らされるよ」

「ええ、アイ＝ファもドンダ＝ルウも狩人としては指折りの腕うで前まえなんですが……ルウでもファでも、壁に大きなギバの角が飾かざられていたでしょう？　あれを仕留めるために、大きな手傷を負ってしまったんです」

「え？　あれは本物のギバの角なのかい!?　俺はてっきり、石か何かで作られた飾り物ものだと思っていたんだけど……」

「いえ、本物です。悪夢のように巨大なギバでした」

　歩きながら、親父さんは「あはは」と力なく笑う。

「想像しただけで、膝が震えてきちまったよ。やっぱり森辺の狩人ってのは、とてつもない力を持っているんだな」

「そうですね。同どう胞ほうとして、俺も誇ほこらしく思っています」

　すると後方から、新たな荷車が近づいてくる音がした。

　はて、ルウ家の人々が忘れ物でも届けに来たのかな、と思ったが、そうではなかった。近在の氏族のために購こう入にゆうしたトトスと荷車が、道のほうからやってきたのだ。

　俺たちは立ち止まり、家の横手でその接近を待ち受ける。人々からファファと名づけられたそのトトスの手た綱づなを握にぎっていたのは、ラン家の家長の伴侶たる壮そう年ねんの女衆であった。

「ああ、どうやら間に合ったようだね。アスタ、この人らもアスタの仕事を見物させてほしいそうだよ」

　荷車から下りてきたのは、四名の女衆と二名の男衆であった。

　その中で、唯一見知った仲である一人の男衆が、仏ぶつ頂ちよう面づらで進み出てくる。

「ああ、ベイムの家長ではないですか。いったいどうされたのですか？」

「どうもこうもない。町の人間が大挙してやってくると聞いたので、様子をうかがいに出向いてきたのだ。こっちのこいつはベイムの眷けん族ぞくであるダゴラの男衆だ」

　ベイムの家長というのは、三族長がジェノスの貴族と会合する際に、フォウの家長バードゥ＝フォウとともに見届け役として同行している人物であった。平へい家け蟹がにのように平たくて厳いかつい顔立ちをした、壮年の男衆である。

　ダゴラというのは初耳であったが、ベイムは宿場町の商売に反対している立場であるので、その眷族ならば意見を同じくしているのだろう。敵意などは感じられないが、やはりベイムの家長に劣おとらず仏頂面だ。

「族長らが許した話なのだから、何も邪魔をするつもりはない。が、町の人間が本当に害をなす存在でないのか、それは俺たちがしっかりと見届けさせてもらおう」

「そうですか。もちろん異存はありませんので、アイ＝ファのほうに話を通していただけますか？」

「むろん、そうさせてもらう。……そして、それとは別の話なのだが……」

　と、ベイムの家長は平たい顔を奇き妙みような感じに歪ゆがませた。

「ザザやドムの女衆らも、ルウやルティムから美味なる食事の作り方を学んでいるのだろう？　ならば、我らとてファの家の行いの成否を確かめるため、それにならうべきかとも思うのだが……それを了りよう承しようしてもらうことはできるだろうか？」

「もちろんです。そちらの方々は、ベイムの女衆なのですか？」

「ベイムとダゴラが一名ずつ、あとはガズとラッツの女衆らだ」

　その言葉を受けて、四名の女衆らが深々と頭を下げてきた。ガズとラッツというのは宿場町の商売に肯こう定てい的てきな氏族であり、商売用のギバ肉が足りなくなったときなどには力を借りたこともある。ただ、ファの家とはあまり家が近くないために、これまでは個人的な親交を深める機会もなかったのだった。

　これはいったいどういう騒さわぎなのだろうと、俺が小首を傾げていると、トトスの手綱を木の枝に結んでいたランの女衆がすまなそうに笑いかけてきた。

「ほら、これまでガズやラッツの女衆たちは、あんまり家が近くないからアスタに料理の手ほどきを受けることができなかっただろう？　でも、荷車があればこうしてファの家に通うこともできるなと思って、あたしなんかが声をかけちまったんだよ。……この荷車だってアスタが準備してくれたものなのに、勝手なことをしちまって悪かったね」

「いえ、全然悪いことはないですよ。むしろ、俺のほうから声をかけるべきでしたね」

　言いながら、俺のほうも女衆らに頭を下げさせていただくことにした。

「ファの家が休むことなく商売を続けることができているのは、ガズやラッツの協力あってのことなのですから、本当に感謝しています。どうぞ力にならせてください」

「とんでもないことです。ファの家に肉を売ることで、ガズもラッツも大きな富を得ることができたのですから」

　四名の内の二名が進み出てきて、また丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてくる。

「男衆は血抜きの作法を学ぶ事ができましたし、わたしたちもポイタンの焼き方などは何とか伝え聞くこともできたのですが、まだまだ美味なる食事などという段には至っておりません。アスタ自身にその教えを乞こうことができるのならば、とても嬉うれしく思います」

「そして、ガズやラッツの眷族にあたる者たちも、アスタから手ほどきを願いたいと考えています。もしも荷車が空いているときには、それらの氏族の女衆らも招いてよろしいでしょうか？」

　それを拒きよ絶ぜつする理由など、一いつ片ぺんたりとも存在しなかった。

　前回の休息の期間中、ライエルファム＝スドラの提案によって、さまざまな氏族に血抜きと解体の技術が広められることになったのだ。それらの氏族が準備した肉で、休息の期間中も商売を続けることができたのだから、俺にとっても彼らは足を向けて眠ねむれない存在なのである。

「それではみなさんも、家長のほうに挨拶をお願いします。こちらは裏のかまどで準備を進めておきますので」

「はい」と、女衆らは家のほうに引き返していった。

　それを見送っていたユーミが、いきなりばしんと俺の背中を叩たたいてくる。

「やっぱりアスタってすごいんだね！　あんなに大勢の人間に頼られるなんて、ほんと大したもんだよ！」

「あいててて……いやまあ、森辺では食を楽しむっていう習わしがなかったみたいだからね。俺ぐらいでも、何とかお役に立ててるってだけのことだよ」

「俺ぐらいって、アスタはその腕うでを見込まれて城下町に呼ばれるようなやつじゃん。そんな人間、宿場町にだって一人もいないんだよ？」

「いや、実はこの前、《玄翁亭》のご主人がダレイムの第二子息にたいそう腕前をほめられてたんだよね。このまま宿場町でも立派な食材が扱われていけば、そういう人たちもどんどん増えていくんじゃないのかな」

「えー、本当に!?　まいったなあ。うちの店もうかうかしてらんないや」

　そう言って、ユーミはテリア＝マスを振り返った。

「そういえばさ、《キミュスの尻尾亭》は復活祭で屋台を出したりしないの？　大きな宿屋だと、たいていは屋台で料理を売るもんでしょ？」

「いえ、わたしも父もそれほど腕が立つわけではありませんし……わざわざ新しく人を雇やとってまで屋台は出さないと思います」

「欲がないんだね。でも、うちもギバ料理ぐらいしか売りはないからなー。どうせアスタたちにはかなわないんだから、出すだけ無む駄だかあ」

「そんなことないよ。《西風亭てい》で出してるお好み焼きなんかは、俺の故郷では屋台の定番料理だったからね。手づかみで食べるのが難しいってところさえ改良できたら、かなりのお客さんを呼び込むことができるんじゃないのかな」

　そのように言ってから、俺はテリア＝マスに向きなおる。

「それに《キミュスの尻尾亭》でも、カロンの胴体の肉を扱ってみてはどうかという話をしたでしょう？　それを使えば人目をひく料理を準備することができると思います」

　現在ポルアースは、乳にゆう脂しや新しい食材を普及させたときと同じように、カロンの胴体の肉を普及させようと計画している。《タントの恵み亭》を筆頭とする宿屋などは、きっとそれを屋台で売りに出すことになるだろう。

　しかしテリア＝マスは「いえ」と首を振ふった。

「うちの食堂でカロンの胴体の肉を扱うことはあるかもしれませんが、あえて屋台を出そうとまでは父も考えないと思います。そんなのは、ギバの料理を売ろうとするアスタたちの邪じや魔まだてをすることにもなりかねませんので」

「そんなことはありませんよ。《玄翁亭》のご主人にも言いましたが、俺は――」

「いえ」と、テリア＝マスはもう一度俺おれの言葉をさえぎった。

　だが、その顔には温かみのある微笑が浮うかべられている。

「仮に屋台を出すとしても、それはカロンでなくギバの料理になるでしょう。父なら、必ずそうするはずです」

　それは確かに、テリア＝マスの言う通りかもしれなかった。

「わかりました」と、俺も笑え顔がおを返してみせる。

「もしも屋台を出すことになったら、一緒に献こん立だてを考えましょう。色んな屋台でギバの料理を売ってもらえたら、俺も嬉しいです」

「そうなったら、アスタたちの稼ぎが落ちちゃうじゃん。……って、前まではそんな風に思ってたんだけどさ」

　と、ユーミも笑顔で割り込んでくる。

「そうやってたくさんのギバ肉が売れるようになったら、さっきの人たちの生活が潤うるおうってことなんだね。ようやくアスタのやりたいことが、あたしにも理解できてきたよ」

　それは何よりの話であった。

　やっぱりたった一日の交流でも、色々なことを伝えることができるのだ。大いなる満足感を胸に、俺は晩餐の支し度たくに取りかかることができた。
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　そうして日は過ぎ、下りの六の刻――つまりは日にち没ぼつと同時に、ファの家では歓迎の晩餐が開かれることになった。

　各氏族の女衆らは自分の家に戻もどり、居残ったのは六名の客人とリミ＝ルウ、そして後から合流したルド＝ルウである。

　これほどの客人を招くことになったのは初めてだ、とアイ＝ファは言っていた。べつだんそれを嬉しそうにしている気配はないが、かたわらにリミ＝ルウの姿があることには、きっと心を癒いやされていることだろう。

「なー、さっさと挨拶を済ませちまおうぜ？　俺は腹がぺこぺこなんだよ！」

　リミ＝ルウとターラの間に陣じん取どったルド＝ルウに急せかされると、アイ＝ファはいくぶん閉口した様子でそれを見返した。

「食前の文言か。……ファの家には二人しか家人がいないので、それは各おの々おので済ませることにしているのだが」

「ふーん？　そいつがファの家の流りゆう儀ぎなのか？　でも、今日は俺とリミがいるんだから、きちんと習わしに従うべきなんじゃねーのかな」

「……そうか」と、アイ＝ファは居住まいを正した。

「確かにその通りなのかもしれんな。では、客人らはそれぞれの習わしに従って食事を始めていただきたい。我らは森辺の民として、森に祈りを捧ささげさせていただく」

　そうして、普段は口の中でしか唱えられない食前の文言が、アイ＝ファの口から放たれた。

「……森の恵みに感謝して、火の番をつとめたアスタとリミ＝ルウに礼をほどこし、今こ宵よいの生命を得る……」

　俺とリミ＝ルウとルド＝ルウが、それを復唱する。

　マイムとミケルは無言で頭を垂れ、それを除く四名は「賜たまわります」という言葉を口にした。

「いやあ、それにしてもご馳ち走そうだな。婆ばあさまたちに自じ慢まんするのが、今から楽しみだ」

　どれから手をのばそうかと迷うように視線を巡らせながら、ドーラの親父さんがそのように言ってくれた。

　本日の献立は、普段よりもちょっぴり豪ごう華かに仕上げていた。主菜、副菜、汁物、主食、デザート、と品数は五点であり、そのひとつひとつがけっこうどっしりとした献立となっている。

　主菜は、真っ向勝負でロースのステーキだ。町の人々は森辺の狩人ほど頑がん丈じような歯と顎あごを有していないであろうと思われるので、俺でも無理なく噛かみちぎれるぐらいの、ぎりぎりの分厚さで仕上げている。

　添そえ物は、マッシュポテト――それともやっぱりマッシュチャッチと呼ぶべきだろうか。片かた栗くり粉このごときチャッチ粉を抽ちゆう出しゆつするためにはなかなか大量のチャッチを必要とするので、それを有効活用するために考案したメニューであった。

　でんぷん質を抽出した後のチャッチを煮に込んで、つぶしたのちに乳と乳脂を練り込む。細かく刻んだチャッチを活用するには、この料理が一番適しているように思われた。

　で、上にかけるのは肉にく汁じゆうと果実酒とミャームーでこしらえた、いわゆるグレイビーソースである。ずいぶん昔から多用しているソースであるが、フワノ粉やカロン乳も使うことでより本格的な味付けを目指すことが可能になり、ステーキやマッシュチャッチとの相あい性しようもばっちりであった。

　副菜は、ギバのベーコンとアリアとナナールとブナシメジモドキを使ったソテーである。乳脂の風味を活かすために、ソースの類たぐいは使っていない。箸はし休やすめと呼ぶには、なかなかこってりとした料理であるが、ギバのベーコンをお披露目したかったのと、野菜をたっぷり摂せつ取しゆしていただくために、これを副菜としてチョイスした。

　汁物は、腸ちよう詰づめ肉とバラ肉を使用したクリームシチューである。具材はアリアとチャッチとネェノンと、それにマッシュルームモドキであり、こちらも乳脂やフワノ粉やカロン乳のおかげでしっかりとしたベシャメルソースを作製することが可能なので、ずいぶん故郷の味に近づけることができた。

　さらに、主食では通常の焼きポイタンだけではなく、ミートソース風のパスタも準備した。ギバのミンチとタラパとアリアをふんだんに使い、上にはギャマの乾かん酪らくを挽いたものをかけている。パスタに関しては色々な味付けにチャレンジしているが、これはクリームソースと並んで自慢のひと品であった。もともとタラパソースを研けん鑽さんしており、のちにはケチャップの作製にも励はげむことになり、俺にとってはタラパの活用というのがけっこう大きな武器となっているのだ。

　最後のデザートたるカロン乳仕立ての蒸むしプリンは、リミ＝ルウの力作である。そもそもは「甘あまい茶ちや碗わん蒸むし」とでもいうべき献立であり、これがプリンの名に値あたいするのか、門外漢たる俺には確証が持てないところであるのだが、美味であることに間ま違ちがいはない。キミュスの卵をカロン乳で溶とき、砂糖と蜜みつと乳脂で味と風味を加え、蒸して固めたのち、俺の提案で作製したアロウのソースをかけている。

　優やさしい食感にカロン乳の風味がマッチした逸いつ品ぴんであり、これを貴婦人の茶会に供しても、きっとチャッチ餅もちに劣らぬ評価をもらえたことだろう。ベリー系の果実であるアロウの扱いも、リミ＝ルウはすっかり俺以上に手慣れている様子であった。

　ちなみにこれらの晩餐の作製中、初めてファの家を訪れた氏族の女衆らは、あまりの豪華さに目を丸くしてしまっていた。どこの家でもこれほどの食材でこれほどの凝こった料理を作るのは困難であろうから、明日からはもっと実用的な献立を伝授したい、と伝えた上で、本日はお客人のために精せい一いつ杯ぱいの料理を準備してみせたのであった。

「これがぱすたって料理かあ。うん、昼に食べた黒いフワノの料理よりも、こっちのほうが断然美味しいよ！」

　ユーミは器用に三股の木匙を使って、パスタをもりもりと食していた。

　その隣となりでは、テリア＝マスがクリームシチューの木皿を手に、ほうっと息をついている。

「わたしの店で扱っているカロン乳のすーぷというのは、この料理を簡略化したものなのですね……もちろんあちらも美味ですが、これは比べものになりません」

「しちゅーは美味しいよねっ！　リミも大好きなの！」

　と、リミ＝ルウが幸福いっぱいのお顔で声をあげ、テリア＝マスもそちらににこりと笑顔を返す。リミ＝ルウがルウの氏を省略して名だけを一いち人にん称しように使うのは、その相手に心を開いている証しよう拠こであった。

「それにしても、このギバ肉の焼き加減は絶ぜつ妙みようですね！　食材の味を見事に引き出しているように思えます！」

　マイムも、ご満まん悦えつの様子である。マイムほどの舌を持つ相手に、ステーキの焼き加減をほめてもらえるのは光栄なことであろう。

「これは表面を焼いたあと、蒸し焼やきにしているのですね？　こんなに分厚い肉なのに、固い筋も全然残っていませんし、よほど入念に下ごしらえをしたのでしょう」

「そうだよね。あたしらが普ふ通つうに焼くだけじゃあ、こんなに美味しく仕上がらないもん。ほんとにまいっちゃうなあ」

　と、ユーミが笑顔で相づちを打つ。マイムとは初対面であったのに、すっかり打ち解けている様子だ。本日は、ユーミの社交スキルがぞんぶんに発揮されているように感じられた。

　そんなユーミが、ぐるりとドーラの親父さんを振り返る。

「ところで、親父さんはずいぶん静かだね。その料理がそんなに気に入ったの？」

「いやあ、気に入ったというか何というか、あんまり美う味まくてびっくりしたんだ。このべーこんってのは、要するに干し肉のことなんだろ？」

　ドーラの親父さんが食していたのは、ベーコンと野菜と茸きのこのソテーであった。

「干し肉なんざはそうそう食べるもんではないけど、こいつは絶品だなあ。旅を生業にしている連中は、いっつもこんな美味いものを食べてるのかい？」

「いえ、これは保存より料理で使うことを目的にこしらえた干し肉なんです。まあ、ひと月やそこらだったら旅のお供にすることはできるでしょうが、値が張ってしまうのでなかなか売り物にはならないでしょうね」

「なるほどねえ。俺は旅なんざと無む縁えんな生活だから、こいつはぜひとも屋台の料理で使ってほしいところだよ」

　そうしてドーラの親父さんが豪ごう快かいに笑い声をあげると、にこにこ顔でシチューをすすっていたターラがふっと面をあげた。

「そういえば、カミュアのおじちゃんとレイトは全然ジェノスに帰ってこないね？」

「誰だれそれ？」と、ユーミが不思議そうにそちらを振り返かえる。

「あれ？　ユーミおねえちゃんは知らないんだっけ？　ほら、あの背の高い、金色の髪かみをした《守護人》のおじちゃんだよ」

「ああ、それってもしかして、北の民たみみたいな見かけをしたひょろひょろのおっさんのこと？　アスタがとんでもない目にあってたとき、助けてくれてたよね」

　はて、それはいつのことだろうと一いつ瞬しゆんだけ思おもい悩なやんだが、すぐに判明した。俺がテイ＝スンに襲おそわれたとき、一いつ触しよく即そく発はつであったアイ＝ファとメルフリードの間にカミュア＝ヨシュが割って入ったときのことを言っていたのだ。

「あれって、ターラとも知り合いだったんだ？　それじゃあ、レイトってのは？」

「レイトというのは、二年前まで《キミュスの尻尾亭》で暮らしていた子供のことです。当時は八歳か九歳ぐらいの幼子でしたが、覚えていませんか？」

　そのように発言したのは、テリア＝マスだ。

　ユーミは「うーん」と首を傾げる。

「二年前じゃあ、あたしも寄り合いには顔を出してなかったからなあ。そっちのほうは覚えてないや」

「そっかー。カミュアのおじちゃんやレイトも、悪い貴族をやっつけるために頑がん張ばってたんだってよ！　ね、アスタおにいちゃん？」

「そうだね。カミュアがジェノス城と森辺の両方に働きかけていなかったら、スン家やトゥラン伯はく爵しやく家けの罪を暴あばくことも難しかったと思うよ」

　しかしカミュア＝ヨシュはその手柄を誇ることもなく、一連の騒そう動どうに決着がつくなり姿を消してしまった。思えば、マルスタインやメルフリードはジェノスのために、森辺の民は森辺のために、それぞれ奔ほん走そうしたわけであるが、その両方を焚たきつけたカミュア＝ヨシュは余よ所そ者ものの部外者であったのだ。本当に奇妙な御ご仁じんだったなあと、今さらのように思ってしまう。

「旅といえば、あの東の民もいずれはジェノスに戻ってくるのだろう？」

　と、ミケルが珍めずらしく重たい口を開いた。

　ミケルと関わりのある東の民といえば、シュミラルの率いる商団《銀の壺つぼ》に他ほかならないだろう。俺は「そうですね」とうなずいてみせた。

「半年ほどで戻るという話でしたから、順調にいけば――あと二ヶ月ていどということになりますね」

「ああ。そういえば、あのシュミラルってやつがあんたとアスタを引き合わせたんだっけか」

　マッシュチャッチとステーキを頬ほお張ばりながら、ルド＝ルウも声をあげる。

「それだって、貴族の罪を暴きたてるためだったんだよな。それが気づけばこうやって一いつ緒しよに晩餐を食う仲になってるし、不思議なもんだよなー」

　本当に、不思議な巡り合あわせである。

　そうかと思えば、ユーミやミケルはカミュア＝ヨシュの名前すら知らないし、ドーラの親おや父じさんやテリア＝マスはシュミラルの存在自体を知らない。それでもどこかで少しずつ縁と運命が交こう錯さくし、今、俺たちは同じ場所にいる。いずれはカミュア＝ヨシュやシュミラルだって、彼らの全員と縁を結ぶことになるかもしれない。

　縁は異なもの味なもの――というやつなのだろうか。

「そういえば、この場にはジェノス中の人間が集まってることになるんだよな」

　愉ゆ快かいそうに笑いながら、ドーラの親父さんがそう言った。

「俺とターラがダレイムで、そっちのあんたがたはトゥランで、ユーミとテリア＝マスは宿場町のサトゥラスで、アスタたちは森辺の集落だ。これで城下町の人間が一人でもまざっていれば完かん璧ぺきだったんだがなあ」

「そうですね。いつかはそんな日がやってくるのではないでしょうか」

　さすがに貴族は難しいとしても、ヤンやロイだって城下町の住人だ。それが長年の習わしを破って宿場町にまで姿を現すようになったのだから、いつかはこうして町の人々と親交を結ぶ機会は訪れるかもしれないだろう。そうして少しずつでも垣かき根ねをなくしていけば、ジェノスはいっそう住み心ごこ地ちのよい町になるのではないだろうか。

「ねえ、リミ＝ルウ、またいつかダレイムにも来てね？」

　と、ルド＝ルウごしにターラがリミ＝ルウへと笑いかける。リミ＝ルウは笑顔で「うん！」とうなずき、それからマッシュチャッチをがっついている兄の顔を見上げた。

「そのときは、ルドも一緒に行こうね！　ダレイムって、野菜がいっぱいで面白いよー！」

「野菜を眺ながめて何が面白いんだよ。……でも、ダン＝ルティムはすっげー面白かったって言ってたな」

　口いっぱいのチャッチを呑のみ込んでから、ルド＝ルウはそう言った。

「それじゃあ親父に相談して、休息の期間に出向いてみっか」

「えっ！　休息の期間ってもうすぐじゃん！」

　ルド＝ルウのあぐらをかいた足に手をかけて、リミ＝ルウがぐぐっとのびあがる。それと鏡合わせのように、ターラもぐぐっとのびあがった。

　熱のこもった視線を両頬に受けながら、ルド＝ルウは「そーだよ」とあっさり述べる。

「なあ、アスタたちは復活祭とかいう祭の間も、町に下りるんだろ？」

「え？　うん、もちろんそのつもりだけど」

「そーだよな。でも、もともと森辺の民はその期間、町には下りないようにしてたんだよ。祭の間は山ほど余所者が流れ込んできて危なっかしいから、食料なんかはあらかじめ買い溜だめて、銀の月になるまでは宿場町に近づかないようにしてたんだ」

　確かにアイ＝ファからも、そのように聞いていた。ダバッグでの例を持ち出すまでもなく、ジェノスの外に住まう人々は、森辺の民を忌き避ひする意識が低い代わりに、恐おそれる気持ちも少ないのだ。なおかつ祭ということで、日中から酒を飲んだりして羽目を外す者も多いので、いっそうの注意が必要なのだという。

「で、ちょうどルウ家はもうすぐ休息の期間だからさ。祭の間はまた護衛役として男衆が同行するべきだろうって話になったんだ。……なら、その帰り道にでもダレイムに寄ったらいいんじゃねーのかな」
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「わーい！」という声が二重に響ひびき、ルド＝ルウは左右から幼子たちに抱だきつかれることになった。

　が、ルド＝ルウはかまいつけもせず、おんなじペースで料理を食べ続けている。

「言っておくけど、親父に反対されたらそれまでだからな？　ドーラのほうにだって都合があるだろうしよ」

「いやあ、森辺のみんなが遊びに来てくれるなら、何とか都合をつけてみせるよ。確かにこれから仕事は忙いそがしくなっちまうけど、客人をもてなすことぐらいはできるさ」

　言いながら、親父さんは嬉しそうに笑った。

「それより、ルド＝ルウに名前を呼ばれたのは初めてな気がするな。なんだか、嬉しいよ」

「んー？　せっかく覚えたんだから、名前ぐらい呼ぶよ。……えーと、あんたはミーユだったっけか？」

「ユーミだよ！　あたしはユーミで、こっちはテリア＝マス！」

「別にいいじゃん、ユーミでもミーユでも」

「いいわけないでしょ！　可愛かわいい顔して、意地の悪いやつだね！」

「そういうそっちは、色っぽいのにやかましいのな」

　ドーラの親父さんは大いに笑い、テリア＝マスはくすくす笑っている。

　リミ＝ルウとターラはルド＝ルウにひっついたまま微笑ほほえみを交かわし合い、ミケルとマイムは小声で俺の料理に関して論じ合っている様子である。

　それらの様子を見回してから、俺はずっと静かにしているかたわらの家長を振り返った。

「なあ、アイ＝ファ」

「うむ、美味い」

「いや、そうじゃなくって――」

「護衛の件か？　むろん私とて、町に下りるつもりでいた。どの道しばらくは狩人の仕事も果たせないのだからな」

「それはありがとう。……でも、そういう話でもなくってさ」

　俺は木皿を置き、アイ＝ファの耳もとに口を寄せた。

「あんまり静かだから、少し心配になってきたんだ。アイ＝ファはあんまり賑にぎやかな場が得意じゃないんだろうしさ」

　アイ＝ファは横目で俺の顔を見つめてから、同じように口を寄せてきた。

「そのような心配は不要だ。確かに私は賑やかな場を好まぬが……今は、嬉しく思っている」

「嬉しい？　そうなのか？」

「当然であろう。ファの家は、森辺に豊かさをもたらすために尽じん力りよくしているのだ。そして、ギバの肉を銅貨に換かえるには、町の人間と絆きずなを深める必要がある、と述べていたのはお前ではないか、アスタよ」

　とても静かな声で、アイ＝ファはそう言った。

「私自身はそうそう町の人間らと絆を深められるような気き性しようでもないが、あの者たちの楽しそうな様子を見ていれば、私たちが正しい道を進んでいるのだと確信することはできる。……それで嬉しく思わないわけがあるか？」

「そうか」と、俺は息をついた。

　深い喜びが、ゆるやかに胸中を満たしていくのを感じる。

「アイ＝ファが俺と同じ気持ちでいてくれたのなら、俺もいっそう嬉しいよ」

　アイ＝ファは身を離し、とても優しげな眼まな差ざしで俺を見た。

「復活祭とやらが始まれば、いっそうお前も忙しい身となるのだろう。だが、お前は正しい道を進んでいるのだと信じて、自分の仕事を果たすがいい」

「わかったよ。一緒に頑張ろうな、アイ＝ファ」

　アイ＝ファはこらえかねたように微笑を浮かべ、「うむ」と小さくうなずいた。

　その笑顔を瞳ひとみに焼きつけてから、俺はみんなのほうに向きなおる。

「そろそろ料理も少なくなってきたので、食後のお菓か子しの準備をしましょう。リミ＝ルウ、手伝ってもらえるかな？」

　リミ＝ルウは元気に「うん！」と立ち上がり、ターラは「わーい」と手を打ち鳴らす。甘いお菓子という未知なる存在を前評判で聞き、ターラはそれを一番の楽しみにしていたのだ。

　他のみんなも期待に瞳を輝かがやかせつつ、笑っている。晩餐はまもなく終わってしまうが、俺たちの縁は今後も続いていくのだ。きっとこれからも、何度となく彼らを森辺に招くことはできるだろう。

　そしてもうすぐ、太陽神の復活祭というものが開かい催さいされる。男衆たちも護衛役として町に下りてくれるのならば、そこでも新たな縁を結べるはずだ。

　本日は、紫むらさきの月の十日――月の半ばから始まるという太陽神の復活祭は、もう目前に迫せまっていた。







幕間★★★～北の民～







「うわ、なんだか物もの凄すごいことになってるなあ」

　紫の月の十一日、いつも通りの刻限に屋台のスペースまで出向いた俺は、そんな風に驚おどろきの声をあげることになった。露ろ店てん区域の北の端はし、縄なわで囲まれた青空食堂の向こう側で、雑木林の伐ばつ採さい作業が開始されていたのである。

　もともと空き地であった区域には、切きり倒たおされた木の幹や掘ほり起おこされた木の根がうず高く積まれて山となっている。青々と茂しげった葉が街かい道どうのほうまで飛び出してしまい、空気は少し砂まじりだ。

「うーん、これだと風向きによっては料理に砂が入っちゃいそうだなあ」

　どうしたものかと思案していると、街道に立ち並んで伐採作業を監かん督とくしていた衛兵の一人が小走りで近づいてきた。

「ああ、もう上りの六の刻になってしまったか。今日もご苦労だな、お前たち」

　それは少し前に顔かお馴な染じみになった、若い衛兵であった。態度はいささか横おう柄へいだが割と気のよさそうな、あの御仁だ。

「どうも、お疲つかれさまです。露店区域を広げる作業というのは、こんなにも大がかりなものだったのですね」

「うむ。この一年でずいぶんと屋台の数は増えたからな。復活祭を迎むかえるにあたっては、数日がかりで場所を広げなくてはならないだろう」

　そのように言いながら、いくぶん非難するように俺の顔を見返してくる。

「しかも、お前たちはまだこの上、店を大きくするつもりなのだろう？　ならば、余計に場所も足りなくなってしまうではないか」

「それは痛み入りますです」

　次の休業日は四日後の十五日、その翌日からついにファの家でも青空食堂をオープンする予定なのである。

　とはいえ、ルウ家の食堂と別にオープンするわけではない。これまでの食堂をさらに拡張しようという目もく論ろ見みであるのだ。もろもろ合わせて屋台五つ分のスペースを新しく借り受けることになったので、ちょうど現在、伐採した樹木の寝ねかされている空き地の部分を埋うめ尽つくすぐらいの計算になるだろう。

「復活祭が正式に始まるのは紫の月の二十二日だが、たいていは五、六日前から屋台が増え始めるものだからな。それまでには、この仕事を終わらせなくてはならんのだ」

「なるほど。それは大変ですね」

　しかし、それだけ大きな祭であるのならば、経済効果も凄すさまじいものなのだろう。そうであるからこそ、ジェノスの支配者層もこうして人手や手間を惜おしまずに露店区域の拡張に取り組んでいるのだ。森辺の民などは税の徴ちよう収しゆうを免めん除じよされているが、それ以外の店が繁はん盛じようすればするほどジェノスの町そのものを潤すはずであった。

（そう考えたら、俺たちの商売がいくら成功しても、貴族たちの身入りにはならないってことか。せいぜいミラノ＝マスに支し払はらう場所代や屋台の貸出料から多少の税がさっぴかれるぐらいなんだもんな）

　そのように考えると心苦しいが、ジェノス候としても、これまで貧困にあえいでいた森辺の民からただちに税を徴収する気持ちにもなれないのだろう。サイクレウスにまつわる因いん縁ねんがあっただけに、なおさら手は出しにくいに違ちがいない。

　だけどまあ、そういったほとぼりがおさまれば、いつか俺たちにも税が課せられるかもしれない。それまでは、せいぜい物もの珍めずらしいギバの料理で人々を楽しませて、宿場町を賑やかす一助となれれば幸いであった。

「わー、なんだよこれ！　卓たくも椅い子すも砂まみれじゃん！」

　と、青空食堂の清せい掃そうを始めていたララ＝ルウが憤ふん慨がいしきった声をあげる。

　衛兵はじろりとそちらをねめつけてから、「ふむ」と顎を撫なでさすった。

「確かにそこら中に砂が舞まっているな。こんなすぐそばで木を切り倒していれば、それが当然か。……しかたない。ここのあたりに仕切りの幕でも張らせよう」

「ありがとうございます。そうしていただけると、本当に助かります」

「ふん。後になって難なん癖くせをつけられてはたまらんからな」

　衛兵は一番手近にいた仲間を呼びつけて、店の横に砂すな除よけの幕を張るよう指示を出してくれた。それではこちらも準備に取りかからせていただこうかな、ときびすを返そうとしたところで「待て」と呼び止められる。

「前にも言ったが、作業をしている連中と騒ぎを起こすなよ？　あいつらと揉もめ事ごとを起こしたら、のちのち面めん倒どうなことになってしまうからな」

「了りよう解かいしました。でも、うちの屋台にもけっこうそういう手合いのお客さんは多いので、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「いや、普ふ段だんであれば食くい詰つめた無ぶ頼らい漢かんなどを雇うところなのだが、今回はちょっとわけが違ってな。……今は奥おくのほうに潜もぐっていて姿が見えんが、今日はトゥランの奴ど隷れいたちを働かせているのだ」

　俺は愕がく然ぜんと立ちすくみ、それから衛兵を振り返った。トゥランの奴隷たちとは、すなわち西の民にとって仇きゆう敵てきとされている北の民、マヒュドラの民であったのだ。

　衛兵は苦々しげに顔をしかめながら、言葉を重ねた。

「ちょうどトゥランではフワノの収しゆう穫かくが一段落したということで、奴隷たちの手が余っていたのだ。それならば、銅貨で人を雇うよりも安上がりだろう？　……しかし、トゥランの住人でもなければ、そうそうマヒュドラの民の姿などを見ることはないからな。無用に人心を騒がせてしまうのではないかと、衛兵長も頭を抱かかえていた」

「……マヒュドラの民たちが、すぐそこで働かされているのですか」

　俺はトゥラン伯はく爵しやく邸ていで働くシフォン＝チェルの他に、マヒュドラの民というものを知らない。あとはせいぜい、マヒュドラとセルヴァの混血であるカミュア＝ヨシュぐらいだ。

　このジェノスという町はセルヴァの領土でもかなり南寄りに位置しているため、本来であればマヒュドラの民と遭そう遇ぐうする道理がない。しかしサイクレウスはさらなる富を得るために、わざわざ遠方から奴隷を買いつけて、それを働かせていたのである。

「……そういえば、お前は渡と来らいの民なのだったな、アスタよ」

　と、衛兵は気がかりそうに言葉を重ねる。

「渡来の民は北の民と血筋を同じくする、という伝承がある。そんなお前にとって、北の民が奴隷として働かされている姿を目にするのは忸じく怩じたる思いであるのかもしれないが――」

「いえ、俺は確かにこの大陸の出ではありませんが、竜りゆう神じんの民と呼ばれている渡来の民とはまた違う出自なのです。……ただ、俺の故郷では奴隷というものが存在しなかったので、なんというか……」

「ああ、それはジェノスの民だって同じことだ。ジェノスのみならず、この近在で北の民を奴隷として扱あつかっている町など一つもないのだろうからな」

　しかつめらしく、衛兵はそのように述べる。

「また、これだけマヒュドラから離はなれていれば、戦せん禍かに巻き込まれることもないのだから、北の民に怒いかりや憎にくしみを抱いている人間もいない。それこそこのジェノスでは、北の民よりも森辺の民のほうが恐れられたり蔑さげすまれたりしていたのだろうさ」

「ええ、それはきっとそうなのでしょうね」

「だからといって、北の民に情けなどはかけぬことだ。遠く離れた国境では、今もなおセルヴァとマヒュドラの戦いが続いているのだからな。マヒュドラにおいては西の民が奴隷として扱われているのだと思えば、情けをかける気持ちになどはなれないことだろう」

　それは何となく、自分自身に言いきかせているように聞こえる口ぶりであった。

　俺の視線に気づいて、衛兵は眉み間けんに皺しわを刻む。

「俺は、トゥランの生まれなのだ。幼い頃ころから、父にはそのように聞かされて育った。北の民に情けをかけるのは、西方神の御み心こころに背そむく行こう為いなのだ、とな」

　ジェノスは二百年の歴史を持つとのことであるが、サイクレウスがトゥラン伯はく爵しやくとして権勢をふるいだしたのは、せいぜいこの二十年ばかりのことだ。それまではほとんど伝承としてしか伝わっていなかったであろうマヒュドラの民が、突とつ如じよとしてこのジェノスに連れさられてきた。それはきっと、相当に人心を騒がせる行為であったのだろう。

　それに、近年では奴隷を道具として使い潰つぶすような人間は減ってきている、とカミュア＝ヨシュは言っていた。労働力の高い奴隷には賃金を与あたえたり、婚こん姻いんを認めたりする領主もいるぐらいだ、と。

　しかしサイクレウスは、奴隷を道具のように扱う前時代的な人間だった。北の民を同じ人間とは認めておらず、それゆえにカミュア＝ヨシュのことも敵視しているのだと、たしかそのように述べていたはずである。

　ひょっとしたらトゥランの人々は、恨うらみも怒りもない北の民が奴隷として扱われている姿を見せつけられて、心を痛めることになったのではないだろうか。そうであるからこそ、「情けをかけてはならじ」などという言葉が出てくるのではないだろうか。

「……とにかくな、あの連中には近づくな。どうせまともに言葉も通じないのだから、近づいたってどうにもならん」

　そのように言い捨てて、今度は衛兵のほうがきびすを返した。

「それではな。仕切りの幕も届いたようだから、お前も商売の準備を始めるがいい。何か他に不都合があったら、その場ですぐに知らせることだ」

「了解しました。……あの、一つだけよろしいですか？」

「うん？　何だ？」

「よかったら、あなたのお名前を教えていただきたいのですが」

　衛兵の若者はいぶかしげに振り返り、そして言った。

「俺は護民兵団サトゥラス区域警護部隊、五番隊第二小隊長のマルスだ。……それではな」

　そうして衛兵のマルスは街道のほうに戻っていき、俺は屋台の準備に取りかかることになった。




「なるほど、あちらではマヒュドラの民が働かされているのですか」

　中天にやってきたアマ・ミン＝ルティムが、『ミャームー焼き』の肉を焼きながら、そのように述べてきた。

「以前にアスタがさらわれてしまった際、わたしはアイ＝ファとともにトゥランの領地へと足を踏ふみ入いれたことがあるのです。そのときに、彼かれらがトゥランの畑で働かされていた姿をわずかばかり目にすることになりました」

「ああ、そのときにマイムとも言葉を交わしているのですよね。アイ＝ファって、そういうことを全然話してくれないのですよ」

「そうですか。それはもしかしたら、アスタがさらわれていたときのことはなるべく思い出したくない、という気持ちのあらわれなのかもしれませんね」

　アマ・ミン＝ルティムににっこりと微笑みかけられて、俺は「はあ」と頭をかく。

　なんとなく、サリス・ラン＝フォウとのやりとりを思い出してしまう。そういえばサリス・ラン＝フォウもアマ・ミン＝ルティムも俺と同い年であるはずなのに、とても大人っぽくて人間ができているのだった。

「……それにしても、奴隷というものはどうして存在するのでしょうね」

「え？　何がですか？」

「いえ、アイ＝ファとトゥランに出向いた際、わたしは思ったのです。この町の人々は、みんなずいぶん元気がないのだな、と。……それはどうやら、奴隷というものが存在するために仕事を失ったゆえであるようだったのですね」

　焼いた肉を鉄板の端に寄せつつ、アマ・ミン＝ルティムは静かな口調でそのように続けた。

「どうやら若い人間は町の外で働くしかないようで、トゥランには老人や子供の姿しかありませんでした。代価のいらない奴隷というものは、それを扱う貴族にとってはとても重宝するものなのでしょうが、町の人間にとっては何の益ももたらさないように思えました」

「ああ、それはポルアースもそのように言っていましたね。少なくともトゥランにおいては、奴隷の存在は領主の利益にしかならず、そのために町の人々は苦しい生活を強しいられるようになってしまったようです」

　宿場町のあるサトゥラスや農村のあるダレイムにおいては、領民の豊かさがそのまま領主の豊かさに直結する。民びとの生活が潤えば、そこから税を徴収する貴族の生活もまた潤う、という、そういうシステムであるようなのだ。

　しかしトゥランにおいては、最大の収入源であるフワノとママリアの畑が領主のみの管理で運営されることになり、そこからもたらされる恵めぐみは領民に還かん元げんされなくなってしまった。そのために人々の多くは他の町や領地に移り住み、ジェノスの領土ではもっとも人口が少なくなってしまったのだという。

「もっとも、現在ではフワノの売れ行きが激減してしまった上に、サイクレウスの結んだ通商の後始末に追われて、伯爵家の財政も傾かたむきまくっているそうですけどね。当主の後見人たるトルストの苦労は並なみ大たい抵ていではないようです」

　語れば語るほど、サイクレウスという人間の残した爪つめ痕あとの深さを実感させられる。

　しかしそのサイクレウスもすでに罪人として裁かれているのだから、あとは残された人間が少しずつ歪ゆがみを正していくしかないのだろう。

（本当は奴隷なんて使わないほうが、トゥランも正しい姿に戻せるんだろうけど……でも、トゥランの財政が傾いている以上、別の人間を雇やとうこともできないだろうし、それにマヒュドラの民たちだって、役目を失ったらどんな目にあわされるかわかったもんじゃないしなあ）

　仕切りの幕を張ってもらったため、もはや俺たちの位置から伐採の現場は見えなくなっている。ただ、通りのほうでは物見高い西の民たちがそちらのほうを覗のぞき込むような仕草を見せては、恐ろしげに首をすくめて去っていく姿が散見できた。直接的には関かかわりの少ない事案とはいえ、俺としてはやっぱり楽しい気持ちにはなれないところだ。

「アスタ、こちらの籠かごは最後の一個よ。そろそろ次の分を準備するべきじゃないかしら？」

　と、ともに『ギバまん』の屋台で働いていたヤミル＝レイが、少し強めの口調で述べてくる。

「何をぼうっとしているのか知らないけれど、調子が悪いのなら、わたしが運んできましょうか？」

「あ、いや、俺が行ってきますよ。ちょっと待っててくださいね」

　気を取り直して、俺は背後の荷車のほうに足を向けた。

　商売のほうは、今日も上々だ。まだ復活祭の開催には日があったが、心持ち人通りは増えてきている気がする。

（そろそろメニューを確定しなくっちゃな。仕事が終わったら、レイナ＝ルウたちと最終的な打ち合わせをしよう）

　そのように考えながら荷台をあさっていると、ギルルが珍しく「くきゅっ」と咽の喉どを鳴らした。

「どうしたんだ？　何か珍しいものでも――」

　途とち中ゆうで言葉を呑み込んで、俺は立ちすくむことになった。

　荷車のさらに後方は、やはり雑木林になっている。その薄うす暗くらがりに、巨きよ大だいな人ひと影かげがぬうっと立ちはだかっていたのだ。

「騒さわぐ、ない……自分、危険、違う」

　重々しい声こわ音ねでつむがれる、拙つたない西の言葉。

　それは、マヒュドラの民であった。

　金きん褐かつ色しよくの蓬ほう髪はつに、淡あわい紫むらさき色いろの瞳。肌はだは赤く焼けており、巨大な身体に粗そ末まつな布の服を纏まとっている。ドンダ＝ルウにも負けない大男で、腕うでにも足にも凄まじい筋肉が盛り上がっていた。

　顔は四角く、目は落ちくぼんでおり、大きな鷲わし鼻ばなが印象的だ。頬ほおから顎にかけてはぼうぼうに髭ひげが生えていて、ジャガルの民よりもなお厳いかつい容よう貌ぼうである。

　そしてその人物は、首には革かわの輪を、足には鉄てつ環かんと鎖くさりを嵌はめられてしまっていた。

　鎖の長さは三十センチほどで、歩くことは可能だが走ることは不可能な作りになっている。森辺の集落でも、罪人には革の紐ひもでこのような処置をするのが通例であった。

「ど、どうしたのですか？　あなたはあちらで仕事をしていた、マヒュドラの方ですよね？」

　生なま唾つばを飲み下しつつそのように問うてみると、男はうっそりとうなずいた。

「衛兵、話、聞いた。……貴方あなた、ファの家のアスタか？」

「は、はい。俺おれは確かにファの家のアスタですが……」

「貴方、トゥラン伯爵、屋や敷しき、行ったか？」

　俺の知る東の民よりも、拙い喋しやべり方かたである。

　たどたどしいその喋り方とドスのきいた声音がミスマッチで、俺はどうにも困こん惑わくの気持ちを抑よく制せいすることができなかった。

「……貴方、トゥラン伯爵、屋敷、行ったか？」

　男は無表情に、同じ言葉を繰くり返す。

　まったくわけもわからないまま、「はい」と俺は応じてみせた。

「トゥラン伯爵のお屋敷には、何度か足を運ぶことになりました。それがいったい、何だというのです？」

　とたんに、男の瞳が強く光った。

　じゃらりと鎖を鳴らしながら、俺のほうに一歩だけ近づいてくる。

「シフォン＝チェル、生きていたか？」

「え？」

「シフォン＝チェル、自分、妹……自分、エレオ＝チェル……シフォン＝チェル、生きていたか？」

　俺は、再び驚きよう愕がくすることになった。

　トゥラン伯爵家の侍じ女じよたるシフォン＝チェルに、兄がいるという話は聞いていた。シフォン＝チェルはいちはやく西の言葉を習得できたために、トゥラン伯爵家の侍女として働くように申しつけられることになったが、兄はいまでもトゥランで過か酷こくな労働を強いられている――と、シフォン＝チェルはかつてそのように語っていたのである。

「シ、シフォン＝チェルは、今でもトゥラン伯爵のもとで働いているはずです。……あ、伯爵といっても、今は当主が代だい替がわりしているのですが……」

　よくわからない、というように、マヒュドラの男――エレオ＝チェルは、首を横に振ふった。

「シフォン＝チェル、苦しいか？」

「それは……」と、俺は言いよどむ。

　彼かの女じよと最後に会ったのは、バナームの使節団の歓かん迎げい会かいの折だ。あれからまだひと月ほどしか経過していないが、どのみち俺がトゥラン伯爵邸に招かれても、彼女とはほとんど個人的に言葉を交わす時間は取れなかった。

　それから彼女はリフレイア個人の侍女に任命されたはずであるので、今は主人ともども新たな屋敷に居を移しているのだろう。リフレイアのもとに、古参の人間は彼女とサンジュラしか残されていないはずだ。

　名目上の当主となったリフレイアと、その安息だけを望むサンジュラ。あの二人とともに、シフォン＝チェルがどのような生活に身を置いているのか、俺には知るすべもない。

　だけど――

「……彼女が苦しんでいるかどうか、俺にはわかりません。でも、俺と顔をあわせる際、彼女はいつも笑え顔がおでいてくれました」

「シフォン＝チェル、笑っていたか？」

「はい。彼女はとても強い人間だと思います」

　エレオ＝チェルは目を伏ふせて、自分の足もとをにらみつけた。

「西の言葉、覚える、トゥラン伯爵、屋敷、働ける。……シフォン＝チェル、選ばれた。自分、選ばれなかった」

「……はい」

「シフォン＝チェル、自分、離れる、苦しい。……でも、笑ってる、良かった」

　そう言って、エレオ＝チェルはまた面を上げた。

　その紫色の瞳には、さきほどまでとは打って変わって穏おだやかな光が浮うかんでいた。

「ファの家のアスタ、感謝する。……言葉、ありがとう」

「いえ……」と俺が答えかけたとき、彼の背後の茂みががさりと鳴った。

　そこから姿を現したのは、衛兵のマルスだった。

「貴様、そんなところにいたのか！　休息中でも、勝手に持ち場を離れるな！」

　マルスは刀の柄つかに手をかけながら、俺とエレオ＝チェルの間にあたふたと割り込んだ。

「それに、町の人間には近づくなと厳命したはずだ！　事と次し第だいによったら、脱だつ走そうの罪で――」

「ま、待ってください、マルス！　彼は話をしに来てくれただけなんです！」

「話だと？　お前と北の民で言葉を交わす理由などないはずだ！」

「いえ、彼は――」

　俺は一瞬迷ったが、思いきって真実を語ることにした。

「……彼の家族が、トゥランの現当主の侍女として働かされているんです。で、彼はどうやら俺がトゥラン伯爵邸に出向いたことがある、という話を立ち聞きか何かで耳にしたらしく、家族の安否を確かめたかったみたいなんです」

「それは――」と、マルスも言いよどんだ。

　エレオ＝チェルは、無感動な眼差しでマルスの姿を見返している。

「……そうだからといって、こいつが町の人間に近づくべからずという命令を破ったことに変わりはない。相手がお前でなかったら、きっととんでもない騒ぎになっていたことだろう」

「彼は何か、罰ばつせられてしまうのですか？」

　マルスは仏ぶつ頂ちよう面づらで首を振り、刀の柄から手を離した。

「何か騒ぎになっていたら、革かわ鞭むちで叩たたかれることになっていただろう。お前もむやみに北の民に近づくな」

「でも俺は、彼のご家族の世話になったこともあるんです。その人物は、俺がトゥラン伯爵邸から逃にげ出だそうとしたとき、それに協力してくれようとしたんですよ。そんなことをしたら、それこそ自分が革鞭で叩かれてしまうかもしれないのに」

　マルスは、ますます仏頂面になってしまう。誇ほこりをもって護民兵団の仕事に励はげんでいる彼にとって、トゥラン伯爵家の不ふ祥しよう事じはのきなみ泣きどころであるのだ。

　ちなみに俺がリフレイアにかどわかされたのは、彼が俺たちに向かってジェノス上層部の公正さを宣言したその日の出来事であった。それからわずか数日後に、護民兵団の団長であったシルエルまでもが大罪に加担していたことが明らかにされたのである。

「わかったから、お前もとっとと仕事に戻もどれ。貴族とも縁えんのあるお前が奴隷などと親しくするのは、決して良い結果を生まないだろう」

「いや、ですが――」

「わかったというのに、強ごう情じようなやつだな。とにかく奴隷たちは町の人間と言葉を交わすことを禁じられているのだ。まあ、こいつのようにわずかでも西の言葉をあやつれる人間は、奴隷の中でも数えるほどしか存在しないがな」

　不ふ機き嫌げんそうに、マルスはそう言った。

「とにかくお前もジェノスに身を置く以上は、きちんとジェノスの法に従え。……奴隷などと縁を結んでも、嫌いやな思いをするばかりだぞ？」

　だからその、自分に言いきかせるような口調が、俺にはひっかかってしまうのである。

　だけど、これ以上マルスを困らせるのは本意ではなかった。

「わかりました。お騒がせしてしまって申し訳ありません。……エレオ＝チェル、どうかお元気で」

　エレオ＝チェルは、静かにうなずいた。

　そしてマルスに引きたてられて、雑木林の向こうに姿を消していく。

（そりゃあ確かに、この世界の奴隷制度の何たるかも理解しきれていない俺が、うかつに首を突っ込むような話ではないんだろうさ）

　だけどそれなら、きちんとこの世界の道理をわきまえている人々に相談するしかないだろう。

　ポルアースは、シフォン＝チェルのことを「君」という敬けい称しようで呼んでいた。シフォン＝チェルのことを蔑んでいるような様子でもなかった。次に顔をあわせる機会があったら、なんとか相談させていただこう。

（何も大げさな話じゃない。ただ――エレオ＝チェルが今も生きていて、引ひき離された妹の身を案じていたと、それをシフォン＝チェルに伝えたいだけなんだ、俺は）

　俺は荷台の木箱を持ち上げて、屋台のほうに帰き還かんした。

　中天を過ぎ、店はいよいよ繁盛していた。

　そうして俺が次にエレオ＝チェルと再会したのは、数ヶ月もの時間が経過した後――ひょんなことから、彼らマヒュドラの民が森辺の集落に招かれた際であるが、それはまた別のお話である。







第三章★★★ルウ家の収穫祭、再び
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　ルウの一族の収穫祭は、紫の月の十四日に催もよおされることになった。

　なんとこの日取りは、宿場町における商売の休業日に合わせて定められたものだった。

　収穫祭は一日がかりの大イベントであるため、翌日の商売の下ごしらえなどは不可能になってしまう。よって、休業日の前日たる紫の月の十四日に、収穫祭を執とり行おこなう顛てん末まつになったわけである。最終的にそれを決定するのはドンダ＝ルウであるはずなので、ずいぶんフレキシブルな対応をしてくれるのだなあと俺は感心させられることになった。

　ともあれ、十四日の当日は営業日である。無事にすべての商品を売りさばいたのち、普段通りの終業時間で後片付けに取りかかる。その間、ずっと騒いでいたのはララ＝ルウであった。

「早く早く！　収穫祭はもう始まっちゃってるんだよ？　急いで集落に帰らないと！」

　たしか前回の収穫祭でも、ララ＝ルウはこのような様子を見せていたと記き憶おくしている。きっとシン＝ルウが狩かり人うどの力比べで活かつ躍やくする姿を見たいのだろう。それを内心で微笑ましく思いつつ、俺は「大丈夫だよ」と答えてみせた。

「前回だって、狩人の力比べはそれなりに観戦できたじゃないか。今はそのときよりも終業時間が早まってるんだから、何も焦あせる必要はないさ」

　なおかつあの頃は徒歩で移動しており、現在は荷車だ。トータルすれば、余よ裕ゆうで一時間半ぐらいは早く帰宅できる計算であった。

　現在は下りの二の刻、俺の感覚では午後の二時二十分あたり、後片付けや銅貨の両りよう替がえや食材の買い出しなども考こう慮りよに入れて、三時ぐらいにはルウの集落に帰りつけるだろう。

　明後日からはいよいよファの家でも青空食堂をオープンする予定になっているが、注文した卓や椅子などは明日の休業日に受け取って設置するつもりでいる。露店区域の拡張工事も今日の昼前には完かん了りようして、俺たちの屋台の右手側と通りをはさんだ正面には、実に広々とした空き地が広がっていた。

「これで集落に戻ったら、今度は宴うたげの準備なのよね？　まったくせわしない話だわ」

　すべての片付けを終えて帰路を辿たどっているさなか、荷台の中でそんな風にぼやいたのはヤミル＝レイであった。

「でも、ルウは六つもの眷けん族ぞくを持ち、血族の数は百名以上にも及およぶのでしょう？　しかもルウ家はどこよりも豊かな家なのですから、さぞかし立派な宴なのでしょうね」

　そのように応じたのは、ユン＝スドラである。同じ屋台のメンバーでありながら、この両名が世間話に興じるのは珍めずらしかった。

「さあ、どうなのかしらね。前回の収穫祭ではレイの集落に居残っていたから、わたしも知らないわ。……でも、年に一度は血族の全員を集める収穫祭を開く習わしがあるとかで、今回がその順番であるらしいのよ」

「そうなのですか。スドラは家人が少ないので、そのように大きな宴は想像もつきません」

　弾はずんだ声で言ってから、ユン＝スドラは「ああ」と手を打ち鳴らした。

「そういえば、ヤミル＝レイもトゥール＝ディンも、以前はスンの人間だったのですものね。それじゃあ大きな宴というのも、べつだん珍しいわけではないのですか」

　ギルルの手た綱づなを操あやつりながら、俺はこっそり首をすくめることになった。まさかユン＝スドラが、ヤミル＝レイたちの前身について触ふれるとは思っていなかったのだ。

　宿場町から森辺に帰る道は細くて傾けい斜しやもそれなりなので、荷台のほうを振り返かえるゆとりはない。いくばくかの沈ちん黙もくの後、変わらぬ口調でヤミル＝レイは答えた。

「そうは言っても、スンの眷族は家の遠い氏族が多かったから、すべての人間が集められることなど、そうそうなかったわ。わたしの記憶では、族長であったズーロ＝スンの婚こん儀ぎが最後であったかしらね」

「ああ、そうなのですか。……あれ？　ズーロ＝スンというのは、ヤミル＝レイの父親であった人物のことですよね？　だったらそれは、ヤミル＝レイが生まれる前の話になってしまいませんか？」

「いいえ。ズーロ＝スンの伴はん侶りよとなる女衆は、みんな子供を産み落としてすぐに魂たましいを返してしまっていたのよ。わたしが覚えているのは、ズーロ＝スンの五回目の婚儀……十三年ほど昔の話になるのかしらね」

　それはつまり、ツヴァイの母たるオウラとズーロ＝スンの婚儀、ということなのだろう。ヤミル＝レイはすでに二十歳はたちを越こえているはずなので、それならば記憶に残っていてもおかしくはない。

「祝しゆく宴えんらしい祝宴なんて、わたしはそれぐらいしか覚えていないわね。何せ、それ以降は狩人としての仕事もまともには果たさず、森の恵みを荒あらしていたわけだから、余計に眷族を集めるのが難しくなってしまったもの。祝宴のためだけにギバを狩かるのは面倒だし危険だから、収穫祭などはそれぞれの氏族で行うべし、という風に掟おきてを変えてしまったのよ。……そもそもスン家ではまともにギバを狩っていなかったのだから、収穫祭もへったくれもないでしょうしね」

　ますます不ふ穏おんな流れである。

　すると、ヤミル＝レイの声がほんの少しだけ強い響きを帯びた。

「だから、トゥール＝ディン、いちいち暗い顔をしないでもらえるかしら？　ユン＝スドラは、過去の罪など気にしていないからこそ、こうして普ふ通つうにスン家の話ができるのでしょう？　それとも彼女は、わたしたちを気き遣づかってスン家の話を避さけるべきだったのかしら？」

「あ……いえ、わたしは……」

「えっ！　何かあなたを悲しい気持ちにさせてしまいましたか？　泣かないでください、トゥール＝ディン！」

　慌あわてふためいた、ユン＝スドラの声。

　そこにまた、ヤミル＝レイの声が重なる。

「それでも眷族から嫁よめや婿むこを迎える際は、スンの集落で宴を開かなければならなかったから、そのたびに分家の人間たちは苦しい思いをさせられていたのよ。不慣れなギバ狩がりの仕事に従事して、肉やアリアやポイタンを準備して……そうして、眷族にスン家の秘密が露ろ見けんしないよう怯おびえながら、宴を楽しんでいるふりをしなければならなかったの。おおかたトゥール＝ディンは、そういう苦しさまで思い出してしまったのでしょうね」

「ああ、本当にすみません！　わたしは、考えが足りなくて……」

「いいのよ。間ま違ちがっていたのはスン家のほうなのだから、あなたが言葉を選ぶ必要などないわ」

　とても冷ややかなヤミル＝レイの声が響ひびく。

「そして分家のトゥール＝ディンには本家の人間に逆らうすべなどなかったのだから、いちいち気に病やむ必要はないはずでしょう？　あなたはもうちょっと気持ちを強く持つ必要があると思うわ、トゥール＝ディン」

　トゥール＝ディンが、くすんと鼻をすする気配がする。

　いよいよ俺も口をはさむべきかと思ったが、それよりも早くトゥール＝ディンが発言した。

「すみません……だけどわたしはつい先ごろ、ディンの家人として北の集落の宴に招かれることができました。かまど番として招かれたので、とうてい宴を楽しむような余裕はありませんでしたが……でも、とても幸福な気持ちを得ることはできました」

「ふうん、そうなの」

「はい……だからヤミル＝レイも、今日はレイ家の人間としてルウ家の宴を楽しめるといいですね？」

　それは、トゥール＝ディンのはにかむような笑顔が想像できるような声であった。

　ヤミル＝レイは、どんな眼差しでそれを見つめ返しているのだろう。

「そうですよ！　ヤミル＝レイはレイ家の人間として、トゥール＝ディンはディン家の人間として、これからは幸福な生を送ってください」

　そのように述べるユン＝スドラは、ほっと安あん堵どの息をついているに違いない。だけどもしかしたら、俺やユン＝スドラはいらぬ心配をしているだけなのかもしれなかった。

　同じスン家であった頃には正しい絆きずなを結ぶことのできなかったヤミル＝レイとトゥール＝ディンは、血の縁を絶たれたのちに、ようやくこうして素す直なおな気持ちをぶつけ合える関係性を手にすることができたのだ。見ているこちらはひやひやしてしまうが、こうしたやりとりこそが彼女たちには大事なのかもしれなかった。

　そうして荷車に平へい穏おんな空気が戻ってきた頃、ルウの集落に到とう着ちやくした。俺とヤミル＝レイだけが荷車を下り、ギルルの手綱はトゥール＝ディンに託たくされる。

「それじゃあ申し訳ないけど、荷車をよろしくね。アイ＝ファは家にいるはずだからさ」

「はい。今日もありがとうございました」

　トゥール＝ディンのかたわらから顔を出したユン＝スドラも、にこやかに微笑ほほえんでいる。俺とアイ＝ファはまたもやルウ家の収穫祭に招かれることになったが、彼女たちはこのまま帰宅してしまうのである。この荷車を受け取ったら、その足でアイ＝ファはルウの集落にやってくる手はずだ。

　最近のこういうイベントではだいたいトゥール＝ディンたちも同席することになっていたので、俺としては多少の違い和わ感かんと物もの寂さびしさを禁じ得ない。だけどそれでも、確たる理由もなく他ほかの氏族の収穫祭に参加するというのは、森辺の習わしにそぐわない行為であるのだった。

「明日は中天から、椅子や卓などを運ぶ仕事があるのですよね？　どうぞよろしくお願いいたします。それでは――」

「あ、ちょっと待って！　これはこの場の思いつきなんだけど――今度俺おれたちが休息の期間を迎えるときは、ルウ家みたいに収穫祭を開いてみてはどうだろう？」

「え？　収穫祭でしたら、どの氏族でも休息の期間を迎える際に開いているはずですが……」

「うん。だけど、前回の休息期から、近在の氏族は日にちをそろえて狩人の仕事を休むことになっただろう？　だったら、みんなで一いつ緒しよにお祝いをしてもいいんじゃないかなあと思ったんだ」

　トゥール＝ディンとユン＝スドラは、そろって荷車から身を乗り出してきた。

「わ、わたしたちが、ともに宴を開くということですか？　ファの家とともに？」

「うん。休息期を同じ日取りにしたのは、たしかファとディンとスドラと、それにフォウとランだったよね。あと、リッドもディンの近所のはずだから、その六氏族でお祝いをしてみてはどうだろう？」

　それらの中で、フォウとラン、ディンとリッドはそれぞれ血族であるが、ファとスドラはどことも血の縁を持たない。が、仕込みの作業や料理の手ほどきなどで毎日のように顔をあわせているし、現在では共同で燻くん製せい小屋を使用してもいる。これだけ関係を密にしていれば、収穫の喜びを分かち合うことぐらいは許されるのではないだろうか。

「もちろんディンやリッドはザザの眷族なんだから、グラフ＝ザザの了りよう承しようが必要になるだろうし、そもそも各氏族の家長たちが賛同するかもわからないけどね。……うちのアイ＝ファも含ふくめてだけど」

「いえ、家長のライエルファムならば、きっと賛同するはずです！　むしろ、休息の日取りがずれているガズやラッツなどは、さぞかし残念に思うことでしょう！」

「ディンの家長も、きっと賛同するはずです。……それに、ザザの家長も快く許してくれるのではないでしょうか」

　トゥール＝ディンとユン＝スドラは、本当に幸福そうな顔をしてくれていた。

「そっか。だったらひとつ、他のみんなにも相談してみようか。……ひょっとしたら、一番渋しぶるのはうちの家長かもしれないなあと思えてきてしまったよ」

「ならばそれは、アスタが力を尽くして説得してください」

　可愛かわいらしい笑顔のまま、ユン＝スドラはそのように言ってきた。サウティの集落で立ち入った会話をして以来、彼女はこれまで以上に明るく、そして強くなったような気がする。

「わたしたちが休息の期間を迎えるまで、あとひと月ほどのはずですよね？　ああ、何だか今から待ち遠しくなってきてしまいました！　アスタ、素す晴ばらしい提案をありがとうございます！」

「いや、どういたしまして」

　そうして二人は、意い気き揚よう々ようと俺たちの前から立ち去っていった。

　小さくなっていく荷車の影かげを目で追いながら、ヤミル＝レイは肩かたをすくめている。

「今日も宴だというのに、もう次の宴の話とはね。宴って、そんなに楽しいものなのかしら」

「楽しいですよ。きっと今日という日を終える頃には、ヤミル＝レイもそのように思っているはずです」

　そういえば、ヤミル＝レイはダン＝ルティムの生誕の宴にも参加していなかったので、ズーロ＝スンたちを招いたルウ家での晩ばん餐さん会かいや、森の主ぬしにまつわるサウティ家での晩餐会にしか参加していないのである。

　それらはいずれも、豪ごう華かな料理が準備されつつも、宴と呼べる集まりではなかった。今日という日こそ、ヤミル＝レイもルウ家の宴の楽しさや素晴らしさなどを体感できるはずだ。

「それじゃあ、行きましょう。あっちの荷車では、ララ＝ルウがやきもきしているでしょうしね」

　俺とヤミル＝レイは、徒歩でルウの集落に足を踏み入れた。

　とたんに、とてつもない熱気が俺たちに押おし寄よせてくる。

　さきほどヤミル＝レイも言っていた通り、本日はすべての血族が集結する、年に一度の大収穫祭であったのだ。ルウの血族百余名が日中から広場に勢ぞろいしているというのは、俺にしてみても初めて目まの当あたりにする光景であった。

　燦さん々さんと降りそそぐ昼下がりの陽光の下、大勢の人たちが歓かん声せいをあげている。その中心で執り行われているのは、狩人の力比べである。

「うわー、やっぱり始まっちゃってるじゃん！　あれって、誰だれと誰だろう？」

　ルウ家の荷車で帰還したメンバーも、地面に降り立ちながら声をあげている。ララ＝ルウとレイナ＝ルウ、アマ・ミン＝ルティムとツヴァイの四名だ。この人ひと混ごみでは、荷車を本家に戻すことさえ、ひと苦労であろう。

「あれは、リリンの家長と、マァムの長ちよう兄けいであるようですね。……レイナ＝ルウ、わたしたちはどうしましょう？」

「そうですね。シーラ＝ルウを捜さがして準備の進み具合を確かく認にんしてみますので、本家の近くで待っていてください」

　女衆は交代でかまどを預かりながら、その合間に力比べの観戦を楽しむ手はずになっているようだった。

　また、俺も今回は優勝者に捧ささげる料理ではなく、みんなで楽しめる料理をひと品準備してほしいと願われている。これまでで最高に手間のかかるその料理の下準備は、ルウの本家でバルシャたちが受け持ってくれているはずであった。

　とりあえず、人混みの中に消えたレイナ＝ルウを除く五名で、荷車を引きながらのろのろと広場の端はしを進軍する。すでにあちこちのかまどでは宴の準備が進められているのだろう。あたりには、人々の熱気や歓声とともに、食欲中ちゆう枢すうを刺し激げきする香かおりも漂ただよっていた。

「よー、戻ってきたんだな。けっこう早かったじゃんか」

　と、ようやく広場の半分ぐらいを過ぎたあたりで、ルド＝ルウに声をかけられた。マントや刀を外した、身軽な格好だ。かたわらには、レイの若き家長ラウ＝レイの姿もある。

「やあ、二人はまだ力比べに参加していないのかい？」

「んー？　俺はもう三人勝かち抜ぬいたぜ。ラウ＝レイは、二人だったっけ？」

「えっ！　こんな明るい内から、もう三人も勝ち抜いちゃったの？」

　驚おどろきの声をあげたのは、ララ＝ルウであった。

　ルウ家の狩人の力比べでは、まず三人を勝ち抜くことによって、予選を突とつ破ぱすることができるのである。三回勝つ前に二回負けたら予選敗退で、三回勝ち抜く人間が八名に達したら予選が終しゆう了りよう。そうしてその八名がルウの血族の勇者と定められて、今度は優勝者を決めるトーナメント戦が開かい催さいされるのだ。

「あー、俺やラウ＝レイは、前回も勇者になれたからな。勇者になれた狩人は、次から次へと挑いどまれるもんなんだよ」

「うむ。特に今回は、ドンダ＝ルウとダン＝ルティムが参加できないからな。ジザ＝ルウとガズラン＝ルティムも、早々に三人勝ち抜いてしまったぞ」

　そう、前回の決勝戦を争ったドンダ＝ルウとダン＝ルティムは、そろって負傷欠場なのである。なおかつ、アイ＝ファも同じく負傷の身であるので、前回の八名の勇者の内、三名までもが欠場することになってしまったのだ。

　ちなみに右の手の平を負傷してしまったダルム＝ルウも欠場であり、頭を数針も縫ぬうことになったラウ＝レイは出場であるらしい。

「えーと……それじゃあ、シン＝ルウは？」

「シン＝ルウは、まだ俺としかやってねーよ。そういえば、さっきから姿を見ねーな」

「えっ！　シン＝ルウはまたルドに挑んだの!?」

「そうだよ。そんなの、毎回のこったろ」

「だって、シン＝ルウはルドに一回も勝てたことないじゃん！　いちいちルドに挑まなければ、シン＝ルウだって八人の勇者になれるかもしれないのにー」

　と、ララ＝ルウは頬をふくらませてしまう。

「あー、確かに今回はシン＝ルウも見み違ちがえるぐらい強くなってたよ。あれだったら、この後は三人勝ち抜けるんじゃねーのかな」

　呑のん気きそうに言ってから、ルド＝ルウはきらりと目を光らせた。

「ただ、今回は俺も譲れねーからな。あいつを倒たおすまでは、絶対に誰にも負けられねーんだ」

「あいつって？　ああ、ミダのこと？」

「ミダは普ふ段だんからすっ転ばしてるから、もういいんだよ。あいつって言ったら、あいつだろ」

　と、ルド＝ルウが広場の中心に目を向ける。審しん判ぱん役やくたるラー＝ルティムの背後から、ちょうど新たに二名の狩人が進み出るところであった。

「あれ？　あれって、ジーダじゃん。ジーダは力比べには参加しないって言ってなかったっけ？」

「ああ。俺が尻しりを叩いてやったんだよ。あいつとは決着をつけなきゃならねーからな」

　どうやらルド＝ルウは、自分よりも年少で身体の小さなジーダに強い対たい抗こう意識を持っているようだった。それは何故なぜかと問うならば、どうやら先日サウティの集落において森の主の右目を射い抜ぬいたのは、ジーダの矢であったようなのである。

　弓の腕を自負しているルド＝ルウは、それでぞんぶんに闘とう争そう心しんを煽あおられてしまったらしい。が、もちろんそれを負の感情に転化するような気き性しようではないので、正々堂々とジーダと腕うで比くらべがしたい、と燃えているようだ。

「あいつもあれで三人目の相手だ。もちろん一回も負けてねーから、これで八人の勇者の仲間入りだな」

「ふん。確かにあいつも腕は立ちそうだ。俺と当たったら、絶対に打ち負かしてやるがな」

　ラウ＝レイはラウ＝レイで、さっきから猟りよう犬けんのように眼光を燃やしている。こちらはどうも、森の主の討とう伐ばつで確たる功績をあげられなかったことが不本意であるらしい。すべての狩人に等しく功はある、とダン＝ルティムなどは述べていたが、やはり血気盛んな若わか衆しゆには、色々と熱情をもてあましてしまう面もあるのだろう。

「ルド＝ルウとジザ＝ルウとガズラン＝ルティムが三人抜きで、ジーダとミダが二人抜きか。俺もそろそろ三人目に挑まれたいものだ」

「うん？　ラウ＝レイが自分から挑むのは禁止なのかい？」

「ああ。勇者の称しよう号ごうを授さずかったからには、挑まれるのを待つのが習わしだ。誰か骨のあるやつに挑まれたいものだが――」

　ラウ＝レイがそのように言いかけたとき、人混みをすりぬけて近づいてくる者があった。

「あ、シン＝ルウ！」と、ララ＝ルウが大きな声をあげる。そちらにうなずき返してから、シン＝ルウはラウ＝レイの前に立った。

「ラウ＝レイ、俺と手合わせを願えるか？」

　とたんにラウ＝レイはいっそう激しく両目を燃やし、ララ＝ルウは「ちょっと！」とわめき声をあげた。

「ルドの次はラウ＝レイ？　どうしてそんな、腕の立つ狩人にばっかり挑むのさ！　ルドもラウ＝レイも前回の勇者なんだよ？」

「だからこそ、だ。どうやらミダは他の狩人に挑まれてしまったらしく、前回の勇者で手が空いているのはラウ＝レイのみであるようなのだ」

　シン＝ルウ自身は、いつも通りの沈ちん着ちやくな面おも持もちであった。

　それを見返しながら、ラウ＝レイは「ほう」と声をあげる。

「それで？　俺が相手なら与くみしやすいとでも思ったか？　稽古を重ねていく内に、お前とは五分の勝負ができるようになったはずだがな、シン＝ルウよ？」

　もともとラウ＝レイは卓たく越えつした力を持つ狩人であったが、アイ＝ファの助言のもとにシン＝ルウが勝負を願い出たところ、あっさり負けることになってしまったのだ。猪ちよ突とつ猛もう進しんなラウ＝レイにとって、沈着かつ俊しゆん敏びんな身のこなしを特性とするシン＝ルウはたいそう相あい性しようが悪いようだった。

　しかしそれでも、ラウ＝レイが勇者レベルの狩人であることに違ちがいはない。シン＝ルウとて、全ぜん身しん全ぜん霊れいを振り絞しぼらなければ、なかなかラウ＝レイを打ち負かすことはかなわないのだ。それから両名は、おたがいの力を高め合うために切せつ磋さ琢たく磨まを続けてきた――という背景があっての、ラウ＝レイの発言であった。

　そんなラウ＝レイを落ち着いた眼まな差ざしで見返しつつ、シン＝ルウはいくぶんいぶかしそうに小首を傾かしげた。

「ラウ＝レイの力を誰よりも知っているのは、俺であろう。だからこそ、ラウ＝レイに挑みたいと考えたのだ。収穫祭の力比べにおいては、強き狩人に挑むのが本分であるのだからな」

　シン＝ルウの返事を聞いて、ラウ＝レイはいっそう猟犬じみた笑えみを浮かべた。

「そうだったな。最近どうも、気が立っていていかん。お前の誇りを汚けがすような言葉を吐はいてしまったことを、ここに詫わびよう」

「べつだん、気にする必要はない。挑ちよう戦せんを受けてくれるのならば、立ち合いの場で控ひかえよう」

「ああ、いいとも」

　そうして二人の若き狩人は姿を消し、ララ＝ルウは「ちぇーっ！」とむくれた声をあげた。

「今回こそ、シン＝ルウが勇者になれると思ったんだけどなー。ドンダ父さんとダン＝ルティムの二人が力比べに出ないなんて、そうそうあることじゃないんだし！」

「ばーか。そんなみみっちいことを考えるようなやつは、どのみち勇者にはなれねーよ。強い相手を倒してこその狩人だろ」

　そんな会話をしている間に、ジーダは勝利を収めてしまっていた。ルド＝ルウの宣言通り、客分たる彼かれが三人を勝ち抜いて、勇者の一人に選出されてしまったのだ。なんとなく、前回のアイ＝ファを思い出させる快かい進しん撃げきである。

「お、お次はミダか。えーと、相手は……リリンの家長だな」

「リリンの家長？　って、ついさっきマァムの長兄とやりあってなかったっけ？」

「ああ。あっという間に、ジィ＝マァムを打ち負かしてたよ」

　ジィ＝マァムといえば、たしかミダを除けばルウの血族でもっとも巨大な体たい躯くを誇る狩人であったはずだ。前回の収穫祭では、集落に帰りつくなり彼とアイ＝ファの試合を見せつけられて、肝きもを冷やした記憶がある。

「リリンの連中は遅おそくに到着したから、慌てて相手を見つくろったのかもな。それにしても、ジィ＝マァムとミダを連続で相手にするなんて、なかなか立派な狩人じゃねーか」

　ルド＝ルウの言葉に興味をひかれて、俺も広場の中央を透すかし見てみた。遠目にも巨大なミダの前に立っているのは、これといって特とく徴ちようのない壮そう年ねんの男衆だ。中肉中背で、少し灰色がかった頭をしている。
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「うーん、リリンの家長って、あんまり覚えてねーんだよなあ。たしか前回とかは、親おや父じとダン＝ルティムにあっさり負けてたような気がするし」

「よりにもよってその二人に挑むなんて、確かに立派な狩人だね」

　俺が言うと、ルド＝ルウは「ん？」と眉まゆをひそめた。

「ちょっと待てよ？　そういえば、その前の収穫祭でも、リリンの家長は親父とダン＝ルティムを相手にしてたような……まさか、毎回その二人にしか挑んでねーのか？」

「そうなのかい？　でもたしか、ここ十年は毎回ドンダ＝ルウかダン＝ルティムが優勝を飾かざってるんだよね？」

「ああ。しかも、ここ五、六年は二人ともおたがいの他には誰にも負けてねーはずだ」

　では、もしもリリンの家長が本当に毎回その二人にしか手合わせを挑んでいなかったら、その時点で二つの黒星がつき、他の誰とも対戦しないまま敗退していたことになる。

「だけど、いくら何でもそこまで極きよく端たんなことをするやつは――」

　ルド＝ルウの声に、歓声がかぶさった。

　振り返ると、ミダが後ろざまにぶっ倒れて、リリンの家長に手を差しのべられているところであった。

「リリンの家のギラン＝リリンの勝利である！　ルウの家のミダは退くべし！」

　審判役たるラー＝ルティムの声が、朗々と響く。

「へえ」と、ルド＝ルウは虎とらの子供みたいに舌なめずりをした。

「何にせよ、リリンの家長の力は本物だな。こいつは面おも白しろくなってきたぜ」

　ドンダ＝ルウやダン＝ルティムがいなくとも、狩人の力比べはまったく精せい彩さいを欠いていないようだった。いや、むしろ大本命の二名が不在なことで、いっそう混戦の様相を呈ていし、盛り上がっているのかもしれない。

　そうしてその後はシン＝ルウとラウ＝レイの対戦であり、大接戦の上でシン＝ルウが勝利することになった。前回の勇者であるラウ＝レイを打ち負かしたシン＝ルウには、惜おしみない賞賛の歓声が向けられた。

「やったあ！　ラウ＝レイに勝てるなら、あと二人にも勝てるかも！」

　ララ＝ルウはすっかり観戦モードで、俺たちはかまどの間に向かうタイミングを逸いつしてしまった。

　どうしたものだろうと思おもい悩なやんでいると、アマ・ミン＝ルティムがこっそり俺に呼びかけてきた。

「アスタ、わたしだけでも本家のかまど小屋に向かってみます。ひょっとしたら、レイナ＝ルウが捜しているかもしれませんし。……アスタの料理を手伝っている女衆らにも、アスタの力が必要かどうか聞いてきましょう」

「あ、お気遣いありがとうございます」

　とても涼すずやかな微び笑しようを残して、アマ・ミン＝ルティムは人混みの向こうに消えていった。

　そして、そこにまたまたララ＝ルウのわめき声が響く。

「えーっ！　どうして今度はジィ＝マァムに挑んでんの!?　ああもう、頭をひっぱたいてやりたいなあ！」

　たったいま試合を終えたばかりのシン＝ルウが、もうジィ＝マァムとともに控えの列に並んでいたのだ。俺の記憶が正しければ、前回の力比べでシン＝ルウはジィ＝マァムに敗北しているはずである。

（今後あの男と刀を交える機会がないならば、いっそう俺は腕うでを磨みがく必要がある、というだけのことだ。そうでなくては、一生自分の弱さに苦しめられることになるからな）

　数日前にシン＝ルウが述べていた言葉が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　シン＝ルウは、サンジュラに後おくれを取ったことで、これまで以上に強さを求めるようになったのだ。

（俺がララ＝ルウの立場だったら、似たような気持ちになっていたかもしれない。でも――）

　これが料理の勝負だったら、俺だってシン＝ルウと同じ行動を取っていたかもしれなかった。できるだけ抑制はしているものの、俺だって元来は負まけず嫌ぎらいなのである。

（シン＝ルウも、ギラン＝リリンという人も――いや、ルウの血族の狩人たちは、みんな立派な志を抱いだいて、この勝負に挑んでいるんだろう）

　そうしてその後、シン＝ルウはジィ＝マァムばかりでなくルティム本家の次じ兄けいをも打ち負かすことになった。

　なおかつ、ギラン＝リリンは無傷の三連勝、一敗を喫きつしたミダとラウ＝レイも新たな勝利をつかみ取り、ここに八名の勇者が選出されたのであった。
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「やあ、待ってたよ、アスタ」

　力比べの予選試合を見届けて本家のかまど小屋に向かうと、建物の横手にある屋外のかまどで仕事に励んでいたバルシャが、笑顔で出で迎むかえてくれた。

「すみません、すっかりまかせきりになってしまって。何も問題はありませんでしたか？」

「ああ、何も難しいことはないからねえ。居い眠ねむりをこらえるのが大変だったぐらいさ」

　ジーダの母親であるバルシャは、今日も女衆の装束を纏まとっている。朝方に森で野鳥を狩る際には男ものの装束を纏っているのであろうが、俺おれがその姿を垣かい間ま見みる機会はなかったので、いまではすっかりこの女性らしい装束が目に馴な染じんでいた。

　そんな彼女のかたわらでは、本日の特別料理が実に香こうばしい匂においをたてている。俺が本日準備したのは、前々からチャレンジしたくてたまらなかった、『ギバの丸焼き』であった。

　ジェノスの町において、太陽神の復活祭では『キミュスの丸焼き』が定番料理であると聞き、ならばと俺も製作に踏ふみ切きる決断をした次第である。

　また、復活祭は紫むらさきの月の二十二日から銀の月の三日までの十三日間が正式な開催期間であるが、その中にも「暁あかつきの日」「中天の日」「滅落の日」「再来の日」という特別な日があり、その祝日にはジェノス城から大量のキミュスと果実酒が無料でふるまわれる、とも聞いていたので、その日取りに合わせて、俺も宿場町にこの『ギバの丸焼き』をお届けできないものかと画策している最中でもあった。

　一口に丸焼きといっても、その作製は簡単ではない。至し極ごく当然の話として、直じか火びで焼いたりしたら、中まで火が通る前に表面が焦こげついてしまうのである。ゆえに、これだけ巨きよ大だいな肉につ塊かいを、長い時間をかけて炙あぶり焼きにしなくてはならないのだ。

「どうだい、いい色合いになっただろう？　今の段階でももう十分に美味そうじゃないか」

　バルシャはご満まん悦えつの表情で笑っている。確かにギバの表面上には、もう食欲をそそる焼き色がついていた。

『ギバの丸焼き』に選んだのは、体長七、八十センチの若いギバである。毛皮の毛だけを焼き、血と内臓を抜いて、肉の重量は四十キロていどであろうか。これが完全に焼きあがる頃ころには、水分と脂あぶら分ぶんが抜けて十キロぐらいは目方が減るはずだ。

　下味は、表皮や腹の中に塩をすりこんだのみである。なおかつ、これはフォウの家が二日ほど前に捕とらえたギバなので、今日の朝まではピコの葉に漬つけられていた。下味としては、それで十分であろう。

　ギバは咽の喉どから尻までを鉄てつ串ぐしでつらぬかれ、石の架か台だいに載のせられている。それでぐるぐると回されながら、まんべんなく炙り焼きにされているわけだ。

　使用しているのは、ミケルから仕入れた炭である。でかい肉を焼くならば、この炭を芯しんまでしっかり燃やしてから使用するべしと、ミケルからは教示されている。

　無論のこと、俺が『ギバの丸焼き』に取り組むのは、これが初めてのことであった。故郷でも、『豚ぶたの丸焼き』などにチャレンジしたことはない。せいぜいテレビ番組でその製作過程を興味深く拝見しただけの、机き上じようの知識である。

　ただし、ぶっつけ本番ではあまりに不安であったので、俺はあらかじめギバの後ろ足で炙り焼きの練習をしていた。その際は、片足で七、八キロはありそうな後ろ足を焼きあげるのに、およそ二時間ぐらいかかったのだ。また、以前にテレビで観た番組においては、重量三十キロていどの子こ豚ぶたを焼きあげるのに、五、六時間ぐらいかかっていた。よって本日バルシャには、中天の一刻前から作業を開始するようにお願いしていた。

　この世界の一刻はおよそ六、七十分であるので、日にち没ぼつまでには八時間から九時間ていどを使える計算になる。それならば、これだけ原始的な調理方法でも生焼けは避けられるだろう。

（でも、宿場町でそこまでの時間はかけられないもんな。前日から泊とまり込んで、早朝から作業を開始しても、中天には仕上げたいところだし……それに、三、四十キロの肉じゃあすぐに配り終えちゃうから、もっと小さな子ギバを何頭か準備できれば理想的か）

　などと内心でひとりごちながら、俺はバルシャからもう一人の人物へと視線を移した。そこにはかまど番ならぬ男衆――シン＝ルウの父親であるリャダ＝ルウが地面に座して、炭の火加減を見守っていたのである。

「あの、もしかしたら、バルシャと一緒にリャダ＝ルウも手伝ってくれていたのですか？」

「ああ。これぐらいのことなら、俺でも用が足りる。女衆らは他の料理で忙いそがしいし、それに、狩人の力比べも目にしておきたいところであろうしな」

　リャダ＝ルウは、足に深手を負って狩人の仕事から退いた身である。が、片足以外は壮そう健けんなる男衆たるリャダ＝ルウにこのような仕事をまかせてしまうのは、何だか非常に心苦しかった。

「案ずるな。仕事に重きも軽きもない。このような日に俺のなせる仕事は少ないので、むしろありがたいぐらいだ」

「でも、リャダ＝ルウだって力比べは気になるでしょう？　もう耳にしていると思いますけど、シン＝ルウが八名の勇者に選出されたのですよ」

「うむ。シンが勇者に選ばれたのは初めてのことなので、とても嬉うれしく思っている」

　と、息むす子こにそっくりの沈着な面持ちでうなずくリャダ＝ルウである。

「しかし俺は、狩人の仕事から退いた身だ。若い女衆には伴侶を選ぶという大事な役目があるのだから、俺などよりもしっかりと狩人の力比べを見届けるべきだと思う」

「……前々から思っていましたが、お二人は本当に似ていらっしゃいますよね。外見ばかりでなく、内面も」

　ちなみにリャダ＝ルウの外見は、黒こつ褐かつ色しよくの髪かみを長くのばし、同じ色の口くち髭ひげをたくわえた、かなり渋めのナイスミドルである。切れ長の目や細めの鼻びり梁ようなどはシン＝ルウそっくりで、体格もかなりすらりとしている。

「それは、血を分けた親子だからな。……しかし、シンはタリからも強い血をひいているので、きっと俺よりも立派な狩人になってくれるはずだ」

「ああ、リャダ＝ルウの子はみんな立派だね。シン＝ルウやシーラ＝ルウはもちろん、下の子たちだって可愛くてしかたないよ」

　鉄串をゆっくりと回しながら、バルシャも愉ゆ快かいそうに口をはさんでくる。気性は正反対な二人であるが、ともに狩人であった身で、子供を狩人として育て、そして年ねん齢れいは同世代ぐらいだ。もしこの数時間で両名の絆が深まったのなら、それは喜ばしいことだなと思った。

「それじゃあ、バルシャはいかがですか？　ジーダも勇者に選ばれたのですよね」

「あたしたちは、森辺の民たみですらないからねえ。ジーダだって、ルド＝ルウにあそこまでせがまれなければ参加してなかったんだろうし、どこで負けたって悔くやしがることはないだろうさ」

　額の汗あせをぬぐいつつ、バルシャはまた笑う。言うまでもなく、架台のそばは猛もう烈れつなる熱さであるのだ。なおかつ、いかに単純作業とはいえ、火加減と肉の塩あん梅ばいを常に監かん視ししていなくてはならないのだから、居眠りなんてしたくてもできるはずがない。さきほどの発言は、バルシャなりの茶ちや目めっ気けであったのだろう。

「そういうアスタはどうなんだい？　アイ＝ファが出ていないから、やっぱり興味は持てないのかね？」

「そうですね。結果はちょっと気になりますけど、狩人の闘たたかいっぷりを見守るのはなかなか心臓に悪いので」

　そのアイ＝ファは、ちょうど予選が終わった頃ころ合あいでルウの集落に到着したが、とたんにリミ＝ルウに捕ほ獲かくされ、今はジバ婆ばあさんのもとにいるはずだ。

「それじゃあ俺は、今の内に他の準備を済ませてきます。申し訳ありませんが、もうしばらくお願いしますね」

「別にそのまま広場のほうに行ってもらってもかまわないよ。何かあったら、呼びに行くからさ」

　俺は二人に礼を述べ、かまどの間へと足を向けた。

　他の準備といっても、『ギバの丸焼き』を食す際に使う調味料を作製するばかりだ。そんなに手間のかかるものでもない。

　いっぽうで、他の女衆らは右へ左への大おお騒さわぎである。眷族の中ではやや家の遠いリリンやマァムやムファといった氏族の女衆らに調理の手ほどきをするいい機会だと、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウを中心に、綿密な作業の手順を構築したらしい。

　普段は俺に雇やとわれているヤミル＝レイも本日ばかりはそちらの戦力に組み込まれているので、俺はひさびさの単独行動だ。ルウ家が自力で美味なる料理を作りあげようとしているそのさまに、俺は一いち抹まつの疎そ外がい感かんを喚かん起きされつつ、それ以上の喜びと頼たのもしさを感じることになった。

（さて、そろそろ力比べも本選が始まる頃かな。ジザ＝ルウにガズラン＝ルティム、ルド＝ルウにシン＝ルウ、あとはラウ＝レイとミダ、ジーダとギラン＝リリンか……いったい誰が優勝するんだろう）

　そんなことを考えながら、かまどの間の戸板に手をかける。

　すると、頭にこつんと何かが飛んできた。

　足もとに目をやると、小さな木の実が転がっている。はて、野鳥か何かが落としていったのかな、と思ったところに、また新たな木の実が顔に飛んでくる。

　犯人は、どうやら五、六メートルほど離はなれた場所に立っている木の上に潜ひそんでいるようだった。首を傾げつつそちらに近づいていくと、「アスタ」という囁ささやき声が降ってくる。

「あれ？　ひょっとしたら、レム＝ドムかい？」

「ひょっとしなくても、わたしだわ。ちょっとこっちの奥おくに来てくれる？」

　そこには水場へと向かう小こ径みちが切り開かれていたので、俺は言われるままに歩を進めた。やがて小径が湾わん曲きよくし、表の側から目が届かなくなったあたりで、レム＝ドムがひらりと舞まい降おりてくる。

「やあ、こんな時間にレム＝ドムがいるなんて珍しいね。修練はどうしたの？」

「今日の修練は、力比べの見物よ。これにまさる修練なんてないでしょう？　……それより、もうちょっと声を落としてよ」

　と、俺よりも長身のレム＝ドムが顔を寄せてくる。迫はく力りよくと色気が奇き妙みように混在したレム＝ドムであるので、あまり近づかれると気分が落ち着かない。

「アスタ、あなたにお願いがあるのよ。あとでわたしにも、何か食べるものを分けてくれない？」

「あれ？　今日の取り分は明日に回して、夜はスドラのお世話になるとか言ってなかったっけ？」

　レム＝ドムは毎朝、料理の仕込みを手伝ってくれている。その代価として、日中に食する干し肉と夜の食事をファの家から出しているのである。

　が、今日は俺もファの家には帰れないため、スドラの仕事を手伝って晩ばん餐さんを得るつもりだ、と述べていたはずであった。明日は休業日で手伝いのない日だから、ファの家からの食事はそちらに回せばちょうどいい、と。

「本当はそのつもりだったんだけどね。やっぱりこっちの様子が気になったから、スドラの手伝いはやめてしまったのよ。そうするだけの価値は、間違いなくあったしね」

　そんな風にのたまうレム＝ドムの目が爛らん々らんと燃えているのは、狩人らの闘とう志しにあてられたためなのだろう。

「明日の食事は明日スドラを手伝って何とかするから、今日の代価は今日の内に受け取りたいの。どうかしら？」

「うーん、ルウ家に食材を借りればどうにかできるとは思うけど……だったらいっそのこと、レム＝ドムも俺の仕事を手伝って、客人扱あつかいにしてもらったら？　そうしたら、ルウ家のご馳ち走そうを食べ放題だ。かなり多めに作ってるはずだから、レム＝ドムひとりが増えても問題はないだろうしね」

「それができたら、世話はないわよ。わたしが何のために身を潜めていると思っているの？」

「ああ、そっか。ザザとかの人たちと顔をあわせたくないんだっけ」

　北の集落に出向いていたルウとルティムの四名は、今日を境に里帰りしている。が、スフィラ＝ザザを始めとする北の集落の女衆らは、グラフ＝ザザの言いつけでこのルウの集落に居残っているのである。

　前回の収しゆう穫かく祭さいにおいて、同じように客分の身として宴うたげに参加したダリ＝サウティは「グラフ＝ザザも呼ぶべきだった」と述べていた。美味なる食事と宿場町の商売で、ルウ家がどれほどの力と豊かさを得ることになったか、それを知っておくべきだという論ろん旨しであった。

　グラフ＝ザザも、ズーロ＝スンらを招いた晩餐会で、その片へん鱗りんは感じ取れたに違いない。そしてこのたびは、スフィラ＝ザザたちに自分の目となってそれを確かめるよう命じたのかもしれない、と俺は考えていた。

「まったく、あの連中はいつまでルウの集落に居い座すわるつもりなのかしら。かまど番の修練を積むのに、こんなに時間が必要なものなの？」

　レム＝ドムは、不満たらたらでそのように言い捨てる。レム＝ドムにとって、スフィラ＝ザザたちは同じ北の集落に住まっていた縁えんの深い血族であるのだ。そんな彼かの女じよたちとはどうしても顔をあわせたくないらしく、レム＝ドムは早朝バルシャに野鳥狩りの手ほどきをされる際も、苦労しながら身を隠かくしているという話であった。

　また、女衆の交こう換かんが行われたのは俺たちがダレイムに出向いた日であったのだから、もうひと月以上も経過していることになる。確かにレム＝ドムならずとも、ずいぶん長い滞たい在ざいだなと首をひねりたくなるところだろう。

「まあ、それだけグラフ＝ザザも美味なる食事というものに強い関心を持ってくれたということさ。ルウやルティムの人たちは戻もどってきたんだから、スフィラ＝ザザたちも近日中に帰る予定なんじゃないのかな」

「でも、けっきょく今日は夜まで居残るのでしょう？　だったらわたしは隠れている他ないわ」

　とても不満げな顔で言い、レム＝ドムは乱暴に髪をかきあげた。

「それで、どうなの？　わたしに食事を準備してくれるのかしら？」

「うーん、それじゃあ、宴の料理を分けてもらえるかどうか、ドンダ＝ルウにこっそり相談してみるよ。それを断られてしまったら、俺が準備することにしよう」

「ふん。アスタもわたしなどに手間をかけたくはない、ということね」

「違うよ。ルウ家のみんなが腕によりをかけてご馳走を作ってるんだから、どうせだったらそれを味わってほしいなと思ったのさ」

　レム＝ドムは疑わしげに俺の顔をねめつけてから、やがてひょいっと肩をすくめた。

「そういえば、あなたはそういう人間だったわね。だったら、あなたの厚こう意いに甘あまえさせていただくわ」

「うん。それじゃあ、料理はどこに届けようか？　みんなは外で食べるはずだから、バルシャたちの家を借りてみたらどうだろう？」

「至いたれり尽つくせりね。わたしがまともな女衆だったら、あなたを婿むこに迎むかえたいと思っていたかもしれないわ」

　まったく気持ちのこもっていない声で言い、レム＝ドムは木の枝に手をかけた。
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「それじゃあ、日が暮れたらバルシャの家の近くに潜んでいることにするわ。ザザの連中に見つかったら厄やつ介かいだから、この後もあなたのほうから捜そうとはしないでちょうだい」

「了りよう解かいしたよ。それじゃあ、また後で」

　スフィラ＝ザザたちの目があっても、ドンダ＝ルウはレム＝ドムがバルシャから狩人の手ほどきを受けることを許している。そんなドンダ＝ルウならば、宴の料理を分けることにも了承をくれるのではないだろうか。

（というか、アイ＝ファを毛け嫌ぎらいしていた頃のドンダ＝ルウだったら、レム＝ドムがルウの集落に出入りすることさえ許してなかったんだろうな）

　俺が森辺の集落を訪おとずれて、まもなく七ヶ月。その間に、実にさまざまな変転が訪れたものであるが、その最たるはドンダ＝ルウの変化ではないだろうか。

　女狩人も美味なる食事も全否定していたドンダ＝ルウが、今ではアイ＝ファを一人の狩人と認め、ルウ家の家族が宿場町で商売をすることを許している。七ヶ月前の俺に今日の事態を伝えたところで、絶対に信じたりはしないだろう。あの凶きよう悪あくな大男が、そんなことを許すものか、と。

（思えば遠くに来たもんだ……って、感傷にひたるにはまだ早いよな）

　森辺も、ジェノスも、いまだ変転の真まっ只ただ中なかであるのだ。

　俺は自分の仕事を果たすために、まずはドンダ＝ルウの所在を捜すことにした。
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「ああ、アスタ、ようやくお目にかかれましたね」

　ドンダ＝ルウとの対話を終えて、人混みをかきわけつつ広場の端を歩いているさなか、そんな風に呼びかけてきたのはガズラン＝ルティムであった。これからさらなる苛か烈れつな試合にのぞもうというのに、相変わらず重じゆう厚こうで沈着なたたずまいだ。

「どうも。ガズラン＝ルティムも、そろそろ出番ではないのですか？」

「ええ、私の出番は次の次です」

　八名の勇者によるトーナメント戦は、一戦ごとにたっぷりとした休息の時間をはさみつつ執とり行おこなわれる。現在は最初の試合、ミダとラウ＝レイの一戦が終了した直後であった。

「今の力比べも大接戦でしたね。ラウ＝レイは残念でした」

「ええ。ミダは本当に力をつけました。実際にギバを狩かる力も身につけたようですし、もう一人前の狩人です」

「ガズラン＝ルティムは、誰と対戦するのですか？」

「私は、ギラン＝リリンとです」

　あの、ミダとジィ＝マァムを打ち負かした人物が初戦の相手になってしまったのか。俺にとっては唯ゆい一いつ見知らぬ相手であるので、ちと不気味だ。

「ギラン＝リリンは、名うての狩人です。アスタはリリン家を知っていますか？」

「いえ、名前ぐらいしか知りません」

　というか、俺が交流を持っているのはほとんどルウとルティムの人々のみであり、ラウ＝レイとヤミル＝レイを除いたら、それ以外の氏族とはほとんど没ぼつ交流なのだった。

「そうですか。リリンはもっとも新しくルウの眷けん族ぞくとなった氏族で、五年前にはわずか四名の家人しかなかったのです」

「四名ですか？　他ほかに眷族もなく？」

「はい。それがレイから嫁よめを取ってルウの眷族となったわけですが、それが許されたのも、家長たるギラン＝リリンの卓越した力がドンダ＝ルウに認められたためなのです」

　わずか四名しか家人のいない氏族に、氏を捨てさせて家人として迎えるのではなく、嫁を与あたえて眷族となることを許したのか。それは何だか、ものすごい逸いつ話わであるように感じられた。

「今ではマァムやルティムから婿を取り、もともと家にいた三名の幼子も五歳さいを越こえて、家人の数は十名となりました。その幼子らが育つまで耐たえきれば、リリンの氏も滅ほろびずに済むでしょう。ギラン＝リリンは、私が尊敬する狩人の一人です」

「すごいですね。それは本当にすごいと思います」

　この森辺の集落で、力を失った氏族はすぐに潰ついえて親筋に吸収されることになる。そうして昨年度も、四つもの氏が消えてしまったのだ。フォウがランしか眷族を持たないのも、ファやスドラが一つの眷族も持たないのも、そうして統合された上でなお、先細りの末期状態にあるためであった。

　九名の家人を持つスドラでさえあれほど苦しげであったのに、わずか四名の家人しかないリリンがその力を認められて、スン家に次ぐ有力氏族であったルウ家に迎え入いれられるなどというのは、きっととてつもなく異例の措そ置ちであったのだろう。

「そんなギラン＝リリンと手合わせできるのは、狩人としてまたとなく光栄なことです。私は森の導きに感謝したいと思います」

「ええ。頑がん張ばってくださいね、ガズラン＝ルティム。俺も応おう援えんしています」

「はい。力比べに敗れることは恥はじになりませんが、ルティムの家長として力を振ふり絞り、そして勝利したいと思います」

　普段通りに落ち着いて見えるガズラン＝ルティムも、やはり静かに昂こう揚ようしているようだった。

「ところで、アスタはどこに向かわれるつもりであったのですか？」

「あ、俺はちょっとドンダ＝ルウに話があって、これからかまど小屋に戻るところです」

「そうですか。アスタが一人で行動しているのは、何だか珍めずらしく思えますね」

「ええ、俺もそう思います」

　俺はガズラン＝ルティムと笑え顔がおを交かわしてから、自分の仕事に戻ることにした。

　といっても、調味料の作製を済ませた後は、バルシャたちとともに『ギバの丸焼き』を見守るばかりである。肉を焦がさない範はん囲いで強い火を保つ、それ以外には為なすこともない。

　しばらくすると、ガズラン＝ルティムがギラン＝リリンに勝利したという報が、アイ＝ファとリミ＝ルウから届けられることになった。ジバ婆さんがお昼ひる寝ねの時間となったので、二人で力比べを観戦していたらしい。

「ガズラン＝ルティムは、以前にも増して力をつけたようだ。リリンの家長というのも賞賛に値する狩人であったが……いや、どちらも素す晴ばらしい闘いっぷりであった」

　そのように語るアイ＝ファは、何だか普段よりも強く瞳ひとみを輝かがやかせているように見えた。前回は半ば無む理り強じいで参加させられていたはずであるのに、何やら今回は負傷している身を嘆なげいているようにすら見えてしまう。

　同時に俺は、ルド＝ルウがからくもジーダに勝利したことと、シン＝ルウがジザ＝ルウに惜せき敗はいしたことも、その場で知ることになった。

「シン＝ルウも、相手が悪かったな。ドンダ＝ルウやダン＝ルティムには及およばないまでも、やはりジザ＝ルウは卓越した狩人だ」

「ってことは、準決勝に進んだのはジザ＝ルウとガズラン＝ルティム、ルド＝ルウとミダか」

　ミダ以外は、すべて前回と異なる顔ぶれだ。

　しかし、それと同時に、全員が前回の勇者でもある。ドンダ＝ルウとダン＝ルティムとアイ＝ファが抜けた分、シン＝ルウとジーダとギラン＝リリンが勝ち進むことになったわけだが、それらの人々を退けて、その四名が準決勝進出を決めたということだ。これだけ結果がぶれないということは、みんな運や偶ぐう然ぜんではなく実力で勝ち進んでいる、ということなのだろう。

（で、サンジュラなんかはそのルド＝ルウと互ご角かくぐらいで、カミュアはさらにその上を行くって評価なんだもんな。町の人間なのにそんな力を持つあの二人も、なんだか化け物じみてるなあ）

　ともあれ、太陽はだいぶん西に傾かたむいてきている。

　力比べの決着も祝しゆく宴えんの開始も、もはや目前に迫せまっているのだった。
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　明々と燃える儀ぎ式しきの火の前に、ミーア・レイ母さんとヴィナ＝ルウに付つき添そわれたジバ婆さんが立っていた。その枯かれ枝えだのような指先には、香こう草そうの煙けむりで清められた祝福の草くさ冠かんむりが掲かかげられている。

　百余名の眷族が見守る中、ジバ婆さんの前で頭を垂れているのは、ジザ＝ルウであった。

　ジザ＝ルウはミダに勝利し、ガズラン＝ルティムはルド＝ルウに勝利し――そうして、おたがいの父親が参加できなかった力比べの決勝戦はその息子たちによって執り行われ、それにジザ＝ルウが勝利したのである。

「……あまたある狩人を退けて、森にその強き魂たましいを示したルウの家の長ちよう兄けいジザ＝ルウに、祝福を捧ささぐ……」

　ジバ婆さんの手から祝福の草冠がジザ＝ルウに捧げられると、百余名の同どう胞ほうたちは天地を揺ゆるがすような歓かん声せいをあげた。

　ジザ＝ルウは立ち上がり、普段通りの柔にゆう和わな表情でその祝福に応こたえる。そうしてジザ＝ルウは背後に築かれたやぐらの上にのぼっていき、ジバ婆さんはゆっくりと退いていった。

　その両名に代わって、左ひだり腕うでを吊つったドンダ＝ルウが儀式の火の前に立つ。

「それでは、収しゆう穫かくの宴を開始する！　ルウの血族よ、森に感謝の念を捧げ、その恵めぐみを己おのれの血肉にするがいい！」

　再びの大だい歓かん声せい。

　いくつものかがり火に照らされた広場の中に、とてつもない熱気と生命力が渦うずを巻いている。人々は、果実酒の土ど瓶びんを振り上あげながら、感謝の言葉を森へと捧げた。

　宴の始まりである。

「よし、それじゃあどんどん肉を切り分けていきますね」

　ついさきほどまで火にかけられていた『ギバの丸焼き』は、ゴヌモキの葉を敷しきつめた板の上に移動させられていた。

　卓たくはないので、大きな布の敷かれた地べたである。そこに膝ひざをついた俺は、湯気をたてている肉塊を前に、鉄串と肉切り刀を取り上げた。

　広場では、あちこち同じように料理が準備され、そして、それとは別に人々が腰こしを落ち着けることができるように敷しき物ものが敷かれていた。料理のそばには山のように木皿が積まれており、おのおのがお好みの料理を取り分けられるようになっている。いわゆる、バイキング形式だ。

　幸いなことに、宴が始まると同時に、俺のもとにも大勢の人々が殺さつ到とうしてくれた。やはり『ギバの丸焼き』というやつは、視覚的にものすごいインパクトなのであろう。濃こい褐かつ色しよくに焼きあがり、一回りも縮んだギバが、ででんと板の上に載せられているのである。特に幼い子供たちなどは、好こう奇き心しんに瞳を輝かせながらたくさんの数が集まっていた。

　きちんと火が通っているかを確かめるため、ギバの背中にはすでに何筋かの切れ目が入れられている。今度はそれと垂直になるように刀を入れて、俺はまず背中のロースを切り分けていった。

　完全に水分を失った表面の皮は、さくりさくりと軽い音色とともに切れていく。皮と肉の間にある分厚い脂し肪ぼうも水気と脂あぶら気けが抜ぬけて、ゼラチンのごとき質感になっているようだ。さらにその下に眠ねむる肉も、しっとりとやわらかい。普ふ通つうに焼いた肉よりも、格段にやわらかい質感である。

　森辺の狩人は肉にやわらかさなどは求めていないが、それでも炙り焼きならではの美お味いしさというものを伝えることはできるだろう。四角く大きく切り分けたその肉を、俺はバルシャの差し出した木皿の上へと移うつし替かえた。

「では、こちらは族長のドンダ＝ルウに、こちらは力比べで優勝したジザ＝ルウにお願いします」

「はいよ」と気安くうなずいて、バルシャはやぐらのほうに歩いていく。それを横目に、俺は子供たちへと笑いかけた。

「お待たせしたね。それじゃあ今度は、みんなの分を切り分けるよ」

「わーい！」と子供たちがはしゃいだ声をあげる。あとはもう、ひたすら肉の切り分けであった。

　背中ばかりでなく、足や尻しりからも肉を切っていく。内臓を抜いただけの肉塊であるが、固い筋もやわらかくなって、骨からもするりと肉が外れてくれるので、思いのほか手こずることもない。ひっきりなしに人はやってくるので、三十キロ見当の肉も見る見る内に減じていった。

「そのままの味が堪かん能のうできたら、こっちの調味料も使ってみてください」

　言いながら、俺は切り分けた肉にその調味料をかけてみせた。

　片方は、タウ油と砂糖と果実酒をベースにした甘あま辛からいタレで、もう片方は、レモンのごときシールの果か汁じゆうとママリア酢すとタウ油をベースにしたポン酢ずもどきである。

　モモとバラにそれらの調味料をかけた皿を、またバルシャに託たくす。ジザ＝ルウはしばらくやぐらから動けぬ身であるし、ドンダ＝ルウも自分の席から動く様子はなかったので、こうして配はい膳ぜんする必要があったのだ。

「ああ、どれこもこれも美味しいねえ。どうして普通に焼いた肉よりも美味しいんだろう？」

　顔は知っているが名前を知らないルウの分家の女衆が、そんな風に笑いかけてきた。アイ＝ファの差し出す木皿に次々と肉を載せつつ、「確かに不思議な話ですよね」と俺も笑顔を返してみせた。

「違うのはただ一点、熱を通す時間の長さだけです。じっくり炙り焼きにすることで、このやわらかさと味わいが生まれるのですよ」

　水気と脂気がほどよく抜けたことによって、ただ焼きあげるのとは異なる食感が生まれている。それに、旨うまみもぞんぶんに凝ぎよう縮しゆくされているだろう。なおかつ、全身の部位を一度にあますことなく味わいつくすことができる。これこそ丸焼きの醍だい醐ご味みであった。

　タレやポン酢を準備したものの、それが不要なぐらいに美味であろう。そして、このダイナミックな外観は宴にこそ相応ふさわしい。ギバの力を我わが身みに取り入れる、という考えを持つ森辺の民の気風にも沿っているはずだ。そういった精神的な作用も、味を高める効果につながっているに違いない。

　そうして十数分ばかりが経過すると、ようやく人ひと影かげもまばらになってきた。みんな、少なくとも一口ずつは行いき渡わたっただろうか。ギバはすでに半分がた骨になっている。

「アイ＝ファもこいつのつまみ食いだけじゃあ物足りないだろう？　こっちは俺ひとりで大だい丈じよう夫ぶだから、他の料理も食べてきたらどうだ？」

「お前は、まだ動けぬのか？」

「うん。これを自分たちで切り分けるのは難しいだろうからさ。切り分けの作業を済ませてから、ゆっくり他の料理を楽しませていただこうかと思ってるよ」

「ならば、私もそれからでよい」

　胸部を包帯で固定されているアイ＝ファは姿勢を崩くずせないため、敷物の上でぴしりと背筋をのばしていた。そろえた両りよう膝ひざに手をのせた、実に凛り々りしきお姿である。

「別に気を使わなくていいんだぞ？　せっかくジバ婆さんも出てきてるんだしさ」

「ジバ婆とは、日中にも言葉を交わすことはできた。……それに今はギバ狩がりの仕事を果たしていないため、それほど空腹になることもないのだ」

「え、そうなのか？　ファの家ではもりもりたくさん食べているじゃないか」

「傷を癒いやすために、食事は必要だからな。しかし、さすがに半月も家に閉じこもっていると、これほどの食事は不要なのではないかと思えてきてしまう」

　それはかまど番たる身としては大いに悲しき発言であったが、アイ＝ファの気持ちもわからなくはなかった。かつて左腕を負傷したときはそれ以外の部位がなまらないように修練を積んでいたアイ＝ファであるが、肋ろつ骨こつを折ってしまった現在は、その修練さえもがかなり制限されてしまうのである。それまでの運動量を思えば、食が細くなってしまうのも致いたし方かたのないところであった。

「同じ調子で食べ続けていては、余分な肉がついてしまう。見よ、それは今の時点でも明らかであろう？」

「ええ？　そうかなあ？」

　そんな気配はまったく感じていなかったので、俺はまじまじとアイ＝ファの姿を見つめてしまった。

　やっぱりどこをどう見ても、以前の通りのしなやかな肢し体たいだ。すらりとしていて、腰がくびれていて、無む駄だな肉などどこにも見当たらない。優美にして力強い、アイ＝ファだけが有する女狩人としての完成された肉体である。

　などと考えていたら、いきなり顔面を手の平で叩たたかれた。

「うぐわ」とのけぞってから視線を戻すと、なぜかアイ＝ファは顔を赤くして山やま猫ねこの目つきになっている。

「……人の姿を、無ぶ遠えん慮りよに見るな」

「理り不ふ尽じんだなあ。見ろと言われたから見ただけなのに」

「やかましい」と、アイ＝ファはそっぽを向いてしまう。

　俺もつられて脈みやく拍はくが上がりそうだったので、中断していた作業を再開させることにした。

　そこに、リミ＝ルウが駆かけ寄よってくる。

「あれー？　まだやってるの？　こっちはみんな、交代で食事を始めてるよー？」

「うん、こっちは俺自身が修練を積まなきゃいけない作業だからさ。他の人にはまかせられないんだ」

「そっかー。それじゃあリミにも、もうひと口ちょうだい！　さっきタリ＝ルウが運んできてくれたけど、すっごく美味しかった！」

「それはよかった。それじゃあ今度は、なかなか食べる機会のない部位をあげよう」

　言いながら、俺はギバの顔面を頭ず蓋がい骨こつから切り剥はがしていった。

　普ふ段だんは毛皮を剥いでしまうので、顔には食せる部分もほとんど残らない。今だって、切り剥がすというよりは、ほとんど削けずり取とっていくような感じだ。

　ただ、カリッと焼けた皮の下には、脂し肪ぼう分ぶんとも何ともつかない弾だん力りよくにとんだ層が潜んでいる。残念ながら耳はだいぶん焦げてしまっていたが、顔の皮というのもミミガーに近い質感であるように思えた。

　リミ＝ルウが持参した木皿に、その削り節ぶしのようになった顔の皮を積んでいく。リミ＝ルウは小首を傾かしげながらそれを口に運んだが、やがてその小さな面に嬉しげな表情をたちのぼらせた。

「ぱりぱりくにゅくにゅで美味しいね！　ギバの皮、リミは大好き！」

「うん、ギバの皮は美味しいよね。普段はなかなか口にする機会もないし。……よし、ついでだから、今の内に頭もやっつけちゃうか」

　頭を胴どう体たいから寸断して、剥がせる肉と皮を剥がしたのち、まずは下した顎あごを取り外す。その中に隠されていた舌も、しっかり熱が通って白く焼きあがっていた。

　ずっしりと食べがいのあるタンである。このボリューム感を損そこなわないていどの厚みに切り分けていき、誰だれでも手に取れるようにゴヌモキの葉に並べていく。

　お次は目玉をくりぬいて、頭蓋骨からは脳も摘てき出しゆつする。お口に合うかは不明であるが、これらは希少な部位なので、数枚のタンとともにポン酢を添えてドンダ＝ルウとジザ＝ルウに献けん上じようさせていただくことにした。

　その間もちらほらと人はやってきていたので、あばらや足の骨からも肉を削そぎ落おとし、肉という肉を提供していく。けっきょく三十分も経たたぬ内に、三十キロサイズのギバは残らず骨がらと化すことになった。

「よし、今日のお仕事は完かん了りようだ！」

「あれ、その皿は？　ドンダ父さんにだったら、リミが持っていってあげようか？」

「いや、これはレム＝ドムの分なんだよ。ザザ家の人たちに見つからないように、隠れているんだ。……アイ＝ファ、こいつだけ先に届けてきたいんだけど、いいかな？」

「うむ、かまわんぞ」

　そうして俺はアイ＝ファとリミ＝ルウの三名連れで、約束の場所に向かうことになった。

　人々は、変わらぬ元気さで宴を楽しんでいる。それらの間をすりぬけて、俺たちはバルシャたちの暮らしている家の裏手に回り込んだ。

「あら、アイ＝ファ、あなたも来てくれたのね」

　と、暗がりの向こうから長身の人影が現れる。

「宴はずいぶん盛り上がっているようね。わたしはもうお腹なかと背中がくっついてしまいそうだわ」

「それは悪かったね。俺も仕事があったからさ。……はい、とりあえずはこいつで飢うえをしのいでくれ」

「あら、たったのこれっぽっち？」

「ルウ家の食事に関しては、ドンダ＝ルウから条件を出されてしまったんだよ。たぶん大丈夫だとは思うけど、料理を運ぶ前に確かく認にんをしておこうと思ってさ」

　レム＝ドムに木皿を受うけ渡しつつ、俺はドンダ＝ルウからの言葉を復唱してみせた。

「この紫の月が終わる前に、ドムの家長と言葉を交わすべし。……この約定を守れるならば、好きに料理を食べていいそうだよ」

「ふうん。この月の間にディックと和解せよ、という意味ではないわよね？」

「うん。とにかく一回きちんと顔をあわせて、おたがいの心情を確認しあえってさ。ドンダ＝ルウはドム家の内情に干かん渉しようするつもりはないらしいけど、やっぱり家族が離れて暮らしていることには賛成できないんじゃないかな」

　血の縁を重んずる森辺の民ならば、それは当然のことと思える。

「わかったわ」と、レム＝ドムは肩かたをすくめた。

「わたしなんて、もうふた月近くもドムの家を離れているのだものね。その間にこれほどの力をつけることができたのだから、そろそろいい頃合いだわ」

「ディック＝ドムは、レム＝ドムの願いを聞き届けてくれるのかな」

「どうかしらね。まあ、無理ならいよいよドムの氏を捨てる他ないわ」

　レム＝ドムの言葉に、アイ＝ファがぎゅっと眉まゆをひそめた。

「レム＝ドムよ、家族を捨てるというのならば、お前は何のために狩人となるのだ？　狩人は、まず何よりも家族のために自分の仕事を果たしているのだぞ？」

「あら、アイ＝ファだってすべての家族を失った後も、狩人としての仕事を果たしていたのでしょう？　たとえ家族がいなくとも、狩人としての誇ほこりを胸に生きていくことはできるはずだわ」

　強い口調で言ってから、レム＝ドムはふっと口もとをほころばせる。

「わたしだってディックのことは愛しているし、分家や血族たちのことを大事に思っている。それでもわたしは、わたしの気持ちを殺さぬままに生きていきたいの。……それが許されないことなら、きっと森がわたしの魂を召めすでしょう」

「そうか」と、アイ＝ファは首を振った。

「そこまでの覚かく悟ごが固まっているのならば、もはや止めはすまい。己の信ずるままに生きるがいい」

「うん、ありがとう。……初めてアイ＝ファがわたしの気持ちを心から認めてくれたような気がするわね」

　レム＝ドムは、嬉しそうに微笑ほほえんだ。普段のシニカルで色っぽい笑い方ではなく、子供みたいに無む邪じや気きな笑顔だ。

　が、その笑顔が途と中ちゆうで凍こおりついてしまう。

　それを見て、アイ＝ファはけげんそうに後方を振り返かえった。

「……こんなところに隠れていたのですね、レム＝ドム」

　家の陰かげから、女衆のほっそりとした姿が現れる。長い髪をひとつの三つ編みにして右みぎ肩かたに垂らした、目つきの鋭するどい女衆――スフィラ＝ザザである。

「あなたなら、きっと狩人の力比べを盗ぬすみ見みているのだろうと思いました。……ようやく会えましたね、レム＝ドム」

「ス、スフィラ＝ザザ……」

　上ずった声で言いながら、レム＝ドムが後ずさる。彼女がこれほどまでに我を失う姿を見るのは、これが初めてのことであった。

「まったく、あなたという人は……！」

　と、スフィラ＝ザザが弾だん丸がんのような勢いで駆け寄ってくる。

　俺おれたち三名の前を素す通どおりして、スフィラ＝ザザはレム＝ドムに躍おどりかかった。

「ドムの家をふた月も離れるなんて！　どうしてあなたはそんな風に、他者の気持ちをかえりみずにいられるのですか!?」

「うわ、ちょっと……だ、黙だまって見てないで、誰か助けてよ！」

　レム＝ドムはそんな風にわめいたが、スフィラ＝ザザのほうに悪意は感じられなかった。いや、悪意どころか彼女はレム＝ドムの胸に取りすがり、やがてしくしくと泣き始めてしまったのである。

「わたしたちが、どれほど心配したことか……女衆としての生を捨てて、狩人として生きたいだなんて……そんなの、わたしには絶対に耐えられない……」

「な、何であなたに泣かれなきゃならないのよ！　放してってば、スフィラ＝ザザ！」

　スフィラ＝ザザはいやいやをするように首を振り、レム＝ドムの身体を抱だきすくめる。レム＝ドムであれば力ずくで逃にげ出だすことも容易であるはずであったが、彼女はそうする代わりに困こん惑わくの表情で天を仰あおぎ、深々と溜ため息いきをついた。

　しばしその光景を見つめてから、リミ＝ルウがくいくいとアイ＝ファの腰あてを引っ張る。

「ねー、リミ、またお腹が空いてきちゃったー」

「そうだな。我々は宴に戻るか」

「アイ＝ファ！　わたしを見捨てるつもり!?」

「見捨てるもへったくれもない。それもまた、お前が思いのままに生きるための試練なのであろう、レム＝ドムよ」

「薄はく情じよう者もの！」とわめくレム＝ドムとスフィラ＝ザザをその場に残し、俺たちは広場に戻ることになった。

　気の毒に思わないこともないが、余よ所その家の人間が口出しをできる話でもないのだろう。アイ＝ファの言う通り、レム＝ドムは家族や血族を説得できない限り、自分の信ずる道を進むことはかなわないのである。

「あれだけ自分のことを思ってくれる血族がいるのだ。幸せな話ではないか」

「そうだよねー。スフィラ＝ザザって、すっごく情が深いと思うよ！」

　というわけで、俺とアイ＝ファはついにルウ家のご馳走を食することになった。俺は何ひとつ手を出していない、ルウ家とその眷族だけでこしらえた心こころ尽づくしの料理である。

　一番手近な集まりに近づいていくと、急ごしらえのかまどで温められた鉄てつ鍋なべを中心に、ルティム家の人々が談だん笑しようしていた。

「おお、アスタとアイ＝ファではないか！　ひさしく姿を見ていなかったな！　さっきの肉はとてつもなく美う味まかったぞ！」

　ダン＝ルティムには、あえて骨から外さなかったあばら肉がアマ・ミン＝ルティムの手によって配膳されたはずだ。

　その場には、ガズラン＝ルティムやアマ・ミン＝ルティムばかりでなく、長老たるラー＝ルティムやひさびさのモルン＝ルティムまで、ルティム本家の人々が勢ぞろいしていた。

　ひと月ぶりに見るモルン＝ルティムは、相変わらず元気そうであった。ころころと丸っこい身体つきをした、十五歳の少女である。父親のダン＝ルティムとは、くりくりとしたどんぐりまなこがよく似ている。その明るくて朗ほがらかな笑顔にも、まったく変わりはないようだった。

「おひさしぶりです、アスタ。こちらは汁しる物もの料理ですが、お召し上がりになりますか？」

「ありがとう、モルン＝ルティム。是ぜ非ひいただくよ」

　これはレイナ＝ルウとシーラ＝ルウが独自で開発した、とっておきのシチューであった。

　ギバのロースをいったん照り焼きにしてから、タラパ主体のスープで煮に込んでいる。そのスープも、かつて俺が作製したものを土台にしてはいるのだろうが、今ではまったく異なる味わいに仕上げられているのである。

　使用食材は、タラパとアリアとミャームーと、それに砂糖や果実酒、ピコの葉やチットの実、さらには各種の香草まで使い、イタリアンとエスニックの中間みたいな味に仕上げられている。

　酸味と甘みと辛からみのバランスが絶ぜつ妙みようで、そこにポイタンでとろみが加えられているのだ。それに、照り焼きだけではギバ肉の出だ汁しを取れないため、こまかく刻んだ色んな部位のギバ肉が投じられてもいる。

　そして肝かん心じんのギバの照り焼きは、タウ油とパナムの蜜みつを配合したタレで焼かれており、そこから溶とけた味が、またこの料理に深みを与えているのだろう。一歩まちがえたら城下町の料理のように複雑な味わいになりそうなところを、ぎりぎりのラインで踏ふみとどまっている、という印象である。何にせよ、ヴァルカスとの出会いがレイナ＝ルウたちに影えい響きようを与えたことは間ま違ちがいないようだった。

　具材のほうも、定番のアリアやティノやネェノンの他に、ルッコラのようなロヒョイ、パプリカのようなマ・プラ、ズッキーニのようなチャンが使われている。レイナ＝ルウたちは、これを明後日から『ギバのモツ鍋なべ』とローテーションで売りに出す計画でいた。そのために、「城下町の食材を使ってその味を知らしめてほしい」というポルアースの要望にも応えているのだ。

　これだけたくさんの食材を使っていながら、まったく味はぶつかっていない。たしかレイナ＝ルウたちはマイムと出会った頃ころからこの料理の研けん鑽さんを始めていたはずなので、それを思えば二ヶ月がかりで味を追求していたことになるのだった。

　そう、だからきっと、食材の味を活いかしきる、というマイムとミケルの信条からも、強い影えい響きようを受けているはずだ。ヴァルカスから受けた衝しよう撃げきとマイムから受けた衝撃が、そのままこの鍋の中でせめぎ合っているような、そんな印象さえ感じられた。

　なまじ俺のように別の土台を持つ人間よりも、食文化の未発達であった森辺の女衆のほうが、スポンジのごとき吸収力を備えているものなのかもしれない。まだまだ試し行こう錯さく誤ごの段階とはいえ、そういった強い意欲とチャレンジ精神を感じさせる、これはレイナ＝ルウたちの力作なのだった。

「これは素晴らしい料理ですね。あまりわたしたちには馴な染じみのない食材をこれだけたくさん使っているのに、それらがとても強い力を与えてくれるように感じられます」

　アマ・ミン＝ルティムは、そのように述べていた。

　たとえヴァルカスの影響があろうと、レイナ＝ルウたちも「同胞のために」という思いを一番に据すえているのだろう。だからこそ、これほどさまざまな食材を使いながら、あまり突とつ飛ぴな味にはならず、どこか優やさしげで、それでいて力強い味わいに仕上がっているのだ。

　これほど入念に計算しつくされた料理を、他の女衆が再現することは難しいかもしれない。そういう意味で、これは「森辺の料理」と呼んでいいのかはわからなかったが、しかし間違いなく「レイナ＝ルウとシーラ＝ルウの料理」であった。

「わたしが集落を離れている間に、レイナ＝ルウたちはずいぶん腕うでを上げてしまったのですね。わたしは心底から驚おどろかされてしまいました」

　モルン＝ルティムも、楽しげに微笑んでいる。ひと月ぶりに家族と再会できて、彼女はとても幸福そうに見えた。

　もちろん、それを迎える家族のほうも同様である。ダン＝ルティムなどは言うに及ばず、常に厳しい面おも差ざしをした長老のラー＝ルティムも、普段よりはいくぶん穏おだやかな目つきをしているように感じられた。

「ガズラン＝ルティムよ、私はあなたの成長に驚かされることになった」

　と、しばらくルティム家の面々と談笑していると、やがて珍しくもアイ＝ファがそのような声をあげた。

「わずか数ヶ月で、これほどの力をつけることもできるのだな。前回の収穫祭の折とは、まるで別人であるかのようだった」

「しかしそれでも、ジザ＝ルウには届きませんでした」

　ガズラン＝ルティムは静かに微笑みながら、そのように答える。

「私もこれまでで一番の力を出せたと思うのですが、ジザ＝ルウはさらなる高みに達していたのです。力比べで敗れてこれほど口くち惜おしく思ったのは初めてかもしれません」

「それはしかたのないことだ！　今回ばかりは、ジザ＝ルウも負けられない立場であったろうからな！」

　と、果実酒の土瓶を片手に、ダン＝ルティムが愉ゆ快かいげに言う。

「何せ今回は、ドンダ＝ルウが力比べに参加できなかったのだ！　そんな中で、次代の家長と定められているジザ＝ルウは、眷族の誰にも負けたくない、という心情であったのだろう。ルウ家は親筋であり、しかも今では族長筋となってしまったのだから、なおさらにな！」

「では、ジザ＝ルウも私と同じように、強き力を持つ父が不在であったために、これまで以上の力を出すことができたというわけですか」

「当然だ！　そしてガズランにも相応の覚悟があったのであろうが、ジザ＝ルウにはそれ以上の覚悟が課せられていた。親筋たるルウは子たるルティムに弱みを見せられないという、ほんのちょっぴりの覚悟の差が勝負を分けたのであろう！」

　笑いながら、ダン＝ルティムは愛息の背中をばんばんと叩いた。

「しかし、あれは血がわきたつような勝負であったぞ！　俺はお前さんのような息むす子こをもてたことと、ルウ家のように強い親をもてたことを、同じぐらい誇らしく思う！　なに、これからいくらでもジザ＝ルウとは手合わせをできるのだから、いずれ口惜しさを晴らすことはできよう！」

　いずれはドンダ＝ルウもダン＝ルティムも狩人の仕事から完全に身を引き、ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムらが一族を導いていくことになるのだ。

　たとえそれが五年後であっても十年後であっても、必ずその日がやってくる、ということに変わりはない。俺にはまったく想像することさえ難しかったが、家長の座から退いたダン＝ルティムとそれを受け継ついだガズラン＝ルティムには、より現実感をともなって、そのような未来が見えているのかもしれなかった。

　ドンダ＝ルウやジザ＝ルウは、どのような思いでこの時間を過ごしているのだろう。

　俺たちはルティム家の人々に挨あい拶さつを述べ、さらなる料理とさらなる人々との交流を求めて、その場を離はなれることにした。
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　ルウ家の料理は、どれもこれも素晴らしい出で来き栄ばえであった。

　それに加えて、品数もかなりのものである。

　森辺の民たみがこよなく愛する『ギバ・カツ』を筆頭に、『ミャームー焼き』や肉団子、甘辛いタレをまぶしたスペアリブ、バラ肉とナナールのソテー、どっさりと野菜を使った肉野菜炒いため、マッシュチャッチ、干しキキとシィマのサラダなどなど、実にさまざまなメニューが取りそろえられていたのだ。

　その中で、俺が興味をひかれた料理がふた品ほどあった。

　その一つは、ギバのロースの香こう味み焼きである。

　俺が『ギバ・カレー』で使用している八種の香草の内、特に辛みと香かおりの中心を担になっている三種の香草をまぶして焼いた料理だ。かなりカレーに近い風味で、それがギバ肉の強い脂あぶらをいい感じに中和している。これもまた、レイナ＝ルウたちのオリジナル料理なのだった。

　もうひと品のオリジナル料理は、バナーム産の白い果実酒を使用した煮込み料理だ。

　調味料にはタウ油や砂糖を使っており、隠かくし味あじていどに白ママリアの酢も使っているらしい。どちらかといえば甘あまみを強調した料理で、シンプルながらも果実酒の香りが芳かぐわしい。「まだまだ研鑽が必要です」とレイナ＝ルウは述べていたが、俺は十分に美味しくいただくことができた。

『照り焼き肉のシチュー』は再現の難しい料理であるが、これらの料理は他の女衆でもすぐに体得することができるだろう。何よりも、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウがそうしてじょじょに独自性を打ち出してきたことが、俺にはとても嬉うれしかった。

　さらに特筆すべきは、リミ＝ルウの手によるデザートまでもが広場の片かた隅すみに準備されたことであろう。カロン乳を使ったチャッチ餅もちと蒸むしプリン、そしてトゥール＝ディンから触しよく発はつされたのであろう甘いポイタンの焼き菓が子し、という三種のメニューである。他の料理に比べればささやかな分量であったが、女衆や子供たちは大喜びでそちらの一画にも群がっていた。

「ああ、アスタにアイ＝ファ、ようやく会えたな」

　と、それらの料理に舌した鼓つづみを打っていた俺たちのもとに、男女の人影が寄ってくる。それは、ラウ＝レイとヤミル＝レイであった。

「いったいどこに隠れていたのだ？　俺はずっとお前たちを捜さがしていたのだぞ！」

「あ、そうなのかい？　いったい何のご用事なのかな？」

「用事がなければ、友と会うこともできないのか？　ずいぶん水みず臭くさいことを言うではないか！」

　と、ラウ＝レイが俺にスリーパーホールドを仕し掛かけてくる。

「あいたたた！　痛いよ、ラウ＝レイ！　……もしかしたら、酔よっているのかな？」

「今日は宴うたげだぞ！　酔っていて悪いことがあるか！」

　それは正論なのかもしれないが、俺としては大事な頚けい骨こつを守らねばならなかった。ラウ＝レイが力加減を忘れたら、俺の首など一いつ瞬しゆんでへし折られてしまうことであろう。

「おい、いくら酔ってもかまわぬが、私の家人に手を出すな」

　アイ＝ファが低い声で言い、ラウ＝レイの手首をつかみ取る。

　俺を解放したラウ＝レイは、猟りよう犬けんのような目でアイ＝ファを見み据すえた。

「……何だか前の収しゆう穫かく祭さいでも、このようにたしなめられた覚えがあるな。お前はいささかアスタに甘すぎる気がするぞ、アイ＝ファよ」

「家人を守るのは家長のつとめだ。お前こそ、狩人ならぬアスタを乱暴に扱あつかいすぎであろう」

　アイ＝ファはアイ＝ファで山猫のような目つきになってしまい、何やら剣けん呑のんな雰ふん囲い気きである。

　リミ＝ルウはちょっと心配そうな表情になり、ヤミル＝レイは仏ぶつ頂ちよう面づらで肩をすくめている。

「……いまだ狩人としての仕事も果たせぬ身でありながら、ずいぶんな迫はく力りよくだな、アイ＝ファよ」

「手傷を負った身でも、酔すい漢かんを叩きのめすことぐらいは容易たやすいぞ、ラウ＝レイよ」

「そうか、お前はルド＝ルウにも劣おとらぬ狩人の目を持っているのだったな、アイ＝ファ」

　ずいっとラウ＝レイが進み出て、アイ＝ファのほうに顔を寄せる。

「ならば、教えてくれ。俺はそんなに力が足りていないのか？」

「なに？」

「前回の力比べでは、お前に敗れることになった。今回の力比べでは、シン＝ルウとミダに敗れることになった。自分より小さな相手にも大きな相手にも勝てないのだったら、俺はいったいどうしたらいいのだ？」

「身体の大きさなど、強さの一つの要因に過ぎない。お前とて、ルウの血族では指折りの狩人であろう」

「しかし俺は、ドンダ＝ルウにもダン＝ルティムにも勝てたことはない。ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムも、そちらに近い力を身につけてしまったようだ。それでシン＝ルウやミダにも勝てなかったら、ルド＝ルウにもダルム＝ルウにもかなわないということになってしまう。それではあまりに、情けなさすぎるではないか！」

　ラウ＝レイは駄だ々だっ子このように言い、さらにアイ＝ファへと迫り寄る。が、アイ＝ファはじょじょに平静さを取り戻もどしつつ、そんなラウ＝レイから同じ距きよ離りだけ身を引いた。

「お前がいま名前をあげたのは、それこそルウの一族でも卓たく越えつした力を持つ狩人ばかりだ。少なくとも、ミダやシン＝ルウと比べてそこまで見み劣おとりするわけではないのだから、何も恥はじる必要はあるまい」

「だけど、ジーダだってルド＝ルウに近い力を持つようだったし、ギラン＝リリンなどはガズラン＝ルティムと互角の勝負をしていたぞ！　……そして俺は、森の主を討とう伐ばつする際にも、確たる手て柄がらをあげることはできなかった！」

「だからそれは――」

「森の主にとどめを刺さしたのはお前だったな、アイ＝ファよ。そしてお前は、ダン＝ルティムとも互角の勝負をすることができた。お前はどうして、そこまでの力を身につけることができたのだ？　俺は――俺は、もっともっと強くなりたいのだ！」

　ラウ＝レイはもはや、アイ＝ファにつかみかかりそうな勢いであった。

　だけどアイ＝ファは、ますます穏やかな眼まな差ざしになっていく。
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「それは以前にも答えたはずだ。私やルド＝ルウは強き父を持つことで、おのれの弱さを口惜しく思うことになった。その口惜しさが、私たちに力を与あたえたのだ。……そしてこのたびは、シン＝ルウやガズラン＝ルティム、それにきっとジザ＝ルウなども同じような思いを胸に、力比べに挑いどんだのだろうと思う。だからこそ、あのようにこれまで以上の力を発揮することがかなったのであろう」

「それじゃあ、俺は――！」

「お前は、いま同じ思いを抱くことになった。お前は、これから強くなるのだ」

「……そうなのかなあ……」

　と、ラウ＝レイはがっくり肩を落とす。

　ラウ＝レイがこんなに力ない姿をさらすのは、きっと初めてのことであっただろう。

「元気だしなよー。ラウ＝レイだって、二回連続で勇者になったんだよ？　きっと今日もたくさん嫁よめ入いりの申し出があるんじゃないかなー」

　ようやく険悪な空気が去ったことを嬉しく思っている様子で、リミ＝ルウが明るい声をあげる。しかし、ラウ＝レイの顔はいっこうに晴れなかった。

「嫁入りか……今はそんな気持ちにもなれないな。どうせアイ＝ファやヤミル＝レイほど美しい女衆など、そうそういないのだろうし」

　たちまちアイ＝ファは眉を吊り上げ、ヤミル＝レイはそっぽを向く。

「俺はふてぶてしい女衆が性に合うのかな。やたらとこいつらが美しく思えてしまうのだ」

「あ、あのねえ、ラウ＝レイ――」

「しかしアイ＝ファは狩人なのだから、嫁よめに取ることもできん。いっそヤミル＝レイを嫁に取るべきなのだろうか」

「いっそ扱いで嫁にされるほうはたまったものではないわ。だいたい、レイ家の他ほかの人間がそのようなことを許すはずもないでしょうよ」

「そんなことはないぞ。少しばかり年をくっているからといって、そのようなことを気に病やむ必要はない。俺とだって、せいぜい四つぐらいしか離れていないのだろう？」

「誰も年のことなどを気にしているのではないわ」

　ヤミル＝レイは冷たく言い捨て、優ゆう雅がな仕草で俺たちに背を向けた。

「これ以上この場に留とどまったら、またファの家との縁えんがこじれてしまいそうね。アスタたちはまだロクに料理も食べていないのでしょう？　こんな酔よっ払ぱらいは捨て置いて、空腹を満たすべきだと思うわ」

「おい！　家長が力を失っているのだから、それを支えるのは家人のつとめだろうが！」

　というわけで、レイ家の二名は仲良く言い争いながら人ひと混ごみの向こうへと消えていったのだった。

　いくぶん毒気を抜かれた体で、俺はアイ＝ファとリミ＝ルウを振ふり返る。

「えーと……確かにまだまだ腹六分目だから、宴の料理を楽しませていただこうか」

「うん、食べよー食べよー！」

　それなりに時間は経過していたが、まだまだ宴は終わる気配もない。酒気と熱気で頬ほおを火ほ照てらせた人々の間をかきわけて、俺たちは広場を進軍した。

　敷物に腰を落ち着けている者もいれば、立ったまま肉をかじっている者もいる。果実酒の土瓶が酌くみ交かわされ、どこかからは草笛の音色も響ひびき、いよいよ宴もたけなわという様相である。

　もともと買い溜だめていたものに加えて、屋台のための木皿まで総動員させているので、器うつわにも不足はないようだ。水みず瓶がめの準備もしてあるので、足りなくなったら洗って再利用すればいい。好きな料理を思い思いに食べられるバイキング形式もだいぶん板についてきたようで、どこにも混乱は見られなかった。

（みんな、本当に楽しそうだな）

　とある敷物では、レイナ＝ルウを中心にして大勢の女衆が輪を作っていた。料理に関して、あれこれ質問をぶつけられているのだろうか。その輪を遠巻きにして若い男衆らがたむろしているのは、ひょっとしたらレイナ＝ルウが解放されるのを待ちわびているのかもしれない。

　また、その隣となりの敷物では、シン＝ルウとララ＝ルウがひっそりと身を寄せ合っている。が、その二人の前に膝を折り、何やらシン＝ルウへと熱っぽく語りかけている若わか衆しゆがおり、ララ＝ルウはちょっと不ふ機き嫌げんそうな様子であった。

　距離があるのではっきりとは見て取れないが、ずいぶん小こ柄がらな若衆である。直感的に、それはディム＝ルティムなのではないかと俺には思えた。

　ディム＝ルティムは、ルティムの分家の若衆である。ダバッグへの小旅行の際には護衛役を受け持ってくれたので、俺としても記き憶おくに強く残されている。

（何かシン＝ルウの闘たたかいっぷりに感ずるところでもあったのかな。そういえば、ディム＝ルティムも自分の未熟さを苦にしていたみたいだったし）

　しかしディム＝ルティムは、まだ狩人になりたての十三歳さいだ。いまひとつ想像し難にくいが、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムにだって幼き時代はあったのだから、そうした先人たちの切り開いてきた道を、今後はシン＝ルウやディム＝ルティムたちが受け継いで、邁まい進しんしていくのだろう。

　さらにその向こう側には、肉をかじりながら闊かつ歩ぽしているレム＝ドムの姿が見えた。とても不機嫌そうな表情で、逆側の腕にはスフィラ＝ザザをぶら下げている。儀ぎ式しきの火のほうに向かっている様子なので、ドンダ＝ルウに挨拶に行く途と上じようであるのかもしれなかった。

「あ、ヴィナ姉だ！　こんなところで、何やってんの？」

　と、リミ＝ルウがてけてけと駆けていく。ヴィナ＝ルウは少し人の輪から外れた薄うす暗くらがりで、ひとりぽつねんと立ちつくしていたのだった。

「ああ、リミ……それに、アスタとアイ＝ファも……ううん、何をしているってわけでもないんだけどねぇ……」

　そんな風に言いながら、ヴィナ＝ルウはあらぬ方向に視線を向ける。

　さらに薄うす暗ぐらい広場の端はしっこで、何やら二つの人影が言い争っているような様子であった。ラウ＝レイたちではない。もっと身長差のある男女の影だ。

「ん？　あれってダルム＝ルウとシーラ＝ルウですか？」

「そう……何だか人目を集めてしまいそうだったから、わたしがあそこまで引っ張り出したのよぉ……」

「いったいどうしたんです？　何やら不ふ穏おんな雰囲気のようですが」

「うん、不穏よねぇ……わたしとダルムが果実酒を楽しんでいたら、シーラ＝ルウが飛んできて……傷を負った身ならばお酒はひかえるべきだって話になっちゃったのよぉ……」

　ダルム＝ルウは森の主との戦いで、右の手の平の皮がべろりと剥むけてしまったのである。いったいどれほど盛大に剥けてしまったのか、けっきょくギバ狩りの仕事を再開させることもできないまま収穫祭を迎むかえ、力比べさえも辞退することになってしまったのだった。

「ダルムはもう半月も果実酒を我が慢まんしてたから、ちょっとぐらいならいいかなあと思って、わたしがすすめちゃったのよねぇ……わたしはどうしたらいいのかしらぁ……？」

「うーん、別にいいんじゃない？　飲むって決めたのはダルム兄なんだから、ヴィナ姉が気にすることないよー」

　そんな風に言ってから、リミ＝ルウはにっこりと微笑んだ。

「それに、シーラ＝ルウだってダルム兄を心配してるだけなんだし！　言いたいことをきちんと言えるのは、きっといいことなんじゃないかなー」

「そうかしらぁ……」と、ヴィナ＝ルウは額にしなやかな指先を当てる。

　すると、賑にぎやかな広場の中央から、また大小の人影が近づいてきた。が、こちらは女性のほうが大おお柄がらのコンビだ。

「こんな隅すみっこで何をしてるんだい？　よかったら、あたしたちもまぜておくれよ」

　バルシャとジーダの親子である。二人とも木皿を携たずさえており、ジーダは歩きながらロースの香味焼きをかじっていた。

「やあ、ジーダ。今日は大変な一日だったね」

　あまり男女のデリケートな話を広めてしまうのも何かと思い、俺はそのように挨拶をしてみせた。黙もく々もくと肉をかじりつつ、ジーダはこくりとうなずいてくる。

　ジーダも狩人の衣ころもを外していたため、普段よりいっそう小さく見えてしまう。きっとヴィナ＝ルウより小柄なぐらいであろう。目算で身長は百六十センチていど、体形も至し極ごくほっそりとした少年なのである。

　ぼさぼさの蓬ほう髪はつは火のように赤く、黄色く光る瞳ひとみはいささか獣けものめいている。が、本日は仏頂面の度合いがやや穏やかで、十四歳という年ねん齢れい相応に見えた。

「お前も今日は、見事に力を示すことができたな。ルド＝ルウはなかなか腕を上げたようだが、それにも遜そん色しよくがないように見えた」

　アイ＝ファが言うと、口の中身を呑のみくだしてから、ジーダはけげんそうに小首を傾げる。

「狩人の力比べというのは、森に力を示す神聖な行こう為いであるそうだな。しかし、刀も弓も使わずに、どうやって狩人としての力を示しているのか、そんなこともわからぬまま、俺はあのような場に引っ張り出されてしまったのだ」

「ふむ。狩人の力比べというのは、おのれの身に備わった力を惜おしみなく振り絞しぼりつつ、相手を傷つけぬように心を律するべきものだ。お前はしっかりとその力を示すことができたと思うぞ、ジーダよ」

「……やっぱり、よくわからん」と、ジーダはまた肉にかじりつく。

「ジーダには、弓の遠当てのほうが楽しいんだろうね。ルド＝ルウにはそっちで挑まれたほうが嬉しいんだろう？」

　バルシャは愉快そうに言い、ジーダはうるさそうにそちらを振り返る。

「あれだって、ルド＝ルウがしつこく挑んでくるから相手をしているだけだ。あいつはどうして俺にばかり、ああしてうるさくつきまとってくるのだろう」

「それはきっと、ジーダがルド＝ルウより年下のせいじゃないかな。なかなかその若さでルド＝ルウに匹ひつ敵てきするような狩人はいないんだろうしさ」

　と、俺が口をはさんでみせる。

「そういえば、ルド＝ルウはもうすぐ十六歳になるらしいけど、ジーダの誕生日はいつなのかな？」

「……俺は森辺の民ではないのだから、そのようなものは持っていない」

「うん？　どういうこと？」

「ああ、森辺の民には生誕の日ってやつが存在するらしいね。でも、西の王国には自分の生まれた日を祝う習わしはないんだよ」

　そのように答えたのは、バルシャであった。

「もうすぐ一年が終わるだろう？　そうしたら、みんないっせいに年を取るのさ。そうしたら、ジーダは十五歳で、あたしは三十五歳だね」

「あ、そうだったんですか。それは知りませんでした」

　ならば、リミ＝ルウと同い年のターラも、ひと足早く九歳になるわけだ。

「ちょっと前にはサティ・レイ＝ルウがお祝いをしていたもんね。この収穫祭ってのもそうだけど、厳しい掟おきてばかりじゃなく、なかなか楽しい習わしもあるんだなって、あたしも感心させられたよ」

　そう、藍あいの月にはサティ・レイ＝ルウの生誕の日があったそうなのだ。ララ＝ルウやティト・ミン婆ばあさんのお祝いには呼ばれた俺たちも、その日に呼ばれることはなかった。独自で美味なる料理を作れるようになったためなのか、あるいは伴はん侶りよたるジザ＝ルウがそれを望まなかったためなのか――真相は不明である。

「だけどまあ何にせよ、あたしらはマサラでもまともな人間づきあいはしてこなかったからさ。ルド＝ルウみたいに立派な狩人が目をかけてくれるのはありがたいことだよ。集落に居い座すわることを許してくれたドンダ＝ルウには感謝するばかりさね」

　バルシャが発言するたびに、ジーダはぶすっとした顔になってしまう。しかしそれも、人前で肉親となれあう姿を見せたくはない、というぐらいの気持ちなのだろう。この親子の辿たどってきた複雑な人生を思えば、強いわだかまりもなく、きちんとした関係性を修復できているように見える。

　そんなことを考えていると、薄暗がりのほうからシーラ＝ルウとダルム＝ルウが帰き還かんしてきた。片方は穏やかな表情をしており、片方は不機嫌そうな表情をしている。その対照的なたたずまいを見比べながら、「あらぁ……」とヴィナ＝ルウが気まずそうな声をあげた。

「ようやく話がまとまったのぉ……？　もう大だい丈じよう夫ぶなのかしらぁ……？」

「はい。ご心配をかけてしまって申し訳ありませんでした」

　シーラ＝ルウは、深々と頭を垂れてくる。

　それから、ひかえめながらも力のある眼差しで、真正面からヴィナ＝ルウを見据えた。

「ですがやっぱり、傷の痛む内は酒も毒になると思います。少なくとも、血が完全に止まるまでは、つつしむべきでしょう」

「ごめんなさぁい……もっと深い傷を負ってるっていうラウ＝レイががぶがぶ飲んでいるみたいだったから、大丈夫かなって思っちゃったのよぉ……」

「裂さけた傷口は半月もあればあるていどはふさがるのでしょうが、ダルム＝ルウの場合は新しい皮が肉を覆おおうのを待たなければならないのですから、もっとたくさんの時間が必要なのだと思います」

「ううん……わたしの考えが足りていなかったわぁ……」

　ヴィナ＝ルウは悄しよう然ぜんとうなだれてしまい、ダルム＝ルウはがりがりと頭をかきむしる。

「話は終わったのだから、もう蒸し返すな。俺が酒を遠ざければ、それで満足なのだろうが？」

「……宴で果実酒を口にできないのはおつらいことでしょうが、どうぞご自分の身を大切になさってください、ダルム＝ルウ」

　シーラ＝ルウは切なげにダルム＝ルウを見つめ、「そうだよー」とリミ＝ルウも相づちを打つ。

「そういえば、シーラ＝ルウもさっき果実酒を断ってたもんね。あれって、ダルム兄のために我慢してたんでしょ？　シーラ＝ルウはそこまでしてくれてるんだから、ダルム兄だって我慢しないと！」

　たちまちシーラ＝ルウは真っ赤になってしまい、ダルム＝ルウは困惑の表情になる。

「どうしてそれが、俺のためになるのだ？　それはもちろん、酒くさい息を吐はきながら賢さかしげなことを抜ぬかすようでは、俺も聞く耳を持てなかったかもしれないが……」

「いいから、料理を楽しもうじゃないか！　酒なんか飲まなくったって、今日の料理はどれも絶品だよ？」

　そうしてバルシャに取りなされて、俺たちはぞろぞろと移動することになった。長い寄り道になってしまったが、俺やアイ＝ファも新たな料理を獲かく得とくしに行く途上であったのである。

　とりあえず手近な鍋に寄っていくと、そこでは白ママリア酒の煮に物ものが温められていた。どの料理でも文句はないので、俺たちは各自の木皿にそれをよそった。

「おや、そちらはファの家長アイ＝ファかな？」

　と、そこにいた男衆の一人が、にこやかに笑いかけてくる。

　バルシャと同年代ぐらいの、少し灰色がかった頭をした男衆だ。中肉中背で、目もとの皺しわが優しげな印象である。

「うむ。あなたはリリンの家長であったな」

「おお、俺などを見知ってくれたのか。それは光栄なことだ」

　それではこれが噂うわさのギラン＝リリンかと、俺も視線を向けなおす。そういえば、若わか白しら髪がっぽいこの髪かみの色には見覚えがあった。

「森の主を仕留めるために、そのような手傷を負ってしまったそうだな。アイ＝ファが今回も力比べに加わるようであれば、俺は真っ先に挑ませてもらおうと思っていたのだ」

「あなたは、素す晴ばらしい狩人だ。ガズラン＝ルティムとの手合わせは、実に見事なものであった」

　そのように答えながら、アイ＝ファはじっと相手の顔を見つめ返す。

「それにあなたは、わずか四名しかいないリリンを滅ほろぼすことなく、氏を守ったそうだな。同じ家長として、私は感服させられた」

「なに、懸け想そうした相手が、たまさかルウの眷けん族ぞくであったというだけの話だ」

　それでは、最初にレイ家の女衆を嫁として迎えたのは、この家長本人であったということか。滅びに瀕ひんした氏族の人間がルウの眷族に嫁よめ取とりを願うというのは、なかなかの話である。

「感服すべきは、リリンの家を眷族として迎えてくれたドンダ＝ルウの度量であろう。俺はただ、必死に願っただけに過ぎぬよ」

　そのように言ってから、ギラン＝リリンは俺のほうにも笑え顔がおを差し向けてきた。

「そして、そちらがファの家のアスタだな。これまでもたびたび遠目に姿は見ていたが、このようにやわらかい面おも立だちをした若衆だとは思っていなかった。婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんの際などは、スン家の男衆らを相手に一歩もひかぬ気き迫はくであったしな」

「ああ、懐なつかしいですね。お恥ずかしい限りです」

「何も恥じることはない。誰だれよりも優すぐれたかまど番である上に、狩人めいた胆たん力りよくまでも備えているならば、それは素晴らしいことではないか」

　と、目め尻じりの皺をいっそう深めるギラン＝リリンである。

「実際、アスタのもたらした美味なる料理によって、我々はこれほどの力と喜びを得ることができたのだ。遅おそまきながら、感謝の言葉を述べさせていただきたい。……今日の料理もそのほとんどは血族の女衆らがこしらえたものであるそうだが、そもそもアスタの存在がなければこのような仕事を果たせるようにもなっていなかったのであろうからな」

　そのように言って、ギラン＝リリンは白ママリア酒の煮に汁じるをすすった。

「うむ、実に美味い！　リリンの女衆らも、早くこれほどの力をつけてほしいものだ。そうしたら、俺はこれまで以上にギバを狩かってみせよう」

　それは何だか、知らぬ内にこちらも微び笑しようを誘ゆう発はつされてしまうようなたたずまいであった。

　何か不思議な雰囲気を持った人物である。森辺において、これほどまでに穏やかで、優しげで、包み込むようなやわらかさを有する男衆を見るのは初めてかもしれない。あえて言うならば、一番近いのはサウティの長老たるモガ＝サウティであっただろうか。まだまだ壮そう健けんなる現げん役えきの狩人でありながら、そういった老成した空気がその笑顔からはかもし出されているように感じられた。

（ガズラン＝ルティムやダリ＝サウティなんかは、穏やかで柔にゆう和わだけど、すごく力強いもんな。それに比べると、何ていうか――さらさらと流れる小川みたいな雰囲気だ）

　俺はこんな短い時間で、すっかりこのギラン＝リリンという人物に魅み了りようされることになった。こんな人物が、いったいどうやってミダやジィ＝マァムを打うち倒たおし、そしてガズラン＝ルティムと互ご角かくに近い勝負をしたのか、もっとちゃんと見ておけばよかったなと思ったほどである。

　そういえば、この輪の中にはジィ＝マァムの姿もあった。リリンはマァムからも婿むこを取っているそうなので、それなりのつきあいがあるのかもしれない。

「……俺もファの家長には挑みたかったので、とても残念に思っている」

　と、そのジィ＝マァムが地鳴りのような声で発言する。こちらは二メートル近い巨きよ躯くを持つ、きわめて厳いかつい容よう貌ぼうの男衆だ。

「次の収穫祭にも、ファの人間が招かれることを願っている。それまでに、どうか傷を癒いやしてもらいたい」

「このような傷はもう半月ていどで癒いえるはずだが、収穫祭についてはどうであろうな。血の縁も持たない私たちがそうたびたび訪おとずれるのは、習わしに背そむくことであると思えるが」

「禁きん忌きに触ふれなければ、習わしなどに拘こう泥でいする必要はない。それを言ったら、アスタのような町の人間を家人に迎えることのほうが、よっぽど習わしに背いているではないか」

　そのように言ったのは、ギラン＝リリンであった。とても優しげな笑顔である。

「アイ＝ファがそんな習わしにとらわれなかったからこそ、俺たちはこれほどの喜びを得ることになったのだ。ルウの収穫祭に招かれることを苦痛と感じていないのなら、是非これからも姿を見せてもらいたい。俺たちはみな、ファの家との絆きずなが深まることを嬉しく思っている」

　アイ＝ファは無言のまま、目礼を返した。

　余人にはわかりにくいかもしれないが、アイ＝ファにしては十分に敬意の込められた仕草であった。

「さて、それでは次なる料理をいただきに行こうか。ぎばかつとやらはまだ残っているのかな」

　数名の同どう胞ほうを引き連れて、ギラン＝リリンは立ち去っていく。

　後には、妙みように和なごやかな空気だけが残された。

「リリンの家長って、ずいぶんとぼけた男衆だったのねぇ……名うての狩人と聞いていたから、もっと荒あらっぽい人間なのかと思っていたわぁ……」

「リミは前から知ってたよ！　ドンダ父さんやダン＝ルティムとも仲良しだからねー」

　そうして俺おれたちも、早々に次の料理へと向かうことにした。

　またリリン家の人々と鉢はち合あわせしても何なので、逆の方向へと足を向ける。歩きながら、俺はかがり火に照らされるアイ＝ファの横顔を見つめた。

「ギラン＝リリンって、面おも白しろい人だったな。俺はああいう人、かなり好きだよ」

「そうか。私もギラン＝リリンは尊敬に値あたいする人間だと思う」

　真正面を向いたまま、アイ＝ファは静かにそう言った。

「滅びかけていた氏を守るというのは、生半可なことではない。それは私の父にすらかなわぬことであったし――そして、私にもかなわぬことだ」

「それはまあ、家人の数だけじゃなく、家族構成にもかかってくることだしな。それに加えて俺たちは、ちょっとその、特別な立場に身を置いてしまっているしさ」

　他のみんなに聞かれぬよう、俺は小声で応じてみせる。

「だけどきっと、ファの名前は森辺でも語かたり継がれていくと思うよ。この前なんかは、森の主の討伐であれほどの結果を残せたわけだしさ。ダリ＝サウティだって、あの話は子や孫にまで語り継いでいくつもりだって言ってたじゃないか」

「それを言ったら、お前などは森辺にこれほどの喜びと変化をもたらしているな」

「うん。それが悪名となってしまわないように、これからも俺は頑がん張ばるよ。大事なファの家の名を汚けがさないようにさ」

　アイ＝ファはいくぶんいぶかしげに俺を振り返かえってきた。

「何か妙だな。私は別に、気を落としているわけではないぞ？　私が狩人として生きることは、すなわちファの氏を絶えさせることである、などというのは、何年も前からわかりきっていたことなのだからな」

「そっか。それならいいんだけどさ。俺も前回のことがあったから、ちょっと気を回しすぎたかもしれないな」

「前回のこと？」と不ふ審しんげに言ってから、「ああ」とアイ＝ファは肩かたをすくめる。

「前回の収穫祭で、お前がむやみに悲しげな様子を見せて、私を不安な気持ちにさせたことか」

「ああ、そうだよ。別にそこまで説明してくれなくてもいいけど」

「お前が私の心情もかえりみず、一人で勝手に思おもい悩なやんで、私を悲しみの淵ふちに突つき落おとしたことか」

「だから、そうだってば！　あのときは悪かったって謝あやまっただろう？」

「ふん」と鼻を鳴らしながら、アイ＝ファの目は笑っている。

「自分で蒸し返しておいて、わめきたてるな。そういうところが、お前は未熟なのだ」

「ちぇっ」と子供みたいに応じてしまいながら、アイ＝ファの穏やかな様子に俺は安あん堵どすることができた。

　あの頃と今を比べて、事態が好転したかはわからない。だけど俺たちは胸中の心情をさらけ出しあって、今もともに生きている。それで悲しみや絶望ではなく喜びと幸福を分かち合うことができているのだから、道を踏み外はずしてはいないはずだ。

（そういえば、俺がそんな風に思い悩むことになったのも、ダルム＝ルウとのやりとりがきっかけだったんだよな）

　俺がきちんと説得すれば、アイ＝ファは狩人としての生を捨て、女衆としての幸福な生を送れるようになるかもしれない。無念の炎ほのおを双そう眸ぼうに宿しながら、ダルム＝ルウはそのように言いたてていたのだ。

　そのダルム＝ルウは、とても不機嫌そうな顔をしながらも、シーラ＝ルウと並んで俺たちのかたわらを歩いている。

　この数ヶ月で、俺たちはさまざまな変化を迎え入いれたのだ。

　これからも、それが悪い変化にならないよう、懸けん命めいに生きていくしかないのだろう。

　何にせよ、今回は絶対に楽しい気持ちで収穫祭を終えてやるぞ、という俺の中のひそかな目標は、無事に達成できそうであった。







箸休め　～祝宴の片隅で～







「シン＝ルウも、ついに八人の勇者になれたね！」

　木皿の料理を口に運ぶ合間に、ララ＝ルウが大きな声でそのように言いたてた。

　収穫祭の祝宴のさなかである。二人は広場の端に引っ込んでいたし、宴を楽しむ人々はぞんぶんに騒さわいでいたので、シン＝ルウの他にその言葉が聞こえた者はいなかったことだろう。しかしそれでも、シン＝ルウはララ＝ルウをたしなめずにはいられなかった。

「ララ＝ルウは、さきほどから同じことばかりを繰くり返しているように思うぞ。俺のことを祝福してくれるのはありがたいのだが……そろそろ十分なのではないだろうか？」

「えー？　だって、八人の勇者だよ？　シン＝ルウぐらいの若さで勇者に選ばれることなんてそうそうないんだから、それはすごいことじゃん！」

　ララ＝ルウはいつでも元気であるが、この夜の元気さはシン＝ルウを圧あつ倒とうするほどであった。晴れわたった空のように青い瞳はきらきらと輝かがやき、頭のてっぺんで結んだ真っ赤な髪は、何かの尻尾しつぽのように大きく揺ゆれている。小さくて造作の整ったその顔には、ララ＝ルウにしても珍めずらしいぐらいの無む邪じや気きで朗ほがらかな笑えみがたたえられっぱなしであった。

「……なんか変だね。シン＝ルウは、あまり嬉うれしそうじゃないみたい」

　と、その笑みが一瞬で消失し、今度は心配そうな表情が浮うかべられる。こうしてくるくると目まぐるしく表情が移行されるのも、ララ＝ルウの特性のひとつであった。

「さっきから、あたしばっかりはしゃいでるじゃん。シン＝ルウは、勇者になれたことが嬉しくないの？」

「そんなことがあるはずはない。俺は心から嬉しく、そして誇ほこらしく思っている」

「それじゃあ、どうしてそんなに難しい顔をしてるの？」

「……俺は、難しい顔をしているのだろうか？」

「してる」と、ララ＝ルウはおもいきり顔を近づけてきた。

「なんだか、まだ力比べの最中みたいな顔だよ。何か気にかかってることがあるなら、あたしにも話してよ」

「いや、別に……ララ＝ルウに語るような話ではないのだ」

「えー、何それ！　あたしに心配させておきながら、あたしにはその理由を話せないっていうの!?」

　ララ＝ルウの瞳に、激情の火が渦うず巻まく。ここで言葉を間ま違ちがうと、きっとララ＝ルウは本気で怒おこるか、あるいは泣きだしてしまうことだろう。それだけは避さけたかったので、シン＝ルウは精せい一いつ杯ぱい頭を巡めぐらせることになった。

「ララ＝ルウに話せないわけではなく……話したら、きっと呆あきれられてしまうと思うのだ。俺自身、自分に呆れてしまっているのだからな」

「よくわかんないよ。でも、シン＝ルウだったらそんなおかしなことは考えないと思うよ？」

　と、ララ＝ルウはたちまち心配そうな顔になる。ララ＝ルウが笑うのも、怒るのも、心配そうにするのも、この場においてはすべてシン＝ルウを思いやってのことであるのだ。これではシン＝ルウも、内心を隠してはおけなくなってしまった。

「俺はただ……口くち惜おしく思っていただけなのだ」

「口惜しいって、何が？」

「……力比べで負けてしまったことをだ」

　ララ＝ルウは、きょとんと目を丸くした。

「シン＝ルウが最後に負けた相手は、ジザ兄だよね。ジザ兄に負けたことが、そんなに悔くやしいの？」

「ジザ＝ルウだけではない。俺はその前に、ルド＝ルウにも負けているからな。自分の至らなさを、口惜しく思っている」

　ララ＝ルウは幼子のように下した唇くちびるを吸い込んで可愛かわいらしい顔を作ってから、「でも！」と言いつのった。

「今日のシン＝ルウは、ラウ＝レイにもジィ＝マァムにもルティムの次じ兄けいにも勝てたじゃん！　それって、すごいことじゃない？　ラウ＝レイなんて、二回連続で勇者になれるぐらいの狩かり人うどなんだし！」

「しかしラウ＝レイは、自分よりも小柄で素す早ばやい俺のような相手を苦手にしているのだ。それに、普ふ段だんの修練では勝ったり負けたりを繰り返しているので、俺が今日勝てたのはそういう巡りあわせであっただけのように思える」

「それじゃあ、ジィ＝マァムとルティムの次兄は？　あの二人だって、すごい力を持つ狩人でしょ？　シン＝ルウがあの二人に勝てたのは、初めてじゃん！」

「うむ。それはもちろん、誇らしく思っている。しかし、ジザ＝ルウとルド＝ルウに負けてしまった口惜しさが先に立ってしまうのだ」

「わっかんないなー！　シン＝ルウって、そんなに欲張りな人間だったっけ？　ジザ兄なんてここ最近は、ドンダ父さんとダン＝ルティムぐらいにしか負けてなかったんだよ？」

「……だから、ララ＝ルウに呆れられると思ったのだ」

　ララ＝ルウは仏頂面で身を引くと、空になった木皿を地面において、自分の両りよう膝ひざを抱かかえ込んでしまった。

「俺は、ララ＝ルウを怒らせてしまっただろうか？」

　心配になってシン＝ルウが尋たずねると、ララ＝ルウは「ううん」と首を横に振った。

「怒ってなんかないよ。ただ……胸の中がもやもやするだけ」

「それはやっぱり、怒っているのではないだろうか？」

「違ちがうってば。あたしは……シン＝ルウが勇者になれたことを、一いつ緒しよに喜びたかったの」

　そんな風に語るララ＝ルウの横顔は、叱しかられた幼子のようにしょんぼりとしてしまっていた。シン＝ルウは、いよいよ心苦しくなってしまう。

「せっかくララ＝ルウが祝福してくれていたのに、俺は筋すじ違ちがいの想念に思い悩んでしまっていた。悪いのは俺なのだから、元気を出してもらえないだろうか？」

「シン＝ルウは悪くないよ。でも、せっかく勇者になれたのに、それを喜ぶこともできないぐらい思い悩んでるなんて……そんなの、嫌いやじゃん」

　ララ＝ルウの目が、とても悲しそうにシン＝ルウを見つめてきた。

「それはやっぱり、サンジュラってやつのせいなの？　シン＝ルウはあいつにアスタをさらわれてから、強さにこだわるようになったよね」

「あやつの存在が契けい機きとなったのは確かなことだが、あやつのせいというのは少し違うように思う。むしろ俺は、もっと早く自分の弱さを思い知るべきであったのだ」

「シン＝ルウは弱くないよ。ジザ兄とかルドは、ちょっと特別なだけなんだから」

「そう、その特別さだ。ジザ＝ルウやルド＝ルウばかりでなく、ダルム＝ルウやアイ＝ファやガズラン＝ルティムだって、同じ特別さを持っているように思う。それはきっと血筋など関係なく、本人の心持ちであろうと思うのだ」

　シン＝ルウの胸に秘ひめられた情念が、言葉として放たれてしまったようだった。

　膝を抱え込んでいたララ＝ルウは背筋をのばして、真まっ直すぐにシン＝ルウを見つめ返してくる。その真しん剣けんな光をたたえた青い瞳に向かって、シン＝ルウは言葉を重ねてみせた。

「ルウの本家の男衆は、誰もが特別な強さを持っている。それはあのドンダ＝ルウの血を引いているのだから、当然のようにも思えるが……しかし、それを言うなら俺の父リャダは、ドンダ＝ルウの弟だ。ルウ家の育はぐくんできた強き血に、大きな差があるとは思えない。それに、ルティム本家のガズラン＝ルティムはまだしも、アイ＝ファでさえもがあれほどの力を持っているのだからな。小さき氏族の家人に過ぎないアイ＝ファがあれほどに特別であるのは……やはり血筋だけではなく、本人の心持ちこそが重要であるのだと思える」

「うん。それで？」

「それで……俺はきっと、覚かく悟ごが足りていなかったのだ。父リャダがギバの牙きばに倒れて、狩人としての力を失ってしまうまで、俺はそのような行く末をこれっぽっちも想像していなかった。ギバ狩がりの仕事は常に生命懸けであり、どれほどの力を持つ狩人でもいつ森に朽くちるかわからないというのに……俺はそれを、本当の意味で理解していなかったのだと思う。だから、父リャダがあのような目にあってから、ようやく自分の無力さと向き合うことになってしまったのだ」

　言葉は、とめどもなく口からこぼれていった。

　ララ＝ルウは、それを一心に聞いてくれている。その真剣な眼差しが、シン＝ルウに力を与えてくれた。

「俺は、覚悟が足りていなかった。自分では覚悟と誇りを胸に生きているつもりだったが、まだまだまったく足りていなかったのだ。俺はもっと、必死になるべきだった。それに気づくのが、あまりにも遅かった。だからこのように、焦あせることになってしまったのだろう。俺がジザ＝ルウやルド＝ルウやアイ＝ファのように、もっともっと必死に修練を積んでいれば……きっとサンジュラという男に後おくれを取ることにもならなかった。俺は、それを口惜しく思っているのだ」

「うん。今ならきっと、アスタをさらわれたりはしないだろうね。シン＝ルウは、こんなに強くなったんだもん」

　ララ＝ルウがふいに、にこりと微笑ほほえんだ。

　虚きよを突かれたシン＝ルウは、思わず口をつぐんでしまう。

「リャダ＝ルウがあんな目にあって、分家の家長の座を授さずかってから、シン＝ルウはすごく頑張ってきたもんね。勇者のラウ＝レイと同じぐらいの力を身につけて、今日なんかは本当に勇者にまでなっちゃって……これまで頑張ってきたことが、ついに実を結んだんだよ。あたしはそれを、すごく嬉うれしく思ってる」

「うむ……」

「それでシン＝ルウは、もっともっと強くなれるんだろうね。これからも頑張り続けようって、そんなに強い気持ちで思ってるんだからさ」

　ララ＝ルウは同じ表情のまま、自分の膝に頬ほお杖づえをついた。

「あたしはそれを見守ってるから、頑張ってね。シン＝ルウだったら、いつか森辺で一番の狩人になれるよ」

　シン＝ルウは、正体の知れない感情に見み舞まわれることになった。

　穏おだやかに微笑むララ＝ルウの顔を見つめていると、胸がどんどん熱くなってくる。そのほっそりとした身体を力いっぱい抱だきすくめてしまいたいような、そんな衝しよう動どうが胸の奥おくからたちのぼっていた。

　が、十歳を越こえた男女がみだりに触れ合あうのは、森辺の禁忌である。シン＝ルウは、気力を振り絞ってその衝動をこらえることになった。

　そんなシン＝ルウの胸中には気づかず、ララ＝ルウは「うーん！」とのびをする。

「あたしももっと、頑張らなくっちゃなー！　なんか、レイナ姉はもちろん、リミがあれだけ立派なかまど番になっちゃっても、あたしはあんまり悔しくならないんだよねー。おーすごいなーって感心するばっかりでさ」

「うむ……悔しくないものを、無理に悔しく思う必要はないと思う」

「そーだよね！　これでヴィナ姉まですごいかまど番だったら、あたしも焦ったかもしれないけどさ。あたしとヴィナ姉だって、まあまあそれなりのかまど番にはなれたはずだしね！」

　そんな風に言って白い歯をこぼすララ＝ルウは、もういつも通りのやんちゃな表情であった。

　シン＝ルウは胸むなもとに手をやって、熱く疼うずく衝動を懸命に呑み下す。するとララ＝ルウが、いくぶん不思議そうな面おも持もちで顔を寄せてきた。

「どーしたの？　なんか様子がヘンみたいだけど」

「な、なんでもないぞ。ただ、嬉しく思っていただけだ」

「嬉しいって、何が？」

「それは……ララ＝ルウが、俺を見守ると言ってくれたことだ」

「なーに言ってんのさ！　そんなの、当たり前のことじゃん！」

　ララ＝ルウは、はにかむように微笑んだ。今日は本当に、普段以上に表情が多た彩さいなララ＝ルウである。

「ジザ兄はともかく、ルドにだったらすぐに勝てるようになるよ！　年齢だって、シン＝ルウのほうがひとつ上だしね！」

「んー？　俺が何だって？」

　と、広場の中央から小柄な人ひと影かげが寄ってくる。両手にあばら肉を携えたルド＝ルウである。

　そちらに向きなおったララ＝ルウは不敵に笑いながら、べーっと舌を出した。

「なんでもないよー。ただ、そのうちシン＝ルウがルドを負かすって話してただけ！」

「へー、そいつは楽しみだ。……あれ？　さっきまでルティムの若衆がひっついてなかったか？」

「うむ。分家のディム＝ルティムだな。よくわからんが、あれこれ話をせがまれたのだ」

「ふーん。あいつも自分のせいでダン＝ルティムを怪け我がさせたって落ち込んでたみてーだから、シン＝ルウの強さにあやかりたかったのかもなー」

　そう言って、ルド＝ルウはあばら肉をかじり取った。

「ま、邪じや魔ま者ものがいなくなってよかったなー。ララなんか、ずっとあいつのことをにらみつけてただろ？」

「……今はあんたが邪魔者だけどね」

「へー。ってことは、やっぱ二人きりで語らいたいってことかー」

「うるさいよ、馬ば鹿かルド！」と、ララ＝ルウは顔を赤くして木皿を投げつけた。

　ルド＝ルウは綺き麗れいに肉をこそいだあばら骨で、それをカツンと受け止める。

「お前もさっさと十五歳になっちまえよ。シン＝ルウは勇者になっちまったんだから、あちこちから嫁よめ取りの話が持ち上がっちまうかもしれねーぞ？」

「うるさいってば！　馬鹿！　ちび！　あっち行け！」

「へーへー。次は何を食おうかなーっと」

　あばら骨で捕とらえた木皿をくるくると器用に回転させながら、ルド＝ルウは広場の中央に戻もどっていった。

　ララ＝ルウは「もう！」と怒った声をあげながら、再び両膝を抱え込む。その青い瞳が、ちらりとシン＝ルウを見やってきた。

「……勇者になったら、やっぱり嫁取りの話が持ち込まれるのかなあ？」

「そ、そんなことはないと思うし、俺が嫁取りの話を受け入れることはない」

「そっか」と言いながら、ララ＝ルウは膝を抱えた両りよう腕うでの中に赤い顔を隠かくしてしまった。ただ、その瞳だけはこっそりシン＝ルウのほうをうかがっている。

　腕うでの中に隠されたララ＝ルウの顔は、いったいどのような表情を浮かべているのか。それを想像すると、シン＝ルウはまた胸の中が騒いでしまった。
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城下町の怪事件
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　それは、三ヶ月と少し前――森辺の民たみとジェノスの貴族たちが手を携えて、トゥラン伯はく爵しやく家けのサイクレウスおよびシルエルの大罪を暴あばいてから、数日後の話である。




「いやあ、まったくとんでもないことになってしまったよ」

　部屋の入口のあたりで、ポルアースが悲ひ嘆たんにくれた声をあげていた。

　その声を聞きながら、カミュア＝ヨシュは部屋中を這はいずり回まわっている。

　その光景を、レイトは一歩退いた位置から見守っている。

　ここは城下町の、ダレイム伯爵家に縁えんある貴婦人の館やかたであった。正式な名めい称しようは、アルファン子し爵しやく家というらしい。現在、毛足の長い赤せき褐かつ色しよくの絨じゆう毯たんに倒れ伏ふしているのが、そのアルファン子爵家の実質的な主人である貴婦人マティーラである。

　マティーラは、絶命していた。

　その豊かに盛り上がった左胸には、彼かの女じよ自身が護身用として寝しん所じよに置いていたという銀の短たん剣けんが深々と突き刺ささっている。この朝、彼女は五十八年にも渡わたった生に終わりを迎えることになってしまったのだった。

「まさか、この館に賊ぞくが押おし入るなんてねえ……そもそも城下町に賊などというものが存在していたというのが、驚おどろきだよ！　僕ぼくだって、二つ隣となりの寝所で休んでいたわけだからね。まかり間違っていたら、この僕こそが魂たましいを召めされていたかもしれないんだ。想像しただけで、背筋が寒くなってしまうよ」

「ポルアース殿どのは、このアルファン子爵のお屋や敷しきの晩ばん餐さんに招かれて、そのままご宿しゆく泊はくなされたわけですか」

「うん。父上も兄上もマティーラを苦手にしていたから、こういう役目はいつも僕が押しつけられてしまうのさ」

「こういう役目とは？」

「……このような場で口にするのははばかられるのだけれども、マティーラはいささか謹きん厳げんの度が過ぎていて、話をしているととても疲つかれてしまうのだよ。相手が誰であろうと自分の意見を曲げない、そんな頑かたくなさを持ち合わせていたしねえ」

「なるほどなるほど」

　答えながら、まだカミュア＝ヨシュは長身を屈かがめて床ゆかを這いずっている。その外がい套とうに包まれた細長い背中から、レイトは貴婦人の亡なき骸がらへと視線を移した。

　穏やかとは言い難がたい死に顔であった。ポルアースに劣おとらず福々しく肥えた顔が、苦く悶もんと無念に引き歪ゆがんでしまっている。短剣は、貴婦人の心臓にまで達しているのだろう。その身に纏まとった白い夜着には、おびただしいほどの鮮せん血けつが広がっていた。

　惨むごたらしい死に様である。

　そしてその亡骸には、さらに惨たらしい傷きず痕あとが刻み込まれていた。

　貴婦人は、右の手首から先を失ってしまっていたのだ。

「マティーラは、右手の薬指に貴婦人の証あかしである燐りん灰かい石せきの指輪を嵌はめていたんだ。賊の狙ねらいは、その貴婦人の指輪だったのかなあ」

　決して室内には目を向けないよう気をつけながら、ポルアースがそのように述べてきた。

「マティーラは、ご覧の通りに恰かつ幅ぷくがよろしかったからね。指輪の環わが肉に埋うまって抜けなくなってしまったのだと、いつだったか恥はずかしそうにこぼしていたことがあったのだよ」

「そうですか。しかし、指輪を欲ほつしていたならば、手首ではなく指だけを切り落とせば用が足りるように思えますが」

「うー、指だろうと手首だろうと、僕は御ご免めんだね！　貴婦人の亡骸にそのような冒ぼう涜とくを与あたえた凶きよう賊ぞくに災わざわいあれ、だ」

「まったくです」とうなずきながら、カミュア＝ヨシュは膝立ちのまま寝しん台だいへと移動した。

　ここは、マティーラの寝所であったのだ。亡骸のすぐかたわらには大きな寝台が据すえられており、その上にも赤黒いしみが広がっている。寝台の上で刺されたのちに、床へ転げ落ちたということなのだろうか。

　カミュア＝ヨシュはそちらにも入念な視線を巡らせてから、やがて爪つめの先でその赤いしみの一部をひっかくような仕草をした。

「ふむ。これだけの出血では、医師団の出番もなかったでしょうねえ」

　呑のん気きな声で言いながら、爪の間に詰つまった血の塊かたまりをふっと吹ふき散ちらす。このように凄せい惨さんな殺人の現場であっても、やはりカミュア＝ヨシュはカミュア＝ヨシュであった。

　昨晩は、レイトもカミュア＝ヨシュとともに城下町で一夜を明かすことになったのである。近日中に、カミュア＝ヨシュはウェルハイドという貴族をバナームにまで送り届ける予定になっている。その打ち合わせをするために、ウェルハイドが逗とう留りゆうしている貴き賓ひん用の屋敷に招かれたのだった。

　そうして、宿場町に戻る前にポルアースにも挨あい拶さつをしていこうという話になり、朝からこのアルファン子爵家を訪れたわけであるのだが――まさかこのような騒ぎの場に出くわしてしまうなどとは、レイトも想像だにしていなかった。

　階下ではこの屋敷の従者や衛兵たちなどが駆かけ回っていたし、気の毒な貴婦人の遺い骸がいにはいまだ布の一つもかけられていない。正しよう真しん正しよう銘めい、この惨たらしい事件が発覚するのと同時に、レイトたちは屋敷の門をくぐってしまったようなのである。

　恐おそれを知らないカミュア＝ヨシュは、寝台から離はなれると今度はその亡骸のほうに這い寄よっていった。そして、貴婦人のふくよかな腕を指先でつつき、「うむ。これは死にたてのほやほやだね」などとつぶやいている。レイトは小さく溜ため息いきをついてから、カミュア＝ヨシュのかたわらに膝をついた。

「うん？　どうしたんだい、レイト？」

「僕も貴婦人の亡骸にさわらせていただいてもよろしいですか？」

「そんなのは俺に決められることじゃないけど、でも、どうして？」

「僕は、カミュアの弟で子しですから」

「ううん、よくわからない理り屈くつだねえ」

　とぼけた顔で笑うカミュア＝ヨシュを横目に、レイトは亡骸の腕へとそっと手をのばした。

　脂し肪ぼうののった、太い腕である。触れると、弾だん力りよくを失った肉の感かん触しよくが指先に伝わってくる。しかし確かにその下には、うっすらと生きていた頃ころの温ぬくもりが残っているような気がした。

　夜が明けるまでは、貴婦人の魂もしっかり現世に留とどまっていたのだろう。レイトは手を離し、心の中で貴婦人の魂の安息を祈いのった。

「ポルアース殿、ちょっと状じよう況きようを確かく認にんさせていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

　ようやく身を起こしたカミュア＝ヨシュが、そのように言った。

「朝方に、貴婦人マティーラのご令孫であられるニコラ姫ひめがこの寝所を訪れて、亡骸を発見されたのですよね？」

「うん、そのようだね」

「で、寝所の窓はこのように大きく開け放たれており、どこにも曲くせ者ものが潜ひそんでいる気配はなかった、と」

「うん。それ以降は誰かしらがこの部屋に居残っていたから、賊はそこの窓から押し入り、同じように窓から逃にげていったのだろう。ニコラ姫がその賊と鉢合わせしなかったのは、不幸中の幸いだよ」

「ふむ……で、夜間から朝方にかけては次の間に従者が控ひかえていたので、誰もこの寝所を訪れることはできなかった、というわけですね？」

「そうだね。寝所と回かい廊ろうのあいだに次の間があって、そこを通らずに出入りすることはできないから、それは確実さ。……まあ、従者が居い眠ねむりでもしていたら、その限りではないけれども」

「ふーむ。しかしこの寝所は二階に位置しているのですから、そう簡単に忍しのび入ることができるようには思えませんねえ。見たところ、壁かべには足がかりもないようですし」

「だけど、他ほかには考えようがないからね。しっかりと窓を閉めて眠ねむっていれば、こんなことにはならなかっただろうになあ」

　カミュア＝ヨシュは、ひょこひょこと窓の近くに寄っていった。

　木製の窓は外に向かって大きく開け放たれており、その向こうには緑の深い裏庭と煉れん瓦が造づくりの塀へいが見える。それほど高い塀ではないが、その天てつ辺ぺんには鉄の杭くいが植えられているのだ。相応の準備がなければ、あの塀を乗のり越こえて屋敷の敷しき地ち内ないに忍び込むことなどは不可能であっただろう。カミュア＝ヨシュは、もう一度「ふーむ」と、うなった。

「ニコラ姫が寝所を訪れたのは、朝の二の刻の鐘かねが鳴った頃ころ合あいでしたっけ？」

「うん。そのように聞いているよ」

　カミュア＝ヨシュとレイトがこの屋敷を訪れたのもちょうどその頃であり、いまだ半刻も経たってはいない。室内の惨さん状じようなど知らぬげに、窓からは朝の陽光が白く差し込んできている。

「通りには、人が満ちておりますよ」

「うん？」

「朝の二の刻ともなれば、すでに町は動き始めています。こんな時間に屋敷の塀を乗り越えようと思ったら、人の目についてしかたがないでしょうねえ」

　カミュア＝ヨシュは、にこやかに笑いながらポルアースのもとへと歩み寄っていった。

「ポルアース殿。よかったら、昨晩からの様子をもう一度最初からお話ししていただけませんか？　もしかしたら、これは見かけよりも複雑な事件かもしれません」
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　マティーラは、晩餐のときから不ふ機き嫌げんそうな様子をしていたという。あれでは毎日顔をあわせている家族たちなどはたまらないだろうねえと、ポルアースは気の毒そうに述じゆつ懐かいした。

　現在のアルファン子爵家には、マティーラと二人の孫しか家族というものが存在しない。先代当主の第一息女テティアと、第二息女のニコラである。現在の名目上の当主は第一息女のテティアであり、マティーラはその後見人であった。

　いずれはテティアが然しかるべき筋から婿を取り、その人物が正式に爵しやく位いを継つぐことになる。女性は暫ざん定てい的てきにしか当主となることを許されない、それが西の王国セルヴァの法であったのだ。

「生半可な人間に、アルファン子爵家の名を担になわせるわけにはまいりません」

　それが、マティーラの口くち癖ぐせであったらしい。

　西の王国セルヴァにおいて、子爵という爵位は侯こう爵しやく家および伯爵家の傍ぼう流りゆうの血筋に与えられるものであった。このアルファン子爵家は、ダレイム侯爵家の傍流――というか、マティーラ自身がダレイム伯爵家の先代当主の妹なのである。

　つまり、ポルアースにとってマティーラは、大おお叔お母ばにあたる存在なのだった。ゆえに、親筋たるダレイム伯爵家の第二子息でありながら、ポルアースもこの気難しい貴婦人にはなかなか頭が上がらなかったわけである。

「まあ、ダレイム伯爵家自体が百年ていどの歴史しか持ってはいないのだから、何も肩かた肘ひじを張る必要はないと思うのだけれどもね。そのようなことを述べたら手ひどい説教をくらってしまうから、僕も大人しく晩餐をいただいていたんだよ」

　晩餐は、なかなか見事な品しな揃ぞろえであった。カロンの乾かん酪らくをレテンの油で揚あげた前菜に、乳にゆう脂しをふんだんに使った汁しる物もの料理、カロンの薄うすい胸肉をはさんだフワノ料理、ママリアの酢すで和あえた野菜料理、キミュスの胴どう体たいに野菜と香こう草そうを詰め込んだ肉料理――親筋たるダレイム伯爵家の家人を招くとあって、厨くりや番ばんたちも腕によりをかけてくれたのだろう。

「貴方あなたは二年ほど前に、サトゥラス伯爵家の傍流から伴はん侶りよを娶めとったのでしたわね、ポルアース殿？」

　その晩餐の終わり際ぎわ、マティーラはそのように呼びかけてきたという。

「はい。現当主の大おお叔お父じの血筋ですね。僕などには勿もつ体たい無ない良りよう縁えんでした」

「ダレイム伯爵家の主筋であっても、ジェノス侯爵家やトゥラン伯爵家から伴侶を迎むかえるのは、やはり難しいことなのですね」

「ええ。だけどまあ、今となってはトゥラン伯爵家と縁を結ばなかったのは正しい選せん択たくだったのではないでしょうかね」

　トゥラン伯爵家はサイクレウスという強力な当主を失い、現在はその立て直しに大わらわなのである。それにまた、ポルアースがトゥラン伯爵家から伴侶を娶っていたなら、カミュア＝ヨシュの計画に協力することも難しかったことだろう。彼かれらはジェノス侯爵家や森辺の民とも手を取り合って、サイクレウスを打だ倒とうした立場であったのだ。

　ポルアースの言葉を聞いたマティーラは、「そうですね」と重い息をついていた。

　マティーラは、城下町でも二番目に大きな学問所の副所長をつとめる才女であった。血筋と、さらにその副所長としての功績も認められて、《貴婦人》の称しよう号ごうを与えられているのである。

　わりあいに美食を好んでいたので、いささかならずふくよかな姿になってしまっていたが、それも威い厳げんと風格を増す役に立っている。また、きわめて厳格な気質を有しており、秩ちつ序じよや道徳というものを重んじる人ひと柄がらである。そんな彼女がトゥラン伯爵家の没ぼつ落らくをどのように受け止めているのか、その内心はなかなか測りにくかった。

「ポルアース殿。貴方は今回の一件の立役者であるとうかがっています。今後はジェノス侯爵家とも深い縁を結ぶことが可能なのではないでしょうか？」

「いえいえ。僕のような人間には分不相応です。今後は父上や兄上がしっかり侯爵家との縁を結んでくれることでしょう」

「貴方はこれだけの功績をたてながら、身を引いてしまわれるのですか？」

「身を引くというか、今は宿場町でポイタンを売りさばく仕事が楽しいのです。これは、ダレイム伯爵家の繁はん栄えいに直接つながる大きな仕事でありますからね」

「そうですか。ジェノス侯爵家と新たな絆が結ばれたのなら、そちらから何か良いご縁をいただけるのではないかと期待していたのですが……やはり、ダレイム伯爵家のご当主に直接お話をうかがうしかないようですわね」

　晩餐の最後に運ばれてきた甘あまいフワノの焼き菓が子しを頬ほお張ばりつつ、ポルアースは「はて？」と首を傾かしげてみせた。

「ぶしつけながら、ご縁というのは婚こん儀ぎのお相手という意味でありましょうか？　テティア姫ならばすぐに良縁がもたらされるでしょうから、何もご心配される必要はないのではないでしょうかねえ」

「いえ。わたしが心配しているのは、テティアではなくニコラのほうなのです」

　マティーラの目に、何か穏やかならぬ光が灯ともったような気がした。

　その孫たちは、無言で食事を進めている。第一息女のテティアは悲しそうに目を伏ふせながら、第二息女のニコラは興味なさげにそっぽを向きながら――である。

「この家の当主の座は、ニコラの伴侶となる人物に受うけ継がせたい。……わたしはそのように考えているのですよ、ポルアース殿」

　マティーラは、石のように硬かたい声でそのように言い放ったのだった。
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「第一息女をすっとばして第二息女の伴侶に跡あと目めを継がせようなどというのは、セルヴァの法が許すのでしょうか？」

　煉瓦造りの回廊を歩きながら、カミュア＝ヨシュはのんびりと問うた。ポルアースは「そいつは難しいだろうねえ」と丸い肩をすくめる。

「まがりなりにも爵位を継けい承しようしたのはテティア姫のほうなのだから、そうそう勝手な真ま似ねはできないと思うよ。アルフォン子爵家はダレイム侯爵家の傍流の中でも、上から三番目ぐらいの由ゆい緒しよを持つ家であるわけだしね」

「ふむ。では、厳格なる貴婦人マティーラは、どうしてそのように横紙破りなことを口にしたのでしょうかね。彼女は秩序や道徳というものを重んじる気き性しようだったのでしょう？」

「秩序や道徳を重んじるゆえに、だよ。ここだけの話、第一息女のテティア姫というのは、先代当主が侍じ女じよに生ませた子供なのだよね」

「おや、それは興味深い」

　ひょろ長いカミュア＝ヨシュと丸っこいポルアースが、身を寄せ合って声をひそめる。この二人は、かたや貴族でかたやマヒュドラの血を引く風ふう来らい坊ぼうでありながら、どこか似通った性質を持っている――と、レイトは常々思っていた。だからこそ、サイクレウスを打だ倒とうするために手を取り合うこともできたのだろう。

「先代当主の伴侶は、なかなか子を生なすことができなかった。それで、侍女に生ませたテティア姫を正式な嫡ちやく子しとして迎えることにしたんだけど、皮肉なことに、その一年後に奥おく方がたのほうも子を授かることになってしまったわけさ」

「なるほど。テティア姫とニコラ姫は、腹はら違ちがいの姉妹というわけですか」

「そう。そのせいか、気性もまったく正反対でね。テティア姫は清せい楚そにして可か憐れん、実につつましい淑しゆく女じよの鑑かがみであり、いっぽうのニコラ姫は男の子のように活発であらせられる。生まれ素す性じようを考えたら、その逆であるほうがしっくりくるんだけどねえ」

「ふむふむ。で、侍女の子であるテティア姫は当主に相応ふさわしくない、と？　それでも現在、名目上の当主はテティア姫なのですよね？」

「うん。だけどやっぱり、内心では面白くなかったんだろう。だから、次代の正式な当主の座はニコラ姫の伴侶となるべき人物に与えたい、などと考えてしまったのかな」

「ふうむ。貴婦人マティーラにしてみれば、どちらの孫にも同じ濃こさの血が流れているというのに、不思議なものですねえ」

「そもそもは、テティア姫を正式な嫡子として迎えることにも猛もう反はん対たいしていたらしいよ。気の毒なのは、テティア姫さ。後うしろ盾だてであった父君を失って以降は、ずっと針のむしろだったのだろうねえ」

　同情に堪たえないといった面持ちで息をついてから、ポルアースはようやく足を止めた。

　屋敷の、玄げん関かん口ぐちである。そこでは数名の衛兵たちが、屋敷の若い使用人を囲んで何やら詰きつ問もんしている最中であった。その衛兵の一人が、ポルアースに気づいて敬礼をする。

「ご苦労さま。ええと、君が昨晩、マティーラの寝所の次の間に詰めていた従者かな？」

「はい」と、若者が青ざめた顔でうなずき返してくる。ポルアースの視線を受けて、カミュア＝ヨシュが進み出た。

「俺おれにも少し話をうかがわせていただきたいのですよ。あなたは寝所と回廊のあいだの次の間で一晩中寝ねずの番ばんをしていたそうですが、それは確かですか？」

「はい、確かです」

「交代もなしに、寝ずの番を？　それは大変なお役目でありますねえ」

「交代役の男が、突とつ然ぜん熱を出して寝込んでしまったのです。急な話であったので、やむをえない処置でした」

　レイトには、それでこの若者が青い顔をしている理由がわかった。寝所を訪おとずれるには、次の間に陣じん取どっていたこの若者に取り次いでもらうしかないのだ。賊が窓から押し入ったのならば、この若者にも責任は生じないが、もしも真実が別にあるとしたら――この若者こそが、誰だれよりも容易たやすく貴婦人を害することが可能な人物、ということになってしまうのである。

　カミュア＝ヨシュは、そんな若者の苦く悩のうも知らぬげに、にこにこと微笑んでいる。

「そうですか。それで、朝方にニコラ姫が寝所を訪れて、事件が発覚することになったのですよね」

「はい。あれはちょうど、朝の二の刻の鐘が鳴った頃合いでした。マティーラ様は、いつもその時間にお目覚めになられるのです」

「なるほど。しかし、そのような早朝から、いったいどのようなご用事だったのでしょう？　ニコラ姫には、そうして朝から寝所にまで出向いて挨拶をする習慣でもあったのでしょうか？」

「いえ。これまでにそのようなことはなかったかと思います。どういったご用件であったのかは、うかがっておりません」

「ふむ……」と、カミュア＝ヨシュは不ぶ精しよう髭ひげののびた細長い顎あごを撫なでさする。

「それで、昨晩から朝になるまで、ニコラ姫の他に寝所を訪れた人間は存在しないのですね？」

「はい。それは確かです。夜の遅おそくにテティア様が訪れて退去したのちは、何びとたりともお通ししてはおりません」

「テティア姫も、寝所を訪れたのですか」

　ごく何気なく、カミュア＝ヨシュが相あい槌づちを打った。若者は、「はい」と力なくうなずく。

「しかしそれは、昨晩の話です。皆みな様さまが寝所に引き取られて、一刻ほどが過ぎたのちのことでありました」

「テティア姫は、どれぐらいの時間を貴婦人の寝所で過ごしたのでしょうか？」

「さ……それほど長い時間ではなかった、としか……」

「寝所を出られる際、テティア姫はどのようなご様子でしたか？」

「……深くうつむいておられたので、わかりかねます。貴人の表情を盗ぬすみ見みるような無作法は、このアルファン子爵家では許されませんので」

「なるほど」と、カミュア＝ヨシュは微笑む。

「では、ニコラ姫のほうは如何いかがだったのでしょう？　貴婦人のご遺体を発見して、すぐ寝所の外に飛び出してきたのでしょうか？」

「は……ニコラ様は、しばし寝所に留まられたのち、這うようにして扉とびらの外に出て参られました。きっとマティーラ様のご遺体を前にして、しばらく自失されていたのでしょう。ニコラ様はまだ十五歳さいというお若さであったのですから、無理からぬことだと思われます」

「なるほどなるほど。……ちなみに、寝所から出てきたニコラ姫のお召し物ものは、貴婦人の血で汚よごれたりなどはしておりませんでしたか？」

　この質問に、従者の若者ははっきりと青ざめた。

「ニコラ様のお召し物は、べったりと血に濡ぬれておりました。最初はニコラ様ご自身がお怪我をされたのではないかと心臓が縮みあがったほどです」

「ほほう」

「しかし！　ニコラ様にあのような惨たらしい真似ができるはずもありません！　それに、マティーラ様の右手首は指輪ごと持ち去られてしまい、それは寝所のどこからも発見できなかったのですから――！」

「はいはい。それに加えて、姫ひめ君ぎみの細ほそ腕うでであのように刀を深く刺すことは不可能でありましょう。短剣の刃ははあばらの骨を砕くだいた上で、心臓にまで達していたようでありますからね」

　若者は、疲ひ弊へいしきった様子で肩かたを落とす。カミュア＝ヨシュは「ありがとうございました」と述べて、早々にきびすを返した。

　回廊を逆ぎやく戻もどりするカミュア＝ヨシュに追いすがり、ポルアースが不思議そうに語りかける。

「わざわざ話を聞きに来たのに、もういいのかい？」

「はい。聞きたい話は聞くことができました。お次は姫君たちにお話をおうかがいしたいところですね」

「それは別にかまわないけれど、いったい君は何を企たくらんでいるのかな？」

「何も企んではおりませんよ。ただ、これはあまりに奇き妙みような事件ではありませんか？　こんな朝早くから賊が貴族の館に押し入いって、貴婦人を害したのちに煙けむりのごとく消きえ失うせてしまうなんて、まるで吟ぎん遊ゆう詩人のこしらえた謎なぞかけの物語であるかのようです」

「ふむ。そういう謎かけの場合、犯人はたいてい意外な人物であったりするものだよね」

　言いながら、ポルアースは少し不安そうな顔つきをした。

「まさかカミュア殿は、この事件にも意外な犯人が存在する、などと考えているのかい？」

「どうでしょうね。しかし、俺にとっても大恩あるポルアース殿のご身内にこのような不幸があったのですから、何とか微び力りよくを尽つくして真相を究明したいと考えています」

「ふむ。だけどカミュア殿は、中天からまたアスタ殿の護衛で宿場町に出向かなくてはならないのだろう？　そうすると、残された時間もあとわずかということだね」

「そうですねえ。軽食を食べる時間ぐらいは残しておきたいところです」

　そのような会話を交かわしているうちに、姫君の寝所に到とう着ちやくした。まずは発見者の、第二息女ニコラの寝所である。

　ポルアースが扉を叩たたこうと手をあげると、それと同時に扉は内側から押し開あけられた。

「あ……？」

　中から出てきた人物が、ぎょっとしたように立ちすくむ。

　がっしりとした体格の、まだ若い従者である。着ているものは粗そ末まつだが、なかなか精せい悍かんな顔立ちをしている。しかし、その顔はすっかり血の気を失ってしまい、茶色の瞳ひとみにも不安と焦しよう燥そうの光が宿っていた。

「し、失礼しました。……ニコラ様に、何かご用事ですか？」

「うん。ポルアースが来たと取り次いでもらえるかな」

「いえ。自分は庭師の身に過ぎませんので……申し訳ありませんが、中の従者にお申しつけください」

　若者は目を伏せて、その場から立ち去ろうとした。その背に、カミュア＝ヨシュが「ああちょっと」と呼びかける。

「あなたはどのようなご用事でニコラ姫の部屋をお訪ねしたのでしょうかね。何か御ご用ようでも申しつけられたのですか？」

「いえ。ニコラ様がマティーラ様のご遺体を発見したと聞きつけて、様子をおうかがいに参ったまでです。出過ぎた真似であることは承知しておりますが、あまりに心配であったもので……」

「なるほど。よかったら、お名前をお聞かせ願えますか？」

　若者は、警けい戒かい心しんを剥むき出だしにしてカミュア＝ヨシュの顔をにらみ返した。

「自分は、ゼスです。……失礼いたします」

　若者が足早に立ち去っていく。その逞たくましい背中を見送りながら、ポルアースが「へえ」と声をあげた。

「彼が、庭師のゼスか。ふうん。なるほどねえ」

「どうしたのです？　彼のことをご存じなのですか？」

「うん。僕の記き憶おくに間ま違ちがいがなければ、彼は先代当主の侍女の息むす子こ――つまりは、テティア姫の種たね違ちがいの兄であるはずだね」

「ええ？　そのような人物が、お屋敷に居残っているのですか？」

「そうだよ。彼を放ほう逐ちくしてはならじというのは、先代当主の遺ゆい言ごんであったらしい。マティーラとの関係性を考えると、あまりありがたくない言いつけであるように思えてしまうけどね」

　侍女に生ませた第一息女と、正妻に生ませた第二息女、そして下男の身に甘んじる第一息女の種違いの兄――いよいよあやしげな舞ぶ台たいのお膳ぜん立だてが整えられてきたな、とレイトは内心でこっそり思った。

　ポルアースは気を取り直したように扉を叩き、控えの間の従者の案内によって、一同はニコラの寝所へと通される。そうして一歩足を踏ふみ入れるなり、きつい視線と言葉をぶつけられることになった。

「今度は何なの!?　誰も彼もが、わたしを休ませてくれないのね！　いいかげんに、うんざりだわ！」

　この年で十五になったというニコラは、濃い褐かつ色しよくの巻き毛をした小こ柄がらな少女であった。貴族らしく気品のある顔立ちをしているが、いかんせん現在は相当に気が立っている様子である。ポルアースは、それをなだめるようににっこりと微笑みかけた。

「申し訳ありませんね、ニコラ姫。ちょっと僕の友人が話をうかがいたいそうなのですよ。憎にくき賊を捕らえるためにも、ご協力を願えませんか？」

「ふん！　だったら、さっさと賊を追いかけたらいいじゃない！　屋敷の中をうろちょろ動き回って、いったい何になるというの!?」

「いやあ、手がかりもなしに屋敷を飛び出しても何にもなりませんからねえ。賊が屋敷の外に逃げ出したかどうかもわかりませんし」

　カミュア＝ヨシュが言葉をはさむと、ニコラは険悪な面持ちで口をつぐんだ。その目がいっそうの鋭するどさをたたえて、カミュア＝ヨシュをねめ回す。

「あんたは何なの？　まるで話に聞く北の民みたいな風ふう貌ぼうをしているけど」

「俺は《守護人》のカミュア＝ヨシュという者です。俺の身もとは、ポルアース殿が保証してくださると思います」

「……《守護人》だか何だか知らないけど、ずいぶん奇妙なことを言うのね。おばあ様をあのような目にあわせた賊が、屋敷に留まっていられるわけはないじゃない？」

「普ふ通つうに考えたらそうなのですが、どうもこの事件は普通でない匂においがするのですよねえ」

　垂れ気味の目を細めつつ、カミュア＝ヨシュはにんまり笑う。

「いくつかご質問をさせてください。あなたが寝所に踏み入ったとき、貴婦人は寝台の上にいたのですか？　それとも、すでに床の上だったのですか？」

「……床の上で、事切れていたわ」

「あなたはしばらく寝所の中に留まっており、なおかつ寝所を出た際はずいぶんお召し物を汚されていたそうですが、それには如い何かなる事情が存在したのでしょうか？」

「そんな話は、衛兵たちにもとっくに伝えているわよ」

　ニコラの小さな面に、いっそう不機嫌そうな表情が浮うかぶ。

「おばあ様が死んでしまったなんて信じられなかったから、思わずその身体に取りすがってしまったのよ。自分の服が汚れることなんて、気にかけているゆとりはなかったわ。……それでおばあ様が亡なくなっていることがはっきりわかったから、恐きよう怖ふのあまり腰こしが抜ぬけてしまったのよ。それをぶざまだと思うなら、好きなだけ笑うがいいわ」

「なるほどなるほど。了りよう解かいいたしました。……しかし、賊はどうして貴婦人の右手首を切り落とすなどという惨たらしい真似をしたのでしょうねえ？」

「そんなこと、あたしが知るわけはないじゃない！」

　ニコラの瞳が、怒いかりに燃えあがった。貴族の姫君とは思えぬほどの、激しい眼光である。そして、一いち人にん称しようが「わたし」から「あたし」に変化したことが、その動どう揺ようの大きさを如によ実じつに示していた。

　しかしカミュア＝ヨシュは動じた様子もなく、「これは失礼いたしました」とやわらかく微笑む。

「それでは最後の質問です。あなたはどうしてこの朝に限って、貴婦人の寝所を訪れたのでしょうか？」

「……あたしはただ、昨日の馬鹿げた話を取り下げてほしかったから、それを相談しに出向いただけよ」

「ふむ。ひょっとしたら、それは家か督とくの一件でありましょうかね？」

「そうよ。血筋がどうあれ、この家の跡あと継つぎはテティアなんだから、それをねじ曲げることなんてできっこないわ。あたしはそんな堅かた苦くるしい身分を背負うのはまっぴらだったしね」

　カミュア＝ヨシュは、満足げに一礼した。

「ご家族を失った悲しみのさなかに、色々と申し訳ありませんでした。どうぞごゆっくりお休みください」

　さきほどと同様、実にすみやかな退のきっぷりであった。怒りに満ちたニコラの視線に背中を焼かれつつ、一同は寝所を後にする。

「さて。お次はテティア姫ですね」

　カミュア＝ヨシュは陽気に言ったが、その願いが果たされることはなかった。祖母の訃ふ報ほうを耳にしたテティアは衝しよう撃げきのあまり倒たおれてしまい、そのまま臥ふせってしまったのだという。

「しかたがありませんね。それではちょっと表に出てみましょうか。屋敷の外の警護がどんな具合いであったのかも知っておきたいところでありますし」

　しかし、そちらから有益な話を得ることはできなかった。何せ凶きよう行こうは、夜よ更ふけでなく朝方に行われたのである。その頃にはもう巡じゆん回かいの兵士たちも屋敷に戻ってしまっており、何の異変も知ることはできなかったのだ。

　ただし、邸てい宅たくの内外では護民兵団から派は遣けんされてきた衛兵たちによる捜そう索さくが開始されていた。そちらからはカミュア＝ヨシュが予見していた通り、朝方から塀を乗り越えて屋敷に忍び込むのは不可能なのではないか――という報告が届けられることになった。

　夜の内に巡回の目を盗んで忍び込むことはできたとしても、マティーラが殺害されたのは朝の二の刻の直前であったのだ。それから塀を乗り越えて表の通りに逃げ出したのなら、人の目につかないはずはない。これならば、侵しん入にゆう者しやなどはもとから存在しなかったのだと考えるほうが妥だ当とうである、と衛兵の長はそのように告げてきた。

「ううむ。このままだと、次の間で見張りに立っていた従者こそが犯人であるという結論に落ち着いてしまいそうだねえ」

「そうですね。しかし、彼は彼で次の間を離れることはできなかったはずです。そんな彼に、自分の身体を汚さずに貴婦人の右手首を切り落としたり、それをどこかに隠したりすることなどが可能であったでしょうかね」

「ああ、朝方から血まみれの姿で屋敷をうろつき回ることなどできるはずもないか。……だけどそれだと、いったいどういうことになるんだろう？」

　そうしてポルアースが首をひねったとき、裏庭を捜索していた衛兵の一人がこちらに駆け寄ってきた。

「ポルアース様！　貴婦人の右手首と思おぼしきものが発見されました！」

「ええ！　本当かい!?」

　おっとり刀で裏庭の奥おくへと進軍すると、綺麗に切りそろえられた茂しげみの向こうで、別の衛兵が立たち尽くしていた。

　その足もとの地面が掘ほりおこされており――そして、世にも無残な物体が布の上に置かれている。ポルアースは途と中ちゆうで足を止め、カミュア＝ヨシュとレイトだけがそちらに駆け寄った。

「これは……間違いないようですね」

　白はく蝋ろうのように色を失った血まみれの手首が、そこに転がっていた。薬指には、黄色く輝かがやく燐りん灰かい石せきの指輪が窮きゆう屈くつそうに嵌められている。

「これは、地面に埋められていたのですか？　その割には、土で汚れてもいないようですが」

「はい。この下に敷しかれている布に包まれて埋められていたのです。……布というか、ずいぶん上等な織り物であるようですが」

「そうですね。これは貴婦人の持ち物なのかな」

　カミュア＝ヨシュは衛兵の許可を取ってから、手首をその織り物で包みなおした。

　半はん透とう明めいの、おそらくはシムの絹である。金の糸で縁ふち取どりがされている見事な細工だが、それもじっとりと赤い血に濡れ、そして黒い土に汚れてしまっている。

「ポルアース殿、この織り物に見覚えはありませんか？」

「いやあ、勘かん弁べんしておくれよ！　人間の血なんて、僕は見るだけで気が遠くなってしまうんだ！」

「ポルアース殿は、血のしたたるようなカロンの肉が好物ではありませんでしたっけ？」

「だからこそ、だよ！　ううう、しばらくカロンは食べられそうにないなあ」

　それでもポルアースは顔をおさえた指の隙すき間まから、カミュア＝ヨシュの差し出す包みをこわごわ覗のぞき込んだ。

「うん……それはどうやら、マティーラが愛用していた肩かた掛かけのようだね。昨日の晩餐でも、同じものを身に纏っていたと思うよ」

「ありがとうございます。しかし、ひどいことをするものだなあ」

　ポルアースに背を向けてから、カミュア＝ヨシュは包みを解いた。

　そうして「おや」と楽しげな声をあげる。

「レイト、見てごらん。手の平のほうには、ずいぶん深い傷がつけられているよ」

　カミュア＝ヨシュの言う通り、手の平の真ん中にざっくりと刀で断たち割わられた痕あとがあった。

　そこからも激しく出血したのだろう。手の平と指の腹には、一面に赤黒い血がこびりついてしまっていた。

「胸むなもとに迫せまってきた短剣を避さけようとして、手傷を負ってしまったのでしょうかね」

「どうだろうね。そうかもしれないし、そうではないかもしれない」

　カミュア＝ヨシュはふいに視線を巡めぐらせて、かたわらの衛兵に問いかけた。

「すみません。あの建物は何でしょう？」

「あれは、野の良ら道具や薪まきなどを収納する小屋だと庭師の男が述べておりました。真っ先に捜索しましたが、これといって不ふ審しんな点は見当たらなかったようです」

「庭師――それは、あのゼスという御お方かたですね？」

「はい。たしかそのような名であったと思われます」

　カミュア＝ヨシュは血まみれの包みを衛兵に託たくし、ひょこひょことそちらに近づいていく。木造りの、粗末な小屋である。扉には鍵かぎもかけられていなかったので、カミュア＝ヨシュはそれを無造作に引き開けた。

　薄うす暗ぐらく、雑然とした様相であった。衛兵が言っていた通りのものが詰め込まれており、一間なので誰が隠かくれる場所もない。

　カミュア＝ヨシュはその空間に視線をひと巡りさせてから、やがて右手の壁へと足を踏み出した。そこには、おおぶりの鎌かまや鍬くわといった刃は物もの類が掛かけられていたのだ。その中から、カミュア＝ヨシュは二ふた股またの奇妙な形状をした刃物をつかみ取った。

「レイト、こいつを知ってるかい？　これはね、枝葉を切る剪せん定てい用の鋏はさみという道具だよ」

「はさみ……ですか？」

「うん。こうして左右に開いてから閉じると、二つの刃にはさまれたものを断ち切きることができるのさ。これぐらい大きな鋏であれば、頑がん丈じようなグリギの枝葉を落とすことも簡単だろうねえ」

　確かにそれは短剣よりも長い刃のついた、なかなか物ぶつ騒そうな刃物であった。柄えの長さは、レイトの腕うでぐらいあったかもしれない。高い位置にある木の枝を落とすための道具なのだろう。カミュア＝ヨシュは、それを両手でじゃきじゃきと鳴らしながら、小屋の入口を振ふり返かえる。

「これは柄の部分が少し水で湿しめっているようです。朝から誰かが使用したのでしょうか？」

　入口では、衛兵の一人がうろんげな目でカミュア＝ヨシュの行動を見守っていた。しかし、ポルアースの連れには敬意を払はらわなくてはならないのだろう。素す直なおに「はい」とうなずいてくる。

「庭師が、刃を研といでいたそうです。それが朝のつとめなのだと申しておりました」

「なるほど。確かに鎌や鍬の柄も湿っているようですね」

　カミュア＝ヨシュはその刃物を壁に戻もどし、小屋を出た。そうして今度は、左手の方向に視線を向ける。

　そちらには、アルファン子し爵しやく邸ていがそびえたっていた。灰色の壁に窓が並んでおり、その内の一つが大きく開け放たれたままになっている。

「ここからは、貴婦人の寝しん所じよも視界に入るようですね」

「はい。しかし庭師はこの小屋の中にこもっていたので、何も気づかなかったと申しておりました」

「そうですか。ありがとうございます」

　カミュア＝ヨシュは、のんびりとした足取りでポルアースのほうに戻り始める。その横に並びながら、レイトは遥はるかな高みにあるカミュア＝ヨシュの顔を振り仰あおいだ。

「カミュアには、すべての謎が解けたのですね」

「うん？　どうしてそう思うんだい？」

「だって、そういう顔つきをしています」

「レイトはずいぶん目め端はしがきくんだなあ」

　カミュア＝ヨシュはにんまり笑いつつ、紫むらさき色いろの瞳をレイトのほうに向けてくる。

「レイトはどう思う？　君も俺と同じものを見て、同じ話を聞いてきたわけだけれども、何か自分なりの結論というものを得ることはできたのかな？」

「そうですね。今までの話だけから判断すると……犯人は、ゼスであるように思えます」

「へえ、どうして？」

「従者には血で身体を汚さない方法がないように思えますし、ニコラ姫ではあのように深々と短たん剣けんを突つき刺さすことはできそうにありません。そうなると、やはり誰かが窓から押おし入ったということになりますが……カミュアや衛兵たちの言う通り、外部の人間が塀を乗り越えてきたと考えるよりは、もともと敷地内にいた人間のほうが、容易くその仕事を果たすことができるでしょう」

「うん。だけど、それをゼス殿どのと特定するには相応の理由が必要になるだろう。それに、庭師ていどの腕わん力りよくでは、あの壁をよじ登るのも難しいように思えてしまうね」

「はい。ですからそれは、ニコラ姫が寝所から縄なわを垂らしたりしたのではないでしょうか？　そうして庭師のゼスが寝所にまでよじ登り、貴婦人を護身用の短剣で殺害したのち、さきほどの刃物で手首を切り落とした。……そう考えると、刃物が濡れていたことや、小屋のすぐそばに手首が埋うめられていたことにも説明がつきます」

「ふむふむ。それなりに整合性は取れているように思えるね。……ならば、ゼス殿はどうしてわざわざ貴婦人の手首を切り落としたりしたのだろう？」

「それは……死者を冒ぼう涜とくするためだったのでしょうか。マティーラという貴婦人は、貴族としての権けん威いをずいぶん重んじる人柄であったようですし。貴婦人としての証あかしである指輪を持ち去られてしまうというのは、マティーラにとってすこぶる無念なことであったでしょう」

「なるほどね！　確かにそれも、一つの考え方だ」

　レイトは、肩を落とすことになった。

「その口ぶりからすると、カミュアの考えとは異なっているのですね」

「うん？　そうだねえ。ところどころ重なっていなくはないけれど、まあ別物かな」

「それじゃあたぶん、僕ぼくが間違っています。第一息女の兄であるゼスと第二息女のニコラが共きよう謀ぼうする理由も思いあたりませんしね」

「そんなことは、俺にだって想像もつかないよ。真相が知れる前から諦あきらめる必要はないさ」

「いいえ。きっと僕の考えは間違っているんです」

　カミュア＝ヨシュはひとつ肩をすくめてから、手て持もち無ぶ沙さ汰たにたたずんでいたポルアースの前に立った。

「それでは、お屋や敷しきに戻りましょうか。ニコラ姫とテティア姫と、ついでにゼス殿にもご足労を願って、真実がどうであったかを問とい質ただしてみましょう」
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　一同は、テティアの寝所に集められることになった。

　テティアとニコラとゼス、カミュア＝ヨシュとポルアースとレイト、六人きりの会談である。

　初めて目にする第一息女のテティアは、寝しん台だいに半身を起こしての参席であった。淡あわい栗くり色いろの髪かみを肩までのばした、いかにも気弱げな娘むすめである。いまだ祖母の死の衝撃からは立ち直れず、それこそ死人のような顔色になってしまっていた。

　いっぽうニコラはさきほどよりも不機嫌そうな面おも持もちであり、ゼスは戦いにのぞむ剣けん士しのように双そう眸ぼうを燃やしている。そんなアルファン子し爵しやく家の面々を見回しながら、カミュア＝ヨシュは「さて」と言った。

「いちおう俺なりに、これが真実なのではないかという考えをまとめることができました。お耳汚しですが、皆様のご意見をいただければ幸いでございます」

「あなたはまだ、賊ぞくがこの屋敷に留とどまっているかもしれないなどという妄もう言げんを吐はくつもりなの？」

　ニコラが険悪に言いたてると、カミュア＝ヨシュは「いえいえ」と細長い首を振った。

「今後はもう、この一件の犯人を賊呼ばわりしようとは思いません。高貴なるアルファン子爵家のご血筋を賊呼ばわりするのは、あまりに不敬でありましょうからね」

「へえ……それじゃああなたは、このわたしを犯人に仕立てあげようというつもりなのね？」

　ニコラは、口もとだけで笑った。

　ゼスは、怒りに震ふるえている。

　テティアは――人形のような無表情だ。

「滅めつ相そうもありません。あなたのように可憐な姫君にこのような凶行を為なすことはできなかったでしょう、ニコラ姫ひめ」

「ふざけないで！　それなら、テティアが犯人だとでも言うつもり!?」

「そうではありません。……あるいは、そうであるとも言えるかもしれませんが。真相は、ほんのちょっぴりだけ入り組んでいるのだろうと思うのです」

　カミュア＝ヨシュは、にこにこと笑っている。その不思議な紫色の瞳には、いったいどのような真の相が見て取れたのか。レイトは無言のまま聞き入ることにした。

「まず大前提として、俺は外部からの侵入者という説を最初から切り捨てております。貴婦人マティーラが朝方まで生きていたというのは、その亡なき骸がらの様子からも明らかであるのですから、そう考えざるを得ないでしょう。朝の二の刻、通行人に見とがめられずに石いし塀べいを乗のり越こえて逃とう走そうすることは不可能です。犯人が誰であれ、その人物はまだ確実に邸てい内ないに居残っているはずなのですよ」

「…………」

「そのように考えると、貴婦人マティーラを害することができたのは、朝方に寝所へと足を踏み入れることができた三名のみ、と俺は考えております。その中でもっともあやしげと思われている夜番の従者は、現在も衛兵たちによって執しつ拗ように尋じん問もんされておりますが――俺はこの人物も、犯人たりえないと思っています」

「ふうん。それはやっぱり、彼が犯人だと切り落とした手首を隠したり血の汚れを清めたりすることも不可能だからなのかな？」

　ポルアースが問いかけると、カミュア＝ヨシュは「はい」とうなずいた。

「あるいは彼に協力者でも存在したなら、その限りではないのですがね。窓から縄を垂らして仲間を引き入れたり、凶きよう器きや手首を隠すように頼たのむことができたりすれば、彼でも犯行は可能となります。……しかし、そんな可能性は極きわめて低いと思うのですよね」

「ふむふむ。それは、どうしてだい？」

「彼が犯人なら、このような朝方にそれを決行しようとする理由がないからです。朝の二の刻ともなればもう他ほかの従者たちもせっせと働き始めているのですから、どこでどのように罪が露ろ見けんするとも限りません。さんさんと朝日の照りつける中、窓から縄を垂らして二階の寝所に仲間を招き寄せるなんて、そんな馬ば鹿かげた話はないでしょう。それに、賊の仕し業わざと見せかけたいなら、それこそ夜更けを選ぶべきです。現にこうして、衛兵たちは朝方に石塀を乗り越えることなど不可能であったはずだ、という結論に達してしまっているのですからね」
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　そこでひと呼吸おいて、カミュア＝ヨシュは無言の人々を見回していった。

「これが事前から練られていた計画なら、何がどうあっても犯行は夜更けに行われていたと思います。しかし、マティーラが生命を失ったのは朝方だった。……つまりこれは、誰にとっても予見することのできなかった、偶ぐう発はつ的てきな事件だったのではないでしょうか？」

「偶発的な事件？」

「そうです。あらかじめ貴婦人を害そうという計画が練られていたわけではなく、不幸な偶ぐう然ぜんが重なったために勃ぼつ発ぱつしてしまった事件――俺は、そのように考えています」

　そうしてカミュア＝ヨシュの視線は、ニコラのもとで固定された。

「さて。犯人である資格を有している二人目は、朝方に寝所を訪れたあなたです、ニコラ姫。……しかし、あなたの腕であのように深々と短剣を突き刺すことは不可能であったでしょう。短剣の刃は、あばらを砕いて心臓にまで達していました。俺やゼス殿ぐらいの腕力がなければ、あのような真似はできるはずがありません」

「ならば、自分が犯人であると？」

「いえいえ。ゼス殿であっても朝から屋敷の壁かべをよじ登ることなどできなかったでしょう。……だから、あなたはただ窓から剪定用の鋏を投げ入れただけなのではないでしょうかね？」

　ゼスは、慄りつ然ぜんと立ちすくんだ。その顔から、血の気がすうっと下がっていく。

「ニコラ姫に命じられて、あなたは裏庭から二階の寝所へと鋏を投げ入れた。その後は、貴婦人の血にまみれた鋏と、肩掛けに包まれた右手首を処分する役をおおせつかったのでしょうね。あなたにとっては、さぞかし魂たましいの縮むような作業であったことでしょう」

「何だ、それならやっぱり、わたしを犯人扱あつかいしたいのね」

　ニコラは、冷たく笑っている。

　カミュア＝ヨシュは、そちらに「いいえ」と首を振った。

「ニコラ姫、あなたはおそらくご遺体から手首を切り落としただけなのだと思います。賊の仕業と見せかけるために窓を開いたとき、小屋のそばにいるゼス殿の姿を見つけたのでしょうかね。それで、鋏の準備と後始末を頼むことができた。運が良かったのか悪かったのか、そこでゼス殿を呼びつけることができていなかったら、ここまで話がこじれることもなかったのでしょう」

「何よそれは！　どうしてあたしが、おばあ様の手首なんて切り落とさなくてはならないの!?」

「それは、テティア姫を救うためだったのではないでしょうか？　そこにはたぶん、テティア姫の罪の証が残されていたのだろうと思われます」

　今度は、ニコラも立ちすくむことになった。

　カミュア＝ヨシュは、ゆっくりと寝台のほうを振り返る。

「テティア姫、貴婦人マティーラの胸を短剣で刺したのは、あなたですね？」

　テティアは、のろのろとカミュア＝ヨシュを見る。

　その小さな唇くちびるが何か答えかけたとき――ニコラが「駄だ目めよ！」とわめきたてた。

「テティア！　何も喋しやべったら駄目！」

「みんな……みんな、わたしのしたことに気づいていたのね……」

　死人のように真っ青な顔をしながら、テティアはひとしずくだけ涙なみだをこぼした。

「そうです……わたしがおばあ様の胸に、短剣を刺したのです……」

「テティア！」

「おばあ様を殺あやめたのは、わたしです。ニコラもゼスも関係ないのです。すべての罪は、わたし一人に……」

「いえ。あなたは確かに短剣を突きたてたのでしょうが、それは昨晩の話なのでしょう？　貴婦人が生命を失ったのは夜が明けてからです。貴婦人を殺したのは、あなたではありません」

　カミュア＝ヨシュが、ニコラのほうに視線を戻す。

「貴婦人は、テティア姫によって胸を刺されました。だけどきっと、骨にぶつかってそれほど深くは刃も入らなかったのでしょう。ただでさえ、貴婦人はふくよかなお身体をしておりましたしね。……それで、テティア姫が退出したのちに、貴婦人は胸の短剣を引ひき抜こうとして、それで右手の平を深く傷つけてしまったのだと思われます。さきほど発見された手首には、その痕がざっくりと残されておりましたからね」

「…………」

「そうして貴婦人は血止めをするために、手近にあった肩掛けで強く手首を縛しばったのでしょう。それで意識を失ってしまったか、あるいは血を流しすぎて声をあげることもできなくなってしまったか――とにかく、扉の外にいる従者を呼びつけることもできぬまま、孤こ独どくで心細い一夜を過ごすことになってしまったのです」

　ニコラは唇を噛かみ、押し黙だまった。

　カミュア＝ヨシュは、やわらかくそちらに笑いかける。

「そうして朝になり、ニコラ姫が寝所を訪れたのでしょう。そこでどういうやりとりがあったのかはわかりませんが、貴婦人は寝台から落ちて絶命することになった。床ゆかに落ちた衝撃で、浅く刺さっていただけの短剣があばらをへし折り、心臓にまで到とう達たつしてしまったのです。あなたは当然、従者を呼ぼうとしたのでしょうが――あなたは昨晩テティア姫が寝所を訪れたということを知っていたのでしょうね。あるいは、朝方に貴婦人自身からその真実を聞かされたのでしょうか？　とにかく、このままではテティア姫の罪が露見してしまうために、あなたは一計を講じる他なかったのです」

「何故なぜだい？　手の平の傷がいつついたかなんて、手首に巻かれていた肩掛けをほどくだけで有う耶や無む耶やにすることができるじゃないか？」

　緊きん迫ぱく感のない声でポルアースが問うと、「いいえ」とカミュア＝ヨシュは首を横に振った。

「おそらく、それでは用が足りなかったのです。一晩中しめつけられていたのですから、貴婦人の手首には鬱うつ血けつの痕が残されてしまっていたのでしょう。それを隠いん蔽ぺいするために、ニコラ姫は手首をまるごと始末する必要に迫られてしまったのです」

「うーん、聞けば聞くほど突とつ拍ぴよう子しのない話だね！　もしかしたら、さきほど発見された貴婦人の手首に、その鬱血の痕とやらが残されていたのかい？」

「いえ。傷口はずくずくになっていたので、そのような痕を発見することはできませんでした」

「ううう、聞いているだけで寒気がしてしまうな。……しかし、それじゃあすべては当て推量なわけだね。いったい何をどのように考えたら、そんな話をひねり出すことができるのだろう？」

　不思議そうな顔をしているポルアースに、カミュア＝ヨシュはのんびり笑いかける。

「何も難しい話ではありません。証は、寝台に残されていたのですよ」

「寝台？　マティーラの部屋の寝台に？」

「ええ。寝台にも、多量の血の痕が残されていました。胸の傷は大したこともなかったでしょうから、あれはすべて手の平からこぼれた血なのでしょうね。……その、血だまりではなく点々と飛び散った血のほうは、指でひっかくと剥はがれ落おちるぐらいに乾かわいてしまっていたのですよ。あれらがすべて朝方に流された血であったなら、そこまで乾ききっているはずがありませんよね？」

　カミュア＝ヨシュは、その場にいる人間を順番に見回していく。

「貴婦人の亡骸にはまだ若じや干つかんの温ぬくもりが残されていました。貴婦人が生命を落としたのは朝方で間違いありません。そうであるにも拘かかわらず、寝台にはもっと以前に流された血の痕が残されていた。俺は最初から、その謎を解くためにこそ、あれこれ話を聞いて回っていたのです」

　レイトは誰にも気づかれぬように、小さく息をつくことになった。

　カミュア＝ヨシュが、爪つめの間に詰つまった血の塊かたまりをふっと吹ふき散ちらす姿を、レイトははっきりと覚えている。そうであるにも拘わらず、レイトはカミュア＝ヨシュと同じ考えに至ることができなかったのだ。

「昨晩、貴婦人の寝所を訪れたのは、テティア姫のみだった。となると、貴婦人に血を流させたのは、テティア姫か次の間の従者でしかありえない。しかし、従者が犯人であったなら、昨晩の内に何としてでもとどめをさしていたでしょうから、このような状じよう況きようにはなりえない。よって、短剣を刺したのはテティア姫であり、それを賊の仕業だと見せかけようとしたのはニコラ姫である、という結論に行き着いたわけですが――はてさて、如何なものでありましょう？」

　ニコラは、何も語ろうとはしない。

　その姿をくいいるように見つめながら、テティアのほうが口を開いた。

「ニコラ、そうなのね……？　あなたとゼス兄さんは、わたしをかばうために、そのような真ま似ねをしてしまったのね……？」

「あなたは何も聞かされていなかったのですね、テティア姫」

「はい……おばあ様が賊に殺められて、右の手首が持ち去られてしまったのだと聞かされて、わたしもわけがわからなくなってしまっていたのです……わたしは昨晩におばあ様を傷つけましたが、その後に賊が押し入って、おばあ様を殺めたなんて……そんなおかしな話がありえるのだろうか、と……」

「あなたはどうして、貴婦人を傷つけることになってしまったのでしょうか？」

　カミュア＝ヨシュの問いに、テティアはいっそうの涙をこぼした。

「わたしは……アルファン子爵家の跡あと目めについて話し合うために、おばあ様の寝所を訪おとずれたのです……確かにわたしの母は侍じ女じよの身でありましたが、わたしはジェノスの法務官の立ち会いのもとに正当な嫡ちやく子しと認められたのです。それをねじ曲げてニコラに継けい承しよう権けんを移すことなどできるはずもないのですから、何とかお考えをあらためていただけるようにと……」

「しかし、その願いは聞き届けられなかったのですね」

「はい……そればかりか、わたしはあの短剣を手て渡わたされて、自害せよ、と詰め寄よられることになってしまいました……」

　テティアの細い指先が、寝しん具ぐをぎゅうっと握にぎりしめる。

「お前さえいなければ、何もかもが丸くおさまる……お前の母親が犯おかした許し難がたい罪を、お前の生命で贖あがなうのだ、と……それで、口くち汚ぎたなく母様のことを侮ぶ辱じよくされてしまい……気づいたときには、おばあ様の胸を短剣で突いておりました……」

「そうだったのか、テティア」

　ゼスが、底ごもる声で言った。その目には、とてつもないほどの苦く悶もんの光が宿っている。

「そうと知っていれば、俺おれがお前の代わりに刀を取っていたものを……あの老人めは、どうしてそこまで俺たちを憎むのだ！　貴族の家に生まれつかなければ、人間は人並みの幸せを願うことも許されないのか!?」

「それは、しかたのないことだわ……わたしたちの母様が、その貴族である父様を受け入れてしまったのだから……」

「だからといって、おばあ様にテティアを罵ののしる資格などありはしないわ！　悪いのは、侍女に子を生ませた父様なのだから！」

　ニコラが大声でわめきたてる。その頬ほおにも、いつしか涙が伝い落ちていた。

「あたしは跡目なんて継つぎたくなかったんだ！　あたしは――あたしは、ゼスを伴はん侶りよに迎むかえたかったんだから！」

　わめきながら、ニコラは涙に濡れた瞳でカミュア＝ヨシュをにらみつける。

「だからあたしは、おばあ様を説得するために寝所まで出向いたんだよ！　馬鹿な考えは打ち捨てて、テティアの伴侶を次代の当主にすればいいって――！」

「その点において、あなたは真実を語っていたのですね。しかし、どうして貴婦人は生命を落とすことになってしまったのでしょう？」

　やわらかい声こわ音ねでカミュア＝ヨシュが問うと、ニコラは唐とう突とつな悪お寒かんに見み舞まわれたかのごとく、自分の身体を抱だきすくめた。

「おばあ様が、寝台の上であたしにつかみかかってきたのさ！　テティアがやった、あの娘は罪人だ、これで跡目はお前のものだって……真っ青な顔で、獣けものみたいに笑いながら、あたしの身体につかみかかってきたんだ！　それであたしが逃にげようとしたら、おばあ様は寝台から落ちて……」

　ニコラが、崩くずれ落ちそうになる。そのほっそりとした身体を、ゼスがすかさず抱き止とめた。

　その姿を見つめながら、テティアがかすれた声音でつぶやく。

「ゼス兄さんとニコラに結ばれてほしかった……だからわたしは、この身にアルファン子爵家の名を負いたかったのです……でも、おばあ様はそれを許してくれなかった……」

「おばあ様は、爵しやく位いに取とり憑つかれてたんだよ！　子爵なんて、大した爵位でもないのにさ！　血を分けた家族よりも、おばあ様には爵位を自分のやり方で守ることが一番大事だったんだ！」

　ニコラもテティアも泣いていた。ゼスは口を引き結び、嗚お咽えつをこらえているようだった。

　姉は妹を、妹は姉を、兄は妹と愛する人間を、それぞれ守りたかっただけなのだろう。家族というものを知らないレイトにも、その苦く悩のうや悲しみを想像することぐらいはできるような気がした。

「どうやら俺の考えは、ひと通り当たっていたようですね。貴婦人を殺めた犯人は、その場にいた三番目の人物――貴婦人自身であったようです」

　とても穏おだやかな微び笑しようをたたえながら、とても静かな口調で、カミュア＝ヨシュはそう言った。
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「まったく、とんでもない騒さわぎだったねえ……」

　アルファン子爵家を後にしながら、ポルアースがそのようにつぶやいた。

　玄げん関かんの扉とびらを出たところで、カミュア＝ヨシュがそちらを振り返る。

「ポルアース殿は、彼かれらをどうするおつもりなのでしょうかね？」

「うん？　それはもちろん、ありのままの真実を報告するよ。家族に刀を向けるのも、それを隠すために衛兵たちを騙だましたのも、ジェノスの法では罪になるのだからね」

　しかつめらしく、ポルアースはそのように答えた。

「法のもとには、誰だれもが正しく裁かれるべきだ。……だから、マティーラの生命が失われたのは不幸な事故だった、という事実とともに、すべてを正確に伝える必要があるだろうねえ」

「そうなると、アルファン子爵家はどうなるのでしょう？」

「当然のことながら、廃はい位いになるのじゃないのかな。王都の連中の手前、伯はく爵しやく家けであれば何がどうあっても存続させなければならないけれど、子爵家の取り扱いはジェノス侯こうに一任されているからね。王都に報告のトトスを走らせて、それでおしまいさ」

　そう言って、ポルアースはふにゃりと笑えみくずれた。

「まあ、彼かの女じよたちにとっても、そのほうが幸福だろう。望んでいない者にとって、爵位などは重荷にしかならないからね。貴族としての栄えい誉よと安楽な生活と引き換かえに、彼女たちは自由な生を得るのさ。さすがにテティア姫と庭師は、しばらく禁固の刑けいを受けることになるだろうけれど、その罪を償つぐなったら、ダレイム伯爵家で働いてもらおうと思うよ」

「ふむ。それでは、ニコラ姫は？」

「ニコラ姫はこちらで働きながら、姉君と伴侶の帰りを待ってもらおうと思うよ。……とりあえず、うちの料理長が人手を探していたから、その下についてもらおうかな」

「そうですか」と、カミュア＝ヨシュも笑った。

　カミュア＝ヨシュにしては珍めずらしい、なかなか屈くつ託たくのない笑え顔がおである。

「それでは、後のことはおまかせいたします。ジェノス侯にもよろしくお伝えください」

「うん！　今度は僕の家に招待するからね！」

　ぶんぶんと手を振るポルアースに別れを告げて、カミュア＝ヨシュとレイトは門を出た。

　城下町の石造りの街路を、並んで歩く。アルファン子爵家で起きた惨さん劇げきなど知らぬげに、町は明るい光と活力にあふれていた。

「あの、僕には一つだけわからないことがあるのですが」

　歩きながらレイトが告げると、カミュア＝ヨシュは「うん？」と不思議そうに見つめ返した。

「腕力のないニコラ姫でも、貴婦人を寝台の下にうまく落とせば、とどめをさすことは可能でしたよね？　それなのに、カミュアは最初から貴婦人が自分の不注意で生命を落としたのだと結論づけていました。その理由が、僕にはわからないのです」

「俺は何も結論づけてなどはいなかったよ。俺はあの場で喋りながら、ずっとニコラ姫の表情や挙動の変化をうかがっていたのさ。最初にニコラ姫が犯人でないと決めつけたのは、言ってみれば相手を油断させるための策さく謀ぼうみたいなもんだね」

　こともなげに、カミュア＝ヨシュはそう言った。

「だけど彼女は、感情を隠すのがそれほど得手であるようにも思えなかった。人並み外れた意志の強さと胆たん力りよくを持ち合わせているようではあったけれども、肉親を害するような非情さとは無む縁えんなような人ひと柄がらにも思えた。だからまあ、証はないけど彼女は潔白なのだろうと思うよ。……そうでなかったら、いずれ俺たちの代わりに、西方神が彼女の魂を裁いてくれるだろうさ」

「……僕はやっぱり、まだカミュアの足もとにも及およばないようです」

　レイトは深々と息をついてみせる。

「同じ場所に立って、同じものを見ているはずなのに、どうしてもカミュアと同じように物事を考えることができません。不ふ肖しようの弟で子しで、申し訳ない限りです」

「大おお仰ぎような言い様だなあ。君は何なん歳さいになったのだっけ、レイト？」

「知っているでしょう。この年で十一です」

「若いなあ！」と、カミュア＝ヨシュは笑う。

「俺が十一歳の頃ころなんて、この世の道理もわからずに震えてばかりだったよ。それに比べれば、レイトなんてびっくりするぐらい大人びていると思うけどねえ」

「大人びているだけでは足りないんです。僕は、大人になりたいのですから」

「年なんて、放っておいても勝手に食ってしまうものなのだから、今の若さを存分に楽しむべきだと思うよ？」

　笑いながら、カミュア＝ヨシュはレイトの頭にぽんっと大きな手の平をのせた。これもまた、なかなか彼らしくない仕草である。

「あの、これではますます子供めいてしまうのですが」

「十一歳は、立派な子供だよ。無理に背せ伸のびをする必要はないさ」

「ええ。カミュアはもう三十ですものね」

「二十九だよ！　知ってるくせに、ひどいなあ」

　ぼやきつつ、レイトの頭からは手を離はなそうとしない。その温かさが、レイトには落ち着かなかった。

「あのねえ、レイト。確かに君は俺の弟子だけれども、それはあくまで《守護人》としての見習いだからね？　剣けん技ぎやトトスの乗り方ぐらいしか、俺には教えることもできないんだ」

「はい。だから僕は、僕なりのやり方でカミュアのような人間になれるように努力しているつもりなんです」

「どうして俺みたいな人間を目指してしまうのかなあ！　そんなのは、百人中の百人が猛もう反はん対たいするような話だと思うのだけれども」

「それなら僕は、百一人中の百一人目なんです」

　カミュアは苦く笑しようし、ぽんぽんと何度かレイトの頭を叩たたいてから、ようやく手を離した。

「俺のような人間は、行く末は野の垂たれ死じにと相場が決まっている。もうちょっと安楽な人生を求めたほうが、幸福だと思うけれどねえ」

「はい。マサラのバルシャにも、良い死に方はしないだろうと忠告されました」

「うんうん、もっともな話だよ。人間は、どのような死に方をするかが肝かん要ようなんだ。どんなに恵めぐまれた人生を送っても、最後の最後で家族に恨うらまれながら死んでいくなんて、そんな虚むなしい話はないじゃないか」

　それはきっと、貴婦人マティーラのことを指しているのだろう。

　子爵家の名に固こ執しつした、マティーラが悪いのか。

　激情をおさえきれなかった、テティアが悪いのか。

　侍女に子を生ませた、テティアの父親が悪いのか。

　雇やとい主ぬしからの求愛を拒こばめなかった、テティアの母親が悪いのか。

　レイトには、そこまでの判別をつけることはできなかった。

「……僕はまだ十一歳なのですから、理想の死に様などを上う手まく思おもい描えがくことはできません。ただ、自分で納なつ得とくのいく生を生きて、その末に訪れる死を受け入れたいと思っています」

「うーん、十一歳でそこまで達観していることが恐おそろしいように感じられてしまうのだけれども……」

「三十を目前にしたカミュアには、自分の死に様を思い描くことができているのですか？」

「三十を強調しないでくれってば！　……そうだねえ。俺はたとえ野垂れ死にだとしても、へらへら笑いながら西方神のみもとに召めされたいなあと考えているよ」

　実際にへらへらと笑いながら、カミュア＝ヨシュはそのように言った。

　その目が、何かを透すかし見るようにすがめられている。

「まあ、そう考えると――これでニコラ姫に跡目を継がせられるのだと信じながら絶命することになったマティーラなどは、案外幸福な心ここ地ちで天に召されていったのかもしれないね。苦悩するのは、いつも残される人間たちのほうなのだからさ」

「だからカミュアは、自分の子をこの世に残そうとしないのですか？」

「どうだろうね」と、カミュア＝ヨシュは笑った。

「まあきっと、今さら自分の子をこの世に残していきたいなどという考えには至らないだろうと思うけれども、可愛かわいい弟子が《守護人》として一人立ちする姿を目にすることさえできれば、それなりに満足かな」

「……ご期待にそえるよう、頑がん張ばります」

「うん、頑張っておくれよ」

　カミュア＝ヨシュは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「さあ、何とか軽食をとる時間ぐらいは確保できたみたいだね。急いで宿場町に戻ることにしよう」

「はい」

　二年間も行動をともにしていながら、レイトはまだカミュア＝ヨシュのことを半分も理解しきれていないのだろうと思う。自由気ままに諸国を巡り歩あるき、神の怒いかりや禁きん忌きをものともせず、とてもたくさんの人間に敬愛されたり疎うとまれたりしながら、カミュア＝ヨシュは幸福であるのか不幸であるのか――もしかしたら、それを見定めたいがために、レイトはカミュア＝ヨシュのそばにあるのかもしれなかった。

（だけど、幸福であろうと不幸であろうと、僕はあなたのようになりたいんです、カミュア）

　そんなことを考えながら、レイトは奇き妙みような師し匠しようの背中を追うために、石の街路に足を踏ふみ出だした。







二人の道







　自分にとって、津つ留る見み明あ日す太たという存在はいったい何なのだろう？　と考えることが、たまにある。

　何だも何も、明日太というのはまぎれもなく腐くされ縁えんの幼おさな馴な染じみであるわけだが。幼馴染という言葉には、幼い頃に仲良くしていた、という意味しかないはずだ。

　さらに言うならば、幼かった頃には仲が良かったけれど、成長した後は疎そ遠えんになってしまう、というほうが一いつ般ぱん的てきであるらしい。

　然しかして、明日太と自分は幼い頃から現在に至るまで、同じ距きよ離り感を保ち続けている。

　この関係は、いったい何なのだろう？

　普ふ段だんはのんびりと温かな交流を結びつつ、ときたまそんなことを考えてしまう。

　自分――生うぶ方かた玲れい奈なにとっての津留見明日太とは、いったいどういう存在なのだろうか。
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　明日太とは、幼い頃から仲良くしていた。

　あまりに幼すぎて、出会いの場面などははっきり思い出せないほどである。それでも二人の関係性がはっきり構築され始めたのは、おたがいが三歳の頃であるはずだった。

　記き憶おくにはなくとも、周囲の状況からそうと察することはできる。三歳から六歳になるまでの三年間、自分は津留見家に預けられていたのだ。近所の保育園がどこも満員で、いっこうに入園できそうになかったから、というのがその理由である。もとの職場への復職を考えていた母親にとって、通常の幼よう稚ち園えんでは用が足りなかったらしい。

　こうなったら、ちょっと遠方になっても託たく児じ所しよを探して、そこに預けるしかない――母親がそのようにぼやいていたのを聞きつけて、明日太の母親が自分の家で預かろうかと提案してくれたのだった。

　両者は産科の病院で面識を得ることになったそうなのだが、男のように果断な気き性しようをした自分の母親と、きわめておっとりとした明日太の母親で、両極きよく端たんなタイプであったのが幸いしたのか、そのようにいささか常識に外れたやりとりが成立してしまうぐらいには親しん睦ぼくを深めていたようなのである。後年、学校の友人たちなどには「ずいぶん非常識なお母さんだね！」と驚おどろかれることになったが、自分としては、それで津留見家と深い縁を結ぶことができたのだから、何も不満はなかった。

　で、一方の津留見家だ。

　津留見家は、《つるみ屋》という大衆食堂の店を営んでいた。

　幼稚園などに通わせる予定は、もともとなかったのだそうだ。

　それはそれであまり一般的な話ではなかったようだが、幼稚園の場所が遠くて交通の便が悪かったことと、なるべく子供と一いつ緒しよに生活をしたいという母親の希望が相まって、そういう方針に定まったらしい。

　で、一人も二人も一緒だから、預かることには何の苦もない、などと明日太の母親は言ってくれていたようなのだが――後日、自分の母親は「そんなわけないよね」と語っていた。

「まあ、あんたも明日太ちゃんも大人しくて手はかからないほうだったけど、子供の数が倍になれば苦労も倍になるのが当たり前さ。そんな苦労を何とも思わないぐらい、あの人は強くて優やさしい人だったんだよ」

　ともあれ、自分は明日太と幼少期を過ごすことになった。津留見家の居間で、明日太とその母親だけを相手に、一日の半分以上を過ごすことになったのである。

　自分としては、楽しかった記憶しかない。明日太は女の子みたいに可愛らしい顔をしていたし、体格も自分とそんなに変わらないぐらいであったので、何の違い和わ感かんもなく遊ぶことができていたと思う。

　一番鮮せん明めいに覚えているのは、アンパンの頭をしたキャラクターのぬいぐるみを使った人形遊びだ。やっぱり家いえ柄がらなのか、津留見家には食材をモチーフにしたそのキャラクターのグッズばかりがあふれかえっていたのである。

　そしてまた、本来であれば原作の絵本やアニメと同じようにヒーロー活劇に興じるべきであろうと思うのだが、明日太と自分はその人形を使って食堂ごっこばかりしていた。

「はーい、はんばーぐおまたせでーす」

「ありがとー。おいしーでーす」

　カツ丼どんやおにぎりや、あるいはバイキンをモチーフにしたキャラクターたちがハンバーグやオムライスを美お味いしい美味しいとむさぼりくらう。いま思えば、いささかシュールな世界観であったかもしれない。そんな明日太と自分の織り成す牧歌的な人形劇を、明日太の母親はいつもにこにこと微笑みながら見守ってくれていた。

「こんな不ま味ずいメシが食えるかー！　店主を呼んでこーい！」

　ときおり休きゆう憩けい中に明日太の父親が乱入してきたときだけ、世界は荒あれた。そのときばかりは勧かん善ぜん懲ちよう悪あくのヒーロー活劇が始まって、二人がかりで悪漢を叩きのめしたものである。

　その他には、明日太の母親が家庭菜園をしていた小さな庭で虫取りをしたり、時には公園に遠えん征せいしたり、夏にはプールに連れていってもらったりした記憶がある。

　背格好が同じぐらいであったためか、外出するとかなりの高確率で双ふた子ごの兄きよう妹だいに間ま違ちがわれた。それに対して明日太の母親が何と答えていたかは覚えていないのだが、本人たちは何も気にしていなかったように思う。




　そんな幸福な三年間はあっという間に過ぎ去って、二人は無事に地元の小学校へと入学することになった。

　最初の内は、大勢の子供がいる新たな環かん境きように戸と惑まどいを覚えてしまったが、数ヶ月もすれば難なく順応することができた。仲良く過ごせる友達もすぐにたくさん作ることができたし、学校で過ごすのは楽しかった。クラスは離れてしまったが、明日太のほうも問題なく過ごせているようだった。

　そして、それでも明日太との縁が切れることはなかった。家が近所なので登下校は一緒であったし、放課後や休みの日に遊ぶことも一番多かった。それまでは一日の半分以上をともにしていたので、もっともっと遊びたいなあと思っていたぐらいであったと思う。

　しかし、小学校にあがる頃には、明日太は店を手伝うようになっていた。

　明日太の母親が、身体を壊こわしてしまったからである。

　何か難しい名前の病気を患わずらってしまったらしく、明日太の母親はしょっちゅう病院に通い、家では眠ねむっていることが多くなった。《つるみ屋》は繁はん盛じようしていたので昼も夜もアルバイトを雇うようになっていたが、それでも手が足りずに、明日太が手伝うことになってしまったのだった。

　もちろん食器の片付けや皿洗いなどといった簡単な仕事しか手伝うことはできなかったが、それでも十分な戦力になっていたと思う。よって日曜日などは、昼と夜の部のあいだの数時間しか遊べなくなってしまった。

　しかしそれでも自分が訪れると、明日太はとても喜んでくれた。明日太の母親の調子がいい日は、三人でのんびりくつろぐのが常だった。

　しかし、そんな生活も一年ていどしか続かなかった。

　小学二年生の初夏、明日太が八歳の誕生日を迎える直前に、明日太の母親が逝せい去きよしてしまったのである。

　お葬そう式しきの間、明日太はずっと泣いていた。

　もちろん自分も、自分の母親も泣いていたと思う。

　ただ、子供の頃からほとんど泣くことのなかった明日太がわんわん泣いているのが可哀かわい想そうで、涙こそ見せなかったがずっとうつむいていた明日太の父親が可哀想で、こんな二人ともう二度と言葉を交かわすこともできなくなってしまった明日太の母親が可哀想で――自分自身がどれぐらい悲しかったのかは、後から思い出そうとしてもなかなか判別がつかなくなってしまっていた。

　それから一年間ぐらい、明日太はほとんど笑顔を見せなかったように思う。ときおり笑うことはあっても、それまでのような朗ほがらかさや屈託のなさは消失してしまっていた。

　だけど、小学三年生の夏休みに、自分の家族と合同で海に行ったとき、明日太はひさびさに楽しそうにはしゃいでいた。きっと、一年かけて気持ちを立て直したのだろう。そうして明日太が明るい笑顔を見せてくれたことが嬉うれしくて、思わず涙ぐんでしまい、慌あわてて海に潜もぐったことを今でもよく覚えている。

　それからはまた平へい穏おんな日々が続き、二人はやっぱり地元の中学校に入学することになった。

　ここまでくると、いよいよ思春期とかいう面おもはゆい時期が到とう来らいしてきて、さすがにそれまで通りのつきあいを保つことは難しくなり始めた。当人たちは何とも思わなくとも、周囲がそれを許さない状況に変化していったのである。

「ねー、この前、隣となりのクラスの津留見くんと一緒に帰ってたでしょ？　もしかしたら、つきあってるの？」

　そんな風に問われたこともあった。

「違ちがうよー。あすたちゃんとは幼馴染なんだ」

「えー？　ただの幼馴染だったら、中学生になってまで一緒に帰らないんじゃない？」

　こんな調子なのである。

（別に、『ただの』幼馴染とは言ってないんだけどなあ）

　自分としては、そのように思う。

　だけどそうなると、自分と明日太の関係はいったい何なのか。

　異性の友人？　――何だか、ピンとこない言葉だ。

　感覚としては、やっぱり「同い年の兄妹」であるのだが、血の繋つながりはないので、それも不適当である。

　ともあれ、実の家族と同じぐらい、自分にとっての明日太は大事な存在なのだ。それを説明する言葉が、自分の頭の中には見当たらなかったのだった。

　そんなわけで、明日太とはいくぶん距離ができることになった。

　が、あくまでそれは学校内においてのことである。会話は最低限度につつしみ、登下校も別々にすることが多くなった。下の名前で呼び合うのも御ご法はつ度とであるようなので、意識的に避さけるようになった。

　だけどそれは、そういう環境に放ほうり込まれたゆえの必然的な結果であり、自分と明日太の間に流れるものには、まったく影えい響きようを及ぼさなかったように思う。その証しよう拠こに、学校を離れれば、自分も明日太もこれまで通りに振ふる舞まうことができていた。

　なおかつ、その頃には自分も《つるみ屋》を手伝えるようになっていたので、一緒に過ごせる時間は少し増えたぐらいかもしれない。明日太は明日太で十歳ぐらいのときにはもう料理の楽しさに開眼していたので、人手不足とは関係なく店を手伝うようになっていた。よって、自分も土日のどちらかは必ず店を手伝うようになり、そんな日は一日の大半を明日太と過ごすことができた。

　明日太の父親も、何も変わらず自分のことを受け入れてくれている。

　夏には毎年、両家族合同で海にも行っていた。

　中学校っていうのは、ちょっと面めん倒どうなところだな――という共通認にん識しきのもとに、自分と明日太は変わらぬ関係を維い持じし続けることに成功できたのだった。

　また、時には世間というものにひっそりと反はん撃げきする場面もあった。中学一年の冬の終わり、いわゆるバレンタインというイベント時に、ホットケーキを献けん上じようする算段を立てたのである。義理だの本命だのは関係ない。あげたくなったからあげるのだ。そのように考えて、自分はほぼ初めて我わが家やのキッチンで蛮ばん勇ゆうをふるうことになった。

　が、どうにも上手く作れない。あれれと思って母親に相談すると、「分量を間違えてるんじゃない？」と言われた。

「そんなわけないじゃん。説明書の通りに作ってるんだから」

「だったら、センスがないんでしょ」

　母親は、実にあっさりとそう言った。

　そして、いくぶん目力を込めながら顔を寄せてくる。

「言っておくけどね、あたしの子供として生まれたからには、それ相応の覚かく悟ごが必要なんだよ？　あたしも、あたしのお母さんも、そのまたお母さんも、壊かい滅めつ的てきに料理のセンスってもんが備わってなかったんだからさ」

「何なの、その呪のろわれた血筋は！」

「だからあたしは、仕事一筋に生きることにしたんだよ。それでも父さんみたいに理解ある人と巡めぐりあうことができたんだから――ま、捨てる神あれば拾う神ありってことで、人間、あきらめが肝かん心じんなのさ」

　あきらめてたまるかと、マフラーを巻いて家を出ることになった。

　こうなったらもう、明日太の力を借りる他ない。この日のために買いそろえた食材一式をバッグに詰め込んで、勇ゆう躍やく、津留見家に突とつ撃げきすることにした。

「あれ？　どうしたんだよ？　今日は手伝いの予定じゃなかっただろ？」

《つるみ屋》では、ちょうど昼の部の営業を終えたところだった。バレタインである本日は、日曜日だったのである。だからこそ、自分もホットケーキを焼いてみよう、などという一大イベントに取り組む心づもりになれたのだ。

「あのね、ホットケーキが上手く焼けないの。何が悪いのか、見てもらえないかなあ？」

「ホットケーキ？　お前がホットケーキ!?」

「……何そのリアクション」

「いや、だって、普段から自分は食べる専門だって言い張ってただろ？」

「そりゃあ、あすたちゃんやおじさんがそろってたら、あたしなんかの出る幕はないじゃん」

　ぷっと頬をふくらませてみせると、「わかったわかった」と明日太に苦笑された。昔はにこにこと可愛らしく笑うばかりであったのに、齢よわいを重ねるごとにさまざまな表情を身につけることになった生意気な幼馴染である。

「って言っても、俺だってホットケーキなんて作ったこともないからなあ。力になれるかはわからないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ほら、パッケージに作り方が書いてあるから」

「……それでどうして失敗するんだよ？」

「それがわからないから、相談に来たんじゃん！」

「わかったっての。家のほうのキッチンでいいよな？」

　前まえ掛かけで手をぬぐう明日太とともに、店の奥おくに向かう。大きな衣え紋もん掛かけに隠かくされた障子戸を開けると、そこはもう津留見家の居間だ。だらしない姿でテレビを眺ながめていた明日太の父親が「あれ？」と目を丸くする。

「どうしたんだい、玲奈ちゃん？　今日は手伝いの予定だったっけ？」

「ううん。今日はホットケーキを焼きに来たの」

「へえ、ホットケーキか。ホットケーキなんて、もう何十年も食べてないなあ」

「あ、おじさんて、甘あまいの苦手だったっけ？」

「俺に苦手な食べ物なんてないよ！　ホビロンでもカース・マルツゥでも何でもござれだ！」

　えっへんとばかりに胸をそらす。こちらのほうは、いくつになっても子供の面が抜ぬけない明日太の父親だった。

「よし、それじゃあ試ためしに焼いてみるか」

「あ、ちょっと！　あすたちゃんが作ったら意味がないんだってば！　あたしが作ってみせるから、どこにどう問題があるのかを解明してよ」

「んー？　別にいいけど、俺の家を燃やしてくれるなよ？」

　いちいち腹の立つことを言う幼馴染の頭を引っぱたいてから、いざ作製に取りかかる。

「えーと？　まずは卵と牛乳をボウルに入れて、よくかきまぜてください」

「うん。卵が一個に、牛乳が百四十ミリリットルだよね？　何回も読んだから暗記しちゃったよ」

「うわ、卵と牛乳まで持参したのかよ。で、ホットケーキミックスを投入して、ダマがなくなるまでかきまぜてください。……あとは焼くだけか。ずいぶんシンプルなレシピだな」

「そうだねー。それであんなに美味しいのは何でなんだろ？　やっぱりこのホットケーキミックスに秘密があるのかな？」

「いやあ、秘密も何も、小麦粉と砂糖とベーキングパウダーと、あとは隠し味あじで塩が入ってるぐらいのもんだろ？　それに卵と牛乳まで使ってるなら、美味しく仕上がるのも当然さ」

　そのように答えたのは、明日太の父親だった。

　明日太はうろんげに、居間のほうを振り返かえる。

「何十年も食べてないくせに、ずいぶん詳くわしいじゃないか？」

「うん？　いやまあ当てずっぽうで言っただけだよ。菓か子し作りは専門外なんだから、あんまり真に受けるな」

　気になったのでパッケージの原材料名を確かく認にんしてみると、明日太の父親が述べた以外では香こう料りようだの着色料だのぐらいしか記き載さいされていなかった。

「……こういうところが、すっげー腹立つよな」

　ぶすっとした顔で、明日太が囁ささやきかけてくる。そちらに「あはは」と笑い返してから、いよいよ熱したフライパンに生き地じを投入することにした。

　三分ていどで表面にぷつぷつと泡あわが浮ういてきたら、慎しん重ちようにひっくり返す。フライパンに接していた面には、綺き麗れいな焼き色がついていた。

「あれー？　普ふ通つうに成功しちゃいそう……」

「そりゃあ失敗のしようがないだろ」

「でも！　家では真っ黒に焦こげちゃってたんだよ？」

「焼いてる間に居い眠ねむりでもしてたのか？」

　集中力の問題なのだろうか。それともやっぱり牛乳の分量などを間違えていたのか。説明書の通りに三分後に皿へと引き上げると、そこにはどう見ても立派なホットケーキが完成されていた。

「だけど、生焼けの可能性もあるよね」

　フォークを借りてひと口だけ食してみると、シロップをかけていない素そ朴ぼくなホットケーキの味が、優しく口の中に広がった。

　普通に成功だ。

「どれどれ」と明日太が手をのばしてきたので、その手の甲こうを引っぱたいてやった。

「あすたちゃんは駄だ目め！　もう一人で大丈夫だから、おじさんとくつろいでてよ」

「何だよー、手伝ったのに、ご褒ほう美びもなしか？」

　ぶちぶちとぼやきながら、居間のほうに引っ込んでいく。

（ちぇーっ！　こんなんだったら、家で成功させてサプライズにしたかったなあ）

　ともあれ、《つるみ屋》の休憩時間が終わるまでに完成品を提供せねばならない。残っていたホットケーキミックスを使って二人分を焼き、さらに持参したホイップクリームとチョコソースでデコレイトする。メイプルシロップは、各自のお好みでかけてもらうことにした。

「お待たせー！　完成したよ！」

　津留見家から拝借した皿に載のせられたホットケーキが、ちゃぶ台の上に並べられる。あまり外見の似ていない父と子は、そろってきょとんと自分の顔を見上げてきた。

「すげー立派じゃん。大成功だな。……これ、食べていいのか？」

「うん。そのために作ったんだから。どうぞ召し上あがれ」

「いやあ、誕生日でもないのに、何だか申し訳ないなあ」

　明日太もその父親も、何だか困こん惑わくを隠しきれていなかった。どうしていきなり訪ねてきた古ふる馴な染じみにホットケーキをふるまわれなくてはならないのか、さっぱり理解できていない様子である。

「あの、いちおう言っておくけど、今日はバレンタインだからね？」

　父子の顔に、驚きの色が走りぬける。

「お、親おや父じ、今日はばれんたいんであるみたいだぞ？」

「ううむ。俺は仏教徒だからよくわからんが、ヴァン・アレン帯とは関係ないのかな？」

「何だかわからないけど、それは関係ないと思う」

「そうか。あれはホットケーキじゃなくドーナツ状であるみたいだしな」

「……親子漫まん才ざいはいいからさ。冷めない内にお召し上がりくださいませ」

「いただきます」の声が唱和された。

「美う味まいな！　ホットケーキって、こんなに美味かったのか！」

「うん、美味い！　まだ仕事が残ってるのに、一いつ杯ぱいひっかけたくなるなあ」

「……どういう味覚だよ。こういうメニューには紅茶かコーヒーだろ」

「どっちも我が家には置いてないな。せめてほうじ茶でもいれてみるか」

　美味い美味いと明日太とその父親ははしゃいだ声をあげながら、あっという間にホットケーキを食べ尽つくしてしまった。ものすごく料理の上手い父子が自分の作ったものでこれほど喜んでくれているのが、何だか不思議な心地である。自分も一番最初に作った冷めかけのホットケーキにシロップだけをかけて食べたが、それもたいそう美味しく感じることができた。

「いやー、美味かった！　……そういえば、よく考えるとホットケーキなんてものをちゃんと食べたのは初めてかもしれないなあ」

「えっ！　あすたちゃん、本気で言ってるの？」

「うん。母さんは和風の菓子が好きだったし、母さんが作るもの以外に菓子を食べる習慣なんてなかったしな」

　そうして明日太は自分のほうを見ながら、幼い子供の頃のようににっこりと笑ってくれた。

「母さんの作ってくれた白玉団子とかわらび餅もちとかと同じぐらい美味かったよ。玲奈、ありがとうな」

　こんな笑顔が見られるならば、バレンタインというやつもまんざらではないな、と思うことができた。

　そうしてその日以降には、誕生日やクリスマスなどでも手作りのケーキやクッキーなどをふるまうことになり、自分も菓子作りにおいてのみは、生方家の呪われた血から脱だつすることがかなったのだった。

　ただし、こういった話を学校の友達に打ち明ける気持ちにはなれなかった。また何やかんやと冷やかされることが目に見えていたためである。画一的な価値観に対する叛はん逆ぎやく行こう為いと銘めい打うちながら、それはあくまで自分の内部でのみ執とり行おこなわれたものなのだった。

（学校は楽しいけど、こういう話だけは本当に面倒くさいよなあ）

　ひとつだけ、はっきりわかっていることがある。

　自分が明日太に抱いているのは、恋れん愛あい感情ではありえない、ということだ。

　その後も順当に年を重ねていって、明日太はぐんぐんと背も高くなり――それでも同世代の男の子たちに比べれば、そんなに大おお柄がらなほうではないようなのだが、自分のほうの成長がぴたりと止まってしまったために、いつしか二人の身長差は頭一つ分ぐらいにも及んでしまっていた。

　十五歳、中学三年生にもなれば、顔立ちもだんだん男らしくなってくる。母親ゆずりの優しげな面おも立だちで、スポーツも何もやっていないのだから、そんなに精せい悍かんなわけでもない。それでも明日太は男であり、そして自分は女であった。

　だけどやっぱり――この大事な幼馴染に恋愛感情を抱くことはないのだろうな、と思う。

　明日太は、家族と同じぐらい大事な存在だ。

　このまま立派な料理人となって、幸福な人生を歩んでほしいと思う。

　どちらかというと、それは兄や弟に対する親愛の念のようなものであり、自分はそれを横から見守っていたいだけなのだろう、と思った。




「あ、あすたちゃん」

　そんな中学三年の冬――帰かえり際に、昇しよう降こう口ぐちでばったり明日太に出くわした。

　うっかり下の名前で呼んでしまったが、幸いなことに、周囲に見知った人間はいなかった。

「こんな時間まで珍しいね。いったい何してたの？」

「んー？　クラスの連中と喋しやべってただけだよ。店が休みの日ぐらい、つきあいをよくしておかないとな」

「うわー、何だかビジネスライクな言い草だね！」

「おう、生まれながらの冷血漢だからな」

　これらは、冗じよう談だんの類たぐいである。放課後も休日もほとんど店に詰つめ切りで、なかなかクラスメートと親交を深める機会のない明日太であるが、わりあい社交性は豊かであるので、自分に劣おとらず平和な学校生活を営めているはずだ。

　実は外見よりも意固地な性格であり、人との会話でカッとなったり傷ついたり、本当の意味では人間づきあいが得意なタイプではないのだろうが――それでも持ち前の明るさと人ひと懐なつこさで、何とかなっているのだろう。

　たぶん明日太は、人並み外れて人間が好きなのだ。他者からの情愛で、人間がどれほど幸福な気持ちを得られるものか、それを明日太は知っている。そして、それを失う痛みと悲しみも知っている。だから明日太は優しいし、料理のことしか考えない料理馬ば鹿かでありながら、他者との繋がりを重んじるのだろう――と思う。

「ね、たまには一緒に帰ろっか？」

「そうだな。方向は一緒なんだから、そうするほうが自然だろ」

　そんなわけで、二人で並んで校門を出た。

　月に何度かは、こういう日がやってくるものである。普段は茶ちや化かされないように節度ある距離感を保っているのだから、これぐらいのことはお目こぼししていただきたいと思う。

「うー、ますます寒くなってきたな」

「そうだねー、カイロなしにはやってられないよ」

「なに？　そんな軟なん弱じやくなもんを使ってるのか、お前は？」

「当たり前じゃん。女の子のほうが冷ひえ性しようなんだってよー？」

　言いながら、コートのポケットの中で握にぎっていた使い捨てカイロを差し出してみせる。

「おすそわけしてあげよっか？」

「んー……いいよ、別に。俺おれは冷え性じゃないし」

「そっか」

　ラブコメの漫まん画がやドラマだったら、ここで手をつなぐタイミングなんだろうなと、ひそかに思う。

「卒業まで、あと三ヶ月だねー？」

「卒業の前に、入試だけどな」

「あー、嫌いやな言葉だねー」

「お前は楽勝だろ？　地頭がいいんだし」

「そんなことないよ。すべて地道な努力の賜たま物ものです。今日だって、ずっと図書室でおべんきょしてたんだから」

「…………」

「地頭がいいのは、あすたちゃんのほうじゃない？　受験対策も何もしないで、公立校の入試に挑もうってんだから」

「……これがいわゆる背はい水すいの陣じんというやつだな」

「まあ料理人に学歴なんて必要ないのかもしれないけどさ。おじさんは新しいアルバイトを雇ってもいいって言ってくれてたんだから、最後ぐらいは頼たよってみたら？」

「店の忙いそがしさは関係ないって。俺自身が厨ちゆう房ぼうに立つ時間を減らしたくないだけなんだから」

　正面を向いた明日太の横顔は、ちょっとむくれた表情をしていた。

「そもそも進学を決めたのも、親父の独断なんだからな。俺は店を継つぐつもりなんだから、高校なんて行きたくなかったんだよ」

「でも、将来の選せん択たく肢しは多いほうがいいっていうのが、おじさんの意見なんでしょ？　それはさすがに、おじさんのほうが正論だと思うよ？」

　そんな風に言ってから、一言だけつけ加えておくことにした。

「まあ、《つるみ屋》の外で働くあすたちゃんってのは想像がつかないけどね」

「だろー？　別に中三で人生決めても悪いことはないよな？」

　明日太はすっかり子供っぽい顔になってしまっている。頬ほおの肉が薄うすくなり、鼻や顎あごの線がやや鋭するどくなって、だいぶん大人っぽくなってきた明日太が、まるで子供の頃に戻もどってしまったかのようだった。

「なんか、本気で納得いってないみたいだね。最終的に《つるみ屋》で働くなら、高校に通う三年間ぐらいはどうってことないんじゃない？　別に《つるみ屋》が逃にげるわけじゃないんだしさ」

「だけどさー、人間の脳のう細さい胞ぼうなんて、二十歳はたちを越こえたらガンガン死んでいくとかいうだろ？　だったら一番頭が元気な内に、もっと料理の勉強をしておきたいんだよ、俺は」

　などと言ってから、明日太は深々と溜ため息いきをついた。

「三十や四十を越えてから学校に行けって話なら、俺も異存はなかったんだけどなあ」

　その苦く悩のうする顔があまりに真しん剣けんそのものであったので、ついつい吹ふき出してしまった。

「その頃にはもう立派な料理人でしょ？　それから学校に通ったって意味はないんじゃない？」

「それはそうかもしれないけどさ……」

「あすたちゃんって、ときたま素すっ頓とん狂きようなこと言うよねー」

　ひとしきり笑ってから、ふっと息をつく。

「だけど、中学を卒業したら、ついに離ればなれだね？」

「んー？　別に学校じゃそれほど交流もなかったんだから、大した違いはないんじゃないのか？」

「そうかなー？　別々の学校に通うのって、けっこうな大ごとだと思うけど。三歳の頃から十二年間も同じ環境で育ってきたんだからさ」

　時刻はまだ五時にもなっていないぐらいなのに、あたりは薄うす暗ぐらい。

　十二月の空はどんよりと曇くもり、何なら雪でも降ってきそうな気配である。

　中ちゆう途と半はん端ぱな時間であったためか、通学路には数えるていどの人ひと影かげしかなく、それらもすべて暗灰色のシルエットになっていた。

　なんとなく感傷的な気持ちになりながら、高い位置にある明日太の顔を見上げる。

「ね、あたしたちって、いったい何なのかな？」

「うん？　どういう意味だ？」

「十二年間も一緒にいて、家族ぐるみのおつきあいをしてて、家族同然の間あいだ柄がらで――だけど、家族なわけではないでしょ？　この関係って、いったい何なのかなあ？」

「そりゃあ、お前……幼馴染だろ？」

「ただの幼馴染？」

「幼馴染にただも有料もないだろ」

　明日太はぼりぼりと頭をかいた。

「だけどまあ……玲奈は、玲奈だよ」

「……それって答えになってなくない？」

「しかたないだろ。それ以外に言いようがないんだからな」

　明日太の眉み間けんに、皺しわが寄っている。

　余計なことを言ってしまったかな――と軽く後こう悔かいしかけたが、しかし明日太はさらにこんな風に続けてきた。

「どうしたって、いつまでも同じ立場ではいられないんだからな。たとえ同じ高校に入学したところで、お前はそのまま大学にでも行くんだろうし、俺は《つるみ屋》だ。で、お前はどこかの会社で働いて、運がよければ結けつ婚こんもして、それで子供でも生まれちまったら、あとは自分の生活で手て一いつ杯ぱいだろ」

「うん……」

「それでお前が旦だん那なさんと海外に移住でもしちまったら、一生会えなくなるかもしれない。それでも俺にとって、お前は幼馴染の玲奈だよ。子供の頃ころの記憶が消えてなくなるわけじゃないからな」

「ちょ、ちょっと話が飛ひ躍やくしてない？　今のところ、海外に移住する予定はないんですけども」

「わかりやすいように、一番極端な例をあげただけだよ。まず旦那を見つけるところから難なん渋じゆうしそうだしな」

　後頭部をひっぱたかせていただいた。

　ただ――胸の奥には、何やら温かいものが満ちていた。

「そうだよね。どんなにいる場所が遠くなっても、あすたちゃんはあすたちゃんか」

「そう、消したくっても消せない記憶だよ」

「消したいの!?　あたし、傷ついた！」

「そんなわけないだろ、馬鹿」

　どうやら明日太は、照れているようだった。感傷的な自分の気持ちが、いつの間にか伝でん染せんしてしまっていたのだろうか。

　これもラブコメの漫画やドラマだったら、腕うでのひとつでも組むシーンなんだろうなあと思いながら、にっこり笑いかけてみせる。

「あすたちゃんも、運良く結婚相手を見つけられるといいね？」

「んー、それもなかなか難渋しそうだなあ」

「そんなことないよ。あすたちゃんって、男らしさと可愛らしさのバランスが中途半端だから、どっちかに振りきったら女の子が放っておかないと思うよ？」

「分ぶん析せきすんな！　幼馴染の分析は重いんだよ！」

「へっへー。今のところは、あたしほどあすたちゃんのことを知り尽くしてる女は存在しないもんね？」

　明日太はまたぼりぼりと頭をかいた。が、寒いせいかすぐにポケットへと手を戻してしまう。

「手て袋ぶくろが嫌きらいって、この時期は大変だね？」

　水仕事で荒れがちのせいか、明日太はいつもスキンクリームを手の先に塗ぬっている。その手で手袋を装着するのは気色が悪い、などと言って、このような真冬にでも素す手でで通しているのである。
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　その手の収納されたコートのポケットの中に、ほかほかのカイロをねじこんでやった。

「親愛なる幼馴染に、おすそわけでございます」

「……お前の愛情は、代だい償しようがでかそうだよな」

「うん、ヒレカツセットでお願いいたします」

「それはなかなかの高額商品だな！」

「あすたちゃんの料理が食べたくなっちゃったんだよね。勉強教えてあげるから、その報ほう酬しゆうとしてご馳ち走そうしてくれない？」

「……その忌いまわしい条件を取り下げるならば、ご馳走してやらなくもない」

「よーし、それじゃあ急いで帰ろー！」

　二人の道は、いずれ離はなれてしまうのだろう。

　だけど、この記憶は永遠だ。

　最後にそんな感傷的な思いを浮かべつつ、自分、生方玲奈は大事な幼馴染とともに十二月の夕暮れ時の道を歩き続けた。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十九巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　今巻は、章ごとでくっきりと内容の分かれる構成となりました。貴婦人のお茶会に始まり、町の人々を森辺に招待し、最後はルウ家の二度目の収穫祭で締めくくるという、そういう内容になっております。それぞれお楽しみいただけたら幸いでございます。

　ただ、そういう構成だと章ごとに登場する顔ぶれが異なってくるので、けっきょく巻頭のキャラクター紹介表に全キャラを記載させることができないという現実に行き当たりました。

　前巻は「群像演舞」におけるスン家の面々を記載する必要があったので、スペースに収まりきらないのも致し方なし、などと考えていたのですが、あまり関係なかったようですね。つくづく登場人物の多い作品で、恐縮の至りでございます。




　そんな中、今巻の「群像演舞」は「城下町の怪事件」と「二人の道」の二編となりました。どちらかといえば、この二編は異色寄りの内容となりましょうか。「城下町の怪事件」はミステリ風、「二人の道」は現実世界のエピソードとなります。

　余談を語らせていただきますと、自分はミステリ小説のファンであったりします。そもそも自分の読書遍歴というのは小学生時代の江戸川乱歩作品から始まり、あれこれミステリ作品を辿った上で、現在に至ります。実のところ、トリックを考案する才覚さえあれば、ミステリ作家を目指したかったぐらいであるのです。

　しかし残念ながら、自分にその才覚はありませんでした。時折ひそかにミステリっぽい作品を手掛けたりもするのですが、なかなか形になりません。トリックを考案するというのは、本当にひとつの特殊技能であると思うことしきりであります。

　ただ自分は、トリックの素晴らしさを最優先するタイプではありませんでした。どちらかというと、ミステリ作品に登場する名探偵などのキャラクターに魅了されていた面が強かったかと思われます。よって、キャラクターに思い入れを持てない作品は、どれだけトリックやロジックが見事であっても、あまり心をひかれませんでした。反面、魅力的なキャラクターが登場する作品は何度でも読み返してしまうという、そういうタイプとなります。ミステリ以外のジャンルにおいても、本当に好きな作品は五回でも六回でも読み返してしまうのですよね。

　と、余談が長くなりましたが、「城下町の怪事件」はそんな自分のミステリに対する偏愛から生まれたエピソードとなります。そして、あくまでミステリではなくミステリ風の作品であるということを、ここに言い訳させていただきたく思います。




　それともう一点、特筆させていただきたいのは、「城下町の怪事件」に登場する某キャラについてでありますね。

　以前にもあとがきにてお話ししました通り、「群像演舞」というのはウェブ版において、サイクレウス編が終わった直後に掲載された内容となります。よって、ウェブ版では「群像演舞」で先に登場したキャラが、書籍版では本編のほうに先に登場している、という事態にもなりかねないのです。

　例を上げるならば、レム＝ドムというのも初出は「群像演舞」となります。ルド＝ルウが主人公の「ルウの末弟の小さな冒険」において、レム＝ドムは初登場しております。それをすっとばして本編にレム＝ドムを登場させると混乱の原因になりますため、書籍版の本編に登場するより前、第十四巻において早々に「ルウの末弟の小さな冒険」を収録させていただいたわけです。

　そうして今回の某キャラについては、レム＝ドムほど本筋に絡むキャラではなかったため、そういった措置も為しませんでした。その結果、書籍版のみをお読みくださっている皆様にとってはモブキャラぐらいの存在感しかなかったであろう某キャラに、そんな重い過去があったんかーいという構成と相成ってしまいました。

　今後もこのキャラは、本編で活躍することはありません。将来的にはどうかわかりませんが、しばらくは忘れた頃にひょこりと顔を出すていどのキャラとなります。温かく見守っていただければ幸いでございます。




　そして次巻では、ついに当作も二十巻に至ります。

　本当に、「ついに」という思いです。ここまで巻数を重ねられたことを、心より嬉しく思います。

　内容としても、ついに太陽神の復活祭が開催されるところでありますし、自分の中ではおめでたいムードの相乗効果が生じております。お読みくださる皆様にも、普段以上に楽しいお気持ちをお届けできたら幸いでございます。そしてこれからも、皆様に何度でも読み返したいと思っていただけるような作品を目指して、たゆまず書き進めていきたく思います。




　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　次巻でまたお会いいたしましょう！

二○一九年十月　ＥＤＡ　　
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